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ビJ レの空飼周ステンレス配管: I月星印ステンレスICI銅の全面腐食試験結果
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水 道 原 水 の 悪 化 と 管 材 の 耐 久 性 に 起 因 す る 事

故 が 多 発 、 配 管 材 料 の 見 直 し が 急 が れ て い ま

す。日新製鋼はこの現象にいち早〈注目し、在

来 管 に 代 る 新 し い 素 材 の 研 究 開 発 を 積 み 重 ねー

「ステンレスパイプ」による配管システムを確

立 い た し ま し た 。 す で に 超 高 層 を 含 め た ビ ル

用 配 管 か ら 一 般 住 宅 に ま で 多 方 面 に 採 用 さ れ

はじめ、これからの建築で主流を占める屋内配

管 シ ス テ ム と し て 大 き な 話 題 を 集 め て い ま す 0

・建物と同等以上の耐久性です

配管材料として耐食性抜群の 8U8304 ステンレ入

パイプを使用。赤水 ・背水、管づまりなどの心配

がなく、建物の持つライフサイクルと同等以上の

耐用年数です。衛生的な水の供給、建物の維持管

理の二面からいって理想的で/ 1 佐ー の配管材料です。

・薄肉・小径管が使えます

ステンレスの材料強度は極めて大きいので薄肉パ

イプが使用でき、肉厚は亜鉛めっき鋼管の% です。

しかも腐食しませんから" サビこ. . l ; ・- などによる

流量低下が見られず、小径管の使用で聞に合いま

すのでノマイプ重量はさらに軽減できます。当然、支

持金物や被覆材なとe の削減、揚霊資の節約も可能 。

耐エロージョン腐食性に強〈、給湯・空調配管に好

適なのもステンレスパイプならではの長所です。

・接続方法を確立、容易に作業できます

自動溶接、軟ろう付け、圧縮継手による 3 種類の

接続方法を採用。 T I G自動円周溶接機による溶接、

非腐食性の特殊フラ y クス (8U8 クリーム ) 、8 U8

ソルダーによるろう付け、新設計の圧縮継手を各

々開発し 、簡単で確実にできる接続方法を確立。ス

テンレス配管の難点とされていたジョイント問題

を解決し、配管工事のやりにくさを解消しました。

・部材化に最適の管材です

配管系全体のコストダウンをはかるには、可能な

かぎり部材化を進める必要があります。 li 与肉ステ

ンレスパイプは新開発の自動浴接機により、 簡単

で硲笑に突合せ接合ができますので昔11材化 に最適。

工場加工によって現場での取付工数は 20% 以下に

でき、配管工事をスピード化し、大幅に工期を短

縮します。

. システムイヒて' コストダウンが可能です

百11肉管、小径官: を使用できるため材料費が減少。

加えて容易な施工法の開発によって配管工事費を

節減し、しかも安定した材料価格でプレハプ部材

の供給ができます。これらのメリットによって コ

ストダウンの課題は大きく前進。ライフサ イクル

を考えれば、 トータルコストとして最も優れた配

管システムです。
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. お 問 合 せ は 本 社 お よ び 下 自 己 事 鍵 所 へ

大 阪 支 社/ 大 阪 市 宮 区 大 川 町 l 番 地 { 目 土 地 涜 庖崎 ピ ル) 〒 541 宮崎 ( お 2) 1331 ( 大 代 ) 仙 台 出 世 所/ 仙 台 市 本 町2丁 目 10番 33号( 揮2オフィスピJ レ} 〒 9田 宮 0222( 22) 国 35

名 古 屋 支 社/ 名 古 贋 市 中 村 区 堀 内 町 2 丁 目 32番 地 { 咽 門 ビ ル) 〒 450 O 052( 坦幻自) 6 1 ( 大代 } 斬 渇 出 強 所/ 斬 渇 市 東 大 通 り 1 丁 目 3 番 l 号 ( 帝 石 ピ ル } 干缶o o o252( 44) 2947 

札 楓 営 聾 所/ 札 帽 市 中 央 区 間 一 条 西 1 丁 目 4 番 地{ 有 事 ビ ル) 〒O田 宮 011 ( 2 4 1 ) ア524( 代 } 壷 訳 出 世 所/ 金 沢 市 尾 山 町 3 書 回 毎 { 企沢 B 本 生 命 ピ ル} 〒 920 O Oア62( 63) 3501

広 島 営 難 所/ 広 島 市 肱 鹿 町 I T 目 2 番 22号 ( 第 1 広 電 ピ ル} 〒 730 官 国 22 ( 4 8) 4 6 1 1 ( 代 } 岡 山 出 損 所 / 岡 山 市 幸 町 7 香 33 号 { 大 東 ピ ル} 〒 7∞f t ( ) 回以 31 ) 4355 

咽 岡 世 東 南/ 幅 岡 市 中 央 区 天 神 I T 自 13番 2 号 { 興 韻 ピ ル} 〒 810 古 田 2【7 81 ) 1 2 5 1付て } 高 松 出 蝿 所/ 高 松 市 開 町 1 丁 目 5 番 I 奇 { 富 国 生 命 ピ ル} 〒 7回 世 0878( 51 ) 97日
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‘第22回工高生デザインコンクール入選者発表

n*建築協会主催による昭和51年度ーの撚記コンクールの入選者ーが

ド記のとお・りきまりましたので発表いたします。

なお、入選作品は次号 (52年 1 灯号) に指被いたします。

・設計課題 野外スポーツ施設の「センターハウス」

・応 募 校 18校 ・応募作品 103点

氏 名 'r: 校 名 -戸 iド

ト】

人選・必侵禿' l ' t ｾｴ 川 ｔＱＲ 之 大阪市立町l仏工業高校 3  ｻｾ＠

人 )ji 稲 毛 美 tJ 縫 f守川県立多 j支il! 工業高校

"  

"  
田中) ' f 1i; ;;c 郎，1，立伏見工業高校

"  

"  
fIIi 1毛 主 日 之 ド.iJ k  

"  

"  
百プ ｌ 政 ｦｾＱ 大阪市立剖 ｬ ，￧［ｯｊ｟ｲＺｾ高校

"  

"  
!f rl l明 群馬県立制生l " . 業高校 2  iJ'. 

ト一一

"  
続本! ' . f 神奈川県立神禁川工業高校 3  f手

。
平 見 直 広 大阪市立郎自工業高校

"  

"  
三 宅 投E 也 十品浜市立鶴比工業高絞

"  
ト←

"  
吉 出 伝 大阪市立問i品工業高校

"  

‘ 建築 6 団体合同新年交礼会

恒例により建築 6 問体合同の新年交礼会を下記のとおり開催いた

します。相互姐礼の煩を? 旬、き、 4 堂に会して年頭の祝訴を交換いた

したいと存じます。

日 時 昭和52年 1 月 4 口( 火) 午後 l 時30分 - 2 時30分

会 場 大阪コクサイホテル 8 階寝: 会場( 東区内木町)

会 費 1，500円( 当日欠席されでも会的はいただきます。)

申 込 12月17円までに会費を添え、本会 (541 大阪市東区北浜3

- 37 日本建築協会総務諜 T E  L 06- 231- 9648) へお I:j J 込

みドさい。参加書名簿を作成いたしますので〆切日を厳守t

願います。

flll ，f1l 51年中に建設関係功労者として叙勲および褒章を受けられた

方を招待してその栄誉を祝します。

共催団体

H 木 建 築 協 会 大 阪 府 建 築 士 会

日本建築学会近畿支部 1] 木建築家協会関西支部

大 阪 建 設 業 協 会 臼 本 建 築 材 料 協 会

4 会員忘年懇親会の中止について

お知らせ

恒例の日本建築協会主催、会員忘年懇親会は本年も諸種の事情に

より中止することになりましたのでお知らせいたします。

日本建築協会会告

ｾ，＠ 77- -8年版会員名簿の刊行

本年度初ょっ準備を進めておりました会員名簿は、 12月初旬刊行

され、 申込者に配布いたしましたが、少々残部がございますので購

入ご希望の方は事務局へお申込み下さい。

ｾ｣＠

大きさ [本裁等 B  5 判 横 組 本 文 上 質 紙 約320頁

編 集 内 容 a ) 木会の組織、全会員( 氏名 ・卒業校および年次

- 勤務先・現住所)

b ) 建築関係官公庁 ・学校 ・団体・建築設計事務所

・建設業 ・建材 ・設備 ・各種工事業

頒 価 一 般 1，500円( 送料 250円)

会員特価 1，200円 ( 送料共) 防共)

毎日出版文化賞受賞

‘ ふるさとのすまい 一日本民純一復刻版の刊行

本会の創立45周年を記念して昭和37年に出版された上記図必は、

沖縄から北海道までの都道府県から代表民家200余を選び、これを採

訪、実測した日本民家研究の基本文献で、 500点にのぼる写兵 、220点

余の平面図、断面図などを収録したもので、刊行まもなく品切とな

り、各方聞から再刊が待ち望まれていました。

待望久しい上記図書が、このたび日本資料刊行会より復刻版とし

て刊行、全国の舎庖で発売されることになりましたので、本会々員

に対しては下記のとおり梓価販売いたします。ご希望の方は早急に

木会( 大阪市東[又北浜 3 - 3 7、電話06- 231- 9648) までお申込み下

さい。

A  5 変形半IJ ( 185cm X 175cm) 上製函入270頁

定価 5700円のところ会員特価5000円( 送料 250円)

毎日新聞京都支局編

4 京都民家譜 (復刻版) の刊行

A 4 判型、特製函入 320頁

定価24，000円のところ会員特価20，000円

( 内容は木誌 2 頁をご覧下さい。)

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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本 書 は 京 都 市 お よ び そ の 周 辺 地 域 よ り 建築学上よ

η 見て資料 価 値の 高 い と 考 え ら れ る 民 家 290 戸 を 選

び、 300 点 の 写 真 と 解 説 文 で そ の 概 要 を 紹 介 し て い

る。

本 書 に 収 録 さ れ て い る 民 家 の 大半 は 失 わ れ、ある

ものは 外観 を 変 え 、 い ま に 残 る も の も そ の 周 囲 の 環

境 は 大 き く 変 貌 し 、 そ の 点 本書に 収 録 さ れ た 300 点

の 写 真 は 、 京 都 お よ び そ の 周 辺 の 民 家 の 本 来 の 美と

機 能 と を あ り の ま ま に 伝 え る 貴重な記録である。
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証言 '76ーデザインの動向・・…- 九・ー・ …ー……・ー ー1  

建築基裁措造の問題点 …. . . . …… -・- ・・… ー2

医 療 施 設 ・…・・・・…・・…・・・・ ... … … ・・… ・・ . 3  

床工法と材料・… - … . . … ・・ …・ … … . ..  4  

建築防災と法 ....ー

市街地豊富備・..

工場建築の設備 -

鉄骨才芯造のジョイント ・・・・……・・・ … ・・・・・・・ 8  

集{ 主体のハードとソフト ・・・ー… …- ・・・…. . . . . 9  

結露防止対策と断熱材料 .. . . …・ ー・… ... .. ... 10

第 23回 青 年 制 清一…・・…・・ ・・・・ ・・ H ・H ・・・ ・・ 11

設備からみた建築の問題点…・…・. . . . ・. . . . …ー 12

作品作風 ・新建築 .  

事務所ビル

扶桑ピル・・ ・..

設 計 : i背 水 利 捕 設 計 * 務 所

路 工 浅 沼 組

大賀株式会社本社ピル ・ ..…・・ ・・・…...・ ・・ 1  

設 計 : 計 計 工 房 D N  A  

施 工 : 藤 木 工 務 庖

大阪マルピル ・・・・ ー・…・・・ ・…. . . . . . . . . .… ..... 6  

設計施工 : 7 ジ タ 工 業

{ 安藤mピル・・ ..... … ・・ 回目 ・・・・… .. •... .•... . . 7  

設 計 施 工 竹 中 工 務 底

佐賀銀行本庖・・・ ・・ ・・・・・ 田・・……. . . . …. . . .  7  

設 計 日 建 設 計

総 工 : 松尾悠設 ・大成建設共同企業体

山一ピル・ ・・ ・・・・ ー・・・・・・目・"... . ". ... .. . ..・・・・・ 8

設 計 : 湾 主 I ! 築 設 計 * 務 所

施 工 : 井 上 組

商業施設

ユニチカショッピングセンター・オークタウン ・ . 1  

設計施工 : 竹 中 工 務 庖

ダイエー舞子ショッノマーズプラザー・・・ υ ・・・・ ・ 1  

設計施工 : 鹿 島 悠 設

レジャーピル寿楽一... ........ .…・・ …・…・・・・...  7  

設 計 創 美 設 計

絡 工 熊 谷 組

字治レインボープラザピル… - ・・H ・・・・・ 7

設 計 斉 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 。銭 高 組

官公庁施設

和歌山市庁舎 ... .... .. . .....・ H ・. . …. . . . . . .. ... …・・ 7

設 計 : 久 米 建 築 事 務 所

ｄｾ 工大成建設

東能勢村吉川支所庁舎 ・・ ……・・… ・…. . .. .... 7  

設 計 ・ 古IJ 美 設 計

高石市庁舎・・・・…. . . . . .. .. .・ H ・. . … ・・・ …・ 12

設 計 : 池 田 富 彦 設 計 事 務 所

D t g 工 : 前 田 建 設 工 業

福知山市庁舎 ・ ・・………. . .. . … ・・ … …・…・・ 12

設 計 山 下 1宣 言十

施 工 松 村 組 ・西 国 工 業 共 同 企 業 体

医療施設

田村医院・・…・・・・…. . . . . . .. ………・ ・・・・・・・2

設計施工 : 大 成 鎗 設

上領歯科・ー …・……. . ……. . ... ・H ・H ・H ・-… 2

設 計 : コ ン コ ー ド 建 築 設 計 事 務 所

絡 工 大 木 建 設

ロ

可

古賀医院・ ー・・・・ ーー…・…・・ ・…・. . . ・ H ・… .  2  

設 計 : 安 原 中 筋 建 築 研 究 所

施 工 : 栗 本 主 I ! 設 工 業

鳥取県立中央病院・ ・・… … … … … ・・……. . 3  

設 計 ・ 田 中 ・西 野 設 計 事 務 所

施 工 : 清 水 鐙 設

藤 田学園名古屋保健衛生大学病院・ - …・・・・ 3

設 計 : 浅f側、デサム建築事務所、若林注築事務所

D t g 工 : 浅 沼 組

藤田学園名古屋保健衛生大学医学部・…・・. . . . . 3  

設 計 : 鎌田学悶飽設謀、 教育施設研究所

絡 工 : 熊 谷 組

県西部浜松医療センター ・… ー・・・. . . . . 一…. . . 3  

設 計 内 藤 建 築 事 務 所

施 工 : 熊 谷 組

三重県大学医学部附属病院....・ H ・- ……・ ・・ ・・3

設 計 教 育 施 設 研 究 所

D t g 工 :大 林 組

滋 賀 県 立 整 肢 図・… … .. .......... .. ....・ H ・- ……. . 3  

1量 J十ー滋賀県土木部、 臼建設計

路 工 : 駒 音 主主 設

関西医科大学男山病院・ ー・ ... .. 一……. . . . . 3  

計 画 : 池 田 有 隣 設 計 宏 建 築 事務所

施 工 : 大 林 組

国軍公務員共

済組合連合会大手前病院. ... … … … … … … ・・ ・3

設 計 国家公務只共済組合連合会営繕部

久 米 建 築 事 務 所

姥 工 大 成 建 設

西 宮 市 立 中 央 病 院・・・・… ー .. ...... .... . ……・ ・・ ・・3

設 計 : 日 建 設 計

施 工 : 竹 中 工 務 庖

市 立 加 西 病 院・…・・… … .......... . . . … …・… ・. 3  

設 計 : 小 野 総 築 設 計 事 務 所

施 工 ' フ ジ タ 工 業

愛 媛 県 立 中 央 病 院 ・・・……………. . . . . . . …. . 3  

設 計 . 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 :鹿 島 建 設

福岡大学医学部附属病院- ・・・… .. . .・ H ・・・ … 3  

設 計 : 教 育 施 設 研 究 所

線 工 竹 中 工 務 底

近 畿 大 学 医 学 部 ・附属 病 院.. ・・ ・・・・・・u ・・・ 3

設 計 近 鍛 大 学 管 理 財 務 部営繕課

宮家主I! 築事務所、安井建築設百十1J>務所

施 工 松 村 組 、 大 林組、 三井建設

倉敷 中 央 病 院 第 l 期 ー. . . ・・・・……… ・・・・ ・・ ・・ 3

設 計 : 1m 辺 建 築 事 務 所

施 工 藤 木 工 務 庖

集合住宅

日本住宅公団森之宮(2)市街地住宅. . . . . . . ... . … 1  

設 計 : JU 畑 五 I ! 築 事 務 所

施 工 : フ ジ タ 工 業

城山パークハイム・ ・・ ー・・ ・・・・・・……・・… ・. . 7  

設計施工藤 本 工 務 底

松の木町市街地住宅. . . . . … … . ..・ H ・- …・…. 7  

設 計 ・大 迎 設 計

施 工 奥 村 組 、 熊 谷 組

フローイントゥ三田…・ ・…・・ …・一. . . . . . . . . . . . . 7  

設計施工不 二 鐙 設

大 林 フロ ー ラ 堺 … … … …..・ ・・ ..... . . . . . …. .  9  

設計施工大 林 組

コスモハイツ N E W甲子園 - …. . . . . . . . …・ ・・9

設 計 施 工 : 竹 中 工 務 底

大 阪商 船三井量A舶 制 上弁 草社宅. . . . . ・ H ・..… 9  

設 計 . 渡 辺 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 鐙 設

住宅

M邸 . .. ……・・…… .. . ....... .… . ..・H ・. . …… ….  8  

設 計 : 安 井 建 築 設 計 室

施 工 青 山 工 務 底

邸…・. . . . . . . … ・… … ・… . . . . . . …. . . ・ H ・-… 8

設 計 : 安 井 建 築 設 計 室

路 工 : 池 工 務 庖

D邸・ ・・・・・・…・・・…- ・・ … … … … ・ ・… … … ・.  8  

設 計 : 安 井 建 築 設 計 室

施 工 不 二 建 設

教 育 ・ 研 究 施 設

口

下7

鐙紡ガン研究所・…・ ・・・ ・ー… ・・田・・・ ・・ ・・1

設 計 田浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 底

神戸学院大学独立図: st館 ・…… ・・・ ・ー…. . . …・. 2  

設 計 明石工業高等専門学校第一研究室

光 安 紫 光 + 利 光 建 築 事 務 所

S恒 工 : 竹 中 工 務 庖

香梅幼稚園・ー・…… … ........ …・ …… ・・ ... 4  

設 計 施 工 : 竹 中 工 務 底

泉山幼稚園・田・・・ ー ・・・・…・…・・ ・・・・・ ー…. . 4  

2宣 言十 : 設 計 事 務 所 洋 洋 社

施 工 ・ 中 川 工 務 底

狭 山町立西幼稚園ー・…・ … ・・ ・・・・・・ ・・・…. . 4  

設 計 能 勢 建 築 設 計 事 務 所

ｄｾ 工Ｚ木谷工務底

京都市立東養護学校…. . .. .… ーー・・ ・ ・・・・…. . 7  

設 計 来 畑 建 築 事 務 所

施 工: 櫛田建設 ・辰己建設共同企業体

育徳会館一 ..... " . …. . . . ・ H ・. .. ..・ H ・.. .. . . ....... 7  

設計施工: 清 水 建 設

聖ドミニコ女子修道会修道院 ・幼 稚 園 . .... .. 7  

設 計 施 工 戸 悶 建 設

研修所・セミナ一

川崎製鉄水島研修所 ー…・… ... ..... ......... ... .. 1

設 計: 川鉄水島悠築課・拙i辺建築事務所

施 工 清 水 鐙 設

「友愛の丘」ゼンセン中央教育センター…・…・ ・7

2宣 言十 ・ 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・ 大 林 組

関西土也区大学セミナーハウス …・…ー・・ ・・・・ ・7

35t1t十純工 : 大 中本 組

京都府ゼミナールハウス本館…・ ・・・……ー・ ・ 7  

設 計 地 域 計 画 建 築 研 究 所

施 工 熊 谷 組

会館・福祉施設

兵庫県立西播文化会館・西播生活科学センター…・ ・1

設 計 兵 庫 県 建 築 部 首 繕 諜

施 工 進 藤 組

滋賀県立長浜文化芸術会館・・・・ ・H ・H ・- …・・ … 1

設 計 宮 家 鐙 築 事 務 所

施 工 . 熊 谷 組

国立飛鳥資料館・. . .

設 計 ' 近 畿 地 方 組 設 局

施 工 : 村 本 主 I ! t. 宣

大阪市立淀川区民センター老人福祉センタ一 一. 1  

設 計 大 阪 市 総 築 局

施 工 : 甲 南 建 設 工 業

愛知県保養リハビリテーションセンター木曽川荘 … 1

設 計 : 大 建 設 計

施 工 大 豆 建 設

餓鋼会館・ .

1宣 言t: 日 怨 設 計

施 工 : 不 動 建 設

財団法人 柳田園男 ・松岡家顕彰会記念館 ・・ 2

設 計 : 棉 波 建 築 コ ン サ Jレ タ ン ツ

施 工 : ｾ 根本建設工業

神戸北 文化セ ンター ・… … ...… … ・・・. . …・ 2

設 計 泌 総 築 設 計 事 務 所

施 工 松 村 総

姫路市市民会館- … ・……… ・ー・ ・・・・・・……. . 7  

設 計 : 昭 和 設 計

施 工 : 大 林 組

スポーツ・レ ジャ ー施設

六甲ハウス …・……… 1  

設 計 施 工 銭 高 組

八重桜カントリー ・クラブハウス ー.. .. . ... . ... . 1  

設計施工・奥 村 組

東播カ ン トリー倶楽部ハウス・ …・ー・ ・・・・ ・・ 1

1宣言十施工 : i菊 池 組

舞鶴カントリークラブハウス・・・・ …・……・ 1

設 計 : 尾 崎 鐙 築 設 計 事 務 所

施 工 : 不 二 主主 設

3  
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作州武蔵カントリー倶楽部クラブハウス・ 1  

設 計ー束 畑 建 築 事 務 所

胞 工 新 井 柑l

関西サイ クルスポーツセンター ・ ・・ ・ ー… ・1

設 計: 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 :奥 村 組

藤弁寺市立市民総合体育館 ・・・・0 ・・・・ー ..  5  

設 計 ・日 建 設 計

施 工 奥 村 組

和歌山勤労者いこい村… 一 .... ......・ H ・.... 7  

設 計 : 安 井 建 築 設 計 事 務 所

OIB 工 大 末 建 設

兵庫勤労者いこい村 ー一一… ・… - 一. . . . . 7  

設 計 梓 設 計

OIB 工 : 潟 地 紙I

宗教施設

法給寺三重塔. . . .

設 計 竹

施 工 滑

ぬ

水

主主

主I! Jlt 

宗教法人妙道会教団聖地. . . . . . . . . . . . . . . ... . .. ... ・・ 1

設 計 臼 建 設 計

施 工 戸 田 建 設

兵如苑大阪精舎…・・・・ ・・…・ー……・・ ・・………・… 1  

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設

カトリック大浦教会・・・……… ...... ・…. .. …・・ 1

設計施工 ・大 林 組

生産 ・流通施設

凸版印刷稲崎工場 .. .. … ........ ... .. . ... ・・ 3

設計既製 日 本 総 合 建 築 事 務 所

施 工 :h紅安藤主I ! 設大阪支庖

池田市古江浄水場・ ー ー ー ・ ・・・・・・ ・・・・ 7  

設 計: 日本水道コンサルタ ント

胞 工 皮 劫 建 設

明石市公認! 地方卸売市場ー・……・・・ 目・・・・・・ u … . 7  

設 計・ＺｊＮｾ回建築設計事務所

OIB 工 ・/il l従1・日東建設・明石土主I!

四ツ僑組建設共同企業体

スケッチ7'ック

司'

1171 愛知淑徳大学。1172 近江八幡市立島公民館。1173

日新製鋼六甲保養所。1174. 新城カントリークラブハウス。

1175 他問カントリ ークラプハウス。1176 八尾山本第 2小

学校。1177 ニチメン四条グランドハイツ 。1178 泉北 H P

C
o  

1179. 近松記念館。 ..  .  .  .  .  • .  .  .  .  一... . ... ....... . .. 1  

1180.桃山台高弁小児科。1181 桃山台山本内科。1182 西居

クリニ y 九 1183 奥村歯科。1184 西井クリニ ック。 1185. 深江

医院。1186 三木外科内科。1187 川西診療所。 1188 新枚岡

旬報沼舘局。 ..  .  .  .  .  .  .  • .  .  .  .  ・・ ・・ ・・・ー ー・・・・・・・・・・・・・・ 2  

1189. 箕面市立西南公民館。1190. 飽谷大学大宮学舎 消和

館。1191 飽谷大学大宮学舎西賞。1192. 米田医院。1193

朝銀大阪信用組合八尾支底。1194 飽田紡績熊本工場

1195. 株式会社ウオール7 ン。 1196. ホテル ・ザ・Jレーテ Jレ。

1197 尼崎市総合文化セ ンター( 第1)朋)・・・・・・・・・ ・・ ・・・ 3

1198 菅の台保育所。1199 学校法人法泉寺学閥栗生幼稚園。

1200 来能勢村立吉川幼稚園。1201. ふじ 保育図。1201 社

会稲祉法人徳風会北野田保育図。1203.富田林市立寝宏、幼稚

闘。1204. 兵庫勤労福祉セ ンター( 赤総ハイツ )0 1205. 大同製

鋼mt 察。1206 岡田商庖大阪支底。…・ ・・ h ・・ 4  

1207 泉南市立ー丘幼稚園。1208. 徳島動労総合初祉センタ

ー。1209 江南市立図書館。1210. 東光第三ピJレ。1211 大阪

興銀宝来寮。1212. ぜんカントリークラブハウス。1213 信

用組合神戸商銀西神戸支底。1214 西陣織物会館。1215 三

宮一丁目西ピ Ｉｶ ｯ • ，..  .. •. .... . .  ーー・・ ・・・・ 目・・・・・・・・・・・ H ・・・・・ 6  

1216 永滋寺町自然休養村管理センター。1217. 東能鈴村立

児童館 。 Ｑ Ｒ Ｑ Ｘ 日吉町民センター 。 ＱＲ ＱＹ Ｎ 中百舌Ｎｲ ， ｾ保育園 。

1220 東能鈴村営野間口公営住宅。1221 雇用促進住宅清水

宿舎の 1222 帝国酸素神戸本社事務所。1223 本!日l ゴルフ大

阪営業所。1224 長沼佐野 ピ} v
o

•••• •••••• ••••••• • •••••• 6  

1225.舞鶴市中央公民館。1226. 福知山総合稲祉会館。1227

平野会館。1228 兵庫県立淡路高等宕護学校。1229 近畿大

学附属高等肴護学校。1230 明石本町ピル。1231 エパー ー

グリーン住吉。1232. グリー ンハウス豊中。1233 日本住宅

公団八回北町 B地区高層。 ・・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・.10

特 別 企 画

'  
4  

1976年 (昭和 51年) 総 録目1月号 - 12月号

号

- 日本住宅公団関西支社の最近作品と計画一 9

1. 武庫川団地

2 . 森之宮第二市街地住宅

3 . 新長田駅前市街地住宅

4 . 岩問団地 ( タウンハウス)

Ｎ ｉ ｊ 湖西支社昭和 ＵＰ 年竣工工 Ｇ ｊ ｾ 優秀施工表彰作品

証言' 76ーデザインの動向 .  

後期的近代の動向・一 一・ ・・ ・・・・・・・・陶井 正也 . 1.  

建築デザイ ンについての証言 '76

・断面からの証言

ー 近代建築における 28のセクションパターンー

紙野桂人 / 中原文雄 / 森田博信・ ... .. 1

・アンケート “建築デザインについての証言 '76"

竹腰健造 / 村野・藤吾 / 小田島兵吉/ 石川純一郎

東畑謙三 / 間続作太郎 / 西山知三 / /i ili 辺鋲太

郎 / 徳永正三/ 小川 正 /; 岩本博行/ 彦谷邦一

西沢文隆 / 福田朝生/ 佐野正一 / :光安義光/ 徳

岡昌克/ 蓮偽 亨/ ; 神出津教IA桂/ 川 崎 消 / 根

湾耕一郎 / 水谷頴介/ 辻野純徳 / 出 江 箆 / 指

摘真智雄 /: 太田隆信/ 瀧 光夫 / 山崎泰孝 / 渡

辺盛和 / 中島龍彦 / 浅井謙/ 安藤忠維/ 高松

f申・

・評価の高い関西の建築作品… ー . ... .... . .. 1  

建築基礎構造の問題点

‘' 地盤調査の立場から ・・・・…… ・・・・中山i

f蒋造設計の立上易から ." " .. .. .... .小泉

監理の立場からー ーー ー ーー福井

行政の立幼から ー ....・ ー・ー・・井原

施工者の立場から・ …一 ・・……令聞

医 療 施 設

志郎. . 2  

界 ー 2

J1l' ... 2  

篤… 2

宏 . . 2  

司'

囚 医 療 施 設 計 画 へ の 展 望… 一業原嘉一自[1. ・3

回 最 近 の 病 院 建築をさぐる

→丘畿大学医学部附属病院と倉敷中央病院一

回病院各部の計画と技術ーその傾向と問題点

中央診療部の構成. . . . . . . . …柳 沢 忠 . 3  

手術部の計画と消潔管理...)11辺 .rt・・ 3

電気設備と安全 一・ー ー-ー-河芸霊登志夫ー・3

給食部門の計画

辻野純徳 ・甲斐行雄 ・石田允宣. . . 3  

病室の設計一居住性の向上と諸装備 ー

辻野純徳 - 西弁美彦 ・渡部 将 ・・ ・3

物品搬送の自動化問題・・ 田・・・巣原嘉一郎 3  

コンヒ。ユ ーターによる病院管理一病院情報

システム ・一 ーー … 一 … 河 村 徹 郎 . 3  

回 医 療 施 設 資 料頁

薬剤機器 ・病歴管理 システム 電気設備・

給 排 水 衛 生 搬 送 バイオクリーン ・医療

ガス ・滅菌システム・インテリア (ウ オール

パオ、ル ・サインボード ・観覧席) ・放射線防

御 ・建築材料 (防水 ・窓 ・建具金物 ・スト

レγ チャープロテクター ・床材) ・防災 ・焼

却炉 ( 病院建築作品は削日)

床工法と材料

司'

床の機能 ・性能ー歴史を含めてー・ ー・・ー

今里F 利直・ 4  

床の構造. . .. .… 一 リ ーー ・高 原 道 夫ー.. 4  

建築における最ー近の床工法・・ υ 一三浦 康夫. . 4  

・各種床工法データ (フロアパネル工法 . W式

床版・フライン グショアー ・ファプ工法 ・オム

ニア版 ・W T スラプ ・スピロール ・鉄骨系プレ

ロ

可

ハプ住宅における床パネル) ・・ 0 ・. .. ...・・・ 4  

床I上卜:M…・・ー一 ー . . . . . . . . . リ柴田 嘉夫ー 4

建 築 防 災 と法

司'

今後のピル防災について ー・ 岸谷 孝 一... 5  

ｾｦ ｬＧ ￻ から学」戸建築防災の 教訓・ Ｐ ・・・・ ・

足立 孝 ・舟紙図労・ 目・5

1. 建築基準法と消防法の相違点と問題点

相違点と問題点ー 日本建築協会法規委員会・ 5  

建築基準法の立湯から い…・吉田 正良・・ ・5

消防法の立均から ・一 ーーーー奥村 俊Mi ・・ 5

2. 建築防災行政につい てのアンケート ・・・ー・・・ ・・ 5

(遡及規定 ・基準法と消防法との関係 ・防災行

政への要望)

高 地 約 / 青 井 義 臣 / 消水平日帰

/ 藤 純 正 俊 / 三品 哲 夫

3. 建築基準法改正 (祭) における遡及適用につ い

て- … υ …. . . …・・ーーー ・・・ ーー吉田 正良・ ・・5

4 改正消防法の遡及規定早見表・ ・....

田中 隆夫・ ・・ 5

市 街 地 整 備

‘' 市街地整備論 ・・ ー・…・小寺 稔 ... 6  

都市計画における市街地整備手法の現状と諸問
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建 築 基 礎 くい に 関する 行 政指 導

建築基礎くいに対する行政指導の経綿は 、従来、行

政 庁 に お い て 個 々 に 行 わ れ て い た も の を 、 建 設 省

を中心に検討が行われ、昭和44年に建設省住指発笥

245号i混迷によって全図的に標準化が計られ、以来

それによって取りあつかわれてきたのである。

その方針は建築基準法令と建設省告示 111号 お よ び

運用通達を中心に、それらの基準においてとくに定

めのない事項については日本建築学会「建築基礎椛

造設計規準」および「建築鋼ぐい基礎設計施工規単」

を標準とすることに在っている。昭和46年に建設省

告示111号が公布されるにあたっては、昭和45年の

建築基ー準法令第 Ｕ 次改正に伴い制定が必要とｾった

もので、それは当時の学会規準( 昭和35年改訂) の

内容をふまえて制定されているので、昨年の学会規

準改訂によって建設省よりさきに同告示改正案が示

されているところである。

以下に示す取り扱いは、前述の諸関係を調豊富するた

めに告示111号改正までの当分の間行うものである

が、この分野はまだ未知の点や特殊な事例が多いと

考えられるのでその場合はその都度検討して取り扱

うのは言うまでも与い。

くい 基 礎 に関 す る 取 り 扱 い

1  くい体の許容応力度等

イ 既裂コンクリート杭体の許容応力皮( 表 l 参! ! 自)

上記については大きく J J  S 規格製品とそれ以外の

ものとに分かれるが、 J 1  S 規格製品は以下 に代表

されている 。

a ) 遠心鉄筋コンクリート杭 J  1  S  A  5310 

(  1紐・ 2 樹

b) プレテンション方式遠心力プレストレストコン

クリー卜杭 J  1  S  A  5335 ( A 樋 . B種・ C 秘)

c ) ポス トテンション方式遠心力プレストレストコ

ンクリート杭 J  1  S  A  5336 ( A 秘 ・B 租 ・C 種)

a ).  b).  c )ともおのおの市助製品化されているので、

その耐力は、告示 111号 運 用 通 達 案 の 数 値 に よ る 。

口 高温高圧Wi<気養生されたくい体の許容応力度等

高温高圧蒸気養生されたプレストレストコンクリー

表 1 くい体の許容応力度等

くいの種類
コンクリート

長期応の力許に対する

強 度 くい体 容応力度

振勺動結め鉄筋コン

リートぐい

400以kg上/an'  
65kg/，町、2以下

遠リ心力鉄ぐ筋コンヲ

400kg/an'  

J  I  S  /製S町品同、2等お以品よ下
ー ト い 以上

ぴ J 1  

75kg  

遠心力プレ A  種 105kg/an' 以下

ストレスト
500以kg上/an'  

コンヲリー B  極 100kg/cm' 以下

トぐい

C  額 95kg/cm' 以下

鋼 ぐ い 鋼 管 来 (0. 80+2. 50 I/T)  X  1600kg/cm' 

H 型 鋼 最大 1， 400kg/cm' (当分の/111)

ペデス合 ル か く の コンクリート強度の

ぐい あるもの 180kg以/an上2  %かっωkgl田' 以下

か く の コンクリート強度の

ないもの
対かっ切kg/cm' 以下

場所打ち

水は泥中水ま中た

コン7 リート強度の

コンヲリ
J1品、つ印kgl田' 以下

ートぐい 180kg以/cm上2  

上紀以外
コンクリート強度の

y. 品、っωkgl田2以下

1. L I D くいの長さ径比 t  くいの板厚 r  くれの '1'1壬

ト杭については、一般に材強の高いものが生I墜され

ているので、建設省住指発第246号 (44， 6 ， 19)  

通達によって扱う。

a) くいの許容応、カ度は、長期許容圧縮応力皮を

165kg/ cm' 以下とする。

b ) くい体の強度は700kg/ cm' 以上とする 。

c) 継ぐいの支持力低減率は溶接継手 l カ所当たり

5 % とする。

d ) 長さ径比による低減率は次式による 。

支持力低減率= ( L / D- 7 5 %)  

L : くい長(m) D: くい外径(m)

ただし建設省の認定をうけたものは、上 ｾ￨Ｈ ￭ｩＧｬを ｌ Ｏ ｄ

- 85% とすることができる。

ハー鋼管ぐい体の許容応力度等( 表 1 参照)

鋼管ぐいについては、 JJ S A  5525 ( 鋼管ぐい) 、 J

1  S  A  5526 ( H形鋼ぐい) によるが、くい体の許

容応力度は告示111号運用通途( 案) の数値による。

a ) 鋼ぐい( 鋼管、 H 型鋼) 体の長期許容応力度=

(0. 80+ 2. 5t  /r ) X l ，600kg/ cm'  

ただし当分のl日i 最大 1，400kg/ cm'  

t = くいの板厚 r = くいの半径

b ) 腐蝕しろは地悠の腐蝕性試験で求められる年 1:: 1

l腐蝕しろに 80 ( 上部椛造物の耐H l 年限が明らかな

場合にはその年数) を乗じた数値以上とする。」ニ記

試験を行わない場合は、外部 2 m/ m以 上 、 鋼 管 ぐ

い内fl !l lで開端の場合0. 5m/ m以上、 l羽端の場合、 0

とする 。

c) 鋼ぐいの肉厚は H型の地合 1 0 m/ m以上、' I ' f 型

のJ品合 9 m/ m以上とする 。

ニ. 場所打ちコンクリートぐい体の許容応力度等

場所打ちコンクリートぐいの くい体に対する Jfi 数値

は告示111号、改訂案による 。

a ) コンクリート長期許容応力度は、

水中、泥水中のもの コンクリート強度のLイかっ 50

kg/cm' 以下

上記以外のもの コンクリー卜強度のLイかっ60

kg/cm' 以下

ただしコンクリート強度は 180kg/ cm' 以上とする 。

継低手による

減 比

長さ径比による低減率 考|

lf 国j容PI按f当継た手り切4

溶接およびボルト式継手

L / D - 60) % 

- ボルト式継手
- 2-容J f7I  E0S)おお%よよびびボJ ル15トI同式等縦品F( L / D  

1個所当たり 10%

- 継充筑手ホゾ式
J I5 以外的製品 (L / D - 60) % 

- 充境ホ ゾ式継手 ( L / D - 50) % 

l 個%所当たり

20 
8J 0I }S% および J I5 問符品 (L / D -

プレテンショ

J I 5 以外の製品 (L / D - 70) % ン〈い1:lI.毘る

(L  / D- I00) % 

(L  /D - 70) %  

( L / D - 60) % 

( L / D- 60) % 

し鋼ぐいにあっては 1.5倍とする.

2 遼心力 プレストレストコンクリートぐいの細別は J 1  S  A  5335 

による。

4 高温高圧孫気i養生された〈いについては別途認定が行われている ε

5 長さ後比の限度は、強度の低減を要しない級火の長引量比の 1.3

倍以内とする。
3 短期応力に対するくい体の許容応力度は長期の 2倍とする。とど

b)  くいの構 造としては基礎 基準に従い設計するほ

か、下記による 。

1  ) くいの帯筋は、英型鉄筋を用いるものとし、径は

13m/ m以 上 と す る 。 ただしスパイラル筋使用の場

合はこのかぎりでない。

2  ) 帯鉄筋の中心 i悶隔は、くい頭部 2. 0 mかっくい

径の 2倍以内においては、 15cm以下、その他の部分

は30cm以下とする。

2. くいの長期鉛直許容支持力について

くいの長期鉛直許容支持カはつぎによる。

1  ) 鍛荷試験を行う場合

- 叙荷試験による極限応力のM、ただし告示改訂時

までの I剖は、降伏荷重の% のf直を採用しでもよい 0

. くい体の長期鉛直許容応力

このうち小さなものを長期鉛直許容支持カとする。

2 ) 地銀調査による場合

くいの支持カ算定式で求めた地盤の許容応力

くい 体の長期鉛直許容応力

このうち小さなものを長期鉛直許容支持カとする。

3 ) 試 験杭による場合

・告示案の臼式を用いて求めた地盤の許容応力

. くい体の長期鉛直許容応力

このうち小さなものを長期鉛直許容支持カとす る。

4 ) くいの支持カ算定式はつぎによる 。

4.  1 ) 支持ぐいの場合

Ra = 1/3 ( R p + R F ) ー 一 ( 長期の場 合、短期 は X 2

f音)

4. 2 ) 摩擦ぐいの場合

R α =  1/3(1/5  Ns  L s  +  1/2q;ti L c  )  <p ・・ (長期 の 場

合、短期は X 2倍)

た だ し 厄60 守壬 10 t川 、 写 豆山 / m2 とする。

Ra 長期鉛直許容支持カ‘ ( くい先端および周 面 の 地

盤の許容応力)

N ・先端地盤の標準貫入試験による 打怒回数の平均

[ 直で、くい先端より下へ l d 、上へ 4 d の聞をと

る。 ( 回)

Ap ・くい先端の有効断面積 (m')

ｎｳ ・ く い局地盤中砂質土部分の ｎｾ 直の平均

L s 同上砂質部分にあるくい長さ ( m)

q，u ・くい周地盤中粘性土部分の一軸圧縮強度の平均

(  t / m
2
)o ただし 仰 の実i J ! IJ(1直がない場合は 、屯U

= 1. 25N  (  t/ m
2

) とすることができる。

L c 岡上粘性土部分にあるくい長さ ( m)

¢ ・くいの周長 ( m)

Rp ・くいの種類に応じて下式により算定した先端

地盤支持カ (t)

- 打込みぐい Rp  = 3 0 N Ap または R p =  3q，α A p  

. セメントミ Jレク工法による 埋 込ぐい

Rp = 20N  Ap または R p = 3 q，α Ap 

- リパースサーキュレーション工法、ベノト工法、

アースドリル工法による場所打 ちぐい

Rp  = 15N  Ap または Rp =  3 q，a  A p  

q，a: 現告示 111 号第二の表の式によって計算した長

j羽応力に対する地盟主の許容応力皮( ただし表 中

ｎＧ の値は密ｾな砂質地盤 Ｑ Ｒ 、砂 ￭ Ｇｴ地銀 Ｖ 、粘土

質地盤 3 とすることができる 。)

R F つまの式により計算したくいと周面の地盤と

の摩擦カ ( t )

R  F  =  (l / 5Ns  L s  +  1/ 2q， u  L c) <p 

5 ) くい体の長期鉛直許容応力はっきe による 。

イ くい体の長期鉛直許容応力は、くい体の長期 許

容応力度に最少断商積を乗じて求めた1直 ( 以下くい

体 の許容耐力 と称す) から長さ径比、 継 手 の 低 減 を

した低 とする。

ロ 長さ径比 による低 減率、継手の低減率は表 l に

よる。

*  *  

以上くいの取り扱いの基本的主一部を示したが、紙

面の都合で以下詳細を省略した。 1昔賢のご高見 を い

ただければ幸いと存じます。

( 大阪府建築部建築指導課 山 田 耕蔵 )
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( .lil i il! H 鮒 介 No. 15 )

「プ ラ ニ ウ ム 』

プ ラ ス チ ッ ク と 民 舶 の 材 料 を 組 み 合 せ た 抱 合 材

料 が あ り ま す が 、 こ こ で は 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン

を 必材 と し 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 を 表 面材 と し た サ

ンドイ y チ f，'IJ J i l の制廓板である三井石油化7: 工

業 株 式 会 社 の 「 フ ラ ニ ウ ム 」 を 紹 介 す る 。

同 は じ め に

プ ラ ニ ウ ム は ぷ dii 材 の ア ル ミ ニ ウ ム の 樋 矧 、 お

よ び ア ル ミ ニ ウ ム と ポ リ エ チ レ ン の榊 lj主 席 さ の

比 に よ り 、 各 舗 の 恕l 品が可能ですが、帯主司自品は

ｆ ｾ 己に示す通りです。

t揖 ｾｘＺ＠ I'f. 1: !t 

グレード 全体I'f.さ困

ルミニウム出 現) : Iチレ""，- 71レミニウム困

;1 2100 2.0  0. 1 ー1. 8 - 0.1 

;1 2200 2.0 0. 2 - 1. 6  - 0. 2 

;: 31∞ 3.0  0. 1 - 2.8  - 0. 1  

;;: 32∞ 3.0 0. 2  - 2.6  - 0. 2 

;1 4100 4.0  0.1 - 3.8  - 0. 1  

;1 4200 4.0 0. 2 - 3. 6  - 0.2 

。 榊成 Ｈ 組 Ｑ ，比 Ｉ断 ｲ￮￵ｾ Ｑ

，0 . 1- 0. 2mm" 。アルミニウム板

!U  一一一一一一一一/

""..... - : - - : - - プーで- で二一一 高密度ポ リ工チレン

T  Ｍｾーーーーー、 Ｇ Ｐ ＮＱ ＭＰ Ｎ Ｒｭｭ アルミニウム板

。 糠話相ナイズ ( mm) ー ー1000 X 2000、 1200 X 240 0  

定 尺 品 以 外 の サ イ ズ は 幅 1. 2 m以 下 、 長 さ は

輸 送 可 能 な 長 さ 。

。 そ の 他

① カ ラ ー も の に つ い て は 標 語 喜 色 が 6 色。

@ D A P イヒ担H 反あり。

@ ア ル ミ ニ ウ ム 材 質 変 更 、 ア ル 7 イト加工、

エ ン ポ ス 加 工 も で き る 。

( .lil i il! H 鮒 介No . 16 )

外 壁 目 地 材 「ジ ョ イ ン ・ シ ー ル 」

近 年 、 主 主 築 物 は 型 枠 の 精 度 向 上 に 伴 い 、 打 欣 し

ょ 法 が 多m さ れ て い ま す が 、 そ の た め コ ン ク リ

ー ト 打 継 郎 分 に は 漏 ノk 並びに工程、完走車nの 線 数

化 に よ る 符E盟 の 繁 雑 化 な ど 種 々 の 問 題 が 生 じ て

い ま す 。 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る 絶 好 の 材 料 と

し て ラ パ レ ヂ ン 工 業 株 式 会 社 よ り 目 地 機、 シ ー

ル 工務 不 安 の 「 ジ ョ イ ン ・シ ー ル J が 開 発 さ れ

好 評 を 得 て い ま す の で ご 紹 介 し ま す 。

囚 材 質

硬 質 塩 化 ビ ニ ー J レ ( 成型 品 )

国 特 長

1  工 経 の 短 嗣(i と コ ス ト ダ ウ ン

成主辺品をコン 7 ') ー ト に 打 込 む た め 、 同 地 の ピ

ン ホ ー ル や 不 陸 の 修 正 が 不 要 で あ り 、 ま た 、 シ

ー ル 工事 も 何回帯で き る の で 工 程 の 短 縮 と 併 せ て

コ ス ト ダ ウ ン が は か れ る 。

2  旦旦: t ! : ! 自旬な目 I也f立記t

1=1地 仰 に よ る 白 地 切 り で は 目 地 位 泣 が ス ラ ブ ヌ

端 と 同 一 で あ る が 、 本 製 品 に は水 返 し が つ い て

い る た め 同I也イ立低 を 床 よ り 下 げ る こ と が で き 、

雨 水 の 侵 入 が防 げ る 。

国 種 類

C !J辺 打鋼生償凶地 長 さ 2 m

( ! 侍殊寸法製作 可 能)

M ! l 由化粧縦白 地 長 さ 2 m

( 特殊寸法製 作 可 能)

f生物 出 附 用 、 入 隅 用 、 十字 型

色

グ レ ー ( 特 殊 色 製 作 可 能 )

三 井 石 油 化 学 工 業 株 式 会 社

本社! 向品営業部 ' 〒 100 * 京郎千代田区穏ケ! 日13- 2- 5 ( 霞ケ l湖ピル ) T E L  03- 580- 3611 

大 阪 営 業 所 r E L 06- 443- 3301 岩 国 大 竹 工 場 : T E L  0827- 22- 4111 

国 持 長

①品質の安定( 述続生産工. f ' i l により成型条件が

定 で ア ル ミ ニ ウ ム と ポ リ エ チ レ ン の 裕 - l rが 強 閤 )

② 軽 fil: . . 一ー比 重 1. 04 - 1. 30 

③防火性能・・ー・ ・建設i ' i 認定の を給 不 燃 及 び 縫 燃 材

和十である。

lぷ
プ ラ ニ ウ ム カラープラニウム

融 不 燃 財 科 | 難 燃 材 料 湘 イ ミ 惣 材 料

グレード 埋設止臣認定グレード 埋設.k[;!必車 グレード撞担k臣認定

2.0 #2200 胸部2147月 詳2100 胸部 3133丹 #2200 細部2327日

3.0  #3200 自却明¥2317号 i! 3100 f田;;>; 3200丹 l! 3200 。岡部2328日

4.0  ' *4200 tiIlI ;;>; 2148号 話4100 f岡部3134月 1I 42OO 胸部2329号

@ 断 熱 性 能 に 優 れ て い る 一 ーコ ム 及 び 天 然 木 材 並 み 。

⑤ 機 械 的 性 質 ー サ ン ド イ ツ チ榊 造 で あ る か ら 幽

{ず岡111全カザある。

@i 耐ノk 性 ーー水廻 り に mいても、 I汲 iJJ.. によるそり、

鋭、 1腐 食 の 心 配 が な い 。

⑦ i血 管 性 及 び 振動 i威 荻 刊 に {妥 れ て い る 。

おfj t ，日L 特 性 内 部の ポ リ エ チ レ ン は ( - 8 0"C )

が脆{ ヒ溢皮 だ か ら 、 特 に {止品口、の耐術継で1: に

{愛れている。

③ 加I工 性ー.;盈 ?it の 機 械 工 具 で 加 工 が 可 能

回 加 工 方 法

① 切 断 ー・:; I L 録、帯録、 Y エ ア ー カ ァ タ ー な ど で

容 幼 に 切 断 可 能 。 切 断 の 鋭 い I且i は 、 カ ン ナ 仕

上 げ を す る 。

@l ' 芋f レー 電 気 ド リ J レ 、 ハ ン ド ド リ ル な ど で 容 易

にｾイ ｌ 可能。

国 寸 法

C 型

M型

園 施 工 要 領

( C 型 〉

1  型 枠 に ス ラ プ 天 端 イ 立 政 よ り 20mmお く 訟 を 出

し 固 定板 の 先 端 を 訟 に 合 わ せ て 釘 打 ち す る 。

( 固定板 が弓 状 に な り 型 枠 に 音色・8 す るJ

2. 継 手 は ジ ョ イ ン ト カ バ ー ( 軟 質 邸 化 ピ ニ ー

@ du げ 加 に ( 写 点参! ! 世)

一 般 曲 げ 加 工 は ア ル ミ

ニ ウ ム の平司剣1て. Ji} /J、曲

17斗主f?t Ｑ ま占 ｉｾ ｾ るカヘい

ず れ の 助 手 半 も 通 常 の 曲

げ 機 械 で 可 能 。

U カ ッ ト 曲 げ 加 工 を す

る 時 に は 片 閣 の ア ル ミ

を残し、 U ｪ ｬｙ ｾ を切削す

ると /J、さし、 El il lf >1三千圭カず

百T向E。

｀ｴｾ合二あらゆる 抜 合方法が可能。

A ) ポ ル ト リベ ッ ト 締 め

s ) ジョ イ ナ ー 按 合 ( 各層i ジ ョ イ ナ ー )

) 突 き 合 せ俊 合

0 ) 曲 l ず接 合 ( 9 0・に曲げた 2 枚 の 板 を ボ ル ト

で 接 合 )

E )  Ｎｪ 妾Ｍｦ ｾｦ 剤による �Ｉ 合

使 用 例

泌 築 材 料Ｈ 一 般 ｆ 人 Ｇｊｾ 主主ｫＮｲＮｦ外装材、浴室内装材な

ど) 、家 μ 111 、 冷凍 111 ボデー、交通併、織、れ板、

室内談 虫 ￭ｾ 川な ど。

お わ り に

プ ラ ニ ウ ム は ポ リ エ チ レ ン と ア ル ミ ニ ウ ム 板 の

被 合 材 料 で あ る か ら 水 及 ひ'低 721に強いが、附! 寺

高 浪 ( 熱 変 形 温 度 、 約 130 "C ) での伐H l は遊け

ることか竺丑ましい。

建 材 委 員 / 藤 川 懇

( 財団法人 日本建築総合試験所)

ラ ハ レ ヂ ン 工 業 株 式 会 社

干 556 大阪 r1i i必車区桜111 5- 2- 8 T E L  06- 561- 6601 

和歌山 ・T E L 0734- 36- 0812  

J レ) を ス ラ イ ド し で は め 込 み l剖 定 す る。

3 .  コ ン ク リ ー ト ヂn生f五、主計争を角車体しl A l 定年度

の 上 部 を f斤 り ス ポ ン ジ を 除 去 す る 。

Ｔ Ｎ 上 ｆ 皆のコンクリート ｲｲｾ 知時のほｲｅには残存

し て い る 固 定 板 の F 部 が 支 保 す る 。

5  上 階 コ ン ク リ ー ト 打 投 後 、 閲 定 板 の 下 側 を

up きJ斤る 。

( M 型 〉

1.  自 I 也の 中 心 よ り 12mmの{ 立; ほに荷造唱を出し、

固 定 板 の 端 部 を 掛 に 合 わ せ て 釘 打 ち す る 。

2.  本ｦＮｦ＾Ｚを砧じ ｅｾ 反 ｴ ニ 珂ＩＨｦ，ｪＢけ、制注予 はジョイント

カ ノ 〈 ー を ス ラ イ ド し で は め i込む。

3 . コ ン ク リ ー ト 打投後、 製 枠 と |司 時 に 国 定 板

を は ず す 。

回 使 用 上の 注 意

1. コ ン ク リ ー ト 打 J生時に型枠の外{ I ! IJ か ら よ く

日Jl く か 、 パ イ プ レ ー タ ー を か け 本 体 の 周 囲 に

コ ン ク リ ー 卜 が よ く 姐 る よ う に す る 。

2  硬 質 息 化 ビ ニ ー ル 成 型 品 で あ る た め 、 型 枠 解 体

の 欧Jニノ( - ) レなどで破 損 しないようにi主立する。

建 材 委 員 / 辛口回得也 (側融木工務底工市部次長)

，.  

"  



読者の頁

長 谷 部 鋭 吉 先 生 の 絵 画 展 に 就 い て

か つ て 長 谷 部竹 腰 建 築 事 務 所 に 燃 を 奉 じ て い た

も の 逮 が 双 星 会 と い う 会 を 作 っ て い ま す 。 長 谷

部 鋭 吉、竹 腰 健 造 の 両 先 生 を 二 つ の 星 と 仰 い で

い る わ け で す。 長 谷 部 鋭 吉 先 生 が 亡 く な ら れ て

今 年 17年 目 の 秋 を 迎 え る に 当 って 、 双 星 会員 約

70人 が 集 ま り 先 生 を おf思 び す る 催 し を や り ま し

た 。 そ の 催 しの ー っ と し て こ の 展 覧 会 を や った

の で す。

¥ 

¥ 

1

1

1

い

岡 橋 作 太 郎

編 集 か ら こ の 展 覧 会 に 就 い て の 記 述 を 求 め ら れ

ま し た 。 こ の 展 覧 会 を 御 覧 に な っ た 方 の 数 は そ

ん な に 多 くあ り ま せ ん で し た 。 し か し 、 御 覧 に

な っ た 方 h は ど な た も 深 い 感 動 を 受 け ら れ た よ

う に お見 う け し ま し た 。 私 な ど も 勿 論 い ま さ ら

の よ う 先 生 の 大 き さ に 感 じ 入 り ま し た 。 こ の 展

覧 会の様 子 を 文 章 で お 伝 え し 、 感 動 を 文 に 綴 る

こ と は 、 縦 し い こ と に 思 い ま す が 、 編 集 の お 求

め に 応 じ て 一 文 を 草 す る こ と に 致

し ま す。

会 場 で こ れ ら の 作 品 を ご覧 に な っ

た方# は、 何 よ り も先 生 の 1憾 の 広

さと 境 地の 高 さ に 深 い 感動 を 覚 え

ら れ た こ と と 思 い ま す 。

幅 の 広 さ と い え ば 、 油 彩があり、

水 彩 が あ 勺 、 水訟 があ り、 油 絵 に

し て も 宗 教 函 が あ り、 南 画 が あ り 、

愛 ら し い 肖 像 画 が あ り 、 と い っ た

風 で あ り ま す 。 そ れ に 舎 も あ り 、

彫 刻 も あ る と い っ た 具 合 で す 。

し か し 、 以 上 は 外 見 上 の 帽 の 広 さ
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先生は、 明 治 I時代 の 人 逮 が そ うで あ っ たように、

幼 少 の 頃 か ら 中 国 の 詩 文 に 意 見 し ま れ た よ うで あ

り ま す 。 そ し て 学 校 で は 、 我 々 と 同 じ よ う な 、

い わ ば 西 駄 的 な 教 育 を 受 け ら れ た と 思 い ま す 。

普 通 に よ く い わ れ る よ う な 、 若 い 時l立 西 洋 好 み

で 、 年 を と る と 東 洋 趣 味 にな っ て く る 、 な ど と

いう 単 純 な も の で は な い の で す 、 先 生 のt場品劫} 合は。

先主生主の中には東 洋 と 西 洋 が お

て い た 様 で あ り ま す 。 そ し て そ の 束 洋 と 西 洋 と

が 絶 え ず お 互 い に 批 判 し 合 つ で 釆 た よ う で あ り

ま す。 そ して夫# の教餐が『深架ま つて き て 、 先 生

を 高 い 境地 に 押 し 上 げ た と い え る の で は な か ろ

う か と 思 い ま す。

し か し 、 そ の 根 底 に は 先 生 の 天 分 、 資 質 と い う

も の が あ っ た れ ば こ そ 、 で あ り ま し ょ う 。 南 画

な ど は 習 練 も な さ っ た よ う で あ り ま す が 、 習 お巨

だ け で で き る 函 と は 思 わ れ ま せ ん。 朝 か ら l挽 ま

で 錨 い て い て も こ ん な 画 は で き な い だ ろ う と 思

い ま す 。 人 間 的 境 地の 高 き が も の を い う の で あ

り ま す 。 こ れ が ま た 、 先 生 の 寄 り 高 い 建 築 の 基

に も な っ て い る の で あ り ま す 。

先 生 の 作 品 の 背 景 と も い う べ き こ と を も う 少 し

申 し ま す 。 先 生 は特 別 の も の を 集 め る と い う こ

と は な さ い ま せ ん で し た が 、 先 生 の お 部 屋 に は

い ろ い ろ な も の が あ り ま し た 。 中 国 の 古 い 石 仏

が あ り 、 韓 国 の 金 工 が あ り 、 マ イ ヨ - ) レ の 彫 刻

があり、 ラ プ ラー ド の 油 国 が あ り 、 阪 本 繁 二 郎

が あ り 、 ピ カ ソ が あ り 、 と い った 風 で あ り ま し

た。 も ち ろ ん 舎 も 墜 に か か っ て い ま し た 。 こ れ

ら が 宝 塚 の 広 大 な 敷地 の 中 の 間 紫 な 建 物 の 中 に

であ り ます 。 私 が今 更 のように ｬｾ 静 か に 同 居 し て い ま し た 。 そ し て 優 雅に響 き 合

銘 を 深 く す る の は 失 々 の作 品 の 幅 って い ま し た 。

の 広 きで あ り ま す。 或 い は こ れ を 先 生 の 作 品 の 実 物 に 接 し た い 方 に お知 ら せ 数 し

境 地の 高 さ と い っ て も 良 い か も 知 ま す。 宝 塚 南 口 駅 の 南 、 歩 い て 数 分 の と こ ろ に

れ ま せ ん。 南 画 も 南 画 を 超 え た 独 村 野 線 香 先 生 の 美 し い 宝塚 カト リ y ク 教 会 が あ

持 の 雨 画 に な って い ま す。 或 い は り ま す 。 そ の お 堂 の 中 に 長 谷 部鋭 吉 先 生 の キ リ

西 欧的 な 香 り も す る 自 由 自 在 な 画 ス ト 巡 行 き の 画 、 14枚 の 小 さ な 油 絵 が 掲 げ ら れ

に な っ て し ま って い ま す。 で い ま す 。 な お 、 こ の カ ト リ y ク 教 会 の 表札 も

照 明 君器具に付 け ら れ た 彫 刻 は へ ン 長 谷 部 先 生 の お 作 で す 。 美 し い 文 字 は ど な た も

リ ー ム ー ア 風 で あ り ま す が 、 ム ー 感 歎 さ れ る こ と と 存 じ ま す 。

ア 臭 を 脱 し た 高す佳 な も の に な って

い ま す 。 会 場 で は 写其 だ け が 展 示 ( 註) 長谷部鋭吉先生及ぴ令，G;!、の答碑 は 、 甲山 の

されたのですが、 戦 死 さ れ た 令 息 西 、 西 宮 市 甲 山 墓 圏 内 カ ト リ ック 教 纂槻 群 の 中

の 墓碑 は 是 非 実物 に 接 す る こ と を に あ り ま す 。

皆 さ ん に お勧 め し た い の で す 。 立 ( 貫主) 長 谷 部 鋭吉 先 生 に 就 い て は 、 喰藍築 と 社 会 J

派 な 石 の彫 刻 で あ り、 立 派 な 文 字 1961年 3 月 号 長 谷部 鋭吉 特 集 を 御 参 照 下 さ い 。

が 刻 ま れ て い ま す。 そ し て そ れ ら ( おかはし さくたろう/ 日 建設計相賊役)

す べ て を 超 え た 別 の 感 動 を も 皆 さ

ん は 、 受 け る で あ り ま し ょ う 。 本稿 は、 さる 10月2 1日 ・22 日 ・23口の三 日にわたり、

長 くな り ま す か ら 個 別 的 な 話 は こ 口越 設 計 ・大 阪 に お いて催 された r 長 谷 部 鋭吉 先 生

れ で打 ち 切 り ま す。 の絵画展』について台まとめいただいたものて可。{編 )

〔私たちのグルーフ' ' ' No. 4  )  11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川H川H川川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

『字申戸都市設計資料研究会』

一人 間 の た め の 楽 し め る 都 市 を め ざ し て ー

こ の 会 が で き た そ も そ も の き っ かけは、 数 年 前

神 戸 市 開 発 局 の ニ ュ ー タ ウ ン開 発 に お い て 、 あ

る 土 木 係 長 が、 「土木構 造 物 を 設 計 す る 場 合 は 、

種 h の 簡 単 な 構 造 物 で も 、 基 本 設 計 が 必 要 で は

な い か 。J と い わ れ た こ と に2柑を吾査 して い ま す。

私 た ち は こ の こ と に ヒ ン トを え、 都 市 の 骨 格 を

形 成 し て い る 土 木m造 物 を 見 直 し て み よ う と い

う こ と に な り 、 有 志 を つ の り 、 土 木 出 身 が 3 名、

造 閣 が 2 名 、 建 築 が 3 名 と い うユ ニ ー ク な グ ル

ー プ が で き ま し た 。 ち ょ う ど そ の 時、 本誌 に 毎

月 2 ペ ー ジの 紙 面 を mけ る こ と と な り、 現 在 ま

で で 15回 述 織 さ せ てmい て い ま す。

最 初 l立 、 ハ J レプ リ ン の 「都 市 環 境の 演 出 」 の 日

本 版 と い っ た も の が で き な い か と い う こ と で し

たが、 現 在は、 「現 代 都 市 土 木 論」 と い か な い

までも、「生活空 間 と し て の 土木 構 造 物 J として、

1 冊 の 本 に ま と め た い と 張 り 切 っ て い ま す 。

ふ り 返 っ て 考 え て み ま す と 、 良 く こ こ ま で 続 い

た と 思 わ れ ま す が 、 こ れ は や は り 、 毎 月 本総 に

減 せ て 頂 け た こ と に よ り 、 毎 回 少 し づ つ で も 成

来 品 が で き て い った こ と が 大 き い と 思 い ま す。

ま た 、 神戸 市 役 所 の メ ン バ ー ば か り な の で連 絡

が し や す い と か 、 資 料 が 手 に 入 り や す い と か 、

打 ち 合 せ も 畳休 み の 時間 を 使 って で き る な ど 、

余 り 仕 事 の 負 担 と な ら な か っ た 点 も 大 き い と 思

い ま す 。

さらに、 現 在 の 社 会 の 動 き と い う か 、 石 油危 機

以 来 の 時 代 の 変 り 方 を 見 て い る と 、 同 じ 繁材 を

f史つ で も 、 名 人 の 生 け た 生 花 と、 凡 人 で は 雲 泥

の 差 が あ る ご と く 、質 が非 常 に 問 わ れ て き て い

る こ と や 、 余 暇 i時 代 に 入 り 、 人 身 が地 域 環 境 を

自 分 た ち の こ と と し て ま定え て き て い る こ と な ど、

日本 の 公 共事 業 が 大 き く 変貌 す る 兆 が 見 え つ つ

あ る こ と が、 私 た ち を 大 い に 弱 気 づ け 、 そ う い

った 新 し い 時代 へ の 一 つ の 試 み と し て 、 大 い な

る意義を ｬｾ じているからかも知れません 。

文 貨 稲 毛 政信

昼 休 み の 対 論 を 終 え て ( 2 名 欠 席 )



。

20 

" J  

‘  

目q

初

め

て

エ

ス

口

ン

L

P

《

塩

ビ

ラ

イ

ニ

ン

グ

鋼

管

》

が

市

場

に

現

わ

れ

た

の

は

昭

和

ロ

年

。

五

千

円

札

が

で

き

、

百

円

硬

貨

が

発

行

さ

れ

た

年

で

す

勺

ソ

連

が

世

界

最

初

の

人

口

衛

星

打

上

げ

に

成

功

し

、

宇

宙

時

代

が

訪

れ

ま

し

た

。

品

質

が

確

か

だ

か

ら

安

心

し

て

使

え

る

あ

れ

か

ら

足

か

け

却

年

、

世

の

中

は

随

分

進

歩

し

ま

し

た

。

昭

和

お

年

に

塩

ビ

ラ

イ

ニ

ン

グ

鋼

管

の

品

質

の

確

か

さ

が

、

日

本

住

宅

公

団

に

お

認

め

い

た

だ

い

て

以

来

、

中

高

層

ビ

ル

の

給

水

管

に

採

用

さ

れ

る

機

会

が

一

段

と

増

し

た

の

は

当

然

と

い

え

ま

し

ょ

う

。

灯

年

に

は

、

日

本

水

道

協

会

《

J

W

W

A

V

の

規

格

ロ

聞

に

認

定

さ

れ

ま

し

た

。

以

後

各

地

の

水

道

局

に

次

々

と

認

可

い

た

だ

い

た

結

果

、

需

要

が

急

速

に

伸

び

は

じ

め

ま

し

た

。

東

京

都

水

道

局

で

も

、

こ

と

し

5

月

か

ら

ご

承

認

さ

れ

て

お

り

、

塩

ビ

ラ

イ

ニ

ン

グ

鋼

管

の

将

来

性

は

、

ま

す

ま

す

有

望

で

す

。

水

道

関

係

者

の

方

々

の

温

い

手

で

育

て

ら

れ

た

塩

ビ

ラ

イ

』

ニ

ン

グ

鋼

管

は

、

圃

も

う

す

っ

か

り

回

一

人

前

に

な

っ

て

d

配

管

材

の

エ

ー

ス

と

な

っ

て

い

ま

す

。

- 大 阪 ( 06) 365- 2489 

・高 松 (0878) 21- 1388 

・広 島 (0822) 62- 5111 

・福 岡 ( 092) 271 ー 1451

お 問 い 合 わ せ は 吾 営 揮 所 へ

・札 幌 ( 011) 281- 3311 

・仙 台 ( 0222) 22- 4111 

・東 京 (03) 347- 9145  

・名 古 屋 ( 052) 583- 3200 

- フラノジ っき菅 ( 般用フラ〆ジ式 )20- 350唱

医盟副右手主主株式会社

- プレ ーノエンド菅( 水道用ねじ式 )15- 150唱



建 築 と 社 会

ユ

ニュース原稿をお送りください。

建 築 士 実 態調 査 報 告書 発表さる

ロ 職 務 別 分 布 の 概 要

図 年 令 別 分 布 の 概 要

本 容 は 、 昭 和50年 度 に 行 っ た 建 築 士 実 態 調 査 の 図 勤 続 年 数 別 分 布 の概 要

報 告 啓 で あ る 。 悶 従業上の地位の概著書

昭 和51年 3 月 末 現 在 、 建 築 士 の 登 録 者 数 は 、 一 回 路 築 士 の 地 械 別 分 布 の 概 要

級 103 ，249人、 二 級 320 ，039人 で あ る 。 一 級 ・二 附 1 強 築 士 会 の 会 員 ・ 非 会 員 別 の 推 計

級 重 複 登 録 者 を 除 け ば 、 建 築 士 の 総 数 は お お む 附 2 昭 和50年 国 勢 調 査 1 % 抽 出 集 計 結 果

ね 39万 人 程 度 と 推 定 さ れ る 。 こ れ ら 約39万 人 の と の 比 較

建 築 士 が 、 ど の よ う な 職 減 で 、 ど の よ う な 業 務 附 3 過去の調査との比較Ｈｾ築士のみＩ

に 従 事 し て い る か と い う よ う な 基 本 的 な こ と に 3 、 サ ン プ リン グ の方 法 と 全 体 像 推計

つ い て 統 計 資 料 が な い 。 年 次 届 が 十 分 に 励 行 さ ( 1)  制 査 対 象 名 簿

は塁審曹司報告として、新主主常事宇の高田昇氏 ( C 0  

M 計 画 研 ) の 講 演 が 行 わ れ た 。

第 2 日目 l主 、 大 阪 工 業 技 術 専 門 学 校 に お い て 、

9 分 科 会 に 分 れ で 吉 村 設 が 深 め ら れ た 。 すなわち、

自 治 体 技 術 者 問 題 、 設 計 事 務 所 、 /;:J: 村 の 建 築 技

術 を 考 え る 、 歴 史 環 境 、 保 育 所 総 築 、 病 院 挫 築 、

構 造 、 居 住 地 環 境 、 都 心 再 開 発 の そ れ ぞ れ の 分

科 会 に お い て 、 具 体 的 な 切 実 引 問 題 に つ い て 議

論 が な さ れ た 。 こ の ほ か に 、 女 性 技 術 者 交 流 会 、

工 高 教 只 交 流 会 も 第 1 日 目 の 税 減 の あ い だ に 行

わ れ た 。

最後に、「第 5 図研 究 集 会 ア ピ ー J レ 」 を だ し て 閉

会 し た が 全 国 の 各 支 部 か ら 参 加 し た 人 は 250 名

に 途 し た 。 こ の 第 5 回研究集会は、 〈建 築 と ま

ち づ く り を 住 民 本 位 に ど う 転 換 さ せ る か〉 の 総

合テーマを、 4 つ の 視 点 < 1  技 術 者 の あ り 方 、

2  技 術 の 創 造 3 住 民 と の か か わ η 4 . 自 治

体 の 役 曹 の で 深 め よ う と い う 趣 旨 で も た れ た も

の で 、 今 后 の 成 果 が 期 待 さ れ る 。

れ れ ば 、 最 新 の 勤 務 先 手 践 は つ か め る わ け で あ (2) サ ン プ リ ン グ 悶 査 の 方 法 大 阪 市建 築 基 準 行 政 実 施

る が、 そ れ て 予 も 最 も 知 り た い 職 務 内 容 に つ い て (3 )  制 査 の 集 計 20周年 記念 行 事

は、よくわ均、らない実情にある 。 (4 ) 結 果 表 の 読 み 取 り に つ い て 去 る 11 月 1 日 午 后 3 B寺 よ り 、 大 阪 厚 生 年 金 会 館

今 般 、 日 本 建 築 士 会 迎 合 会 堀 弁 会 長 お よ び 中 央 総 附 録 サ ン プ リ ン グ 理 論 の 概 略 に お い て 、 標 宮 己 記 念 行 事 が 参 加 者 百 数 十 名 の も

築 士 審 査 会 市 捕 前 会 長 か ら の 提 案 で 、 実 態 調 査 [  3  ) 主 な 集 計資 料 と 、 大 阪 市 と 建 築 行 政 協 会 大 阪 市 支 部 の 主 協 で

を 実 施 し よ う と い う こ と に な り 、 建 設 省 の 呼 ぴ ・職 域 別 、 地 位 別 表 ・職 域 別 、 職 務 別 表 開 催 さ れ た 。 市 長 あ い さ つ の 後 、 大 阪 市 長 児 島 樹

カ け で 日 本 態 学 業 会 や 日 本 雄 策 協 会 な ど 建 築 関 ・職 域 別 、 勤 務 年 数 別 表 ・戦 務 別 、 年 令 状 贈 呈 が 行 わ れ 、 個 人 と し て 、 京 畑 勝 三 、 小 河

係 13団 体 お よ び 各 都 道 府 県 が そ れ ぞ れ 費 用 を 持 別 表 ・地 位 別 、 勤 続 年 数 別 表 吉 之 助 、 関 口 童 英 太 郎 の 三 氏 が 受 賞 さ れ 、 団 体 と

ち 寄 っ て 「 建 築 士 調 査 委 員 会 」 を 設 置 し 、 調 査 し て 、 日 本 建 築 協 会 、 大 阪 建 設 業 協 会 、 大 阪 府

を 実 施 し た 。 建 築 士 法 施 行 以 来 四 半 世 紀 、 は じ 第 5 回 新建 全 国 研 究 集 会 開催さ る 建 築 士 会 、 大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 、 日 本 建 築 家

め て の 本 格 的 制 査 で あ る 。 新 建 築 家 技 術 者 集 団 ( 新 路 ) の 第 5 回 全 国 研 究 協 会 関 西 支 部 、 日 本 建 築 学 会 近 餓 支 部 、 日 本 建

以 下 そ の 鯛 査 結 果 を 目 次 に よ っ て 列 挙 す る 。 集 会 が 、 大 阪 で 去 る 9 月 18 日と 19 日 の 両 日 に わ 築 材 料 協 会 な ど 13団 体 が 受賞 された 。 建 築 行 政

[  1  ) 鯛 査 の 実 施 ( 内容省略) た って 開 催 さ れ た 。 協 会 大 阪 支 部 長 表 彰 状 と し て 、 有 弁 甚三 氏 ら 41

[  2  ) 鯛 査 結 果 の 概 要 第 1 日 目 は 、 大 阪 市 中 央 公 会 堂 に お い て 、 紀 念 氏 が 受 賞 さ れ た 。 来 賓 あ い さ つ と し て 、 大 阪 府

1 、 鯛査 察 の 回 収 状 況 と 集 計結 果 の ゆ が み 講 演 と し て 、 遠 藤 晃 教 授 ( 立 命 館 大 学 ) の 「 住 知 事 、 市 会 機 長 、 建 築 行 政 協 会 会 長 が あ り 、 記

に つ い て 民 本 位 の ま ち づ く り と 自 治 体 改 革 」 お よ び 、 海 念樹寄贈のあと、「まちとひと J と 阻 し て 中 村 鋭

2 、集 計 結 果 の 概 要 老 原一 郎 氏 ( 日 本 建 築 家 協 会 会 長 ) の 「 こ れ か 一 氏 ( 朝 日 放 送 ) の 記 念 購 演 が 行 わ れ 、 つ づ い

園 戦 域 別 分 布 の 械 聖 書 ら の 建 築 家 技 術 者 」 の 二 つ の ま樟演 が あ り 、 夜 に で 午 后 5 時 よ り 記 念 パ ー テ ィ ー が 催 さ れ た 。

β ｉ｟ｦＺ､ｩｬｬ￥泊以Ｇ￠ｊＺ￠企企企企企ｾ正ｾ凸正￥込企企ｊＺ￠ｩｬｬ ｨ 樹の話シリーズ・ ＲＷ 企企ｾ

フ ウ Li qui dambar  for m…a  Hance 

'  ま ん さ 〈 科

「フ ウ は モ ミ ジ で し ょ う か つ J r い い え 、 ち が い

ます 。 フ ウ は フ ウ で す 。 」 フ ウ は 漢 字 で 「楓」 と

讐 き 、 カ エ デ と は3売ま な い 。 フ ウ は モ ミ ジ の 仲

間 で は な く 、 別 種 の ま ん さ く 科 に 属 す る 落 葉 高

木 で あ る 。 漢 字 が楓 で、号車の形がモ ミ ジ に 似 て

い る か ら 、 一 般 に は モ ミ ジ の 仲 間 だ と 思 わ れ て

いる 。 し か も 秋 に モ ミ ジ と 同 じ く ら い 、 い や そ

れ 以 上 に 美 事 に 紅 葉 す る 。 そ うなったら「イヤ、

あ れ は カ エ デ で は な く て 、 フ ウ な の で す 。 」 と 説

明 し で も 「 フ ウ ー ん ? J となってしまう。

フウ 属 は ア ジ ア に 2 種 、 ア メ リ カ 大 陸 に 2 種 あ

り、 そ の 中 で 中 国 産 の フ ウ 、 通称、タイワンフウ

( 台 湾 楓 ) と 北 ア メ リ カ 産 の モ ミ ジ パ フ ウ 、 通

称、アメリカ フ ウ ( Li quidambar st yraci fl ua L . ) の

2 種 類が 一 般 に よ く 造園 樹 と し て 使 わ れ ている。

フ ウ の仲 間 は 樹 皮 や 枝葉 に 一 種 の 香 気 が あ り 、

芳 香 性 樹脂 を と る の で ラ テ ン 路Li quidus ( 液状)

とambar ( コ ハ ク ) か ら 学 名 が つ け ら れ た 。 英

語 で は G u mT r ee  、または、 S we et G u mと呼 ば

れて いる。 モ ミ ジ と の キ目異点は(1)葉 が 互 生 ( 交

互 に 並 ぶ っ き 方 ) ー モ ミ ジ は 対 生 ( 枝 の 両側 に

一 対 に な っ て つ く) (2)果 実 が 球 状 の 集 合 果ー モ

ミジには羽がある。 (3 )花 に は 花 弁 が な い ーモ ミ

ジ に は 4 - 5 の 花弁 あり。

フ ウ は 中 園 、 台 湾 の 原 産 で樹 高 20 - 2 5 mぐらい、

幹 は 通直 で、業 は 3 掌 状 で 裂 片 は 三 角 形 で あ る 。

花は Ｘ 月 に咲き 、 果実は ＱＰ 月頃 成 熟 し 径 ＲＵ ｾ ＳＰ

mmの小 去最形 の 集 合 果 で 軟 か い 刺 で 囲 ま れ ている。

こ れ を 楓 球 と 呼 び甘 味 が あ る の で 朝 鮮 で は 食 用

にするという。 材 は 堅 く て 乾 い た 所 で は 耐 久 カ

が 強 く 、 水 中 千 年 松、空 中 千 年楓 と い わ れ て 中

国 で は 賞 量 な 建 築 用 材 で あ る 。

モ ミ ジ パ フ ウ は北 ア メ リ カ 東 南 部 原 産 で 、 樹 高

25 - 3 0 mぐらい、幹は通直で樹形は瑞盤、ま廷は 5

- 7 裂 の 掌 状 で ま さ にモミジの主主に酷似 してい

る 。 秋 の 紅 葉 は フ ウ よ り も 鮮 や か で枝 葉 に 快 香

が あ り 家 畜 は こ れ を嫌 っ て 食 べ な い の で 動 物 園

や 放 牧 場 に 纏 え る と よ い 。 花 l料 、5 月頃咲き、

果 実 は 秋 に 成 熟 し 、 翌 春 ま で 枝 先 に ぶ ら 下 っ て

い る 。 こ の 実 は 豚 が 好 ん で 食 べ る 。 材 は S at in

W al nut の 名 で 家 具 に 多 く 俊 わ れる。

フ ウ ( タ イ ワ ン フ ウ ) は 江 戸 時 代 に 中 国 よ り 入

っ て き た カ ヘ モ ミ ジ ノ f フ ウ ( ア メ リ カ フウ) は、

ず っ と 新 し く 昭 和12 年 に ア メ リ カ よ り渡来した。

共 に 多 湿 の 肥 沃 地 を 好 む が 、 生 長 が 早 い の で 実

生による ｩ 曽 殖が容易であり 、箆 った 樹 形と紅ｾ

が 喜 11れ 、 街 路樹 、 公園 樹、 景観 樹 と し て 普 及

し て き た 。 我 国 で は 初 め は タ イ ワ ン フ ウ の 方 が

よ く 使 わ れ て い た が、 栽 矯 の し や す さ、 都 市環

境 へ の 適 応 カ な ど の 差 で 最 近 は ア メ リ カ フ ウ の

勢 力 が 強 く な っ て い る 。 台 湾 と ア メ リ カ 、 ま る

で 現 在 の 世 界 状勢 の よ う で は な い か 。 大 阪 城 公

園 に は タ イ ワ ン フ ウ が 列 植 さ れ て い る 広 場 が あ

り、千 里 中 央 駅 前 広場 に は 最 近 ア メ リ カ フ ウ の

大 木 が移 植 さ れ た。

( 森下記)

タイワ ンフウ

アメリカ 7 ウ
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お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自然 と 心 や す ら ぐ ・・・・ ・・トー タ

ル イ ン テリ ア「松山」は、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。
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日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 建 綾 部 長

指 宿 真 智 雄

建 築 デ ザ イ ン 一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

久 敏 :.1. ‘  
'ロ

徳

竹 中 工 務 庖 設 計 部 部 長 補 佐

食 7 月号 カ、ら12月 号 ま で 上 記 4 氏 が 担当

l

 

i

 

l

 

-
-

住 区 設 計

圏内においても、およそメ世紀を経ることになった住区計画理論の実際への適用には、いくつかの変節

がある 。 当初は伝統的共同体論に支えられた索中卜ユートピ ア的 近 隣 住区狸論から出発したが、間もなく 一

次集団ないしは機能集団化論の優勢によ って、一部の計画家 ・研 究 者 を 除 い て 、 小 学 校 区 を 基 礎 と し た 近

隣住区計画理論は避けようとされた 。 しかし、プライマリー集団の喪失論の適用に当 ってひとつの落し穴

があ った。つまり、機能集団化論は、定住地 外の現象からのひとつのモデルであるから、計画では人がそ

こに住んで集団生活の実体を検証し 、 あらたな住区像が描かれる可能性があ った。 従 って実際には多くの

場合、設計標準の形式のみが実現するか、生活上の 問題を将来に残した住宅地がつくられた 。 このなかで

は、在来の近隣住区について住宅地 の実 際 生 活 か ら 批判 を加え、試みられた大規模団地については評価さ

れる べ きであろう 。

ところで、ここ肘くの問、環境整備や改善のために 、結局のところ個々の技術面は別として、理論構成

としては古典的住区理論が常套的に用いられる 。 その出発において、騒音の防御、日照の確保、交通安全

等身を基本規範としていたのであるから無理もないが、実際に理論の発展において 、機 能 集 団 論 の と き に

みられたような不毛さは逃けたいと思うのである。それには、も っ とも険討の遅れている住宅型の配分構

成について、論議されるのが適切なもののひとつである 。 コミュニティー計画に対応した住区計画の基礎

だからである 。

( T )  

建 物 の 社 会 的 評 価

建 物 の 意 匠 ・機 能 ・性能な ど、設計と施工によって生み出される建築的付加価値の割合は、 一般 的 に 他

の工業製品に対して少ない 。 こ の こ と は 、 建 物 が一般 的 な 商 品 で は な く 特 定 の 注 文 者 の 使 用 目 的 に 対 し て

作 ら れ る も の で あ る こ と や 、 技 術 が一般 的 で あ る こ と 等 の ほ か 、 建 物 の 価 値 そ の も の が か な り 漠 然 と し た

ものであることにその原因が求められよう 。機械設備の類と異なり単なる性能のi l 1 的比較だけできまるも

のではないから「百平価」ということが非常に困難になる 。 見方を変えれば通俗的に平均化されたアイマイな

付加価値の概念によ って規定され 、良いものも悪いものもあまり差がなく評価されていると 言 えそうである 。

従 っ てこのような状態では建設単価の低減という数学的な原理が過度に働くか、商業的な P R効 果 の み

が重視されるようになりがちである 。 しカ、し 、建 築 物 が一方において街つ、くりの一部 分 と し て 社 会 的 存 在

であることを思えば、 一種の社会的評価ということも当然必要な筈である 。

現 夜 の一般 的 風 潮 か ら す れ ば、 この問題は局地的な利害 関 係 者 の 間 で の み 、 しかも公害 等マイナス商.に

片 寄 った評価だけが行われているが、本来はもっと広い意味で、前向きの街づくりの問題として建物の社

会的評価がされなければならないと思う。また、そうなってこそ良い建物の価値が位置づけられ、建設関

係者の社会的地位の向上が期待され得ると思う 。 ( K )

建 築 の デ ザ イ ン と プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン

建 築 の デ ザ イ ン は 、 多 元 連 立 方 程 式 に 取 組 む の と 、 似 て い る と 思 う 。 例 え ば 、 諸 元 を 探 し 代 数 に 替 え る

( 設計に関係する要素の調査) ・未知数を定め方程式を立てる( 各要素の定量化と関係の分析) ・虚 恨 の

有無をチェ ックし連立方程式に緩める( 設計条件の決定とマスタープラン) ・解法を決める( 基本設計と実

施 設 計) ・解の演算( 施工監理と現場設計) ・解の検算( 竣工後のアフターケア) とい った具r合である 。 これ

らは、前半分の方程式をと創るミ作業( 計画段 階) と 、後半分のと解くと 作 業 ( 設計段階) とに大別出来

る。未知数が多ければ、方程式も多くミ創ると事が要求される。正確にな解くミ事をしても、 ヨリると時

に間違っていれば、正解は 出な い。 ミ創ると事のウエイトが大きい所以である。

近 年 ま で 、 せ い ぜ い 設 計 ・弦 理 が そ の 守 備 領 域 で あ る と 思 わ れ て い た 、 建 築 家 の 業 務 を 、 デ ザ イ ン の ト

ータル ・システムに於ける、プロテ・ューサーとしての範囲まで拡大すると共に 、 その創作活動の場を、借IJ

作実務としての設計を ミ解くミ作業から 、急 激 に 、 発 想 行 為 と し て の 計 画 を ミ 創 る ミ 作 業 へ と 、 移 行 さ せ

つつある 。 そして、商品としての設計を誰が売るか、といった形で競合した 、 建築 家 と 施 工 企 業 と の 関 係

は 過 去 の も の と な り 、 成 熟 し た 分 業 化 社 会 の 中 で、互 い に 、 創 作 活 動 と 技 術 サ ー ピ ス を 分 担 補 完 し あ う 時

代が既に始まっている、と言えよう 。

その為には、わが国における、真の意味での建築プロフェ y ション( 職能の社会的容認) が確立されな

ければならないと共に、それに応え得る、まことの建築プロフェショナルが、存在せねばならない事は、

言うまでも無い 。
( 1  )  

進 歩 と 愛 着

近年三ものとをつくる工程が粗雑となり、こと建築においても伎の低下と欠陥の問題が論議されている 。

本来 とものとをつくる行為は、自然と伝統と組織の加殺の下に 、つ く る 人 の 心 構 え や 、 つ く る ミ も の と に

対する愛着など、人に大いに依存している。しかるに、合理化や機能化ずることが進歩であるという考え

かたが、 一 方では道徳性を稀苦手化させ、労働の喜びを奪い、分業によ って愛着を分断し、また創造力に対

する感興をしらけさせている 。 このような趨勢のなかで、いくらよいミものミをつくる方策を技術的に考

えてみても、所詮は人の肌にあわない異質のミものとがi 量産され、安価であるが粗悪なミもの ミ が強制さ

れることになる 。

この合理化のー側面を標準化ということで考えてみよう 。 もっとも、標準化は建築の設計、施工段 階 で

省力化と均伎化とをもたらし、果した役割は大きい。 しかし、人のサイズや好みまで標準化し得ないよう

に、おのずと限界がある 。 また標準化は設計の自由度を拘束するであろうし、思考も粗雑となりがちであ

る。したがって、標準化の本来の目的が生かされなければ、画一化、単調化、疎外感が生じ 、ま た 標 準 化 の 美

名にかくれて、とてつもない手ぬき作業が行なわれ、他人に負他をかける重大な誤りを招〈原因ともなる 。

ともあれ、つくるとものとに愛着をもちつづけることカサF l 二要であり 、建 築 に お け る 分 業 と 省 力 化 の 限 度

を理解し 、一貫して愛着と資任をもち得るような生産体制が望まれる 。 ( H )

建築 と社会 / 1976年 12月号 1 3  
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南海放送本町会館

設 計 監 理 日建設計大阪本社

施 工 清 水 建 設 四 国 支 庖

所 在 地 愛 媛 県 松 山 市 本 町 1 丁 目 1 の 1

敷 地 面 積 2，056m'  

建 築 面 積 1，653m'  

延 床 面 積 8 ，9251m'  

4荷造規模 S R C 、 B 1 、 9 F  

工 期 昭和50年 9 月~昭 和51年 9 月

外 装磁器1 ' ( 2 丁 掛 タ イ ル 打 込 み

特 殊 設 備

lli 兵 7 ) レミ型材 自 然 発 色

カ' ラス ノ、ーフミラー

屋 娘 アスフアルト 防水コンクリートポjl え

カラート y プ

l  階 多 目 的 ホ ー ル 特殊舞台装置「

(テ JレスターホーJ レ) 特 殊 照 明 装 置 剖 設 備

特 殊 音 響 装 置1

6 階オ - 7 ) レーム 「

7 階 キャッスルホール | 調光拡声装鐙設備

8 階 スカイ J レ ム J  ( コンソ - ) レf井用)

エレベーター 3基 p l 人乗 105MI m; n 2悲

し15人乗 90M / mi n l  碁

駐車台数 67台 ( 立 体駐車場合む)

設 備 空 調 . 各 階 ユ ニ y ト方式

給排水、 給 湯 、 術生 、 ガ ス 、 設fJi J

防 災 設 備 自動 火災 報 知 、非常放送、防排煙、

ス プ リ ン ク ラ ー 消 火 、ハロ ンガス消火、

非 常 開 発 電 機

4 西 線 端 よ り 正 面 全 i; t

' 綴之内より正面全: : ) ; (

v 正 面 玄 関 ポー チ

f故 彬 西 日 本 写 房

建設イ立鐙は松山市の中心部で松山城の厚い緑と堀端に面した恵ま

れた環境にある 。地域社会の‘文 化 活 動 の 向 上 の 一 端 を 担 う こ と を

怠図したもので、放送事業社にふさわしく文化需要に対応して 、

500人 収 容 の 多 目 的 ホ ール、ブライダルセンタ 一、カ Jレチャーセ

ンターの機能を倣えた建物である 。 主 た る 諸 室 に は 放 送 と 一 体 化

したシステムで運営できる設備をそなえている 。

外観については城山からの備隊に留意 し、屋上の不獲形な突 出 物

を極力避け、塔屋は上階の機械室階に包含し、端正な形に整えた。

1 階のロピーは多用な空間である 。 多 目 的 ホ ー ル ( テ ル ス タ ー ホ

ール) の催しに対しではホワイエであり、吉田の結婚式参集者の

ラウンジであり、若者の待合せの溜りであり、カルチャ ーセ ンタ ー

での学習の成果を発表する展示場でもある 。可 動 間 仕 切 を 引 け ば

200席 の 宴 会 場 に も 変 身 す る 。

西 側 の 植 込 み は 、 ロ ビ ー の 視 党 的 効 果 と そ の 開 放 感 を 確 保 し て い

る。 ロビーの吹抜けに接続 した 中 2 階 に 喫 茶 室 、 レ ス ト ラ ン を 配

置 し て 、 壬 の 空 間 の 繋 が り と 広 が り を 計 った。

テルスターホールの通常の姿は宴会場であるが、床面中央に 4 基

の迫り舞台があり、その昇降の組合せにより、フ 7 .:;シ ョンショー

軽 j寅劇、音楽会、講演、展示会などに供し得る 。

天井化粧板スリットには電動式照明兼吊物バトン 5 基 を 有 し 、両

側 壁 に も 投 光 用 ス ポ ッ トライトが内蔵されて、放送機能との一元

化 を 計 った放送設備をも っ T V スタジオでもある 。

黄 進 輿 / 臼 建 設 計 計 画 主 管



南海放送本町会館

11渚平 面図 1  / 6∞ 

設 計 監 理 日建 設 計大 阪 本 社

施 工 清 水 建 設四 国 支l苫

⑨ 

6 階 平 面 図 I 白

121  1 .  E  V ホ ー ル 前 よ り ス カ ー レ ツトホー ル

「τ14 お よ び 2 F グリルをみる

; 目 2 .  5  F ス タ ジ オ

1  I  5  3  グ リ ル 専 用 階 段

I  4 .  5  F ロビー

5  テ J レスターホ ー ル( 正面)





高 石 市 庁 舎

設 計 池 田 宮 彦 設 計 事 務 所

監 理 高 石 市 建 築 課

池田宮彦設計事務所

施 工 前 田 建 設 工 業

所 在 地 大 阪 府 高 石 市 加 茂 4- 1- 1

敷 地 面 積 18，979m'  

建 築 面 積 4，318. 01m'  

延 床 面 積 10， 734.  25m'  

構 造 規 模 R C、 S1 、5 F

エ 期 昭 和50年 1 月~昭和51年 9 月

.  .  

1階 平 面 図 1/ 1，200

15 

1  

1  

2 1  3  141 

1 . 外観正面

2. 待 合 ホ ー ル

3. 市 民 ホ ー ル

4 . 玄 関 ホ ー ル

5. ホ ー ル 見 上 げ

6. 玄 関 ホ ー J レ

撮 影 : 東 出m彦



百五石市域のほぼ中心部、来{ sIJ に甲山公園と隣接

し 、 そ の 周 辺 は 住 宅 と 団 地 と 田 畑 が 混 在 し 、

そ の 環 境 盤 備 は こ れ か ら 、 と い う と こ ろ に こ

の 市 庁 舎 は 建 設 さ れ た 。 そ れ は 、 臨 海 工 業 地

幣 の 出 現 に よ っ て 、 歴史 的 に も 高 石 の 象 徴 で

あ っ た 、 ま た 、 高 石 そ の も の で あ っ た 風 光 明

矧 な 高 師 浜 海 岸 を 吸 っ た 現 在 、 こ れ か ら の 高

石 市 の 存 在 意 線 、 市 民 社 会 の 形 成 、 生 活 環 境

の 創 造 を 様 策 し て い る 高 石 市 の 姿 そ の も の を

H音 示 し て い る よ う に 思 え る 。 こ の 市 庁 舎 は 、

そ の 起 点 と な る べ き も の で あ り 、 市 民 社 会 、

地 域 社 会 の 形 成 と 確 立 、 そ し て ま ち づ く り の

た め の お 石 の 人 々 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の坊

と な る べ き も の で あ ろ う 。

そ れ は 旧 態 然 と した 「 お 役 所 」 と い う 権 威 主 義

的怠徴でもあ っ て は な ら な い し 、 ま た 、 用 事 を

済 ま す と そ こ に い た た ま れ な く な っ て 、飛 び

出 さ ざ る を 得 な い よ う な 、 役 所 本 位 の 貧 し い

空 間 で あ っ て は な ら な い 。 そ れ は 高 石 の 人 身

の 交 流 の 場 で あ り 、 市 民 社 会 の 核 と な ら ね ば

な ら な い 。

1 階 ( 6 5 M角 ) は 、 窓 口 関 係 業 務 の み と し 、

市 民 へ の サ ー ビ ス を 計 り な が ら 、 そ の 1 階 会

空 間 を 市 民 へ 開 放 し た 。 そ こ は 、 中 心 に 浮 か

ぷ 機 坊 を つ つ み 、空 へ 突 き 抜 け る 吹 抜 け の リ

ン グ 、 そ こ に あ ふ れ る 光 と 流 れ る 空 気 を 介 し

て、 u 皆の 1 フ ロ ア ー に 設 訟 さ れ た 執 行 機 関 、

3 階 の 議 決 機 関 と の 一 体I惑を生みだすだろう。

そ れ は一 般 市 民 、 執 行 機 関 、 機 決 機 関 の 感 覚

的 、 空 間 的 混 然一 体 化 を 計 っ た 市 民 主 主 問 と い

うべきかも知れなしミ。 虻 川 兵 司
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福知山市庁舎
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所 在 地 福 知 山 市 内 記13 ー 1

敷地面積 17，913. 4 m'  
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延 床 面 積 13，607. 211 m'  
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福知山市庁舎の設計について

江 川 好 巴

福知山は京都府北西の人口 6 万をもっ商工業の 市当局の基本要求の中に 市民会館を市庁舎

町である 。 由良川、土師川の合流点に位する婆 の一部として使用するため、庁舎は会館と 一体

害の地で、 12世紀末すでに城下を成していたが、 のものとして計画し、外観上の調和、各階の述

16世紀明智光秀の丹波平定によ って福知山と呼 繁を考慮することーーが日昌われていて、敷地 約

ぷ城下が聞けた 。領主は其後歴代入替 ったが、 18，OOOm
2

の中程から西寄りに市民会館が位置し

廃司書置県までの 200 余年は、朽木氏 13代 3 万 石 ていた 。

の城下町として、山陰丹波路に栄えてきた 。 明 会館の玄関アプローチは 、台地への登り路傾斜

治以後は寧都、鉄道、通信の要衝でもあ った。 路の中程にあ って、庁舎敷地 とでは精 内 を縦に

付近は養蚕地のー中心地をなす軽工業都市でも 東西に二分する態をなしている 。会館は市庁舎

あったが、次第に粉密機械工業も興ってきた 。 と相違して使用時間も夜間に及ぶし、日限 ・祝

今次の大戦では空襲による戦火は免れたが、た 祭日は勿輪、催ものによ っては大量の観客利用

ぴ重なる洪水にみまわれた 。 由良川の洪水から 者の出入昇降をみるのである 。 この会館の目的

福知山を守ることは、歴史の中でどの時代に忘 からする諸事情と要繁は、福知山市庁舎の設計

重要な課題であった 。や っ と近I母、ダムができ、 に際し、計画面での考え方と運営上の関係やそ

由良川水系55kmの流域が国の直純工事によ って の扱いに少なからず心を砕いたところである 。

改修され、 市民は浸水の成れから解放されたの すでに施設され、 二年間の使用経綜をもってい

て芯ある 。

現今、近畿圏車産f純計画事業と京都府総合/ 111発 計

画振幹事業によ って、昔時の歩兵20速隊の演習

場 が 総 面 積 4，000 ヘクタールの長苗品工業団地

として変貌しつつある 。本邦屈街の内陸工業団

1也でトある 。

この設置に対して 、 これに伴う街づくりを推進

整備しつつあって、ここに稲知山は、今迄の消

費都市から工業生産都市へと 一転し、これに従

って凡での市の施策にも、あらたな都市使命を

もって、歴史的な変革をきたすことにな ったの

である 。 あかるい明日の都市ビ ジ ョンをも って、

福知山市は基本に 10万都市の精恕を指向するに

至 った。近代的な体時IJ 執行に則する新庁舎の建

設計画が、現木造庁舎を段ちその跡地に打出さ

れることにな ったのである 。

敷地 は旧庁舎の跡を含め、かつての械域内の一

部である 。江戸初期の城主松平忠、房候の古文物、

福知山城下絵図でも現況と地形はほぼ相違なく、

この位置をうかがうことができる 。北に前面道

路( 駅一長回線) を治わせ、敷地南面は告をし

のぶ石墨を背にしている 。 その上は樹々を府に

して旧陸軍術成病院跡の台地である。敷地は前

面道路からみて二段の高低をもち、城あとの石

垣と合わせて風情をもっている 。東は伐り返し

の道路、西は市民会館の領械を経て小学校前の

道路である 。

設計に当って特に計画構想の時点から印象の強

いものの中に、市民会館岡とのかかわりがある 。

(註) 市民会館は鉄筋コ ンクリート造の 4 階建、地下なし 。

延面積 3. 300m'で昭和46年 6 月綾工。市 政35周 年 の 記 念 建

設となった。図書館、公民館、福祉七ンターならびに市民

ホール (430席固定) の内容目的を各階別にもっている。

ることは、すべての分野で、その建築なりに完

結しているということである 。基礎構造も、架檎 た術 力されているのである 。

面も、設備能力の附与も、避難防災などの考え この地の自然の紫時しさを人々の執務空間にで

方も、市庁舎でのそれと相違をきたすことは勿 きる限り採り入れたいと願 った。事務室におい

論のことなのである 。 あとからの計画上に包み ても、南窓にみえる特色ある石塁や斜面におい

込んで、、総合の機能として合理的な収拾をなさ 茂 る 蕊 かづ ら、時代を経た樹木のもたらす四季

ざるを得ないのである 。 が、ともあれ福知山の の変化が、室内に反射し融けこませる距離を保

場合、市庁舎と既設の市民会館という別機能が、 たせている 。北窓からは緑の山並みに困まれ、

与えられた敷地の状況下で建築計画に際し、市 由良川の拓けた沃里子に展がる市街と、空気の液

民サービスの点で 、管翠上の分野で、重要なか んだ天空が存分に望まれる 。 また軍事に市衡が額

かわりを織りもつことにな っ たのである 。 われると、丹波丹後をくぎる山 h が、水録画の

一般事務部門では、将来の永い使命達成を考慮 ように観られ、低層屋上の小樹が破鐘の風情を

し、事務スペース配分に相応の変化をきたすこ もつのである 。

とも考えに入れ、原則としてオープンフロアー 敷地の東部に、木造 2 階建の旧本館の一部 が 舗

とし、明るくわかりやすく 、職員の働きよい事 修の上残されている 。 これらを含む東端の敷地

務空間とした 。市民の釆庁顔度のある 一階と 二 部分は将来の庁舎の伸展i ( ' ) 設の余地である 。現

階の窓口サーピス部門は、全庁舎の中でも、特 計画は市勢10万の想定で庁内諸能力を与えてい

に多様な接触をもっ空 間である 。立地選境も生 るが、このm設に至る時期は、市勢の伸展と考

かされ、調和した規模と附与されるべき能力に え合わせて の ことになる 。

も、 ･ 市民とのｾりに主主かさと、いつまでも親し 市庁舎を装ふ 内外装材も、紫材と して持別なも

める頼母しさを与えるものでありたい。 そこに の、実験的なものは使用 していない。 すべ て経

は訪れる者に対し、タト視的にも内面的にも市民 験を経たものであ って、維持管理の容易さ、市

と市政の風格とパワーを感ぜしめるからである 。 庁舎の性質上、時代を経てもそれなりに材料よ

正面玄関ホールと北側全面の窓口部門を吹抜け の持味を段失しないものとし、稲知山の気候風

にした 。 そして天空の日月るさを充分に深く採り 土にも許容され、四囲の自然と四季の変化に似

入れるよう設計した 。元来、気温25" C 以上が年 合うことを心掛けた 。

に 112 目、 O" C 以下が80目、降雨日が年に 148目、 福知山が新しいピ ジョ ンの下で、制和のとれた、

霧 が 107 目、雪が46目、結氷52 日というデータ 新しい活気ある影響をこの地域にもたらし、新

ーが示す如く、自然条件は山陰型である 。天 空 市庁舎は現代の城として市勢腕進の シ ンボルと

の明るさを充分に採ることによ って、変化の多 なって、市民の繁栄にくみして欲しいことを願

い山陰の空と、北向きのうっとうしさを 排除し、 うものである 。

室内気候は空調能力によって快適に確保し 、 ま ( えがわ よしみ/ 山下設計取締役大阪支社長)
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総論

設備からみた建築の問題点

高 橋 誠 義

このテーマを与えられてまず私の感じたことは、第一にこ

れに類したことが今日まで幾度か述べられていたが、現在で

はこの問題が行き着くところまで行 つで ほぼ解決された、と

いう段階にはまだ達していないということである 。第二にテ

ーマの「設備からみた建築の問題点」とは、裏返せば「建築

からみた設備の問題点」となるのであ って、建築 、設備両者

共通の場で採り上げるべき問題点が多いということである 。

したがって、このテーマについて述べるにしても 、 おのず

から第二の見解を含めて論じなければならぬと思う 。 この観

点に立てば、テーマの問題点として採り上げられるのは、お

おむねつぎのようなものであろう 。

(1) 建築、設備両技術者の相互理解と↑ ZIJ調の必要性

(2)  設備機能を満足させるための、適正な設備スペース設定

の必要性

(3 ) 建築、設備聞の各種接点領域の問題点

(4 ) 施工面からみた建築、設備両工事の問題点

(5 ) 建築、設備の各部ライフサイクルの相違による将来の問

題点

(6) 保守管理上の建築 、設備の問題点

そのイ也である 。

これら問題点はすでに解決済みのものもあるが、未解決の

ものもかなり多いようである 。

建築 、設備両技術者の相互理解 と協調

この問題については、本誌座談会「設備担当者より建築へ

の要望」にも述べられているように、最近は20年前とは違っ

て、一般に建築の設備に対する認識は改善されたと聞いてい

るが、 一部には依然として設備に対する風当たりの強さが感

じられるのである。

たとえば、建築設計計画においては、ある枠内に設備を無

理に押し込めようとする態度、設備に対する思いやりのない

態度 、設備にしわ寄せしてその犠牲をしいる態度などが往々

にして見受けられるようである 。 このことは施工についても

言えるのであって、設計、施工両計画面において 、建築技術

者の設備に対する本質的な理解を要望する声が未だに絶えな
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いということである 。

しかしその反面、建築から設備に対する要望も数多く出さ

れており、たとえば、設備技術者として必要な建築知識の裏

付け、建築への真撃な協力の要請などが採り上げられよう 。

これらに対しでは設備サイドとしても十分に耳を傾ける必要

がある 。

以上のような建築、設備両者聞の相互の要望は、 20年前と

比較してその内容も著 しく緩和されているとはいうものの、

その底流にはなお依然として強いものが感じられるのである 。

今後は建築と設備双方からさらにきめ細かい要望が出し尽

くされ 、それらに対する検討、反省の結果、よりよい相互理

解と協調が生まれ出ることを期待したいものである 。両者 間

の真の相互理解と協調は、言うはやすく行うは難いが、もし

これが実現すれば、道はおのずから通じると思われるのであ

って、まず建築設計計画の早い時点において設備からの参画

を求められ、 その計画の原点から両者の意見が調整されつつ

設計が進められて、おさまりのよい建物の設計が完成するも

のと私は信じている 。

2  ｾ Ｎ支備ス ペ ースについて

スペースの問題は早くから各方面で論じられているが、人

おのおの主観の相違もあり、その内容が複雑多岐にわたるた

め、未だにトラブルの事例が絶えないと聞いている 。

建築サイドでは設備スペースの最小化を望むであろうが、

"'. 

設備サイドでは自ら適正と考えるスペースを確保しようと努

める 。では、適正なスペースとは何か。一般に納得できるよ

うな基準が定められているのかどうか。一部にはそのような

ものも定められており、たとえば縦のパイプシャフ卜、ダク

トスペースなどは、統計的に建物床面積の何パーセントとい

う数値もあり、実施設計でもそれぞれのケースに応じて 、そ

の寸法を決めるための提案がなされている 。 このように、 一

般に適正とみなされる設備用のスペースが、設備サイドから

提出されるのであるが、往々にして建築からの制約を受けて

スペースが不足し、その結果、設備機能がそこなわれている

例が多いようである 。



ところで、設備用スペースも大型化するにつれて、適正な

基準というものがややあいまいとな ってくる 。たとえばある

機械室を採り上げて、この機械室のスペースは必要最小 限度

であ って万全のものだと説明されでも、誰もが一様にそれを

認めるであろうか。機械室のスペースは、それぞれの立場に

よって 、みる人の考え方も変わるであろうし、フレキシブル

なものと思われるのである 。

この点を今少し布街して述べてみたい。私はある穂の同一

系統の建物の機械室をいくつか見る機会を得たが、そこには

他では見られないような過大なスペースが与えられている 。

設備サイドでは機械室の広々としたスペースは望むところと

しても、他の居室ス ペースの利用価値からみて、また採算の

点からみて、機械室スペースを過大にとることは好ましくな

いと思われる 。 また 一方では、一般の機械室のスペースは広

過ぎるという意見も出されている 。すなわち、同じ機械室で

も潜水艦やテレビカーはまことに手際よくコンパク卜にレイ

アウトされており、何らの支障もなく逆転されているが、建

築関係の機械室は何故にあのような広いス ペースが必要なの

か。 もっとも、モータ一、ポンプその他機械類にはそれぞれ

のサイズがあり、それ以上に縮小して小型の機械室を設ける

ことは無理であるとしても、リモートコントロール方式もあ

り、今一つス ペース節減の努力が足りぬのではないか、とい

うような意見である 。 これに対して設備サイドからは然るべ

き反論があろうと思われる 。

以上のように、機械室スペースの広さは実例に徴しでも1、

考え方からい ってもまちまちであり、その聞にかなりの差が

認められる 。 しかし、設備技術者の心構えとしては、機械の

配置を工夫して必要最小限度のスペースを目標とすべきもの

であ って、建築との打ち合わせで、設備にはこれこれのスペ

ースが必要だという要求を出す前に、謙虚にさらにスペース

節減をはかり、最終的にこれでよいという案を建築に提出し 、

建築もそれに対し深い理解を以 っ て相↑ ｾｪｊ 力するという、従来

以上の歩み寄りが必要で、はなかろうか。機械室のスペースに

限らず、 一般に両者が相協同してよりよい空間をつくるとい

うこと、これがひいては建築および設備全般のコストダウン

につながることが予測されるのであ って、建築と設備との一

体化、融合ということも、このような歩み寄りにはかならぬ

と考えられるのである 。

3  接点、領t或について

接点領域は、建築と設備両サイドからみた共通の問題点で

あって、本誌「建築と設備の施工上での接点の間島にも述

べられているように、建築の各部位には数々の接点があり、

従来からややもすればこれら接点が盲点となって、意外に多

いトラフザルの要因とな っている。ここにいう接点領域とは接

点部分を少し広めて考えたものである の

これら接点領域は、これを広く採り上げてそのおさまりを

解明し、責任範囲を明確にして 、再び同じトラブルを繰り返

さぬことが必要であろう 。

なお、接点領域に関して一言付け加えたい。

建築では工期生野宿、省力化などをはかるために、すでに一

部に採り入れられているが、今後建築の各部にプレファフマ工

法が多用されると思われる 。 この場合、このプレファブ工法

中に建築と設備の一体化がみられるのであって、たとえば、

ホテル建築の客室パスルームの躯体および内部仕上げを完成

したものを、工場または現場の一部で一群のピースとして製

作し、それら各ピースを建築所定の位置に据え付けて相互連

結をするという、簡単なプレファブ工F法がすでに現れている。

ここで採り上げている建築と設備の接点領域は、このような

プレファブ工法の中でたやすく解決されており、その段階で

トラブルが生じるとは考えられないものである 。 このような

工法を接点領域における新しい傾向として注目したいと思う。

4  施工面について

施工面の問題は、本誌座談会でも述べられているが、まず

施工計画においても設備サイドからの早期参画が必要視され

ており、建築の工程については従来からも指摘されているよ

うに、建築の総合工程のしわ寄せを設備に押し付けることな

く、細部にわたり設備の適正な工程を組み入れるよう配慮さ

れるべきであると思う。

また、建築各部の施工精度に闘しでは 、これが設備施工者

にと ってしばしば悩みの種となることがあるので、両サイド

の緊密な調整を必要とするものである 。

そのf也、機械搬出入口、設備ダクト、パイプの梁、耐震壁

などの貫通、二重天井、床フロアダクトの接点領域など施工

上の問題点は多く、いずれも建築と設備の総合調整が要請さ

れるものである 。

つぎに 、(5 )ライフサイクル、 (6 )保守管理の問題点に関しで

は、本誌座談会と「保守管理面から一一イ呆守管理上の建築へ

の要望」に述べられているので、ここでは割愛させていただ

。

以上私は「設備からみた建築の問題点」とともに「建築、

設備共通の場における問題点、」という見解をも合わせ述べて

みたが、これら問題点は今後とも両者の歩み寄りがなければ

解決できぬものが多いと感じている。

(たかはし のぶよし近畿大学理工学部建築学科 講師)
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座談会

設備担当者より建築への要望

設計段階・施工段階 ・管理段階における設備と建築の接点と問題をさぐる

今日はいわゆる設備と建築の聞の問題について、設備の仕事の経験の深い方4 に、日頃のお考えや感じておられることについて話し合っていただくことに .

いたしました。

お集まり願ったのは、設計Z事務所で設備設計部門を総括する立場と、設備施工会社で各専門分野の責任を持つ立場にある方々ですが、設備の恨IJ から建築屋

へ向け て、その認識の欠けている点や知識の不足などについて、具体的な問題を出しながら忌僧なくお聞かせ願いたいと考えております。

建築と設備のからまり合いは、各ステップでいろいろな形になると思います。設計段階では、設備設計が別組織に切り灘されていて最小限の連絡調整しか

行われないようなものから 、「日建」さんや「東畑」さんのように内部組織でがっちり連携した設計をされる場合まであります。また施工段階でも、設備が

建築とー活発注される場合と分離発注、さらに ジョイン トベンチャーもありますので 、問題の現れ方にも差があろうかと思います。ゼネコンの場合のお話

は出席者のご都合でうかがえませんが、このような条件の遣いについてもふれていただきたいと思います。

それか ら、今後の大事な課題の一つで もあるラ イフ (寿命) とメンテナンスに関する問題も、後の方で取り上げます。

中 村 兜氏 荒 井 靖氏 山 本 安 彦 氏 樹 下 洋 三氏 志 田 康氏 片 倉 健 峻氏 佐々 木 友 喜 氏

出席者 中村 発 (日建設計設備部長)

( 順不同)
荒 井 i青 (東畑建築事務所設備部長)

山 本 安 彦 (西原衛生工業所大阪庖設計部長)

樹 下 洋 三 (三機工業空調冷熱部長)

志田 康 (大阪電気暖房電気部部長補佐)

と き 昭 和 51 年 10 月 1 日

ところ 日本建築協会会議室

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

1 問題提起

ー 建 築側 は 無努 力 で 無 責 任 か ?

- 設 備 側 は 建 築 の 理 解 者 で あ る か ?

- 建 築 の あ る べ き 原 点 に か え っ て 見 直 せ

司会 まず最初に、この特集の企画に特別幹事として加わ って下

さった A さんから 。

A  正直言いますとね、幸ム20年開設備をや ってきまして、以前は

、、要望H は非常に多か ったんですが、最近はあまりないと思うので

すよ。以前一番欲しかったのは、建築計画への早期参画ということ

で 、 そ れ が一つの目標であ ったのですけれども、それについては最

近ではもう言われなくなりましたね。それぐらい早くから融合して、

お互いに両方の意見を聞きながら設計が進められている段階ではな

いかと思います。

B  私は、 A さんと同じく設計者の立場ですが、建築への要望と

いうのは、皆様それぞれの立場で何か常に心に持 ってられるのがあ

るんじゃないかと思いますがね。

D  A さんが所属なさ ってる事務所の中の問題では 、さほど問題

はないと思いますね。 20年前は建築への要望なり種々問題があ った

ということですが、 A さんの事務所の15年前の姿が中小のところで

は今やっぱりあると思いますね。

B  わたしに言わせたら、も っ と強烈でしてね 。現在は四無時代
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司 会 片 倉 健 雄 (近畿大学)

佐々木友喜 (高砂熱学工業)

編集ｾｉ｝ 西村 喜卿 (総合設備コンサJ ゆント )

河 津 隆 之 (斎久工業)

中 村 甲 ー ( 日建設計)

オブザーバー 高橋 誠義 (近量産大学)

川本 勝 (大林組)

なんて 言 いますが、いまの建築屋さん、設備に対して 二 無時代と遠

いますか、無努力 、無責任ですよ 。

なんでかいいましたら、省エネルギーのためにひさし出せば掛け値

なんぽになるとか、窓を小そうしたら ・・… ・、これはあたりまえの話

でしょう 。昔 、 日 本の家というのは、ひさしを出して強い日差しを

…・、そ んなことは昔の設備のない時代からち ぞんとや ってるわけ

で す が。 それをいまごろ出してきて箆々し く述 べ たてて、それをま

た周辺から感心して見てるというのはね、わたしは非常に ・・… ・。

まあわれわれの努力も足らんとは思いますけれど、そういうこと自

体がち ょっ とおかしい。結局自分の無努力と無責任を、極端な言い

方をしたら、さらしてるのと違うかと 。

結局わたしは設備というのは、あくまで建築にく っついてい くもの

であると思うのですよ 。何といいましでも設備なしに快適に過ごせ

る建物がもしあれば、わたしはこれは最高の建物だと思います。 そ

の努力というのはや っぱり建築屋さんにや ってもらわんといかん。

その辺の理解というものがや っ といまごろにな ってできてきて 、そ

れも省エネルギーというような錦の御旗が上が ってから何とかやろ

うという、その気持ちはや っぱりち ょっ とぽくなんかは承服しかね

ますね、設備屋としまして 。

そういう意味で、いまものすご く極端な 言 い方をしてしまいました

けれども、まあ無努力・無責任なんでい ったら、こづき固されると

思いますけれど、 (笑い) そういうところがあるんじ ゃ ないですかね。

司会 いまのお話は、 基本的に建築のあるべき姿をもうーぺん見

つめ直せということになると思うんですが。 ご存 じかもしれません

が、最近小学校のプランがずいぶん変わりかけています。 日本では



まだ試みにや ってる程度ですけれども、ヨーロ ッパやアメリカのオ

ープン ・プラン ・スクールというのがそれです。ークラス単位で教

室に一定H寺間閉じ込めて、決まり切 ったことをやる、というやり方

でないものにしようということなんですが、そうしますと、非常に

フレキ シピリティーのある広い空間が必要になります。

そこでアメリカの場合は、ち ょうど体育館の天升= 高を低くしたよう

な非常に大きな部屋をつく って、その中を i経〈コーナーに区切るよ

うな形で使おうということで、全部人工環境で処理しようという徹

底した考えです。 ところがイギリスの場合は、幅の広い非常に大き

な空間をつくらないで、やはり 自然の採光と通風のとれるようなあ

る程度分節 した空間を連続させる という考えで プランニ ングをや っ

てる 。

いま B さんがお っしゃっ たような、普か らわれわれが考えていた部

屋の環境条件をまず素直につく ろう、と いう 前提に立 って計画して

いるのがイギリスの場合で、そういう非常には っきりした遠いが見

れるわけです。 そういうときに、われわれ建築屋のほうが機能本位

にといいながら、実は非常・に単純な考え方でアメリカのような プラ

ンをそのまま取り込んできたら、ち ょう どさ っ き指摘されたような

ことがそのまま出てしまうと思 うので、す。 そんな例が、これは何も

学校に限らず、すでにわれわれの中にだい ぶ浸透してるかもしれま

せんね 。 これは設備の側から見たら、なにかむなしい努力といい

ますか、むだな努力を している、ということになる ん じゃないかと

思いますが。

B  物の考え方の差かもわかりませんが、非常にむずかしい設備、

たとえば西向きの大きなガラス面という のは非常に設備で処理しに

くいものです。負荷の変動が多うござ いますから 。 それをうま く処

理することに設備的に意義を感ずる方もあるんかもわかりませんが

ね、わたしはやはりその考え方は間違 って ると思うのですよ 。総合

的な物の見方で建築の評価というものになりますとね。 まあ原点に

立ち返 ってもう ーペん見直し、もう少し合理的に考えれば考え直す

方法があるんじ ゃないかと思います。

少し話が変わりますが、建築のコースから設備をやるために事務所

へ入って、 一番設備の関係で大事なことは何かといいますと、いか

にうまいこと設備がおさまる建築をみんなに つ くってもら うかとい

うことで、す。建築をやる人だ ったら建築家になりたいでし ょうし、

設備設計やりたければ設備設計家になりたいというのは、これはや

っぱり技術者の希望です。 しかし、そういうことを 一切かなぐり捨

てて、ともかくうちの事務所の平面図はなるほどうまいことおさま

るようにできてるということに徹する、技術者としてはおもしろみ

はありません、決して表へ出てこないですから 。 まあ心の持ち方と

いうようなものでし ょうけれども 。

A  最近は設備費の割合がふえてきているわけですが、私は必ず

しも、設備のウエ ー トが高 くなることが喜ばしいことだとは思 つて

ないわけで、す。全然逆だと思います。

私が一番最初ゃ った仕事で、研究所がありましてね。 それの空調負

荷を減らすために、屋根の負荷を換気で減らしたわけですが、その

とき設備の業者の方に怒られましてね、設備の金額がぐ っと減るわ

けです。建築的な配慮で設備の金額が減り、総工費が減る、と 。 そ

れが本当だと思うのですが、それ言うてると商売に差し支えますけ

れどね。( 笑い)

B  いや、 A さん、そういう形にして設備のグレードを上げる、

と言わんといかん。( 笑い)

A  お金使 ってワ

B  そうなんです。 もっと有効利用… … (笑い)

D  たてまえを言いますとね、 建築 ・設備 、お互いの立場から相

手に対するE里解者であ りあるいは協力者でなけ ればならなし、。けれ

どね、実際に設計なり施工をや ってましてこんなことをよく痛感す

るんですがね。建築家からの制約がなければも っとスピーディーに

円理的な 設計ができ る、あるいは施工の段階でも、建築の方がいら

っ しゃらなければ、工程管理も品質管理にしても合理的にできる、

と。 こう思うわけですよ 。

建築の方から見ても同様じゃないかと思うのですよ 。設備がいなけ

れば、ほんとにしちめんどうくさい相談を して妥協しながらやると

いうことは要らなく ってですよ。やっぱりち ょっ と邪魔 っけじ ゃな

いかという観念があると思います。

とくに施工の問題で申し上げますと、 一つの工事の最初から最後ま

で設備技術者が現場に貼りついてその仕事をやり遂げていくわけで

す。何人もの技術者がですね。 おそらく 3 万平米級ぐらいになりま

すと 3 ・4 人が20 ヵ月ぐらいべ ったりでし ょうね。で、実際に現場

で、本来の生産活動をしている期間というのは一一密度のある期間で

すよ一一一20 ヵ月のうちの 6 ヵ月ぐらいなものなんで〉す。 もし他業種

からの制約がないものとすると 、たとえば空調の場合なら 3 ヵ月施

工期聞があ ったらすみからすみまで仕上げる自信 はありますけどね。

これ、相手が邪魔だという非難じゃないんで、それぐらいの技術と

生産力は持 ってるということです。 まあ一緒に歩むがためにやはり

20 ヵ月要るわけでし ょう。 その辺の理解が各方面にあれば、おそら

く現場へ派遣する技術者の要員は現在の半数ぐらいですむかもしれ

ませんね 。 したがってコストも下がります。 C さんところはその辺

はどうですか。

C  まあ工程的な面では、わたしはあまり現場のほうは知らない

ですけれども、確かに 3 万平米ぐらいですと 、地下も当然あるわけ

ですから、ほとんど工事がスリーブ入れだけというような形で 7 、

8 ヵ月過ぎて しまいますね。 そういう点での人員配置の問題という

のはありますね。

司会 電気工事特有の問題というのはございますか。

E  電気の場合でしたらや っぱり建築工事の当初から 一番最後ま

で係員を現場に置かないといけない。 と申しますのは、ほとんどの

場合打ち込み配管が多うございますんで。工場なんかの場合でした

ら、 一応建物が仕上がった後にい って、あと露出配管なんかでパタ

パ タッとすます、そうい った関係で非常に短期間で、人件費も安く

あがる 、というようなことがございます。 けど 、ピルの場合になり

ましたら 、先ほど言いましたように当初の仮設から始まってコンク

リー卜打ち込みからもう最後までおらんといけない。これは私ども

の宿命といいますか、まあこの打ち込み配管がなくなればまた誌が

変わ ってくると思うんですけど。

どちらにしましでも、 {反設から受けてやるということになりました

ら、建築さんと 一緒で、初めから終わりまでっき っ きりというのが

現状でございます。

山11111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111

三 ｾ＠ ラ 凡 壬 ｌ 巨九 ｒ 上ｾ
三ｾ p又日 l . f 又ド臼

三一 建築に対する設備思想と早期参画 一

三一空気と水と電気の流れの実態 を知っ てほ し い 一

三一 防災設備の位置づけ 一

司会 全般についての問題点がいくつか出ましたので、設計に関

係のあるものから少し掘り下げてみていただきたいと思います。
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B  わたしらの設計の立場から見ますとね、仕事を受注しまして、

それを計画する基礎の段階で設備も、先ほども A さんから出てま し

たが、やはり早い時点で一緒に計画していく必要があるんじゃない

かと考えます。

建築屋さんは、設備まで含めて非常に広範囲に検討されることが最

近は多くな ってきたんですが、それでもまだ不足だと思います。ぼ

くらが見たら、どうしても っと経済的な面とか、将来の保守管理上

の設備的な面などもすべて取り上げて考えてくれんのかなあという

ような不満が多いわけです。ぽく なんかこのような検討方法を、自分

でつくった言葉で¥、、高速回転思考となんて言ってるわけです。たと

えば一つの設備をとりあげて、こんなことでいいんか、こういうこ

とになったらどうなるんかとか、極端なそういう物の見方で一つず‘

つ非常に合理的に科学的に詰めていくわけです。まあ洋服屋にたと

えれば建築屋さんの頭の中に形がある程度まとまるというのは、洋

服の型紙ができてしもうたようなもので、生地を決めて裁断してし

まった後では、どうにもならん。 それができるまでに、今回の計画

は立地条件とか気象の条件とかお施主さんの要望とか周辺の状況と

か経済性の問題とか、もうあらゆる面を入れて、これはこういう形

が最も好ましいという方向づけをして 、その建物に絶対に必要な骨

組みみたいなものを、話し合いでき っちりと植えつけてしまうとい

うことが最も大事なんです。それができましたら、機械室の大きさ

とか、パイプシャフ卜の位置はどうするかとか、階高をどうするか

というようなことは、非常に合理的に処理する方法が出てくるわけ

です。 そういう意味でとくに今回も建築設備から建築のほうへの要

望というのは、そういう精神的なものを前に掲げたほうがいいんじ

ゃないかと思ったわけです。

司会 いま B さんがお っしゃっ た早い段階からということなんで

すが、実際問題としては呼びかけが遅い場合がだいぶあると思うの

です。それでも 、なおかつやらなければならないという、そういう

場合はどうなさいますか。

B  先ほども司会者が言 って られたように、仕事そのものはセパ

レートでやるんですが、わたしはある程度まとま った仕事なら、建

築のほうから設備へ一人出 しなさい、設備のほうから建築へ一人出

しましょう 、 と。 そういう気持ちで、おE いの設計室の階が違うとか

部屋が違えば、人間を 出 して、必ず、ど‘ つちかが見とるような、そう

いう形をとらないと 、最終的にはスムーズにいかんのじゃないかと

いう気がします。 ちょ っと目を 離すと 、すっと 脱線するというよう

な要素はありますね。

C  われわれのところで設計施工というような形で、施主から依

頼されたときにはプランがほとんど決まってしま って ますね。で、

その辺のプランニングの段階で、設備担当者の方がそこにいらっし

ゃればいいんですが、いらっしゃらない場合は、そういう点で十分

検討されてないようなプランができ上がってしまう 。 また、プラン

変更に対 しては若干遠慮があ って 、十分な発言ができないというよ

うな場合に、設備で何とかカバーせんといかんのじゃないかという

ような気持ちになってしまいましてね、で若干無理をするというこ

とが有るわけですね。し かし、そういう形で無理をしておさめたと

ころでは 、後でやはりクレームが出るということを経験的に知って

おりますので、そこらへんは、できるだけプラン変更の差し戻しを

するぐらいの気持ちでやらないと、無理しておさめて結果は決して

よくないということだと思います。 ごくわずかの建築の変更や、ち

ょっと工夫することで、非常にコストを下げられることがあります。

そこらへんの努力 というのが少ないんじゃなかろうかというような

感じが私はするんです。
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A  いまお っしゃっ た、少し考えれば非常に安くなる、というこ

とで一番感じていますのは、空調設備ですけれども、南側の窓にち

ょっとした庇をつけることが日本の気候では非常に効果的であると

いうことです。それを説明しでもわか って もらえることが少ないの

です。 D さんとこ ろなんかそういうご経験、おあり でしょうか。

D  ええ、ありますけれどね。まあ昨今は省エネルギーの問題か

ら、その辺の事前評価をや って訴えると、わりあい聞いていただけ

るようになりましてね。

A  庇がないと、スリー ・パイプとかフォア ・パイプとか、設備

の技術者にとっては、興味のあることになるわけです。 ところが庇

がありますとツー ・パイプでやれる、おもしろくない、と。その辺

のこともあるのであまり強く言わなか った時点があ ったんではない

かなと 。・・・ ・・そんなことはないですか。

D  その辺の計画段階のときの建築家と、設備、いわゆるわれわ

れとの思想の問題ですけれども 。建築家の立場からみれば、いかな

るものも設計的にこなしてくれる、あるいは場所の問題もこなして

くれる一一納まりその他ですねーーというのは非常に便利な設備技

術者なんですよ 。 あるいは好まれるかもしれませんね。 あの会社は

便利だ、あるいはあの人は便利だというのは、果たして全体として

ほんとにお役に立 ってるかどう かというのは非常に疑わしいわけで

すけれどね。私、会社では、便利重宝されるということは必ずしも

正しくないということを主張はしておりますけれどね。

司会 つまり、ある条件を決定した後にその条件の範囲内で処理

せよという問題について 、その一つ前のステップまで戻 ったら、非

常に前向きの計画ができる場合が多いということになりますね。 そ

れは空調関係で一番強〈出てくるのでしょうね。

D  そうですね。

司会 電気の分野はどちらかというと後で始末がしやすいと言わ

れるんですけれども、やはり早い段階で・適切な計画が導入できたら、

非常に経済的に有利になるとか、あるいは問題が少なくなるとかい

うことがあるでしょうね。

E  そうですね。電気 も空調も同じでし ょうけ れど、電気の場合

でしたら電源を負荷の中心に持っていくということは非常に有利で、

す。空調のダクトにしましでも、電気のパスダクトにしましでも、

幹線の工事費が非常に安くつくし、また電圧降下を考えた場合、幹

線の太さが小さくてすみ安くあがる 。建築の目的からくるんでしょ

うけど、シャフトをたどっていきますと、上階でシャフトがなくな

ってしまって横ぴきしなければならないというような例 も、それだ

けよけい費用もかかりますし、電圧降下を考えた場合に非常に損で

あるということですね。たとえばE P S は30m間隔にあれば非常に

有利です。ですから、建築のほうでプランができてしまってその制

約の下で設備が設計をやるのではなしに 、建築の計画段階、設計段

階で参画させていただいて、設備の希望を取り入れていただきたい。

とくに空調 ・衛生なんかになりましたら、機械室の広さ、天井高さ

というのが一番問題になると思います。電気の場合は電気室の広さ

だけで、天井高は空調に比べてあまり問題にはならないんですが、そ

れでもやっぱり計画段階で参画するというのがベターだと思います。

D  空調の熱源でも、建築の設計者がご存じないんじゃないかと

いうこともありますけれどね。ボイラーは普は地下にあるのが常識

で、大気に開放するまで煙突はどこまでもいきましてね、建物を貫

通して外へのぞいて排煙するというのが普通の考え方でしたけど、

昨今ボイラ ーを屋上に置くことはそう珍しい考えでもないと思いま

す。ある業種の施主さんなんかは、建物として地下は非常に付加価

値が高いということから、 例外なくボイラーを屋上へ持っていく。



そうする煙突の断面も、これは多層階になりますと相当な面積にな

りますから、節約できます。 しかし、設計者のたくさんおられると

ころとかまあ仮' 秀なところは別としまして、ボイラーを屋上に置け

ることをご存じない方もいら っしゃるんじゃないかと思いますね。

F  先ほど B さんがお っ しゃっ た内容と若干重複するんですけど、

建築技術者と設備の技術者の若干ニュアンスの違いがあるなと思う

ところは、建築の方はよく動線、人が動くことについて非常に見識

がおありになるわけです 。 ところが設備の技術者は、人が動くと

いう状態についての見識というのは非常に弱いわけなんです。 とこ

ろが逆にわれわれ設備という関係の技術者は、人が見てないところ

のものには常に動いておる、たとえば空気は動いておる、水は動い

ておる、電気は動いておる、ましてや設置する機械は動くんだとい

う考え方があるわけなんです。

われわれが人が動くのに理解ができないと同じように、建築屋さん

のほうでも若干そのほうに対するご理解が薄いんではないかという

感じがわたし個人ではまだあるわけです。 その辺で何かご意見があ

りましたらち ょっ とお聞きしたいと思いますが。

空気が動くということは、理論的に解明されてきではおりますけれ

ども、まだまだ数値そのものを採用しましでも、でき上がったもの

について非常に不合理がある 。極端な 言い方をしますと、パイプシ

ャフトの位置が変わるということについてやりますと、与えた数値

にその建物の特性でどうしても変わ ってしま った条件がある 。われ

われが計算しましたやつが非常・に正しか ったと思 っても、そのでき

上がった建物の特性上、正しくない状態があるということがあり得

るんです。 P S が垂直的に近い位置に配置されたほうがベターであ

るというのは、わたし個人が思 っておることで、す。 そのあたりどう

でしょうか。

A  建築の方がそういう空気なり水のそういう実態に対する関心

が薄いということですね。

一つの例はエスカレーターだと思うのです。 あれなんかも建物の中

の空気が、穴があれば上へ上がるということはやさしい理論なんで

すけれども、まあエスカレーターとかそれから階段室の条件ですね、

そういうところのlm解の仕方というのは若手いですね。 これは非常に

空調条件を乱します。われわれは高度なコントロール装置を入れな

ければならないわけですが、ちょ っとした扉があるとそういう気流

を防ぐことができるわけですね。 そういうこともいまお っしゃ った

点ですか?

F  そういうことともう 一つは、技術的に、設備の技術者は常に

動いてるものを設計しておる 。静的なー・・ーでき上がったダクトは確

かに外部から見ればとま ってるように見えるわけですが、われわれ

はそこの中に動いてる空気の動き方というものに非常にカを入れて

るわけですね。音が出ないように設計しであるか、それから空気の

よどみはないであろうかとか、そういうことに非常に力を入れてる

わけです。で水道の水をひねれば音が発生して他の階に伝わっては

おらないかとか、それから動水勾配が変わ って上層階ほど水が出に

くくなるんではないかとかですね。われわれがやっていこうとして

るのは、建築屋さんが考えておられる、人間の動きはどうであろう

か、エレベーターの設置台数はどうであろうか、低層階と高層階に

エレベーターを分けたほうが非常に人間の動きはよろしい、という

ふうな考えと等しいように、そういう目に見えないかくれたところ

に気を配って設計しておるということです。

建築屋さんにはよく 、ダクトをもう少し小さくすればいいじゃない

か、とか送風機にもう少し動力を待たして送ればいいじゃないかと、

こういうおっしゃり方があるわけで、す。小さくすれば音が出 る、音

が出れば音を消すための消音ボックスその他のものがやはり物理的

に大きくなるという、その板ばさみみたいなところをうまく逃げな

がら設計するということですね 、常に設備のほうでは心がけてやろ

うとしておるわけです。その辺のお互いの理解度がもう少し、意匠

屋さんもしくは建築をやっておられる方に、設備屋には常に動くも

のを設計させてるんだという理解を深めていただきたいというのが、

設備の担当の思 ってるところなんです。

司会 先ほどから出てるお話と全部からめていま F さんのおっし

ゃったような問題を、建築と設備をどういう段階で結びつけるかと

いうふうに置き直してみたらどうかと思うのですが。

たとえば、建築屋の手でプランがほぼ決められてからはじめて設備

設計に固されるという建物が、実際にかなり多いと思います。官公

庁の設計にある例ですが、設備設計は分離発注で、建築設計がすで

に先行しており、設備設計者はあとから適当に打ち合わせてやれ、

というふうな形でですね。

そういう設備側から見たら極端な状況があると思いますが、それを

認めてなおかつ建築の設計をする側に、できる限り設備に対する配

慮をせよ、こういう設備設計の基本を承知してやりなさいという方

向がいいのか、何らかの形で設備の設計者がより早い時期からコン

タクトするほうがいいのか。当然後者のほうがいいにきま ってます

が、現実にどちらを強〈進めていくほうが可能性があるのでしょう

か。

B  わたしらの事務所ですと、やはり 一応の信用上の問題で、建

築の基本計画へ入りましたら、かりに設備の設計が分離されていて

も原則的には設備のスタッフをつけておりますから、それほど大き

な問題が出てくるケースはないんじゃないかと考えています。現実

に設備を考えずに計画できる建築なんてないと思います。 しかし別

途で設計をお取りになった設備事務所とお施主さんとの折衝は、わ

れわれのほうでは細かい点まで解かりませんか，ら、設備システムが

こちらで考えていたものより変わ ったりしたらだめですね。 いくら

か建築の方もそれに寄せますけれども、完全に寄りきらんというよ

うな、これは本質的に先ほど申しよげたのと一緒でして、基本計画

のときに、こういうデザインでいくんだとい って布地を切 って建築

はもう縫う寸前になっているのですかち、まさかそれを別のデザイ

ンに直すわけにいきませんので、非常に残念なことになった例はご

ざいます。

司会 現実の問題としては、体制がそう急に変わるもんではない

と思いますし、やはり建築側がかなりの認識をも って、能力をもっ

て対処しなければいかんだろうと思います。

それからもう 一つは、よく言われる、デザインと構造と設備という

ふうな、併置した考え方で言うんではなくて、やはりそのもう一つ

上にゼネラルデザインの立場の人聞がいなければいけないというこ

とでしょうね、ほんとうは。

C  衛生のほうではあまりシステムでむずかしい問題はありませ

んのでね 、その程度のことならむしろ建築計画者いうんですか、設

計者が常識的にある程度知つといてもらったらいいんじゃないかと

思います。 その程度のことは、設備設計者が入 っていかなくても十

分考慮して計画されるべきじゃなかろうかなと、わたしは思 ってる

んですけれど。

A  それの代表的な例は受水槽の問題だと思いますね。いまでこ

そ法規で、地下の二重スラブ内の利用が禁止されましたが、このよ

うな常識的なことがなぜ守られなか ったかと、非常に情けないと思

います。

司会 先ほど D さんも触れられましたけれども、そういうかなり

3 1  



基本的な設備計画に関して非常に古い常識がいまだに生き続けてい

るところがずいぶんあるんじ ゃないかと思うのですが・…

B  先ほど D さんから出てました、ボイラーを上へ持っていくこ

となんかでも 、わたしは設備屋ができますよというより 、建築屋さ

んがむしろ発想されるべきことじゃないかと思います。心斎橋あた

りにはわりに多いんじゃないですか? まず計画するときに、いかに

上手に売場面積を取るかとか、地 F二階を掘るのが、大へんな費用

だったら、屋上へ待っていくというような、これは計画以前の問題

だとわたしは思いますね。 そういう点でや っぱり歯がゆい感じを持

つことは多いですね。

D  現状で申し上げますと、計画段階で初期に参画できれば、い

まの 、屋上に機械室を置けるという話にしても、近隣の建物の影の

影響がどうなるかというようなことにしても 、われわれサイドで十

分それは問題 として提起することもできますし、その段階でいろん

な対処の仕方、話ができるわけです。早期参画が実現できればです

よ。 まあ不幸にし てそうな らない場合、後から 持 ち出 してみても、

やはり言うなれば古いタイプの建築の設計技術者に大恥 じかかせる

ことになりますんでね 、( 笑い) これはち ょっ と言えないで、すよ。だ

から、参画する時点が遅い場合は、まあはからずも設けられた制約

の中での最適設計ということについては当然心がけます。

司会 つぎに 防災に話を移したい と，思います。最近建築基準法の

規定内容もだんだん細かく複雑にな ってきていますが、 防災計画が

とくに設備の分野で初期の計画にどういうふうに影響するでしょう

か。建築屋のほうはそれなりにいろいろ考えている面があるわけで

すけれども、とくに設備部門を持っていない設計者は建築防災全体

についてはやはり手探りになると思うわけです。ですから システム

一つについても 、どのシステムが適切なのか、どこまで重装備すべ

きかというふうな判断はまだ非常にばらつきが多いんじ ゃないかと

思うのです。 ましてそれは設備設計の立場からごらんにな ったら、

まだ全然安定してないとい っていいんじ ゃないでしょうか。

A  そうでしょうね。

B  わたしの個人的な意見ですと、防災の本質的な理念というも

のを皆さんにもう 一度再認識していただいて、あまり複雑な防災設

備がｾらないような計画をまずするということですね 。 その上で今

一度見直しまして、どうも防災計画上、たとえ小さな建物でもこう

いうところは危ないなというところに何をやるべきかということを

考える、そういう必要性があるんじ ゃないかと思います。

わたし自身、もうそういう精神で通してますから 。先般も身体障害

者関係の建物がありましてね、 6，OOOm
2

を超えてるからス プリンク

ラーをつけんといかんとか、いろんな話が出るわけです。 まあ法士見

がそうだから 。 それは、建物の中央にダクトシャフトがあ って穴が

ずー っとあいて、そのダクトが上下につながってる 、 これは非常に

危ない、万一火災にな ったら煙が上がるので、わたしは、スプリン

クラーをつけるだけの費用をかけるんならそれを全部やめまし ょう、

と。たとえば空調のシステムについては、各階に空調機を置いて、

すべて穴はふさいで、ダク卜はつながらないようにする 。 しかも建

築的には無理をしても、バルコニーを出す、ほんとの物の考え方は

そういうところにあるんじ ゃないかと忠、うのです。

ともかく防災の本質というのは、生命の安全と財産の保全ですから、

まずその点を第一番に考えて、消防設備さえつければしまいという

考え方は少し問題があるのと違うかなあと思います。 それともう 一

つ、とくに設備関係で言いたいのは、防災システムというのを ーペ

ん盤浬しましてね、とくに設備、ーたとえば避難設備、消火設備、火

災報知設備などが防災のいわゆるシステムのどういうところに位置
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しているかということを建築屋と設備屋でよく見直して、それらの

位置づけというのをき っちり整理する必要があります。現在一般に

はほんとにきち っとした形で位置づけをして認識をされてるという

ケースが非常に少ないんじゃないでし ょうか。それをまずやる必要

を感じています。

わたしの諜題として防災設備の位置づけ論というのをいまや ってる

んです。 これは建築的なものも設備も両方ございます。

A  機械と電気に頼らないですむような防災設備を持 った建物が、

ほんとのある べ き姿ではないかと 。防災設備に多額の金をかけるこ

とは何ら自慢すべきことではないと思います。

司会 今 までのお話をトータルして、設備計画と呼んで、いいと思

いますが、そういうものは最終的には技術の問題ではなくて、建築

全体を見直すような形での設備計画がまず必要である、と 。 それか

らそれのためには設備側からは早期参画ということがやはりきわめ

て重要な問題だ、ということにまとめていいかと思うのですが。 ま

た一般的に言 って、やはり大士射美な、それからまとま って発注され

る建築物についてはそれが比較的良い、と言 っていいでしょうか?

まだそこまでも言えないものがあるのでしょうかつ 。

B  大小おおよそ 一緒ですね。逆に小さいほうが大事だと思いま

す。

司会 ただ問題が解決しにくいのはむしろ中小規模の建築物では

ないか、 と。たとえば設備からの早期参画のチャンスというのはか

えって少な くなって、問題を多く残すんじゃないか。つまり、そう

いうことから 、大規模な建築物と中小の建築物との水準の格差がま

すますひどくなるんじゃないかという懸念を持つんですが、どうで

しょうか。

B  わたし自身としてはやはり安心できるのは中小のほうが安心

できますね。大きなほうは時間もかかりますし、専従一人で処理す

るわけにはゆかず、 グルー プでやる必要があるので、チームワーク

の盲点が出ないように十分注意する必要がありますから 。

司会 B さんの事務所のように 、一つ の事務所の中で大きなもの

と中小を比較した場合にはそういうことが言 えるかもしれませんが、

世間一般での大規模な建築物と中小声見撲の建築物とではどうかとい

うことなんですが。つまりそれは設計体制も施工者との組み合わせ

も変わりますので。

B  結局それは早期に参画できる可能性が多いか少ないかという

ことにな ってくるんじ ゃないかと思いますがね。建築設備というの

は矛盾の工学でしてね 、どんなにしても、こうやろうと思 ったら 、

どれか取 ったら逆にひ っくり返って矛盾がく っついてくる、どうし

ても切り離せないということが出てくることがある 。大きなシステ

ムで規模が大きくなればなるほどやはりどうしても建築の意図をこ

れは通してやらんといかんなと思 ったときに折れんといかんような

要素が出てまいりますからね。小さいのはそれを解決する仕方はや

っぱり簡単ですね。

D  設備業者のサイドから 言 いますと、大小というよりも、受注

形態で決ま ってまいりますね。継続契約先の、いわばある会社にと

ってず っと継続されてるピ ッグカストマーがあるとしますと 、そう

いうところの発i主ですと初期段階から何らかの形で参画できるとい

う雰囲気はつくられるわけです。だからむしろ受注形態によります

ね。大小 じゃなくて 。
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3 施工段階

一工 程 ・ 変 更 ・精 度 ・ 施 工 方 法 に お け る 要 望

ー ジ ョ イ ン ト ベ ン チ ュ ア ー に お け る 問 題

司会 計画段階のことは大体ざ っといま発表していただいたんで

すが、また後で補足していただくことにしまして、つぎの施工時の

ことについてお願いしたいと思います。

施工時で一番問題になるのは工程の問題であると思いますが、その

点からまずお話を ............ .. 。

D  実はそれが頭痛の問題でしてね。実際に技術者も動員し、資

材も労力もその現場に投入してやるわれわれの立場から言います

とね、仕事というのは、あらかじめ予定されたときに予定量だけや

るのが一番やりやすいんです。これはあたりまえのことですけれど

ね。 ところが、悲しいかな、宿命でしてね、予定した通りにゃれな

いということが随所に起こるわけです。それは出合いの内装とのか

らみの問題であるとか、他の設備の問題であるとかいうことで、予

定が他動的に狂わされるわけですね。当然、予定しておれば、資材

なり労働力をその時間に向かつて、その焦点に向けて準備してるわ

けですから、予定通りいけば一番いいわけですよ 。

ですから、反対に狂わされると非常に苦痛なんです。

ところが一般の評価はどういうことになるかといいますと、どんな

状 Ｑｾ でもあの設備会社はうまくやってくれるというのが世間の評価

は高いんですよ 。逆に融通のきかない設備業者は、評価が低いんで

す。

わたしは逆だと思います。 いつでもそういうことに対して柔軟性の

ある設備会社は、絶えずそういう費用をお客機に分担させてるのじ

ゃないかと思うのですよ。

しかし、予定通りいける建物というのもあるんですよ 。たとえば超

高層なんかの基準階なんかは、予定通り運ぶんです。 これは皆さん

が予定通りやりますから、だからわれわれにとっては非常に歓迎す

べき性質の建物ですね。

ところが、縦じゃなくて績に広い建物は、それはず‘ いぶん予定が狂

いますね。絶えず資材 ・労力に余裕をも って待機しなきゃならんと

いった状況に置かれます。

やっぱりいい会社だと言われたいもんですからね、相当憐牲は払っ

てるつもりです。

司会 設備のほうから言いますと、施工については一定人数で、連続

して、仕事のあるような工程を踏んでもらうということですね。

D  そうですね。

司会 突貫工事で急に人数をふやしたり、また途中 、聞があいたり

ということのないような施工計画、そういうものを建築屋さんのほ

うで立ててもらいたいということが第一の限目じゃないかと思いま

すがね。

D  予定が狂わないことと、繁閑の差がないということは、非常

にありがたいと思いますね。

司会 衛生設備の場合はどうですか。

C  やはり同じことだと思います。

E  いまの D さんのお話で、すべて、工程に関しては言い尽くさ

れてると思います。確かにその通りですね。

司会 もう一つ 、われ われ考えるんですが、施工中の変更というの

が多いんじゃないかという気がするんですが、いかがですか。施工

段階ですね。 まあテナントとかそういう問題は別にしましてですね。

D  それは二種類ありますね。一つは建物の用途変更からくる も

の、 これはやむを得ません。 それからもう一つは建築の精度の問題、

寸法精度の問題からくるもの。大まかに言って二つあると思うので

す。

それで、 S R Cで一一まあまあ R Cでもいいんですが一一梁下に通

る設備物をたくさん持ってる建物というのは一番厄介ですね。

ご承知のようにコンクリートの筋工の寸法精度が非常に悪いわけで

す。何センチ単位というようなことで狂うわけですね。 そうします

と、その寸法誤差のしわ寄せが大体設備へくるんです。ふところ空

聞か変化しますと、夕、ク卜が平べ ったくなるわけです。そうすると

あらかじめ予定した寸法のダクトを、生産性を上げるために工場生

産しておりますけれども、当然そういう場合、予定のものを待って

いっては納まらんわけです。で余儀なく変更させられるという羽目

になります。

まあ前者の用途変更の場合は、すなおに理解もできますし、そんな

に困 った問題じゃないと思いますけれどね。

それで費用的にも、用途変更の場合は対価が求められるというのが

通例だと思いますけど。

A  建築のmH本の精度というのはインチレベルだということだ っ

たですね。 それぐらいのものはや っぱり計画のときに寸法を見とか

ないと駄目ですね、ほんとは。 ところがそういう余裕を取らない建

築の人がまだまだあると思うのです。 その辺、建築の精度というこ

とをも っと取り上げないと 。

D  わたしとこなんかでも元気のいい若い技術者は、あらかじめ

つくって用意したダクトを持ってい って納まらないと、いろんな人

を相手にして苦情を言いますが、だけどこれは勝ったためしがあり

ません。やはりつくりかえという羽田になりますね。

司会 それも 設備業者同士の打ち合わせの不備 というものもだい

ぶあるんじ ゃないですかね。 それはわれわれも考えないかんことだ

ろうと思いますが。

A  ちょ っと脱線しますが、電気関係の寸法というのは案外設計

図にあらわされてないんですね。太 さ、ス ペース・ 。

E  スペースというのは別に寸法では出ておりませんけれど、パ

イプのサイズは全部入っとりますよ 。 ダクトにしましでもね。

A  パイプという感覚じゃなしにダク トという感覚ですわ。だか

勺・..

司会 A さんお っ しゃったのは、たとえばラックに乗って十何本も

のパイプが走ると、それはダクト並みのスペースを取るという 、 そ

ういうふうな意味ですか?

A  そうですね。

司会 たしかにイメージが遠いますね。空調図面ではダクトとして 、

つまり大きさをも ってあらわされているけれども 、電気の坊j合には

その大きさが読み取れないというか、感じとりにくいわけですね。

スペースの大きさが。

E  そういうことです。

A  空間として表現されていないわけでしょう 。その辺は ・

E  まあ縦シャフ卜の場合でしたら、当然寸法を計算しまして、

建築設計の段階で広さを要求や っておりますけれど、横びきの場合

はえてしてや っておりません。

ただ、機びきがたくさんあるのは、地下の機械室 ・電気室周りのま

あ露出でいけるようなところで、天弁と梁下のふところの納まりが

どうのこうのというような昔日分はあまりありませんから、そういっ
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た面で電気屋がずぼらしているといったらおかしいですけれど、そ

ういうこと、書いてないんじゃないでしょうか。

ただし 、配管の曲 がりのところでプルホ‘ ックスとかダクトがありま

すので、その寸法を参考にしていただけたら一番いいんじゃないか

と思います。

D  人から聞いた話ですが、おもしろいことを言っとられました。

建築の工程表を造船の技術者が見ましてね、ほんとにこの工程表でや

れるのかという質問を受けたそうで、す。造船なんか非常に細かい工

程を当然立てているわけです。だから造船のエンジニアから見れば、

建築がらみのエンジニアはマジシャンだそうですよ 、それでやれる

というのは。

B  単価が違います。御堂筋の大きな建物を見て 、 こんな大きい

ものがそんな値段でできるんか、船ならこんなもんやで、 と。

( 笑い)

C  そういう意味では、建築関係では工数とかそういうふうなも

のがかなり大ざっぱですね。 そういう点、造船はタイムスタディー

を十分やってるから、そういういわゆるスケジュ ールが十分寺且める

ということですね。

D  ただ超 高層なんかの場合で、 おE いに技術者が寄りあってい

ろいろ協議する場合は 、かな り入念な工程が組めますね。 この場合、

やはり守られていますしね。

司会 超高層の場合には ｾｉｈ 本が ｒｃ をほとんど使わないということ

が一つ効いてるんでしょうね。 それから施工者のほうは揚重一一つ

まり物あるいは人員を上げることに対して非常にシビアにスタディ

ーや ってますから、それを狂わすと全体の工程が狂ってしま って取

り戻せないということから、みずからそれを建築屋のほうが守ると

いう努力をしているわけですね。で平地の場合はそれが融通があり

過ぎるのでしょう 。ですからいまのお話だとやはり、何とかなるか

ら荒いままでい ってるんでしょうね。

D  そのときにだれががまんするかという問題になるわけですけ

れどね。

E  まあしわ寄せとい ったら、大てい設備に回 ってきますからね。

( 笑い)

司会 施 工図の問題では、図面の作製や建築の詳細図とか天井伏図

等を受け取る時期がどうも遅れているような気がするんですが、実

態はどうでしょうか。

D  いまどちらさんの会社でもそうなんでしょうけど、ダクトの

製作 についてはほとんど工場生産でしょう 。昔ーのように現場で道具

を持ち込んで入手をかけてつくるということは 、おそらくおやりに

なってないんじゃないかと思いますね。 そうなると、工場生産とい

うのはやはり現場で必要になる一カ月ぐらい前に図面は流したいで

すね。

司会 製作にかかる前ですね。

D  はあ。現場で取り付ける 一 カ月ぐらい前には工場へ図面を流

したいわけです。 そうしますとそれ以前に天井伏ができなければな

らんわけですから 。

司会 もう 一つは機械室なんかの仕上け.の時期ですね。機械室ば

一番最後の仕上げ、とかいうようなことを普ちょ っ とわたしらも経

験してるんですが、 その時期もできるだけ早くしてもらったほうが

いいんじゃないかというような気もするんですが、そこの実態はど

うなんでしょうか 、最近の。

E  電気の場合試運転などがありますから、竣工の何カ月前には

送電をしないといけないので、とくに電気室関係は地下の工程の中

でも 一番優先して仕上げまでやっていただく、そういった工程の調
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整はある程度や ってもら っております。

司会 電気のほうは案外認識あるんですが、問題は普通の機械室

ですね。

E  同じじゃないですか?

D  いや、仕上げなきゃいいんですよ 。仕上げた って、たとえば

貸しピルの家賃に反映すると思えませんしね。大体仕上げるという

のがどうかと思うんですがね。

F  それと 建築の施工方法と設備の施工方法との違い というもの

がありますね。 たとえば建築はモルタルの仕上け‘ をするときに、モ

ルタルガンで数分のうちに一面の壁を仕上けてしまう 。 そうしまし

たら、よく電気あたりでやられたりするんですが、スイッチやコン

セントの位置は配管を埋め込んでしま ってますから、壁の仕上げに

合わせてボックスを 出 したり引 っ込めして調整しなければならない

というふうなことがよくありますね。設備の側は手作業でやるので、

建築が機械で仕上げてくるんだ、というような速いから、設備にど

うしてもしわ寄せがくるというご経験はありませんでしょうか。

E  それがガンの吹きつけにしろ、問題は仕上げ墨を建築屋さん

にガッチリ守っていただければ、われわれも打ち込んだボックスな

んかの出は仕 上 げ墨から逆算してそれまでに直しておりますから 、

そういう問題はあまりないんですね。問題は建築の精度だけです。

埋込配管ごと打設したコンクリートが変形した場合など、一番図り

ます。 よく 外国令 んかの写真を見ますと、もう機械室にしろ 、ひど

いときは住宅の中においても露出というのが非常に多いんですわ。

ところが日本の場合は仕上げの見えがかりといいますか、これを非

常に重要視しますんでね、とにかくまあmm単位の誤差で仕上げを要

求されてる 。

逆にそんなのを割り切 ってしま って一一一これは建築屋さんに対する

要望じゃないんですが一一ー露出でもかまへんじ ゃないかというぐら

いになれば、われわれの方としても非常にコストも安くな って、楽

になるんじゃないかと思います。

F  それともう 一つ、たとえば法令による施工条件といいますか、

たとえ( ; ! : ' ! 梁などの仮枠とサポートの存置期間がございますね。壁は

早くはずしでも梁下ははずせないから 、サポートが立 ったままで作

業してこないといかんというようなことで、設備の施工の精度とい

うものが落ちてくるということも過去にはあ ったようですが。突貫

工事みたいな場合には、設備が、サポートが取れてからオールナイ

トで作業してカバーしたとかいうことで終わ ってるんでしょうかね。

D  普はそれはずいぶ、ん経験しましたけれど 、いまはそんなひど

い話はないと思いますよ 。

司会 仮設の搬入口ですね、後打ちの床とかそういうところが設

備の方のことを考えないで適当にやられてる 。結局建築的な面から

だけ見た搬入口であって、設備が璃 j奏している部分なのに最後まで、

あけられているというケースは往々にしであるんじ ゃないですか。

D  それはあります。 もっとひどい例がありますね。揚重のクレ

ー ンですね、仮設のクレーンを建物の中に設置する場合に、その一

番足元がメインの機械室というような例はかなりあるんじゃないで

すか。 しかもそれはある時期まで取れない。

司会 そういう点も初めから参画したらいいわけですね、設備の

業者が・ ・・… 。

D  だけど、 ζ れは全体の話し合いで納得できることかもわかり

ませんし 、で話し合いがなければ、ただわれわれは被害者だという

感じで受けとめますんで、ね。 ( 笑い)

司会 そうしますと、 早期参画は現場で も施工計画の段階から とい

う・・ ・・・・ 、当然のことですが、そこでかなりの見通しのある検討がな



されていないと大きな問題が後に残るということですね。

しかし、大きな現場ではそれは大体もう普通はなさ ってるのじゃな

いで、すか? やはりうまくいかない場合が出てきますか。

D  出てきますね。

E  これも受注によるわけですね。分離発注の場合とゼネコ ンさ

んの一括の場合。 そこら辺で現場のサイドの方の思いやりというの

がちょ っと違うわけです。 おまえら勝手にしろ、わしらこれでやる

と。 そうい った例が分離発注の場合、非常に多いですね。

司会 最近ジ ョイント ベンチャーの現場が多いんですが、それに対

していい面、悪い頭、これは設計事務所の方も含めてお願いしたい

と思いますが。

B  J V 、分隊どちらにしても業者さんは一生懸命やられるわけ

ですが、それでも J V にな った場合にはその契約内容で現場員の気

持ちの違いが感じられます。

まあ J V になったらあかんのだとはちょ っと言いかねますが、それ

でもやはりその差というのは割に大きいように思います。

F  普通、発注者側から見ますと、 J V という形は、お互いが持

っている技術のよい蘭を出していただけるという形で発注されてる

ことが多いとは思うんですけれど。

B  だから、 J V になれば当然自分ところで全部まかなうわけで

すから、 J V として設備の担当者を出さんといけません。その上 J

V の設備担当者が建築の主任にそこそこのちゃんと筋の通 ったこと

を言 えるんでなければならんということですね。 そして設備を理解

して協力する思いやりが出てこないとだめですね。

F  やはり設備に理解のある方でないといけないということです

かね、総括管理者と言われるのは・・ ・- 。

B  それはやはり必要ですね。 まあ無理も聞かんといかんことは

ありますけれども 、設備のほうの無理もや っぱり聞いてや ってもら

わんと困るようなことはありますからね。 その辺の: な，恩の疎通を欠

くということは、建築もやりにくくなるし、設備もうまく納まらん

とい うことでして 、最終的にはだれも得をしない。 そういう怠味で

やはりお互いに気まずい思いをして 、でき上がりが悪うてーーとい

うのはや っぱり困りますんでね。

司会 いまの問題は、丁寧に話をすすめてゆくとかなりいろいろ

問題が出てくるんではないかと思うのですが、たとえば設備の側か

ら建築に言 っていただくとしたら 、建築がジョイントベンチャーの

場合に設備の方の立場として問題がないのか、単独の場合と大して

逮わないということなんでしょうか。

D  わたしどもの経験では、建築が J V の場合は、比較的平均的

なお相手という認識になりますね。

単独会社の場合に当たった場合、 まあこれは普通の姿ですが、非常

にいい場合と悪い場合、両極端も存在するようで、す。で J Vの場合

は比較的その辺はならしたところじゃないかと思いますね。 これは

わたしの経験ですけど。 まあ J V の中での内部牽制作用があって 、

極端 に惑い形で も出 てこないし 、いい形でも 出てこないというよう

なことじゃないんでしょうかね。

A  一つ建築の施 工者にお願いしたいことがあるんですが。

コンクリー卜でつく ったダクトシャフトをもっと丁寧に施工してほ

しい。 というのは、あれは設備でいえば、心臓から血液を送る動脈

になるわけですね、一番大事なところになるわけです。吸気・排気

の区別ぐらい承知して 、精度にも気を使ってほしいんです。

排気ダクトと吸気ダク卜は壁一枚で隔てて並べることが多いわけで

すが、 一番ひどかった例は、その隔壁のプロックとコンクリートの

隙間を 、丁寧に施 工してなかったものですから、片方の排気ガスが

絶えず新鮮空気のほうへ流れて、不快な環境をつ くっ てたことがあ

るんです。 どういう用途の シャフ卜なのかを、設備の人に聞いても

らって、丁寧にして施工してもらいたいと思います。

D  もっとすご‘ い例がありますよ。煙突と外気取り入れのコンク

リー卜シャフトが隣り合わせでね、で空調機を動かしたら、建物じゅ

う煙だらけという例がありますんでね。大きな穴があいていた。 そ

らもう試運転のとき、慌てましたからねえ 。

そういう場合の後始末というのは、まあ本来は建築の工事ですから、

建築でや っていただきたいのが本音ですけれどね、だけど後始末に

ついてはかなり手をかさなければ解決できませんね。だから建築の方

から見たら 、何かその辺の手直しは受益者負担でね、受益者は設備

だと，思 ってられるんだろうと思うのですよ。 おまえらのためにや っ

たんだから一一ーという感覚があるんじゃないかと思いますがね。 か

なりそれで苦労したことも数々ありますね。

司会 これは重症ですね。心臓を手術するのに心室中隔欠損症とい

う静脈 の血液と動脈の血液がまざ ってしまうのがあります。孔があ

いてますから、まさにそれですね。( 笑い)

それからシャフトのあと打ちのブロ ック積みとか、ああいうものも

天井から上が全然施工してないときがありますね。

池袋の継ぎ足し雑居ピルの火災は、撤去後のセントラルのダクトの

穴か安井裏であけっ放しで、そこから火災が拡大したという例です

から、防災上もきわめて危険です。天井裏… ・・要するに見えないと

ころですね。
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4  ライフとメンテナンス

ーメンテナンス・スペースの確保と

リハビリテーションにおける要望と問題

司会 アフター・ケアあるいはメンテナンスの問題 について少し

お話し合いいただきたいと思います。 これは建物のライフにかかわ

る問題でずのでまたさかのぼれば設計にもからんでくると思います

から、その辺は自由に発言していただいて結構です。

工事のほうから言いますと、大体引き渡しが済んでから後で出てく

る初期のトラブルというのは、最近はかなり少ないのでしょうか?

またメンテナンス ・スペースが少ないといった問題は、往々にしで

あるんじゃないでしょうか。

D  それはあります。

司会 そのあたりになりますと 、もう竣工直前ぐらいから問題が

出てくるわけですね。

A  私の経験から言いますと、この聞大型ピルの給水管と給湯管

を全部取り替えました 。非常に短期間に 、一つの水漏れ事故もなしに

できました。 施 工者の大へんな努力があったわけですが、それがうま

くいった一番の理由は、人間が入って仕事がで、きるだけのシャフトの

スペースが取 ってあったからです。経済的によか った時代だ ったから

かもしれませんけれども 、昔の建築家はそういう点、いずれ設備の

配管は取り替えるときがくるということで、先見の明をも って広い

スペースを害IJ かれたんではないかと 、忠、います。最近の建物ではそ

ういうスペースというのは圧縮されまして 、腐 ったら壁を壊して直

したらいいじゃないかという考えの設計が多いと思うのです。もう

少しライフを考えて 、建築の寿命と設備の寿命とはこれは当然違う、

いつかは機器はかえなければならない、配管もかえなければならな
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い、そのかえるときに 、 日常の業務をクローズせずに工事ができる

だけのス ペースを石雀保してほしいと感じております。

司会 メンテナンスで一番惑いのは、商業ビルですか。貸しピル、

あれは貸し室面積をふやすために、極端に シャフト、機械室を狭く

されてるんじ ゃないかと思いますね。 ときによ ったらフィルターの

取り替えもできないというような極端な例もありますしね。

そういう経験はありますか?

D  通称、 、、地獄H というやつですな 。 ( 笑い)

A  前の機械を出さないと向こう へ行けないというようなね。 そ

のときにな ったら、そりゃ大へんなことです。

D  まあ受けとめ方にもよると思いますがね。

これは C さんの分野だと思いますけれどね、たとえばシスターンが

あって、小便器があ って洗浄管がありますね。 あれは体裁のために

埋め込みで、新築当時はそれでやるとしますか。取り替えの時期が

くれば、もう 一度壁はつって中をやる必要はないと思うのですよ 。

表に、普よくありましたね、体裁よく配管しでありますね、ああい

うやり方でいいと忠、うのです。一つはこういう思想があると思うの

です。再度もとの位置に入れる必要はないと思います。

C  そうしたら、最初から露出になぜしてなか ったのかというこ

とになりますな 。

D  いやいや、初め隠蔽を希望するなれば、隠蔽でもいいじ ゃな

いか、と 。つぎのやりかえのときに表に 出せ ばいいですからね。 こ

れは一つの考え方ですよ 。

B  現実に給水管の場合は露出することが多いんじゃないですか

ね。 わたしらのところでも同じような経Z黄がありますけれども、末

端の配管はとてもいじりかねますので、露出でほとんどやります。

A  古くな ったから外でいいというのには、賛成できかねますね。

本当に外でよければ、初めから出して、そのス ペースを有効に使 っ

たほうがいいんじゃないかと思いますが。

D  しかし、そのころには多分建物 自身も陳腐化しち ゃっ て(笑 い)

単位面積当たりの貸すお金の価値もおそらく減ってると思いますか.

らね。 ( 笑い)

B  わたしは、ともかくあ っ さり外へ出すんです。出 して見ても

らったら、よくわか っていただけるだろうという考えなんですね。

C  まあそこら辺がね、ライフの問題がありますのでね。たとえば

最近ユニットパスなんかが非常に多くな って、パイプの取り替えそ

のものは非常に簡単にできるけれども、それを直すのにユニ ッ トパ

スを全部ばらさないと直らないとかいうような形でー

司会 ユニ ッ トパスに組み込まれてる部分のことですね。

C  ええ 。露出か隠蔽かというような形のときに 、やはりライフ

というようなもの、まあこれから検討しないといかん問題だと思い

ますけれども、そういうような形であれば、思い切 って露 出 にして

簡単 に取り替えられるということが親切な仕事じゃないかなとわた

しは思いますけれどね。

司会 建築の部分でも寿命のバランスがうま〈とれないのでメン

テナンスとの関係をよほど入念に見とどけなければならないと思い

ますが、 設備では一番シ ビアなのはやはり水関係でしょうね。

D  空調で言いますと 、熱源機器、空調機、それから流体を移送

するエア関係のダクト 、 それから水配管と、こんなふうに分類しま

すとね 、いままでの実例からいきますと、ダクトというのはかなり

長期間もちますね。 おそらく 50年ぐらいも つんじ ゃないかと思いま

す。 それから水配管で、すけれども 、 これは衛生水道のほうではちょ

っと無理だと思いますけれども、空調の場合は水というのは熱の媒

体ですから、水そのものを消費いたしませんので、これはできれば
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ハーメチックの循環系にすれば、パイプの内部からの腐食は起こり得

ないと思うので、す。 そういう技郷? がもうすでにあるわけですから 、

むしろ腐食の起こるのは、パイプの外面からであるというふうに認識

を改めないといけないと思います。

A  業界でそういう配管の腐食を調べられたんですね。 そのハー

メチックでも故障というのはあるわけですね。

D  それはどこかに開放水面があるからです。たとえばポンプの

グランドから許される範囲で、漏れてると、当然減 っただけどこからか

入りますね、そうすると新たな溶存酸素を含んだ水を補給している 。

だからその配管系で一滴も漏るところがないとすれば、竣工したと

きの水が永久にあるわけですからね、内部から 酸化腐食することは

起こり得ないわけです。

だからメンテナンス ・スペースがなければないなりの施工方法はあ

ると思うのです、空調 においてはですね。冷凍機とかボイラーとか

空調機とか、熱源に かかわる機器については当然ライフがあります

ので、 これは対処しとかなきゃならんと思いますね。

司会 その場合に先ほど 出 ました屋上機械室というのは、とくに

問題はありませんか? ボイラーでも大体20年ですか、 うまく使 って

30年ですかね。鉄板製でしたら 10年 15年ですね。

D  まあそんなとこですね。

F  おのずと保守管硯面からいうと破庇担保の聞は施工業者さん

がある部分においては責任をも っていただけるとして 、それがはず

れてしまいますとメンテナンス会社へ施主さんは委託してしまうこ

とが多い。 そうしましたら、ある保守の専門誌に書いであ ったんで

すけれども、施工時に配管の内部にたま ったスケールその他を抜く

ために考慮 した水抜きコ ックを、その保守会社が知らずに、たとえ

ば冷却水パイプもしくは冷温水パ イフ。の内部の水を、休業期間中は

抜いてしま っていた。原則は水張りで休業期間は置いておくのにも

かかわらず、保守者の勉強不足から、や ってしま った話で、このよ

うな問題もあるようです。だからでき上がってから施主もしくはメ

ンテナンス関係者に 、施工上こういう考慮をしてあるとい ったこと

などの注意書きを設備サイドから渡しておく必要があると思います。

司会 話のついでとい ってはなんですが、そういうメンテナンス

に対する配慮 ができていない建物に対しでもやっぱりメンテナンス

はやらなきゃいけないわけですし 、 それから現在ほど設備の水準が

高くない時代の建物、これをやはり可能なものは使 っていかなけれ

ばいけないと思うのです。 そこで 、建物本体の寿命に見合った設備

の増強なり改変をしていく技術も必要ですが、それには何か特別な

ものが要るんでしょうか ? 普通の技術をうまく適用していく、その

適用段階で処理できるものなのか、どっちなんでしょうか。

D  質的に更新するという意味ですか?

司会 ええ 。

D  まあしかし相当建築のほう、大手術しないと、適用できませ

んね、質的に更新する場合は。

司会 その場合に、どこが一番問題になるでし ょ うか。やはりダ

クトスペースとか天井裏とい ったサーキユレーションの途中のス ペ

ースでしょうか? それとも機械室でし ょうかつ

機械室の広さ自 身では、問題 ないんじ ゃないでし ょうか。 より小型

化して高性能にな ってますからね。 これは輸送経路と末端機総の処

理の問題ですね。

司会 昔の建物といまとで熱容量も変わ ってきてますからね、ま

あ増強ということは往々にしてありますね。 そのとき 一番よく使わ

れるのがファンコイルユニ ッ トですか。

D  そうですね。末端機器の問題が一つ解決すると楽です。
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5 おわりに

一 外 乱 を う ま く 防 ぎ 、方 位 も 検 討 を /

一 建 築 と 設 備 の お 互 い の 接 点 の 理 解 を /

司会 では、最初にお話のあった点に少し戻って最後締めくくり

たいと思います。 とくに B さんからは防災面も含めて、設備にでき

るだけ頼らないですむように見直せというお話が出たわけですが、

それに| 刻巡したような建築側に望むというようなことを一言ずつお

っしゃ っていただきたいと思いますが、全般的なことで結構です。

司会 D さんのほうで、計画 ・設計段階で建築側に望むというふ

うな意味での、まだ言い残されたことがありましたら ....

D  いま A さんがおっしゃったことと類似しますんですが、まあ空

調の設計という面からいきましたら、以前と違いまして 、空調の技

術においてはもうあまりいまや未知数はないと思うのです。大体既

知数にな ってると思うのです。だからかなりのことには対応できる

と思いますんですよ。

たとえば、こういうことはもうあり f専ないかもしれませんけれども、

空調の負荷が変動するというのは、内部で発生する負荷が常に一定

であるものとすれは二一ーたとえば貸し事務所なんかは、照明の量に

しても人間の虫にしても、まあ比較的変動が少ないので一定に近いと

思いますけれど一一一、そうすると古しされる条件というのは外部から

くる 。要するに日射であるとか気温の変化とか、そういうことにな

るわけです。 これを建物の設計上、その辺の外乱をうまく防ぐとい

うことにすれば、まあ極論すれば、コントロールの要らない空調で、

もいいんかもしれませんですね。常に負荷が安定いたしますんでね。

ただ、外気の変動に対する処理だけを部分的にしておけばいいとい

うことになりますのでね。だから当初からよく計画段階から練って

やる場がも っとあるとすれば、もうちょっと経済性を追求したもの

がつくれるかもしれませんですね。

C  やはり設備計画が、全体の基本計画の段階できちんとできて

いる必要があるという最初の話になると思います。

司会 一番問題の多い空調では… ・・ ・

A  空調ですと、 費用をかければどんなむずかしい条件でもでき

るわけですが、一番気をつけていただきたいのは 、方位を整理して欲

しい ということです。それによって建物の空調の費用が、設備費か

らあとの維持費まで非常に違ってくるわけです。 デザインというこ

とはまあ大事なことなんですけれども、極力方位面を笠理してプラ

ンニングをしていただきたいと思います。

B  随分いろいろ言いましたが、仕事を進める順からいきましで

も業界の力関係から考えましでも、建築と設備は重な っている関係

で、建築からの理解と協力がなければお互いの接点も見つけること

ができないのが現実で、その理解と協力を求める努力として、設備

業界は建築側 より見た設備というものをもっと研究し、多くの建築

士 に知ってもらう努力をする必要があると考えます。建築側も理解

する努力をして欲しいと思います。

司会 この特集のテーマについて、主としてソフトの面からお話

し合い願った わけですが、実践 から得ら れた武重なご意見を沢山い

ただきましでありがとうございました。これでZ冬わらせていただき

ます。
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建築と設備の施工上での接点の問題

A . 準備工 事

B. 地下躯体工 事

C. 各階コ ンク リート 工 事

D. 最上階コンクリート

E 仕 上工 事

F. 竣工前の調整

まえが.き

建築と設備の 出合い( 取り合い) 部分に発生する諸問題は複雑多

岐にわた ってお り、この解決には設計、施工の両面から対処しなけ

ればならない。そのためには設計、施工の担当者聞の十分な打ち合

わせが肝要である 。 ここで建築と設備の 出合い部分をすべて取り上

け‘ ることはとうてい不可能であり、施工の段階においてしばしば直

面する問題のみを工程順に各部位( または要素) ごとに取り上げて、

そこでの接点の問題として考慮すべき事項を掲げた。

なおここで掲げる寸法等は工法、材質の開発改良、関係諸法令の

改正により変わってくるものもあるため、各プロジェクトの施工に

当たっては、その都度それらの最新のものと照合していただきたい。

A. 準備工事

この工程における取り合いの大きな要素は、 1. 現地踏査、 2.

仮設計画 3. 工期と工事範囲( 施工範囲含む) 4 . 機器搬入計画、
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5. 関連法規( 防災計画含む) に分類できる 。これらの項目につい

て工事着工時において確認し、また調整しなければならない建築と

設備の主な関連事項について列挙する 。

A - l  現地踏査

1. 目 的

( D] } 5 ( 地周辺の道路事情の調査

(2)都市飽設、公益施設の調査

(3 )周辺環境の 調査

(4 )気象条件の確認

2 . 建築、設備聞のチェック事項

(1)既存設備、埋設管等の有無の確認はしたか。

(2)電波降客の事前調査をしたか。

(3)消防通路の確保はできているか。

(4 )河川の氾涯、潮害 などに よる浸水の恐れはないか。

(5)公害、大気汚染の対策はよいか。



(6 )周辺建物への騒音、排気等の影響および外気取り入れなどの影響

はないか。

(7 )電力、電話、水道、ガスの供給能力、深さ等の位置の確認はした

か。

(8 )排水放流先の有無と水質基準値の硲認はしたか。

A - 2  仮設計画

1  . 目 的

(1版設事務所等の確保

(2)揚重、掘削等の仮設機械の選定

(3)工事用電力 、電話、給排水等の確保

(4 )資材置場、加工場の確保

2. 建築、設備聞のチェック事項

(l X，反設事務所位置と設備外部工事の関連はよいか。

(2X，反設 j干:)1tr 力、給排水等の本設への切主主時期の検討はなされている

か。( 本殺を仮設使用する場合)

(3腸重用仮設機械の設備機器搬入への利用の検討はなされているか。

Ｍ 図 ・・ｾ ， Ｎ日 . .  ..!i 笥軍 主筆 陣量沼田 町野 扇町 ・

A - 3  工期と工事範囲 (施工範囲を含む)

1. 目 的

(1)工程表の作成および作業の円滑化

(2)本工事と直営工事( 別途平事) の碓認

(3 )工事相互間の調整

2. 建築、設備聞のチェック事項

(i :t) 

①各引込管、埋設管、設備

外部等を考慮し仮設事務所

を設;lt する 。

②設備の資材置場、 nll 工場

のJ十i画( 将来の移動計l而も

合わせて行う 。)

③水、ガス、給水本符の{ 立

; 位、深さの確認。

@ 電気引込往の確認、養生

対策

(1腫築工事と設備工事の総合工程表の作成と工期の確認はしたか。

(2 )直営工事( 別途工事) の範囲と工程の確認はしたか。

(3耀築と設備、設備相互間の工事区分の確認をしたか。施工範囲を

明確にするため工事区分表を作成する必要がある。( 表ー1参照)

A - 4  機器搬入計画

l 目 的

( 1 腫築施工計画への反映

(2 )工程のスムーズな消化

(3 )(反設揚重機械の選択

2 . 建築、設備間のチェック事項

(1)機器搬入ルートを確認したか。

(2)搬入ルート上の補強の必要性はないか。

(3 )マシンハッチ、機械室扉等の大きさのチエ Y クをしたか。

(4搬入機器一覧表を作成したか。

機器名称、分割寸法、重量、設置場所、錫重機種、搬入日等を記

入のこと。

(5X，反置ステージ等の必要はないか。

A "'- 5  関連法規 (防災計画含む)

1. 目 的

(1) 現行法規上のま見詰11 と防災設備の確認

(2)諸官庁への届出合類等の確認

2  機能的要素

| 建築的要素|

(1)防火区画

(2)排煙区画

(1)発見、感知、確認

(2削断、指令、通報

(3)防火戸、シャ ッター( 防火、防煤 ) (3避 難、誘導

(4 )#ド煙口、排煙垂れ壁 (4沖刀期消火

(5腿難階段、バルコニー

(6 )消防隊進入口

(7)非常用エレベーター

3 . 建築、設備聞のチェ ック 事項

(5陸 焼 防 止

(6)本格消火

(1) スモークタワーの平面配置の確認をしたか。

(2)排煙システムの確認をしたか。

機械排煙、自然排煙、排煙口の配置

(3)有窓、無窓階の確認をしたか。

(4)非常用エレベーターの附室の排煙方式の確認をしたか。( 機械排煙

の場合の給気の必要性)

(5)天井内空間の納まりを確認したか。( シャ y タ一、垂直式垂れ壁、

排煙ダクト 等の納まり)

(6)法的設備の施工範囲を明確にしたか。

(7)電気室、発電機室は、 200M' 以上または l ，OOOkw以上であれば不

燃性ガス消火設備が必要で: ある。

( i主〉消防設備については「消防用設備等設置基準早見表J 等を参照すること 。

し____g硯
JffiZi 

a - 図

b - 図

- ・図・・闘E 灘五世ヨ帽・岨E ・・

! Z : Z a 避難! 胸部

1[222 の面積 の合計> 土

床 面 積 。u

ｮｾ の条件

7.  I別口部の下端までの距

離が1. 2m以下であること 。

イ l別口部は内部か ら容易

に避難ができ、かっ消火活

動が有効 に行える柵造であ

rt1 ること 。

ウ. I別口部は、開口のため

良好な状態に維持されてい

ること 。

亡二コ避難l持旧部

仁豆二コ直径 1 mのpl が内

按する I別口部ご平

rfl ' Z2Z!  + 仁工工コ の面

床 面 r

償の合計、 1

- 30 

n  l Z ! l Z J とに工 口 の条

件

a 図にぬげる条件のほかに

次の条件が加えられる 。

7.  I閉口部は道または近に

通ずる! 偏只 1 m以上の道路

その他の空地に面している

』と。

ィ ロロ は2 以上手Tす

ること 。
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表 1  工 事 区 分 表
工 事 区 分 は 表 中O印 を 附 し た 工 事 に 含 む も の と す る 。

項 目 建築 衛 生 空 調 電気 別途 備考

項 目 建 築 衛 生 空 調 電気 別途 備考 避 雷 針および 同用後地工事
。

織 械 基 礎 ( 床上 ・床下とも)
。 金庫扉 および マンホール廓

点 検トと 口 ( 天井・床下・パイプおよびダクトシ 。
ャフ も)

カーテンポ y ヲス およびブ フインドボ ックス
。

梁プ貫25通0，スリーブおよび補 強( ダクト2印 世 パイ 。
世以上)

カーテンレール
。

各 種 名 板
。

梁貫通 スリーフ およ び穴 明 ( ダクト200φ パ イ 。。
プ200併i 下)

。 換気扇 ( ダクトなし ダクト接続生! とも)
。

壁貫通補強 (λ リープ箱入とも)
。

電動機 および同据付
。。

壁穴 明け 、祈り ( ダクト 200骨パイ7 ' 200世以初
。。。 一工鍛事制 御盤 と 電動機端子までの 電気配管 配線 。

梁貫通および壁貫通穴詰め および補 修
。。。

冷凍機制御盤および二次仰l電気 配管配線工事
。

天井付各種器具 取付 わ くおよび同補強
。

ボイフ制御鍍 および二次世IJ 電気配管配線工事
。

壁 および床付各種 器具取付わ くおよび同補強
。 。

ユニパー ト間仕切の 器具取付わ くおよび同補強
。

パ y ケー ジ制御鍍 および二次側電気配管配線工 。 パノケー

事
ジ峨 i

オイルヲンヲ 周外郭 および乾燥砂 、マンホール
。 冷 凍機 ・おポよイびラ端・子遠の隅取制付御用 および故障警報

周 リレ ー

。

オイルヲ ンク排泊ます
。

同上用電気配管配線工事

。

オイルヲ ンヲおよびギヤーポンプ ( 発電機用)
。

オイ ルサー ビス空ンク ( 発電機用)
。

オイル ヲンク廻配り t配葺続管 およ車び(オ発イ電ル機サ用ー) ビス
。

世ンヲまでの 管 工

コンクリー ト水情
。

向上用附属品一式 ( 点、段ロ ・タラ y プ等)
。

排水および汚水ピ ッ ト
。

線各工種事機器の運転 および故障警報用電気配管 配 。

各ケ種ー機ジ器もの含接む地) 工事 ( 冷凍機 ・ポイラ ・パ y
。

液面電極榛の取付座 (鋼板および E R P製 水 働
。。

各種満減水警報 および液面電極棒の取付
。

向上用電気配管 配線工事
。

空調 自勤時IJ御機器

。

同上周附属品一式 ( 点検ロ ータラ y プ等)
。

管し尿等)浄化僧装置一式 ( 外郭・内部・導入管・排 気 。
同を含上む取)付お、よ調び整機(器室結内線検取出付端座のと取も付プレート

。

空調 自動制御盤

。

同上周排水ポンプ および銭続配管工事
。 ，ジ"肉ケ離」

向上より様器までの電気配管配線工事
。

下水本管への後続 ( 雨水系統)
。

空調自動盤への電源供給

。

下水本管への接続 ( 汚水系統)
。

雨水排水および同会所
。

空事調 自動盤より 監視 盤 までの電気配管 配線工 。

屋内雑排水ます およひ爾 水 会 所への嬢続
。 温湿度遠隅測定機器および 取付調整

。

汚 水 ま す
。

同( 取上付 鹿パ イプ ダクト等検出端取付

とも )

。

グリーストラ ップ・ ガソリ ン トラ ップ
。

同 上 電 気 配 管 配 線 工事
。。

グリ ーストラ ・ノ プ ・ガソリ ン トラ ップ( 既製品)
。

厨 房 器 具

。
空盤組調込自動制御および遠隔測定後器の中央監視 。

同上用接続配管工事
。 泡 消火用機器 および間取 付 調 ｾ 。

浴 僧
。 同上周期l御盤 および同用電気配管配線工事

。

風 呂 釜 ・パ ーナ・ 排気筒
。 同上用制御盤への電源送り

。

同上周怨続配管工事
。

向管上配局線火工事災 受 信銀 および制御盤 までの電気配 。

流 し ( 造り付・既製品)
。

地下 3 階機 械室鉄骨製ポン プ架台
。

流 し ( 陶器)
。

地中梁の通気管 ・排水管 ・連 通管
。

流 し排水金物
。

蓄 熱 槽の断 熱および マンホー J レ
。

化 経 鏡 ( 既製品450X ω。 。
各 シャフ卜内の $1ラ ップ ・デレ チ ンゲ

。

化 粧 鏡 ( 向上以外のもの)
。

機器搬入用マシンハ ッチ
。

化粧棚 ・小便隔板 ( 陶製の既製品)
。

事務室基準階周流 し
。

化粧棚 ・小便隔板 { 同上以外のもの)
。

向上 用湯沸室排気フード
。

タ オ ル m 。
排煙ガラリ ( 室内に萌するもの) ー仕 上材

。

外用壁等)取付ガラ リ ( 外気取入 ・排 気 ・換気扇 。
向上 一 本体

。

リ空ーングリル ( 鋼製の既製品 F S とも)
。 ゴンドラ本体

。

リ$1 ーンも)グリル ( 向上以外の化被用のもの 。
F S と

ド ア グ リ ル
。

ゴンドラ取付周ア ンカーボル ト据付手間
。

ゴ ンドフレール基磁
。

湯沸室排気フード ( 化粧周カパ ・鉄板内貼とも)
。 航空陣容燈

。

揚 床 ・木造床 ヒ・ッ ト ( 仕上霊堂とも)
。 同上 周台座

。

コンクリー ト床ヒ.ツ 卜・ 外郭
。 防災セン空ーと連動の扉の電源送 り

。

向上内装 および蓋
。 向 上 制御用配管配線

。

各室の シンダコンフリート 打 工事
。 煙感知器運動扉の爆作器具

。

エ ンジン ドア および時| 胸盤操作 スイ ッチ
。 向 上扉の煙感知 器 と操作器具への配管配線

。

同上操作用配管配線工事
。 向 上 周操作盤

。

同上電源送 り 配管銀 工事
。 工 ス カレ - $ 1 工事

。

シャツ$1 および制御盤操作 ス イ y チ
。 同上化粧部分 (建 築との取合部分)

。

同上電源送 りおよび操作用配管配線工事
。

工レベ 一世とダム ウエ一世 工事

。
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B. 地下躯体工事

この工程における取り合いの大きな部位は、 1. 211気室、機械室、

2. コアー 3. 地下コンクリー卜工事に分類できる 。 これらのお

のおの告別立について考慮すべき事項を娼げる。

8 - 1  電気室 、機械室

1. 目 的

(1腫物の消費エネルギーの供給源

(2)生活環境の確保

2  機能的要素

| 建築的要素|

(1腫 物 種 別 、規 模、用途

(2)構 造

(3 )機器搬入ルート、補強

(4 )平面的、立体的位置

( 上部ダクト、パイプスペー

スとの関連)

3. 建築、設備聞のチェ y ク事項

( l y . 忍気室の電源引込位置、ルートを確認したか。

(2y，屯気室の下部に蓄熱柑! を設けていないか。

(3)電気室、発電機室、帯電池室は隣接しているか。

(4 Yo屯気室、機械室の有効高さは確保されているか。

(5)機器の防振、防音対策を考慮しているか。

(6)機械室の周囲( とくに上部) に居室はないか。

(7)ボイラ室および発電機室と排気塔( 煙突) の位置を確認したか。

(8)保守従業員スペースについては休憩室( 仮眠室) 、浴室、便所等を

考[ i ' r r : しているか。

(9)機械基礎、補強は確認したか。

(10)受水槽の法的スペースは確保されているか。

(11)中央監視室の位置、防災センターの建物管理および笹備を検討し

fこか 。

(12)機器の吊フック等の考慮はなされているか。

(1路王済性

(2)熱源種別

(3)空調方式

(4 )保守管理

(5)騒音、振動

Ｍ回Ｍ・・ Ｔ 撞百 量 ヨ 圃Ｎ ｾ 吾 ｅ 軍 ヨ ｬＧｦＡ ヨ ￭ｊ ｊ，ｔ 桁屯 凶・

← c/Cc =o  

2500X3∞X 2∞OH ｒｃ 基礎 ｘ Ｒｾ

0. 01 

0.1 0. 5 1 . / 2  5  10f /f n 

・c/ Cc=床の保動j減衰事

( 一般的にはOとみなしている)

機&l l童市IJ 仮動数

. f /f n  

床固有括言動数

・TT =援動伝達率

。主主

①冷凍機、ポイラ等の大型機 i誌は設計、 na工時に予

め床下補強基礎、または補強梁の設置を倹討し、建

物との共振防止を考慮しなければならない。

- 図・・E ・. IP主主審甥政調孟E読書凶・ Ｍ 函 ｅ・ ｅ ・ ｅ 喜 ｩ ｊ ＷＭ 抗日 脳 ｉＭｾ克司 ｅ 量 ｽ［ Ｚｴ 図 Ｎ
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ですす図

汚染物質の流入・浸透

a .  b.  c のいずれも保守点綾を容易に行い得る距離とする。( a.  

b.  c 孟 4Scm) 特に b については. " ? ンホールより作業員が出入り

できる程度と し 梁が/ ] ' ，人りに支障となる位置を避けること。

① 受水槽の天井、底または周壁は、建築物の他の部分と兼用 しではならない。( 構造例)

広一

断 面 図

底盤

② 建築物の外部で浄化槽等より 5 m未満の地盤面下に設置する場合 li 下図による 。

外部 から給水ヲ ンヲ 等の天井、底または周鍵の

保守点績を容易に行なえるように段ける 。

従って ヲンヲ室を Ii: け、その中に給水型 ンウ等

を設置する必要がある 。

l衛生上有害な物の貯溜または処理に供する施段

Ｍ図圃ＮＺ・・ｦￄｉｪ亙 ｬＧＮＧ｛￭ ｪ 虜耳Ｚￌｬｾ量 民事宇田 島章Ｍ｡［［ＢＱｩ官 ｬｾ ｦＺｭＮ ｬｾ ｬｉ闘三臥岨ＺＮ・

8 - 2  コアー

1. 目 的

(1腫物の構造耐力告11分

(2)各種エネルギーの搬送スペース

(3)輸送、避難スペース( エレベー夕、階段)

2. 建築、設備聞のチェ ック事項

Ｈ Ｑ Ｉ 各シャフトスペースは ｾｲｈ 果Ｚされているか。

(2 )各シャフ卜からのダクト、自己符の取り 出 しスペースは確認されて

いるか 。( 梁成との関係に注意する 。)

(3)各シャフ卜の点検口は共用部分にあるか。

(4 )防火区画、竪穴区画を確認したか。

(5)コアー内に機械室がある場合、騒音対策を講じているか。ま た保

守スペ ースを確保しているか。

(6)層間変位の確認をしたか。

(7)ダクトスペースは危険防止( 落下事故) のため各階または 1 階 お

きぐらいに床を設けているか。( チェッカプ レート、 コンク リー ト

等)

事務室

D.  S  E  P  S  

(i i )  

①コ 7 ーは設備の配管、ダクトが各方面に出

やすいように ｾ￨ｩｩ 丘する。

②コアーの内で大きなスペー λ を占めるもの

はダクトスペース、ｾＢ司機室等である。

③スペースは室調方式、建物船英によって大

きく違ってくる。

事務室

-・図圃・眠・・・・・l A: I ' 岨彊凶.

4 1  



8 - 3  地下コンクリート 工事

地下コンクリー卜 工事のうち蓄熱槽、排ノ川皆、湧7 ) ( 槽、エレベー

夕、エスカレータピ y ト、パーキングタワ等についてチェック事項

を述べる 。

排水管の勾配がとれない

工レベ一世 速 度
ピット深さ

( m j mm) H ( m)  

4 5 m以下 1. 2  

4 5 mをこえ 60m以下 1. 5  

6 0 m • 90m "  1. 8  

9 0 m • 120m "  2. 1 

120m "  150 m "  2. 4 

150m "  180 m "  2. 7 

180m "  210m "  3. 2 

210m "  240m "  3. 8 

240mをこえる 4. 0 

ＮＮ 回 ＱｉｉＮｬ Ｑ｟ ［Ｎ，ｲ ｾｴ 名 前 ｩｩ 聖温 ＱＱＱ ＮｬＺｉｉｉＰ咽・

強度確認 / "  I  

( スラブ強度も4構造 〔居室禁止〕

と打合せ)

機械室床面

面断

e

l

-

-

，
，I

I

I

-

，
r

 

/

/

l

i

f

-

-

，

i
ー

. 図1: II 1 _ . 1I ' . Zi 置: : s . 彊岨虜耳当面E 四 置F事通・

FLI し_1

PT

li 
床壁画結震

断熱材

スヲイロフォーム 25弘 - 1( 氾%

ガラスせんい製 50弘

8 F L  

- 冒冨酒圃医薬窓留目・

...- C.  B  

ｬ ｩ ｊ ｊＭｾ …弘元 ｊ レ
主ｾ 回柘 ｮ _¥_ど:

料、品、

蓄 熱 情
水扱き管

- 図111:11( 圃圃語毘:"! 回 開 .
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川

i
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，マ

60 70 80 

S  P  L  d  8 ( A)  

Ｍ 図 ＱＺＱＱ Ｑ 岨・ｾＺＦｲｊｬ司宙望 ｅ 司四回 ｾＱ ［Ｂ ｾｾｾｩ 司・

10 ( Q) 以 下

10 ( Q) 以 下

100 ( Q) 以 下

避 雷 針 接 地 抵 抗

高圧機器径I也抵抗

低圧機器媛I也抵抗

Ｍ 図 ｟Ｑ 咽 Ｎｈ Ｎｬ ｾ￭ｬｬ 叫 ｔ 曹司 ・

7
川

l

i

F

2

保

!

:

白

汚水排水ポンプ

Ｍ 図 Ｑｉ｡ＡＮ配置 ｾ ｾＺＮｴ ｾ 凶・

床

不用スリーブ仕舞不良
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水銀き防水
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防水

※ 水抜きは防げないこと



(1:主)

地盤枕下等の場合 A 、 B 、

C 点が折れる恐れがある 。

D

O

D

-

-

マGL

ｾ ｉ 、 ｂ

〈プヰノl

，C  

主配管

① 通常の場合の変位に対する対応策

(配管関係の受スラブ)

G L  

V  

招 康

管

G L  

V  

巧穂怒罵原容

1  . 建築、設備問のチェ y ク事項

(1) 蓄熱槽の述通管、通気管: 等の確認をしたか。

①位置、大きさ、勾配

②点検、掃除用マンホール

③ 防 水 、 断 熱 ( 湧 *、二重壁湧7 ] <排水との分離)

④エレベータピッ トと蓄熱槽が隣接している場合の処置

⑤蓄熱糟上告11の床面の結露の有無

⑤蓄熱槽上告11に居室 、電気室はないか

(2)排水階、 j勇水他: 等にポンプサクションピ y 卜はあるか。

(3)各階貫通スリーブの確認をしたか。

(4 )エレベー夕 、エスカレータピットの需産5恋をしたか。

①定倍速度による掘削深さ

② ピ y ト深さは防水代を考慮のこと

(4 )パーキンダタワーの騒音、振動対策はよいか。

①居室に対する楠造に注意すること

(5 )f妾地 工事の修認をしたか。

①避雷針 、高低圧機器等の接地板埋設工事

(6)梁貫通、補強の確認をしたか。

(7 )エキスパンションへの配慮はよいか。

① 地震H寺の層間変位 、地銀沈下による変位、建物問の変位等に対

する対策

②建物の変位量に対するエキスパンションの変位吸収量はよいか

③エキスパンションの変位 l吸収量にみあう配管 、継手の変位吸収

量はよいか

(8 )各ヲ| 込官関係の確認をしたか。

①位置、深さ、建築工法との調整

②電食等腐食に対する考r & :

③ 部分詳細

〈参考〉大阪ガス S G M( スチールガスメカニカル) 継手

東京 ガス L M(ロック メカニカ J 吋継手

伽「ヨ

ベ

-
L

リ
仲

川

建

屋

側

( R C道 S R C造)

Z 歪2 は貫通孔移動

可能範囲を示す。

寸一一一一一ーコ君。/4 (0 /3) かっ

寸ーユコニｾ 2∞以上

白川: ヰ浪宍導引 0 /2 (0 /3)

1  -"一一 1 1召/4 (0 /3) かっ

(  ) 内は端部 * 小径部 2∞以上

① 貫通位置 (R C造 ・S R C造 . S 造)

貫通孔は原則として円形とする 。

② とくに軟弱地盤の場合の対応策

(電気配管)

Ｍ回・・悶・ ｬ ｩＡｴ ｾ Ｎ ＺＱ ・ ｍ 己 仮調書 記 官 Ａｊｾ 唱団肩ｦＮ ｾ ｩｩＢＧ ＢｉＧＮ ｾ ｊｲＮ，ｪｩｩ司・

水、ガス、排水本管の位置、深さの確U

電力引込性の確U 寮生対策

(S透)

f Z 2 Z l は貫通孔移動

可能範囲を示す。

EI刈 ( 0/3)

I  0 /2 (0 /3)  

I  0 /4  (0 /3)  

(  ) 内は錦部 * 小径部

白

シャフ トの有効断面の確保

防水処理

_ " 円。ケ ーブJ レ外径の10 - 1 %音質 通

/<' )) スラフ B I F

r::::z二二

スリーブ

A  :  j里位深さ

車道 12∞mm以上

歩道。 6∞mm以上

各引込管等の確認

(注) 径の異 なる場合は平均

{直 とする 。

一

切

② 貫通孔径・ 中心間隔

I  R  C  1  D  /4  

一般 l S  R  C  I  D  /3  

I  S  1  D /3  

* 小 径 I D ! 7かつ1∞mm以下

ただし、 一般的D - 450. 500について lまd孟 100とする 。

最大孔径 (d)

高圧ケ ーブル引込断面
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c. 各階コンクリート 工事

こ の 工 程 に お け る 取 り 合 い の 大 き な 部 位

は、 1 . シ ャ フ ト、 2. 壁 、 床 3. 煙 突

に 分 類 で きる 。 そ れ ぞ れ の 部 位 に つ い て 考

慮 す べ き 基 本的 事 項 を 列 挙 す る と 、 つ ぎ の

よ う に な る 。

C - l  シ ャ フ 卜

1  別 途 、 目 的

(1) 各 種 エ ネ ル ギ ー の 搬送 ル ー ト

① 電 気 関 係 ー 電 力 引 込 、 動 力 、 電 灯 、

コ ン セ ン ト 幹 線 等

② 衛 生 関 係 ー 揚 水 、 給 水 、 排 本 、 給 湯 、

ガ ス 等

③ 空 調 関 係 ー 冷 温 水 管 、 空 気 搬 送 ダ ク

ト ( 給排 気 )

(2)  計盆i慌 の 設 置 ー 電 気 、 給 水 、 ガ ス 、 給

湯 等

2  機 能 的 要 ず

(3 )平 面 的 、 立 体 的位 置

(4 )材 料等 に よ る 仕 様

( A  L C、R C、C B等)

( 1 ) 分岐 の 方 向 性

(2)天 井 空 間 の 有効 幅

(3){学業、 保 守 ス ペ ー ス

(4 )防 f辰 の 必 要 性

こ の よ う な 使 用 用 途 、 目 的 お よ び 機 能 的

要 紫 か ら つ ぎ の 建 築 、 設 備 問 の チ ェ ッ ク 司王

I京 を 考 え な け れ ば な ら な い

3  建 築 、 設 備 聞 の チ ェ ッ ク 事 項

(1)防火対策

① 防 火 区 画 ( 建 築 基 準 法 施 行 令 第 112粂 )

a 防 火区 画 に 設 け る 点 検 口 は 甲 種 ( 乙 種 )

防 火戸 仕 織 と す る こ と

② 防 火 区 画 を 貫 通 す る 配 管 、 ダ ク ト ( 建

築 基 準 法 施 行 令 第 129粂 の 2 )  

al 坊 火区 画 を 貫 通す る 配 管 は 両f! l1J 1  m以

内 の 昔11分 を 不 燃 材 料 で 、 造 る こ と

b 防 火 区 画 、 竪 穴 区 画 を 貫通 す る ダ ク ト

は そ れ ぞ れ F D (防 火 ダ ン パ ー ) 、S F D

( 防 煙 ダ ン パ ー ) を 設 け 、 メ ン テ ナ ン ス

で き る よ う に す る こ と 。 (表 2 参照)

(2)垂 直 、 水 平 方 向 の 有 効 断 面 の 確 保

① シ ャ フ ト 内 に 梁 が あ る 場 合 に は 有 効 断

面 と し て 十 分 か 。 ( 保 温 代 を 含 め て )

② シ ャ フ 卜 内 で メ ン テ ナ ン ス を 必 要 と す

る こ と が あ る 場 合 、 作 業 ス ペ ー ス ( 足

場 ) が碓 保 さ れ て い る か 。
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表 2  防火区画基準一覧表法ｾ条、令Ｑｭ条

種

対 象 建 築 物 区 画 基 準 区画の構造基準 緩和その他の特例 備 考

耳IJ

(1)  

0 卸売市窃の上家文は 図表74参照

機械製作工場で主要

防 自立する耐火情造の鐙

4骨造部が不燃材料で 0 防火壁・防火区画の

床面積 1，000 ni 以 つくられたもの等で 、
防火戸は 、図表74参

大規模木造建築物

内に区画

および甲種防火戸 (2. 5

火災の発生のおそれ
照。

火 m X 2. 5m以下)

の少ない用途のもの

は、防火墜を必要と

0 防火壁・防火区画を

墜
貫通する建築設備配

しない。
管は 、両側 1 m以内

を不燃化する 。

床面積 1. 500ni 以

般 (  bの場合に同じ ) (  b の喝合に同じ )
(特例: 昭和44年建

(イ)
内に区画 t宣省告示第3183号)

a 外 0 内装仕上げを不燃・
0 防火壁・防火区画を

(2) 簡

床面積 500 ni 以内 耐火情造の床・壁およ
準不燃でした階段室

貫通する建築段備ず

壁
に区画 び甲種防火戸

区画、工レ ベ一世一
クトには 、防火ダン

昇降路 (ロビーを含

パー (厚さ 1. 5  mm以

易
法27条 2 項核

む) 区画内の面積は 、

上の鉄板製、煙又は

当または法62
温度上昇により自動

面 耐
耐

条 11真惣当

不問。
閉鎖し 、かつ 、すき

防火上主要な問仕 耐火摘造または防火橋
0 内装仕上げを不燃 ・

聞の生 じないこと、

火

その他昭和48年建段

火
切墜 造

準不燃でした体育館 省告示第2565号によ

謹

- 工場等は例外。 ること J を段ける 。

築
(口)

一 般

床面積 1，500 ni 以

(  bの場合に同じ ) (  bの場合に同じ)

0 耐火4荷造の区画に鑓

不

内に区画

する外壁は 、その部

物
分を含み編90叩以上

1買

燃

法27条 2 項骸

の部分 (スパンドレJ レ)

輸 床面積 I，OOOni 以 耐火備選の床・盤およ
を耐火4構造としなけ

車E

当ま たは法62

内に区画 び甲種防火戸

(1イ)の場合に同じ)

ればならない。ただし

条 11員絞当 50cm以上突出した耐

火情造のひさし等が

0 劇場、体育館、工場 ある場合はよい。

等で、用途上止むを

b  得ない部分は 、例外。 0 スパンドレルの関口

主要情造部を耐火構造 床面積 1，500ni 以 耐火 Ｔ 構造の床・ｾおよ
部には 、甲種防火戸

とした建築物 内に区画 び甲種防火戸 0 防火区画された階段
または乙種防火戸 を

区

室、工レベ一世ー昇

設けること 。

降路 ( ロビーを 含む )

0( 2)の 「面積区画J の

内の面積は 、不問。
場合 、区画基準の床

一 般
0 防火区画された 、階

面積の算定にあたっ

c  
床面積 100 ni 以内 耐火4構造の床・壁およ

ては 、自動式ス プリ

11 
( : 装仕上げ、) に区画 び甲種・乙種防火戸

段室、 エレへ: - ) 1ー昇
ンヲラ一等の自動式

階
燃以上

降路 (ロビーを含む )、
消火訟備を段けた部

画 以

廊下その他の避難通
分の床面積の 1 / 2  

内装仕上げ、下地 床面積 200 ni 以内 路部分内の面積は 、
を鐙除してよい。従

上

とも不燃・準不燃 に区画 耐火情造の床Ｎｾおよ 不問。

の

って、 全面的に自動

部

ぴ甲種防火戸
式消火役備を設けた

内装仕上げ、下地 床面積 500ni 以内 渇合には、区画基準

分
とも不燃 に区画 の床面積の数値は 2

0 内装仕上げ ・下地と

倍lこ読み替えてよい。

(3)  
も不燃とした 、( 1陪

メゾネッ ト住戸・ から 2階〕また は ( 1  

縦
吹被害・階段・工 階から地下 1隠〕の

主要構造部耐火矯造、 レベ- ) 1 ー昇降路

耐火 Ｔ 書道の床Ｎｾおよ
みに通ずる縦穴部分

{  ノ、
地踏または 3 階以上に - ダヲ トス ペース

び甲種・乙種防火戸

l阜、 例外。

居室のある建築物 - その他の縦穴を

区
形成する部分の周

0 階数 3 0) 独立住宅又

函

図を区画
は長屋の住戸 (ともに、

1戸く200ni )内の縦

穴部分は、例外。

(4)  

一部が法24条各号のど

耐火4構造 (または両面

異

れかに核当する建物 政当用途部分相互

防火禍造) の壁および

種

問、およびその他

甲種・乙種防火戸

周
の部分との問を区

途 一部が法27条 1項各号

画 耐火禍造の床・盤およ

区 または 2 項各号のど れ

函 かに核当する建築物

ぴ甲種防火戸

防火区画に用いる防火戸の要件 [令 112 条 14 項、 113 条 1項 〕

使 用 区 分 原 自IJ 例外 ( 左により縫 い場合 )

常時閉鎖式防火戸 常時開放式 (面積区画用) 防火戸

(1 ) 防 火 壁 1直j妻、手で開放できること

( 醐 閉 め れ2 自動的に閉まること (S elf - 2火災感知 (煙又は熱のいずれか) 運動閉鎖機備の有ること

(2) 面 積 区 画 C losi ng)  3遁煙性能は不問 (通常の防火シャ 1 ) 1 ーが許容されるJ

3戸の面積 孟3ni
4 常時閉鎖式防火戸と併設する場合を除宮 、くぐり戸 {巾 75聞

4 火災感知運動閉鎖線婿 (Auto-
以上、高さ 1. 8 m以上、敷居高15間以上、S elf - CIαsi ng)

mat i c - Cl osing) 不要

を必要と する 。

5 スト y パ一等の無いこと

6 くぐり戸不要

常時開放式 (縦穴区画用) 防火戸

(3) 縦 穴 区 画 1随時閉められること

2煙感知器運動閉鎖機備の有ること

(4) 異種周途区画 3逃煙性能が必要 (原則として 、従来の防火 シャ y 空ーは不

可)

4 くぐり戸を必要とする (要件は 、向上)

{ 輔考・述動閉鎖機精、感知器、遺煙性能等の，H' 細は、昭和48年建設省告示第2563号および第2564号によること 。



③将釆I自設が考えら れる場合のスペースの余裕 はあるか。

④天井内 の有効断面および納 まりの確認 を した か。

(3)梁、壁、 床1't 通告I1の1m口の大きさおよび補強の確認をした か。

1  垂直方向断面の確保

断面図

主主ダクトが大梁にあたり施工困難

(  'l'0J コ

2 . 水平方向の断面確保

※ 梁を考慮する

C D  

ζ 至〉

4 F] Mf .  

C王コ

Ｍｾ，Ｎ｟Ｍ 輔 Ａｩ ｾ ｩｉ沼匙訟遅絹 崎市幹 轟ￆｩＭＮｴＮｾ革ｾＡＡｲ ｡ 周回冨・・ ｈ 国 勢 駐軍放砧百四 臨 墨ヨ・

〔自B和44年建設省告示第3183号]

一 給水管、配1 ! t n ' その他の管( 以下「給水管等」と ρ うJ は 、 機 不 燃材 料 、

難 燃材 料 ま た は 硬 貨 塩 化 ピ ニ ル で 造 ら れ て い る こ と 。

二 給 水 管 等 の 太 さ は 、 そ の 用 途 、 お お い の 有 無 お よ び 当 該 給-*1' 1- 等かt t ' l : 通す

る 床 、 壁、柱 ま た は は り 等 の 防 火 性 能 も し く は 耐 火 性 能 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ

別 表 ー お よ び 二 に 掲 げ る 寸 法 以 下 で あ る こ と 。

三 内 部 に 電 線 等 を 姉 入 し て い な い 予 備 配 管 に あ っ て は 、 当 該 管 の 先 端 を 密 閉

してあること。

別表ー

給水管等が貫通する床 、壁 、柱 またははり等の情造区分 |  

給の水用途管 等 おおいの有無

30 分 耐 火 1 時 間 耐 火 2 時間耐火
防 火 4荷 造

4構 造 構 造 4荷 造

配 電 管

82 ミ リ メ ー 82 ミ リ メ ー 82 ミ リ メ ー 82 ミリメー

トル トJレ トル トル

給 水 管
100ミ リ メ ー 100ミ リ メ ー 100ミ リ メ ー 75 ミリメー

トル トル トル トル

おおいのない 100ミリメー 100ミ リ メ ー 75 ミ リ メ ー 50 ミリメー

排管すよ水びにる管排通附属水気お

場合 トル トJ レ トJレ トJレ

厚さ 0.5 ミリ

メートル以上

125ミ リ メ ー 125ミ リ メ ー 100ミ リ メ ー

管

の鉄板でおお

トル トル トル トJ レ
われている場

4ロ，. 

一この表において 30分耐火精 造、 l 時 rl l J 耐火精 道 お よ び 2 時間耐火精 道とは、

通常の火災時の加熱にそれぞれ30分 、 1時 間お よび 2 時 1U1耐える性能を有する

摘 迭をいう。

二 この表による寸法は 、呼称寸法をいい、その外 径および肉厚は別表二に示す

ところとする。

三 給水管等が:l't 過する令第 112粂 第 10IAただし舎の湯 合における同項ただし 舎

のひさし、床 、そで墜 その他これに類するものは、 30分 耐火 精造と み なす。

別表二

給水管等の周途 呼 称 寸 法 ヲ十 径 肉 厚

配 電 管 82 ミリメートル 89 ミリメートル 以下 5. 5ミリメートル 以上

125 ミリメートル 140 ミリメートル 以下 7.0 ミリメートル 以上

給水管、排水管 100 ミリメートル 114 ミリメートル 以下 6.6 ミリメートル 以上

および排水管に

附属する通気管 75 ミリメートル 89 ミリメートル 以下 5.5 ミリメートル 以上

50 ミリメートル 60 ミリメートル 以下 4. 1ミリメートル 以上

1  防火区画を貫通するダクト
2  防火区画を貫通する配管

不 燃 材 料

11. 000 

鉄管スリーブ|

コ 1. 000 

点検ロ

断面図

貫通する 部分 および貫通する 部 分 か

らそれぞれ両側 に 1 m以内の距 離 に

ある 部分を不燃材料で遺 ること。

(i:主〉

防火区画、竪穴区画を貫 通するダクトには必

ず F D  ( 防火ダンパー) 、 S F D (防燦ダンパ

ー) を設け、 l司闘を 1. 6mm以上の鉄板にて 補強

または耐火被離を施す。

Ｍ 悶 ・・ ｅ 圃・ｾ，ｩＷ ｾＢＧＭｬｩｩｩＮ

C- 2 壁、床

1. 建築、設備聞 のチェック 事項

(1 ) 防火対策 C - 1 - 3 ー(1)参照

(2)防音、防振対策

1，αm 

①各階 に機械室がある場合、防音、防振対策はなされてい るか。

(3)機器の運転重量に対する構造的補強の必要性を確認し たか。

(4 )設備機器埋込みの 関口の大 きさ、補強の確認をしたか。

( a)  

〈注〉

分電鍍まわり補強配筋図

① 所定 の竪厚がと れ ない場 合は蛍厚を 噌 すことも 必要。

② 消 火後 ポ y クス などに も適用。

- 回・・配- .".亘主主芭軍沼ゅ.f. ; ' ! I蝿凶.

V 床

13A 

〈注〉

① 天弁下地支持 材 とダクト

用支t寺材 とは共用 しで は

告 ら♀い。

Ｍ悶・ｅ 山Ｍ己主企 討 ｅ 畢者岨軍司 Ｂｾｉ ・哩 ｩｩ｟ 置・
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(5 )壁 、床埋込み設備配管等に対する壁、床厚の確認をしたか。

(6 )機械室、便所、厨房、駐車場等の防水の必要性と床勾配の確認を

したか。

(7 )はね 出し看板等の取付金物、補強の確認をしたか。

(8 )集水会所等のある場合、位置、大きさの確認をしたか。

(9 ) 各種機録、配管、ダクト、天井下地等の吊月 i インサートお よび

埋込み配管の確認をしたか。

C- 3  煙 突

一般の建築物と同級 Iこ精造耐力上の安全性を確保することと同時に 、防火と公

害防止の観点から、街々の榊造基i絡が設けられている〔令 115条、昭和31年強設

省告示第 1037号〕。

1  煙突の構造 [令115条〕

※ 金属製 、石綿製煙突

の喝合

孟印明、

2  ボイラーの煙突の高さ 〔令115条 11貰7 号- 8号〕

h  
H  

G. L 

正 面 。

(1 ) および(2)の両式に適合すること。

(1)  h 注目 m ( 通常 illilh、軽油、コークスの

ときは孟 9 m)  

(2 )  H 孟 ( Q' / (l 47A  - 27./ヌー }f '

H  ボイラー火精子商からの市さ加)

Q : ボイラーの燃料消費:!lI: {kg/hr )

A  煙巡の必小断面積 { m' }

ただし、 Q < 25kg/11I のときは、 (2)式によら

なくてもよい 。

(i:主〉 ①Q の値は昭和31年主1!ol.2: i'i告示l i ' ;1037号参! ! ( !

Ｎ 回 ・・岨圃・ 主 主 主 ｅ 唖哩署耳占ｪｊ Ｎ［ ｾ ｪ 同 ・

鉄板スリーブ

1 用 途

各極機器の燃焼ガスの

排出

( ボイラ 、吸収式冷凍

機、発電機、焼却炉等)

2. 機能的要素

| 建築的要素|

(1肺造、材料

(2)防 火

(3)デザイン

(4 )平面的、立体的位置

すき間li 乙525 11)摩擦損失、通風力、

逆流防止

{2}安全性

防火、防食

{3踊境への影響

( 気象、距離、公害)

3. 建築、設備問のチ

ェック事項

-回・・脇・.. ＮＭｊｪ掴蝿凶 ＢＧｾ Ｎｾ ｓ Ｑ ま ｾｾ ｾ ・

( u 機械室配置と煙突位

置の関係はよいか。
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{2煙突( および煩導) の横ヲ| き、曲がりはできるだけ少なくする 。

(3)煙突の断面積は途中で縮少されていないか。

(4煙 突 の 高 さ が G L 十 20mを超える よ幼合には避雷設備はあるか。

(5煙突と冷却塔および新鮮空気取人 1 1とはショートサーキットを生

じない離隔距離がとれているか。

{6 1 ，煙突( および煙導) は居室を通過していないか。

{7煙突部の壁に設備機器( 分電車生等) を設置していないか。

(8怯規を満足しているか。( 建物との離隔距離、仕機、 1'1:通告11のf士鈴

い等) ( 建築基準法施行令第 115粂)

D. 最上階コンク リート

この工程における取り合いの大きな要素は 、 1. 屋上防水音11の設

備配管、 ダクトの貫通 2  機械室および周辺機器、 3 屋上機鵠

の基礎( 支持金物等を含む。) に分類できる 。 これらの要素について

考慮しなければならない事項を以下に船げる 。

D - l  屋上防水部の設備配管、ダクトの貫通

1. 機能的要素

| 建築的要素|

(1)防水範囲

(2)防水工法、仕機

(1)配的: 、ダクト手重月 IJ とルート

(2)貫通持11の防水仕舞い

2. 建築、設備削のチェック事項

(l ) 配管、ダ ク卜立上り音11の防水確認をしたか。

電気、衛生( 消火含む) 、空調 、ルーフドレン等の配作、ダクト

の貫通告11分

(2)床貫通の関口の大きさおよび補強の確認をしたか。

防水モル: $ > ｉｾ＠

リート

A 部詳細

Ｎ 回 ・ ｅ 毒 ｅ ・・・ ｾ 酌 ｩｾ ＢｦｪＺｴ 五Ｎ ｾＢｬ ， ｲ .. 手 司・ｾ｝ｉ岨 ［Ｚ｛Ｇ� Ｉｬ温郡 ｅ・

D- 2  機械室および周辺機器

1  . 機能的要素

| 建築的要素|

(1  ) 防音 、防振に対する建築

的対策 ( 梁、防音壁)

(3)エネ ルギー搬送ルートと

機械室位置

(3)機械室の法的ス ペースの

確保( エレベータ機械室)

(1 ) 防音 、防振に対する設備的

対策( 機器 、配管の防音、

防振

(2)周辺機器の機能的配置



機 微 室
オかーごバヘ高yさド

工ν ¥一世一速度

有効高さ

3. 3m 

(m /  mm) H ， (m)  H ，(m)  

45m以下 2. 0 4. 5 

45mを60こmえ以下
2. 0 4. 7 

6 0 m • 
2. 2 4. 9 

90m • 
90m • 

2. 2 5. 1 
120m .  

120m • 
2. 2 5. 3 

150m .  

150m・ 0

2. 5 5. 6  
180m .  

180m • 
2. 5  6. 0 

210m .  

210m • 
2. 8 6. 6 

240m .  

240mをこえる 2. 8 7. 3  

乗 員 (人) 反力 R ，(kg) 反カ R，(kg)  

6  3，500 2，200 

9  4，600 2，500 

11  4，700 2，900 

13  6，2∞ 4，200 

15 6，400 4，400 

(il:) ① ｈｾ 年齢、機械室に除後する居室は防背、防振に ｩ 主むのこと。

Ｎ 包 園田ｾＮＮｺＺ圃｟Ｎｾ里ｾＺｊＺｉ ［ ， Ｎ ｬ ［［ 五霊 与 現 ，贋 耳 ［ ￬ｪｊ ，［ ｾ司 ｩ 司 ・

有効関口 I a  c o s 8  X 2 X n  

面 積 I ( 11 間隙数)

ガラリ函

風 速| 通常5( m/ s ) 以内とする 。

Ｍ・ 回 ・ー畑・ｾ［￬ ＡＮＱ場 面亘司眼団自 己 沼 防 両 ｆ ｩ ｩｴ ｩ ・

F ， 一 般排気 7 7 ノ( 3， 600C M H)  

17，: ，砧; 弗排気ファン 0 0. 000 C  M H)  

来計算粂件.

・ガラリ面風速を 5 m/ s とする 。

. ，別口率を60% とする 。

① ガラリのイi 効面積 A (ば ) は

A  13. 600 

一一一一一一 = 0. 75m

- 3.  600X 5  

② ガラリの実商繍 A o (ば) は

A  O  75 _  __  ， 

A o =  ・一一ー・ 1. 25ni  

0. 6 0. 6 

ガラリの- : s 孤制は1. 25市以上あ

ればよい。

R F  

旦E

7F 

五f

以 下 省 略

ダクト 系統図

Ｍ・ 図 ・・畑・ｾ［￬Ａｬ，［ ｾ￟ ＧｉｲｬｉｊｊＺ ｾ幸治 Ｑ 制 ・町 ｺ 司 ｆ 筒 邑 唱 凶 ・・

2. 建築、設備問のチェ γ ク項同

(1  )エ レベータ機械室の法的スペースは確保されているか。( 建築基

準法施行令第 129粂の 8 )

(2)エレベータ機械室に他設備の配管、ダクト等はないか。

(3片令却搭と排気ガラリおよび煙突の離隔距離はよいか。

( ショー トサーキ ットする 恐れはないかJ

(4 )外気取り入れガラリと排気ガラリがショートサーキットするよう

な配置となっていないか。

(5汐ト壁ガラリの位置 、大きさ 、納まり、および補強の確認をしたか。

0 - 3  屋上機器の基礎 (支持金物含む)

l 目 的

(1)各種設備機器の振動吸収

(2 )機器荷重の構造体への均一化

2  機能的要紫

| 建築的要素|

ＨＱ Ｉ機 ｾの固有振動と建物

の固有振動の関連

(2)機器運転荷重と建築構造

(3)防水仕舞い

3 . 建築と設備問のチェ γ ク事項

(1 )機械基礎の防水仕舞いはよいか。

(2)屋上機器の下部に居室はないか。

(1臓器の防音、防振対策

(2)機種の固定方法

(3}機線運転荷重に対する梁、スラブの耐荷重はよいか。

1. 防水後打殺基礎
(i 主〉

ー ①振動のはげい、場合は防援

防振ハ y ト① 袋 ;(l { ゴム川 ノト 、スプリン

<v グ等) を取り付ける。
) アンカーボル ト A

②アンカーボルトは堅固に取

り付ける。

③ 後n ち基礎のぬ合はンンダ

ーコンクリートの表面を目訴

りする 。

アE E7 げモルタル

③仕上げモルタルにで勾配を

つける。

③予め基礎部にあえる部分に

はλ ラプに差し筋をしておく。

3 .  担聖書量取付けア ンカー

(i.主〉

ｾＩ￮ｊｪ ミ府まで充分距離がなけ れ

l i 7 " カーを打 ってはなら な

L 、。

ＮＮ 悶 圃四国園 長 Ｇ寄 与Ｎ ，ｆＮ土 ｾｾ ｊ，ｪＮ ＧＮ 制Ｍ

4 7  



E. 仕上工事

こ の 工 程 に お け る 取 り 合 い の 大 き な 部位は、 1. 天 弁、 2 壁、 3.

床 に 分 類 で き る 。 こ の お の お の の 項 目 に つ い て 考 慮 し な け れ ば な ら

な い 基 本 的事 項 を 以 下 に 掲 げ る。

E - l 天 井

1 目 的

(1)意 匠 的 配 慮

(2)防音、断熱

2. 機 能 的 要 素

| 建 築 的 要 素 |

( 1)構 造一直天、 二 重 天 、 下 り 天

(2沖 オ 料 一 天 井 材 、 下 地 材 ( 木 、 経 鉄)

l吹付

(3)空 間 一天 井 高 、 天 井 フ トコロ

(1)機 器 の効 果 的 配 置 ( 分布 )

(2)施 工性( 納まり) 一 天 井 内

有 効 、 梁 貫 通 、 埋 込 機 器

と 補 強 ( 目 地 、 強 度 )

(4 )天 井 形 態 ー 格子 、 ル ー バ 傾 斜 、 凹 凸 (3 )防 音 ( 吸音)、防振

3 . 建 築 、 設 備 聞 の チ ェ ッ ク 事 項

(1灰 弁 伏 図 の 作 成 は し た か。

(4 )1 ' 呆守、管理天井内有効、

天 井 高

(5)気 密 性一 天井チャンノ〈一、

防音

① 法 的 配 置 の 確 認 ( スプ リ ン ク ラ 一 、 感 知 器等)

(2盟 込 み 器具 と ダ ク ト 、 配管 等 が 重 な る 場 合、 天ぅM'内 有 効 寸 法 を 確

{ 呆しているか。

(3)天 井 露出 器 具 の 場 合 、 建具 と の 関 連 を 考 慮 し て い る か。

(4)天 井 内 チ ャ ン パ ー の 場 合 、 白 地等 の 気 密性 を 考 慮 しているか。

( よごれ)
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(注〉

①器具等の機能に応じた配置を行う。

②照明器具等は原則として、それぞれ個別に吊り下げダクト等の他の吊ポ Jレトと

兼用し幸い。

③ランプおよび安定器の放熱を考慮する。

Ｍ・岡国国叫・・ ｅ 定措置凋図 ｒ頃 ｉｾ［ＩＭ
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直三こE 匡三三回
(i t )  

1. 煙!d知 i器は吸

気口附近に取り

付ける。

( 消防法随行総

ｊｬｉ ｊｾ ｜ＲＳ 条Ｉ

2  燈感知器占は畝;

出口か ら1. 5m 

以上雌す。

( 消防法純行鋭

Jli J第23粂)

天日
晶、

扉と照明器具とが

ぶつかる 。

M 引咋井

〈注〉

①送風機を天井吊りとすることは振動が発生しやすく好ましくない。

②プルポ y クス 、膨張タン夕 、排気ファン、ダンパ一、ファンコイル等の設備が 2 ffi 天

井内に隠ぺいされているところには必ず点検 1- 1を設ける 。

③直天の場合、用途変更への対応伎を身 慮する 。(!!WYI 等の自己也)

@設備機器は室の機能に応じて四日誼する 。

⑤g 共取付と配誼にう買弁下J也を考慮する。( 切込みおよび支持X天井下地切込図を作成する)

⑤隣接する吹出口の品小拡散半径を重ねたり /i }小拡散半径内に壁、住等がある場合は、

その附近の居住者ドラ 7 卜を感じさせることになるので取付位低に注泣する。

Ｍ圃図・・拙圃・ ＵＮｾＺ 京司 防措喜 ｾ｝ｪ ｉ Ｇｕｉ 直 ｉｕ 凶・・

天井

(i主〉

(i:主〉

スプリンクラー設

; 出基準

( 消防 i l ni!. 行縦則

第 14粂

①ユニァト天弁はスプリンクラーや照明鵠共等の経滅的両日首により決められる 。

②モジュー Jレの決定には廊下幅のとり方を考慮する。

③テナント間仕切に排煙口を対応できるよう考慮する。

- ・回・. l I . ・・・園田圃置医書記l t Jl : i l .



⑥ 

吹込口

( 注〉

①天井吊り隠ぺい型放熱器を

使用するときは、パルプ掠 Ij ，

等のための点検 11を設ける 。

②床誼の般熱器を使用すると

きは、とくに床、決との関係

IこJ主立する 。

③ドレン管の勾配は 1/ 50 をl限

Jli J としてとくに撲との取合い

lこt主: ¥! : する 。

ＰＱ 正 貫 通 ｬｾｾ の隙 ＯＱＱＱ は岩斜 ｬ 守Ｚの

耐火材にて処恕する 。
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ＮＮ図ＮＺＺｉｉ ｉｾ 国配置 ｩ 官 ｬ［，｟ ＮｊＺＺＮ芯 ｲｬ ， ｬｾｊＮ ・咽 ... 開 園E 副 層 圏 園 田 司 置E・

ダヲ ト17出 梁貫通 スフリ ンウ ラー管

ナー一一= i 一一一 「一一一一一

Jぷ;2し; b / 二4 円元~斗ι0広ι =二斗三叫tμ;j

津山盟 一一一」一』 一 士ぷ 盈血血;よ長砕塁里単主具

天井ポ一ド 1ロ2 .+ 一 一 i ιｾ Ｓ 却 ι 天井

吹出口 ｾ＠ ｾＱＵ＠ 34岬

" 20 460，< 

Z お 570;

三羽 削 減

副 佃

R C 、S R C 造で梁貫通の場合

※  一 般的な例

天井 ボード

ずウト 2叩 4回以上が望ましし、。

( ダ ク ト 十 フ ラ ン 刈 仙 下j tll+7 e 井ポード)

200+ 50+ 50+ 80+  12= 392  )  

。主) プレート梁は貫通スリー

プを{ 士l f I する 。

Ｍ・図園田区帽置む司 ｦｩＧＭｾｾ ・咽・

E - 2 壁

1  . 目 的

(1)各種設備機器の設置

①電気関係一盤類( 分電盤 、端子盤等L スイッチ、コンセント等

② 衛生、消火関係一洗面器および附属品、消火栓ボックス等

③空調関係ー吹出口、吸込口 、排煙口等

(2)間仕切、 その他

2 . 機能的要素

| 建築的要素|

(1  )構造体

(2)間仕切の種類、施工

(3)防火 区 画、居住

(4 )防音 区画、 居住

(5)防水 居f主

| 設備的要素|

(1牒 作 および機能、効率

(2)背面空間の用途

(3 )機器のデザイン

(4 )機器の納まり

(6)断熱、結路

(7 )居住性

3. 建築、設備問のチェック事項

(1)間仕切材料による施工性 を考慮 しているか。

(A L C、 C B壁の配管等)

(2)消火栓、レター ング リル等の平面計画 はよいか。

埋 込 型

コン 7 リートブロγ ク

2  

z  

z:::三2

乏

Ct : A 

( i.よ〉

①消火佐和を防火区画段に埋込みで、かつ1f 函館

wで取り付ける場合、耐火 fj 械とする 。 (1 伽m以

t の鋼板または耐火被桜)

②消火伎はｾ通しのきく場所および避難通路の近

くに Jiiii する。

協の 1mき勝手は周辺状況、消防活動がしやすいよ

う決める 。

③避難通路としてのイｻ効恥 ｩ を， ￭ｾｬ ＺｴＺすること 。

. 回・E 髭・・町Z観.ot .. Jj週. .  咽医剣E岨in u.団(Ii H _

F  L... 守

C  ベル、ラン 7 、抑ボタン配置

1 . 笠付小便器

150以上

2  ハイ ヲン ク式壁付 3  掃除流し

小便器

4 . 洗面総

150以上

150 

〈注)

①配管により壁、梁等の榊遺体を{ 詰めなくてもよい納まりにす

る。

②排ホ管は直後間造 f，j ; に埋め込まない。

ハイタンク洗浄方式による場合、保守性を/ ! ; ( t して天井 7 トコ

ロを 500以上あけること 。
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( i主〉

①通過風速 V は、 2 {m/ s ) 以内とする 。

②ガラリの概略ｉｬ ｾ ｊ 1  1率ー (イI効而偵/ : k ; ifiH員) o は60%程度である 。

③ＺＩｩ［間航 ａ ｯｻ ぱ Ｉは、 ａ ｯ Ｍ ａＯｾ {ば) となる 。
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E - 3 床

1  . 日 的

( 1  )設備配管、フロ アーダクト等の埋込み

U50 以上

( 1 ) 居室、廊下
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F  L  

(2) 和

200 

室

E  

C L  

2  
目印- 2叩

ι+ ヒューミティス タ y ト

11 1.， γチ サ ー モ ス ヲ J ト

1I ｮＭｾ＠

コン 1.2∞ 

セントガスコ ) ?  

120 

4凹

(大壁)

7田

所

7田

(3) 便

F C 6  (2)  

3.  7 ロアーダクトの種々の別

( 1)  F  F  6  

取付寸法 a b = 3 :  2  

とする . ただし a 1: 350 

以下とする .

H- ' -i _，吋

L r J  
/  

フロアーダヲト

(4 )  ジャンヲションポッヴス

品九日- f f 立

(3)  F  C  6  (デ ッキ)

(4 ) 洗 面 所

F  L  

4 .  Ｗ ロアＭｾクトの布設例 Ｈ Ｒ ダクト Ｉ

強電周 ( コンセント )一u弱電周 (電話受口)

フロアーダクト 。1I フロアーダクト

Ｍ・ 回 ・・ ｉｃｦｩ 圃・・ｾＮＮ国ＺＺｺＮ温担ＮＮＺｴ ［ｾ ｾ｟

Ｍ・ 悶 ・ Ｎｭ｟ 曹司昨 荷 主 星 ｩ ｾ 唱凪 司訪問 ， Ｚｾ Ｎ

(3 )スイッチ、コンセン ト、配管等の壁の有効厚さはあるか。

(4 )消火位、衛生器具等の取り付け補強の確認をしたか。

(5 )壁貫通部の仕舞いはよいか。

(防火壁、遮音、防水等)

(6 )外壁に面する部分の結露、断熱対策はよいか。

(7 ) ドアーグ リルの石rn;志をした か。

(申告、排気ガラリの必要箇所、有効面積の確認)

(8 )各設備器具の展開図を作成したか。

50 



(2 )構造体

2  機能的要素

(1 )梢造一一般、 二重床 (防水、

シンダー )

(2)材料ーコンクリー卜 (ボイド、

デ y キ、 P C等) 、木、鉄

(3)床厚一仕と代

(4 )防火

(5 )防音、防振

(6)荷重

(7 )断熱、結露

(8 )仕上ーカー ペッ ト、石タイル、

モルタル、ビニールタイル、

タタミフローリング等

(9 )工法一湿式、乾式

3  建築、設備問のチ ェッ ク事項

(1 )機器の効果的配置 (分布)

(2)施工性 (納まり )ー埋込代 (仕

上代)、床貫通、設置機器と補

強 (運転荷重) 、二重床内の有

効

(3 )機器の防音、防振

(4 )保守管理一マンホール (床点

検口)

(1  )下部が外気に面する部分の結露、断熱対策はよいか。

(2 )機器運転荷重に対する床強度、補強の確認をしたか。

(3)間仕切変更の対応策を考I在、しているか。

( ロー テ ンショ ン、ハイテン ショ ンカ )

(4)機械室の上部および F昔11に居室がある場合、断熱、防音、防振対

tむを講じているか。

(原則として居室の下部、上部の機械室設置は避ける。)

(5)床に機鵠搬入、保守点検が必要な場合、マシンハ y チ、マンホー

ル (床点検口) 等を設けているか。

(6 )防水床の貫通仕舞いはよいか。

4書道| カーテンブラインドのある場合

梁

4掲

造

壁

禍

造

カー テンブ ラインドのない場合

(a)  

' <50 

A 部詳細

(b )  

Ｍ ｭ ・・ ｾｬＺ｟ ，司 町 ｾ ［［， ｬＺ，戸 ｾｬ ｾ Ｎ ・姐 ｭ 白ｉｉＧＡｉ￳ Ｎｊ ｏＩｉｉｴ・ーＱＧｉＳＮ

F. 竣工前の調整

この工程における重要な項 1-1は、 1. 設備エボの検査、 2. 設備

機総の試運転調整、 3 . 引き波し苫実nの作成等である 。 ここではこ

れらの項目についてのチ ェ γ クリストを以下に- t & げる 。

Ｍｆｾ ｉ Ｎ｟Ｇ 出軍閥 ￟ ＦｩＧ［ 逼圃 筒 ｾ量沼 ｾ ｩ曹部ＱｬｬｊＡ Ｎｗ

要 点

各種の織査申2青書は提出したか、検査は完了し合格したか確認する 。

2  所要の官庁検査の日程一覧表を発注者 ・監督者に提出する 。

3  

水圧管 ・排水管の通水ァスト体制IJ (漏水に備えた人員配置) を機討し、ァス

トの完了を確! l l する 。

4  機器の試運転計画および工程表を作成したか確犯する 。

5  

消火ポンプその他の非常用機器の自家発電源に よる運転試験を行ったか確認

する 。

6  エレベ ヲ ・工スカレ- $ 1 の試運転を行ったか確認する 。

7  自動制御関係の運転状態がよいか確犯する 。

8  
消防法による非常灯の点灯試験が完了したか、照度測定の記録はとってある

か確aする 。

9  火災報知ベルの音量測定を行ったか確認する 。

10  避雷針のj葺地抵抗の測定を行ったか確認する 。( 埋設・中間 ・竣工等)

11 テレビ・ラジオの端末における受信テストが完了したか確認する 。

12 

ファンコイルユニット ・アネモ・リ合一ング リJ レなどの騒音測定を行ったか

確! l l する 。

13 温湿度測定を行ったか確認する 。

14 各室の風量測定を行ったか確留する 。

15 

4趨械 ・ダヲト ・パイプなどの防震効果を見るため振動測定を行ったか確認す

る。

16 照度調IJ 定を行ったか確認する 。

17 受水時の水質械査 ( 受水点および末端のカラン) を行ったか確認する 。

18 

各種引込設備を埋設した路面に 、施工中地盤沈下が発生していないか確認す

る。

19 排水会所に異臭が流入していないか確沼する 。

20 受水憎のあく銭書作業は完了したか確犯する 。

21 竣工図の作成体制がよいか確認する 。

22 本設機器の稼動開始日程を確認する 。

23 手直し工事リストを作成したか確留する 。

24 駄目、残工時リストを作成したか確認する 。

25 部分引き渡し後の電力料金等の負担区分を確認する 。

26 積算電力計の指示を発注者と立会で確認する 。

27 量水器の指示を発注者側と立会で確認する 。

28 銭工時に必u要とされるものについて、発注者との打ち合わせおよび手配が涜

ん だ か 確 す る 。

0 ま総まヱ図面

0 各官物試公お庁運周よ提炭転び酸成出績書ガ類の俊0  合取り扱い説明書 0 機器 表

0 機4器童単保a  体取り掛い説明書
00危機険器 重量類のス消鍵火(器名札付)

0 各 n書

0 各種 可証 ・機査済証

む す ぴ

以上主 として施工上における取り合いのチェ ック事項を掲げたが、

これ以外に建築と設備の大きな接点として工程の問題がある 。工 程

についてはここで、は触れていないが、建築施工の合理化をはかる上

において非常に大 きなウエイトを占 めている 。また建築と設備の一

体化工法にからみ先行、後行工事の調整の問題は、今後建築施工

上において開発 しなければならない重要な課題である 。 この工程の

問題についてはつぎの機会に触れたい。

( カとう こ ういち 株式会社竹中工務底大阪本庖設備部副部長)

みやわき つよし 株式会社大中将且大阪本底設備部次長
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保守管理面から

保守管理上の建築への要望

大阪ビルメンテナンス協会経営対策部会

建築協会の皆織には常日頃、何かと 一方ならずお世話様にな って

いることと 存 じます 。この紙上をお借りして厚く御礼を申し上げま

す。

このたびは質重な紙面をわれわれのために苦IJ 愛し、意先を申し述

べる機会 を与えていただきまして、まことに有縫 うございま した。

今回は主として設備函か ら平紫感じていることを率直に 申 し述べ

たいと存じます。

S  1 . 職場環境について

われわれは、計画当初から長年月かけて苦労して造り上げられた

文字通り汗と泊の結晶である建築物が、計画通りうまくその機能が

働くように、また立派な建物が傷まないように 、 日夜愛着をも って

一生懸命努力している次第であります。

ご存知のように、建築物には大勢の人々が長時間働いているわけ

であり、ピル管理の 良 し悪しがそれらの人々の事務遂行能率に対し

てはもちろん、その健康に及ぼす影響などもはかり 知れないものが

あろうかと思います。

昭和45年 4 月14日、法律20号でご建築物における衛生的環境の確

保 に関する法律 H の制定を見たのもこのゆえかと思われます。

皆様はすでに良くご存知のことで、これは建築家の皆様のご本意

ではないと思いますが、 これらの重要な仕事に従事している技士等

の職場環境が、最近かなり 良 くな ったとは言え、 まだまだ前近代的

な非健康的なものが多いことに対し、われわれは常日頃からまこと

に残念に思っている次第であります。

幸い最近( 昭和 50年春) 実施されました社団法人関西環境開発セ

ンター ( K .K . C) の調査資料があり、これに基づいて今少し詳し く

説明させていただきます。

まず調査の目的は、ピルメンテナンスに携わる関係従業員の労働

環境( 主として控室等) について、その実態を調査し、改善を図る

ための基礎資料を得ることであります。

調査の対象は、京阪神の各ピルメンテナンス協会に属する K K C

会員企業が自己の受託に係わる管理ピル 1，125棟について、会員よ

り回答を求めるアンケー ト方式によ った もので、会員企業 167 社中

86社 より寄せられた回答( 回答率51. 4  % ) の集計記録であります。

調査の 対象にな ったピルの規模別分類は、

延 面 級 棟 数 %  

8，∞Om' 以上 289 25. 7 

5，000m' 以上 - 8 ，。∞m' 未満 161  14. 3  

3 ，0∞m' 以上 - 5 ，000m' 来 満 240 21. 3  

3. 000m' 未 満 435 38. 7  

調査対象ピルに就労する管理要員の職種別分類は、
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業 4湿 日IJ 人 員 数 %  

設 備 投 士 1. 300人 12. 6 

{足 安 日 989 9. 6 

サーピスその他 484 4. 7  

n帽1 J司 f-l 7. 530 73.0  

百十 10，303 100. 0 

となっています。

(  a ) 控室の有無

調査された 1. 125 棟のピルで働 く管理要員等の 1 ，766 現場につい

て控室等休憩施設の有無についてみると、

対象 ピルの規模 有 無 計

8，000m・以上 466 2  468 

5，000m' 以上 - 8.000m' 来 li商 418  3  421  

3，000m' 以上 - 5，0∞ m' 未 満 346 8  354 

3，0∞ m' 未満 旬。 23 523 

百十 1，730 36 1. 766 

全く提供を受けていないとするものが全体で36カ所、そのうち 23

カ所は、 3 .000 m' 未満の小規模ピルであるということは、この種の

小規模ピルは、総体のスペースが狭く、部屋の提供をうけるにも、

種々困難な事情 にあることが綴われま す。 それにしても、 5，000 m

2  

以上のビルで 5 カ所も見られることは、注目に値いします。

( b ) 控室の利用区分

提供 をうけている控室等の 利用区分についてこれをみると、たと

え部屋の提供をうけているとはいえ、その 40 %近いものが専用の部

屋でなく、資材置場や、 他のピル関係従業員等と併用の状況にある

ということは、働く者にとって必ずしも恵まれた好条件にあるとは

きい難いのではないかと忠われます。

手IJ 問 区 分 現 場 数 %  

専用として使用しているもの 1. 053 60. 9  

他の従業員 と共用のもの 300 17. 3 

資材置場等と兼用 しているもの 377 21. 8  

百十 1. 730 100 

(  c ) 控室等の環境条件

働 く人たちの概括的 な意識についてみますと、

ピ ル の 規 淡 適 不 通 日十

8，∞Om' 以上 115  351  466 

5，OOOm・以上 - 8 ，OOOm' 未 満 137 281  418  

3，0∞ば以上 - 5 ，OOOm' 未満 112 234 346 

3，0∞ m'未満 207 293 5∞ 

言十 571  1.  159 1，730 

%  33. 0  67. 0 100  

これは各人の主観によることながら、一応満足できるとするもの
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第 1 図

が3 3 %、休養施設に適しないとして、何らかの不満を訴えているも

のが67%に及んでいることがわかります。

適当でないとして挙げている各条件は、部屋によってはかなり復合

するものがあると忠われますが、全体としては、やはり 3 ，000 m' 未 満

の小規模ピルに多く、規模の大小にかかわらず共通して高い不満条

件には、通風換気が惑い、温度の調整ができない、冷暖房の設備が

ない、というのが目立っています。

控室等の環境条件が適当でないとする事例をあげてみますと、 第

1 図の通りであります。

(  d ) スペースの面からみた満足度

控室等のスペース面から、これを利用する人たちの満足度につい

てみますと、

ピ ル の 規 模
ト分で

応満る足
狭図隆る で

言十あ る でき

8 ，000m' 以 上
136 212  118  466 

5 ，000ぱ 以 上 - 8 ，0∞m' 未 満 122 190 106 418  

3 ，0∞m' 以 上 - 5 ，000m' 未 満 100 157 88 346 

3 ，000m' 未i鵡
144 228 128 500 

J十
503 787 440 1，730 

%  29.1 45. 5 25. 4 100  

約 25%がその狭隠を訴えています。

また、狭隙で因るとするものを、その業種別についてみますと、

消掃関係要員の不満度が、他業穫に比 i絞して高いことが貌われます。

業 組 日IJ 人 員 数 %  

設 備 技 士
60 13. 6 

保 安 員 58 13. 2 

サーピスその他 12  2. 7  

t宵 千両} 貝 310 70. 5 

J十 440  

(  e ) 控室等の位置からみた環境条件

控室等の位置を階層別にみますと、

地階 H皆
その他 | 屋 上 |

計

の階

713  591  

6  I  60 I  1，730 

41. 2  34. 2 1. 2  I  3. 5 I  %  

提供をうけている控室等の環境条件が適当で‘ ないとする事例を階

不¥通ミ知ミミーの~点~」¥ 宝 階 石月l
地 階 l 階

その他

屋 上 3十
の階

713  591  366 60 1，730 

環1粂立例のヰ1

通 J且 j換気が晃互い 30. 9% 20. 5%  16. 4%  23. 3%  24. 0%  

温温度の調整ができない 37. 0 35. 4 35. 2 61.7 36. 9 

fが牛創合

臭 気 が あ る 8. 9  6. 3 4. 6 8. 3 7.0  

適当

採光! 照明が晃互い 16. 4 11. 8  9. 3  15. 0  13. 3 

で

な 騒音振動が甚だしい 12. 8 6. 9  5. 2  30. 0 9. 8 

L、

と 冷暖房の設備がない 32. 3 34. 9 34. 7 75. 0 35. 1  

す

る 作業の効率が惑い 8. 6  5. 8 10. 9 35. 0 9. 0  

層 ｾ［ｉｊ にみますと、 第 Ｒ 図 のようになります。

やはり屋上にあるものが比較的に r: :] < 、ついで地階、 l 階、その

他の階の )1闘にな っていて 、とくに各階共通して不満度のi 0 j いのは、

温湿度の調獲ができない、冷暖房設備がないことであることがわか

ります。

S  2 . 設 計 に 当 た っ て 考 慮 願 い た い こ と

計画当初から、できるだけ早い時期にピルメンテナンス協会、ある

いは管理会社の意見を聞くよう、ご考慮願いたい 。

外観や内装を立派にすることも、そのピ Jレの用途上必要なことで

あるとは思いますが、近代的ピルは機能的にもすぐれ、管理しやす

いことが大変重要であることについては、皆様は先刻ご承知のこと

と存じます。ビルがその機能を卜分に果たすためには、発注会社、

設計監理会社、建設工事会社、各種設備機総製作会社およびメンテ

ナンス会社;等の大勢の人 j主のなみなみならぬ熱芯: と協力がなくては

かなわぬことであります。

申すまでもないことでありますが、建設期間より竣工後の使用期

間の方がはるかに長いわけであって、短期日の建設には熱心で、ある

が、出来上がった後は関心が次第に薄らいでゆくように思われます。

使用するために建てるのであって、建てること自体が目的ではない

はずで、あります。

実際に管理した経験のある者の意見が入らないピルでは、真に血

のかよったピルはできないのではないでし ょうか。

(a )前述のように竣工後ピル管理にたずさわる管理要員の控室等の

職場環境については、くれぐれも設計当初から充分ご考慮願いたい。

往々にして竣工前になってあり合わせの空室や倉庫等を転用される

ことがあるようですが、 このようなことはやめていただきたい。

(b)機器の保守スペースを充分とり、点検手入の際の安全面に充分

ご考慮願いたい。

レンタブル比 を良 くし、 収益性の高いピルにされたい気持は良く

分かるけれども 、自ら限度があろうかと思われます 。最近はかなり

改善されたとは言え、まだまだ不十分であり、ピル管理技士の作業

能率に 及ぼす影響も大きく、安全管理上も問題があるものが多々あ

ります。

管理用具入や保守材料置場等も設計当初からご‘ 考慮願いたい。

(c )機種選定にあたっては、イニシャルコストのみならず、設備管

理 費、ランニングコスト面等も考慮されたい。

経済低成長時代ともなりますと、発注者の予算も余裕がなく 、 な

かなか大変とは思いますが、安ければ良いと言うものではないと思

います。

(d)清掃の近代化に対する考慮を充分していただきたい。

(1) 窓ガラスの外面清掃の容易さとその安全に対する配慮

(2) 床の清掃等についても、設計の段階から消掃しやすいように清

掃作業を分解、余分な歩行を減らすための消掃機器用コンセン ト

を25mごとに設けるなど、 きめの細かい配慮

(3) 塵峻処理についても、省力化 、省資源で衛生的な方法の採用
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(4) 受水槽、貯水槽等についても、ピル管理法による水憎内部清掃

がしやすいような配慮等

(e) 人間工学的見地 から停電等非常事態発生日寺にも安全でかつ誤操

作を起こさせないような充分な配舷をしていただきたい。

万一 ミスやエラーをした場合にも、致命的な事故に波及しないよ

うな安全対策を必ず考えていただきたい。物の欠陥を人間の動作で

カバーするのでなく、人間の不安全行動を物の側で補欠するという

視点、に立って、ビルやその設備に対し創意工夫をしていただきたい。

( f ) 百貨庖、ホテル建築等で良く見られる事例でありますが、営業

用のところはすこぶ、る豪容であるが、 一歩裏に廻ると仕上の程度が

極端に弾くな っています。 あまりにも機能重点主持であり、筒業主

Jをに走り過ぎているとしか忠われません 。

設備の安全確保と同H寺に大切なのは 、照lりl 、色彩などの職場環境

を整えることではないでし ょ うか。一 日の笠 i8J1<'dii1の 3 分の l を過

ごす峨場の条 ｦｬＭ が生川環境とかけ ｲｾｉￊ れたものであ っ て良いというこ

とはあり行ないのではないでしょうか 。 ｾＧｾｉ 平 ＱＱ のとれた色彩は気分を

キ11 らげ、職幼環境を落ち若いたものにします。 したがって安全を硲

保し、作業能率の向上のためにある程度以 |二の身底は、どんな建築

物の以合でも必裂ではないでしょうか。

S  3  竣 工 引 渡 時iこ考慮願いたいこと

(a) 書類を完備して引き渡していただきたい。実際に出来上がった

ものとかなり違う当初設計図に、竣工図の朱印を押して引き渡され

るようなものもあり、これでは保守に困ります 。諸官庁関係書類も

管理会社用を初めから準備して、発注会社経由一揃いお渡し願いた

い。 その他工場立合検査試験書、取扱説明書類等も忘れずお願いし

たい。

(b)官庁検査には予め、連絡をいただいて立ち合いができる機会を

与えていただきたい 。できるならば発j主会社に{ 動きかけていただい

て、管理会社を早急に決定し、工場検査等に管理技士を立ち合わせ

ていただきたい。

竣工後説明の困難と思われる設備たとえば受変電設備等について

は、予め連絡をいただいて受変電開始前に現場を見せていただきた

い。竣工引渡時前後ご多忙とは思いますが、設計概要、機; ; ; f 取扱等

につき聞係者からの説明会を開催していただきたい。

( c ) 綾工検一任後の手直し工事はザ急、に完全に実施していただきたい。

ilt 近実際に Ilfl いた訴ですが、スプリンクラへ y ドは取り付けてあ っ

たが、配管・が施工していなか ったそうです。普: む、に解釈すれば竣工

倹在 11 にJ / i J に合わすための応急処置として恰好だけ取り付け、竣工

後ち ゃんとするつもりで忘れたものと汚えられます 。

S  4. 広 域 ビ ル 管 理 と 省 力 化 に つ い て

低成長時代を迎え、ピル管理コスト上昇を抑えるため、複数ピル

の集中管理が業界の話題となっていますが、ややもすると無責任な

集中管理構想が新11fl 、雑誌等に I¥)( ) t されます。 ピル管理の実体がわ

かっているのかどうか 、理解 に苦しむものです。

設備管理には、

1. 機器の起動停止

2. 運転状況の監視記録

3 . 運転中の各種調節

4. 緊急非常時の処置

5 . 点検整備

6. 修理および消耗品管理

7  外注作業管理

8 . 監督諸官庁関係あるいは関係者への書類作成、報告等

があります。

ボイラ一等を除けば 1. 2項目についてのみ着目すれば、オ凡上論
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としては実施可能かも知れませんが、その他 の項目に着目すると果

たして経済的メリットがどれだけあるか疑わしいのではないでし ょ

うか。

しかるに超高層ビルの集中監視制御で発達した方式を 、電話線を

用いて遠隔ピルの監視制御にもすぐにでも適用できるがごとき感じ

を与えるパンフレ y トを作成して配布する向きがあるのには全く驚

かされます。遠隔院視: 1;11倒l をするためには、まず建築的な汚I台、が必

要であ っ て、新築 三 ｾｉｉ 寺からそのようなレイアウトが必袋かと思われ

ます。飢設のビルでは、イ l 入管: f盟を建てが! として設計されているの

で、階段室やエレベータケー ジから出ると直接機械室となる以合が

多い、すなわち、設備の機種ごとに建築的区画がないビルが多い 。

途方監視制御ともなれば、機械室などにも扉答報設備、| りj 災設( i iii 、

1  T V による監視設備等も必妥となり、ミニコンピュータ一等を設

置すればさらに高価な変換装置等が必要になりますから、ビルオー

ナーの経費負担は噌大し、実現は困難となるのではないでし ょうか。

つぎに設備機器自体の自動制御に対する信頼性の問題があります。

故近の半導体の進歩は目ざましいものがあり、ビルの監視制御装置

も俗段の進歩を見たのでありますが、それに比べ被彪視制御される

設備機器自 体 の信頼性はどんなものでしょうか。最近の設備機総は

かなり良くなったとは思われますが手動運転では間違いを起こしや

すいので自動にした程度のものもあり、近くに管f里技士がいて緊急

処置を行うことを前提としたような程度の自動制もあるようです 。

材質的にも機構的にも被制御機器の改良がさらに必要なのではない

でしょうか。 また新築当初は良好な状態であ っても外注の維持管理

部門の技術レベルに問題があるのか、オーバーホールした後で不調

となる場合もあり、当初の性能を維持することはなかなか困燥な場

合が予見せられます。現段階では設備の簡単な 1，OOOm 2 以 F くらい

の小規模ビルか、あるいは地域冷暖房地域でもないと実現は難しい

のではないかと考えられます。

技士の当宿直しているピルの省力化とか、技士の当宿直していな

いピルでは日曜、祭日あるいは夜間の安全 ｦ 穴埋を遠方監税Ａｾにより

経済的に強化することが先決ではないでし ょうか。

高度の遠方運転監視制御の導入はいたずらにビルオウナーに高い

出資を強いる結果にならなければ幸いであります。

S  5 . 管 理 料 算 定 に つ い て

現下の厳しい経済情勢下にあ って、われわれも経営をさらに合理

化し、安い管理料で良いサービスを提供することにはやぶさかでは

ありません。

清掃部門、保安部門には合理的 な見積形式があるのに 、近代的設

備を管理する設備管理部門の管理料算定が、旧態依然として労務提

供型契約になっているのはまことに逃憾であります。

ビルメンテナンス業は安いのが巧然という考え方が、社会に恨必

く存在します。 自社の賃金ベースでは管理が高くつくから委託に出

したいという考え方です 。 しかし、ほとんど人 1'1 れだけで成り立 っ

ている管理委託契約では、低料金は低賃金につながり、結局低技術

ということにならざるを得ません。

今後ますます高級化するビル設備を管理するには、高い技術が必

要です。 それには従業員をそれ中l I > l i に待遇しなければならないし、

また技術者の教育、訓練、指導にも費用をかけなければなりません 。

低料金一ーイ丘賃金一ーイE : ; 技術の悪循環は何とも早急に打破の必要が

あります。 そうでないとピルメンテナンス業界の近代化は机上の空

論となりましょう 。

ピル管理料決定については派遣人 μ 数によらず、建築規模、設備内

容、ピルの用途、立地条件等を考感した合理的 な契約方式採用に

日も早く移行する必要があるものと考えられます。この点につきま

して、皆さまの絶大なご支援とご理解を賜りたいと存じます。

(筆者委員・星光 ビル管理 (株) 湯浅定啓)
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- 衛 生 設 備 工 事 業 者
- 空 気 調 和 設 備 工 事 業 者

備 工 事 業 者

エ

白--=

ロ

電地在戸斤商品名・営業種目

-

電

気

設

備

工

事

V

(052) 6 8 2 - 61 9 1  (fそ)

(06) 9 81- 78 5 1  ( 代)

(078)  5 7 7- 4 8 9 1  ({-'e) 

(0822)  9 2- 81 6 1  ( イ七)

(0878) 3 3- 1 4 8 1  ( 代)

倒

鶴

町

駅

駅

名古屋市熱田区神聖子町2- 18

大 阪 市 東 成 区 深 江 南 1- 1- 33

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 通3- 3- 7

広島市中広町. 2-5- 15

高 松 市 西 宝 町1- 12- 2

本 社 ・ 工 場

大 阪 営 業 所

神 戸 営 業 所

広 島 営 業 所

高 松 営 業 所

病院用ナスコールインターホン

各 種 イ ン タ ー ホ ン( 他)

就業- 呼出・デ ジタル表示器

非 常 用 放 送 設 備 機 器

事主

(06) 3 6 3 - 0 4 7 8  ( 代)

(03) 4  3  3  - 6  6  5  0  

(052) 2  4  1  - 3  1  4  3  

(06) 7 17 - 0 6 01  ( 代 )

⑮ 530 

⑮ 105 

⑮ 460 

<<!!>544 

大 阪 市 北 区 旅 徳 町34

東 京 都 港 区 新 紙5- 4- 1

名古屋市中区新栄凹f 7- 13

大 阪 市 生 野 区 鶴 精 子12- 15

照 明 事 業 部

営 業 所

出 張 所

本 社 及 工 場

舞 台 ・スタ ジオ 照 明 器 具

誼装光澗R  C  S  

h前3生日月H自殊持

遊 首 針 ホ ー ム セ ッ ト

大 阪 (06) 372-fi 751  ( 大代)
⑮ 531 

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 西 通2- 32本 社

H  

7じl仮
k

r

 

f

 

恕i
d

4

・

ψ

b

-

中イ

ネ士

名古屋 (052) 461- 8121  (代)
⑮ 453 

名 古 屋 市 中 村 区 黄 金 通7- 16支 庖

工ntli 計5生Ａ ｊｾ＠工

(06)  3  0  1  - 1  2  1  2  

(03) 4  4  4  - 0  2  5  1  

(011)  2  3  1  - 8  4  1  0  

⑤ 532 

⑤ 150 

⑤ 060 

変 圧 器 ・ プ ラ ン ト 事 業 部

大阪市淀川区回川 2- 1- 11

東 京 郎 渋 谷 区 広 尾5- 4- 2

札 幌 市 中 央 区 南 1 条 凶 6

東 京 支 社

札 幌 支 社

器!王変

部

部

{蔚J生吉区
P ヲ

J ι  

神 戸 (078) 651- 1331 ( 代 )

(07894)  6- 2266 ( 代 )明石

(07894)  6  - 2  3  7  1  

社

大阪 (06) 309-5601  ( 代表)哩! T532
大 阪 市 淀 川 区 田 川 北2- 3- 45本 社 ・ 工 場

自己 屯 盤

キ ューピ クル 式 受 電 設 備

分 電 盤

￭｛ｾＩカ鵠 ｉｊ 御盤

監 視 悠

所

点以都港区芝虎の| “ 110

大 阪 市 北 区 堂 島 中 ト25

名 古 屋 市 中 村 区 笹 島 町 1- 221- 2

広 島 市 紙 屋 町1- 2- 22

福 岡 市 博 多 区 中 州 中 島 町2- 8

5 5  

ネ土

神 戸 市兵庫区凶出 IHJ1- 4- 1  

明 石 市 大 久 保 町 西 島 上 カ ジ ヤ 3 10

2 6 2 - 1 7 5 1  

8 6 2 - 9 8 4 6  

2 6 1 - 0 2 1 9  

明石

大 阪 (06)

点以 (03)

大 阪 (06)

* 京 (03) 5 0 3  - 1  1  1  1  

大 阪 (06) 3  4  5  - 1  1  5  1  

名古屋 (052) 551- 4 1 8 6  

広 島 (0822) 4 8 - 3  7  7  3  

福 岡 (092) 271- 4 4 2 2  

本 社

関 西 支 唐

中部支底

中国支庖

九 州 支 庖

電線電車覧およびその工事

防 娠 ゴ ム 台

パ ス ダ ク ト

防 振 装 置 全 般

| 坊 振 架 台

社

本 社 ・ 工 場

明 石 工 場

明 石 市 大 久 保 町 江 井 島 江 弁299- 1

本 庖 大 阪 市 東 区 備 後 町4- 43

東 京 底 東京都千代田区神田佐久間町 3- 12

本 社 照 明 器 具 総 合 展 示 セ ン タ ー

営 業 所 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 帆 ・仙 台 ・繍 浜

静 岡 ・岐阜・ 三重 ・金沢・長里子 ・和 歌 山

姫 路 ・ 岡 山 ・高 松 ・ 北1LHI ・久 留 米 ・長

崎 ・熊 本 ・鹿児島・福山 ・山仁1 ・米チ・

松 山 ・ 高 知 ・ 大 分 ・出ー崎・ t中制

- 電気

名 称

e  

? ィi I i : ' 総武宮

朝日バグナル

株 式 会

大 阪 避 雷 針 工 業

株 式 会

大 阪 変 圧 器

変 圧 器 事 業

プラント事業

奥 井 電 機 株 式 会

小 泉 産 業 株 式 会

株 式 会 社

西 羅 電 機 工 業

昭和電線電車覧

株 式 会

」

高 ・ 低 圧 配 電 盤

キ ュー ピ ク ル 式 受 電 設 備

監 視 盤

コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー

自 立 抑 制 御 盤 、 操 作 盤

無 接 点 制 御 リ レ ー 各 種

社

明 石 分 工 場

図ｾ指 ＧＮＱＱＱＮＱ Ｘ ＯＱＺ［Ｚ J!I 

白 熱 灯 照 明 器 具

蛍 光 灯 ! 照 明 器 具

H@' H.月 ス タ ン ド

水 銀 庭 図 灯



言言

電

工方包び3十 並言生

大栄電気株式会社

四 日 市 - 広 島 ・ 徳 島 ・札幌・仙台 ・償 浜

神 戸 ・ 千 葉 ・ 金 沢 ・ 高 松

営 業 所

-

電

気

設

備

工

事

V

(03)  562- 0311 

(06)  443- 0631  

(052)  981- 7511 

電

東 京

大 阪

名古屋

土也

東 京 都 中 央 区 銀 座3- 7- 10

大 阪 市 西 区 京 町 堀2- 35

名古屋 市 北 区 東 大 曽 根 町 上5- 1064

在所

本 社

大 阪 支 庖

名 古 屋 支 庖

事

商品名・営業種目

工1疏言量

必ｾ

買1

称名

大 阪 (06) 364- 2771  ( 代)

伊 丹 ( 0727) 82- 0253 ( 代)

津 山 (08682) 9- 0  1  4  3  

東 京 (03) 743- 2295 ( 代)

名古屋 (052) 682- 6446 ( 代)

福 岡 (092) 611- 8  9  5  8  

大 阪 市北 区 木I幡町 82 w5 3 0  

伊 丹 市 東 有 岡 3- 233 w664  

岡 山 県 津 山 市 回 熊775 w708- 11 

東 京 都 大 田 区 北 椛 谷 ト5- 16 w1 0 5  

名 古 屋 市 熱 田 区 内 田 町 12 w456  

福 岡 市 東 区 社 傾2- 20- 3 w 812  

本 社

伊 丹 工 場

津 山 工 場

東 京 支 唐

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

電 線 管 付 属 品 一 式

パ イ プ ハ ン ガ 一 発 売 元

レ ー ス ウ エ 一 一 式

ケ ー プ ル ラ ッ ク 一 式

そ の 他 配 管 用 品 一 式

日亜金属興業

株 式 会 社

大 阪 (06) 452- 1581(代)
⑤ 553 

大阪市福島区福島 6- 14- 7

販 売 部 門

遊 電 針 お よ び 付 属 品

売阪作製

日本避雷針工業

株 式 会 社
大阪 (06) 581- 1424(代)

⑤ 550 
大 阪 市 西 区 千 代 崎 町2- 3- 5工施言十言生司王工

京 都 (075) 701- 8131  ( 代)

東 京 ( 03) 586- 2  2  8  8  

京 都 市 左 京 区 北 白 川 山 田 町3

東 京 都 港 区 赤 坂 1- 3- 18( コカドピル)

ヰ土

東 京 営 業 所

本

工施

ふ

l
ヨ

μ
設

備

備

言支

言量

"='  

x1.  

調

電

空

株 式 会 社

原 田 電 業 社
大 阪 (06)312- 7  1  1  9  

大阪市北区木柵> > I J 46 ( 三共ピル)大 阪 営 業 所作製器機子電

大 阪 (06) 302- 0231  (代)

阪 (06) 302- 6091  

大 阪 (06) 302- 7041- - 2 

名古屋 (052) 692- 1141 ( 代)

神 戸 (078) 332- 1071 

防 府 ( 0835) 38- 2484 

大阪市淀川区新北里子 1- 4- 21

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町3- 7ー11

大 阪 市 淀 川 区 十 三本 町2- 13- 15

名 古 屋 市 街 区 観 音 町6- 7

神 戸 市 生 田 区北 長 狭 通 1- 10

防 府 市)J 券関 3丁目 12- 10

本 社

本 社 東 嘆 務 所

本 社 西 事 務 所

名 古 屋 営 業 所

神 戸 出 張 所

防 府 出 張 所

電 気 設 備 工 事

冷 暖 房 空 調 設 備 工 事

設 計 ・施 工 ・ 並 ぴ に

阪急電気工事

株 式 会 社

建 物 附 帯 設 備 保 守 管 理

東 京 ( 03) 821- 6161(代)

大 阪 (06) 352- 0245(代)

名古屋 (052) 702- 1326 ( 代)

東 京 都 文 京 区 根 津2- 12- 1 ⑤ 113  

大 阪 市 北 区 空 心 町 1- 28 w5 3 0  

名古屋市千種区猪高町上社後団 49- 1

⑤ 465 

⑤ 125 

本 社

出 張 所

出 張 所

光 装 誼調f本;足単半

株 式 会 社

松 村 電 機 製 作 所

記 憶 装 置 付 調 光 器

京 (03) 607- 2166 (代)

森井電業株式会社

東

東 京 (03) 451- 9611 ( 代)

東 京 ( 03) 474- 3221( 大代)

大 阪 (06)443- 8381( 大代)

福 岡 (092) 751- 6966 ( 代)

名古屋 (052) 451- 7445 ( 代)

広 島 (0822) 83- 6001 ¥代)

仙 台 (0222) 22 -7022 ( 代)

札 幌 ( 011) 251- 6  4  8 4  

東 京 都 葛 飾 区 金 町2- 12- 9

東京都港区三回2- 19- 12 <l!!> 108 

東京都品川区商品 )114- 1-3 <l!!> 140 

大阪市北区玉江田Tト 17(正宗ピル) ⑮530 

福岡市中央区舞鶴 1-2-20 ⑮810 

名古屋 ・広島 ・仙台・札幌・ 大洗 ・天理

東京 ・大阪・名古屋 ・稲岡

土易

本 社

支 癌

支 底

支 庖

営業所

工 場

エ

具

R C C システム( 電算機応用袋認)

ピ ル 設 備 総 合 監 視 制 御 装 鎚

簡 易 形 監 視 制 御 盤

各 積 入 出 力 変 換 装

防 災 総 合 管 理 盤

織 送 監 視 制 御 装 笥

M U 型 動 力 制 御 盤

コ ン ト ロ ー ル セ 以 タ ー

各 種 自 動 制 御 盤

若号日月R官

dι 」、

にコ妻華

東 京 ( 03) 379-3251( 大代)

大 阪 (06) 361- 3485 ( 直)

仙 台 (0222) 21-4547 (代)

名古屋 (052) 961- 1531-- 2  

広 島 (0822) 43- 8899 ( 代)

北九州 (093) 921- 2389 ( 代)

国分寺 (0423) 22- 11 31(代)

東京都渋谷区代々木 2-7-7( 池田ピ J レ) <l!!>151  

大阪市北区悔ヶ枝問T72(電子会館ピル) <l!!>530 

仙台市本町 1-10- 12( S ピル) ｾＹＸＰ＠

名古屋市東区泉 1-1-29( 沼田ピ Jレ) ｾＴＶＱ＠

広島市宝田T l - 15( 宝町ピル) <l!!>730 

北九州市小倉区三萩野 1- 1-8( 衆 楽 ピ 刈 ⑮802

東京都圏分寺市東元町3- 20- 41 ｾ Ｑ ＸＵ＠

営業部

大 阪

仙 台

名古屋

広 島

北九州

本 社

騒 音 言 十 ・ 振 動 計

周 波 数 分 析 器

高 速 度 レ ベ ル レ コ ー ダ

騒 音 ・振動データ処理装置

他

唾豆り

リ オ ン 株 式 会 社

(
-

測

定

機

器

)

433- 2521  

372- 2824 

211- 5448 

271- 0683 

東 京 (03)

大 阪 (06)

名古屋 (052)

福 岡 (092)

東 京 都 港 区新 橋4-7- 2 w 105 

大 阪 市 北 区 芝 田 町 103 喧ii>530

名 古 屋 市 中 区 錦3- 10- 28 ⑤ 460 

福 岡 市 博 多 区 奈 良 屋 町4- 12 ⑤ 812

本 社

関 西 支 社

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

舞 台 照 明 調 光 装 置

舞 台 、 ス タ ジオ 照 明 機 具

舞 台 吊 物 昇 降 装 置

舞 台 音 響 設 備

株 式 会 社 龍 電 社

5 6  



-

空

調

設

備

工

事

V

言活電地在所商品名・営業種目称名

京 (03) 624- 2441  (代 )東

大

東 京 都 墨 田 区 錦糸 2- 8- 7

大 阪市 北区信保田T l -6

キ土本
よ び手口 お調

- ' = 

3ll. 空

阪 (06) 351- 7502  (代)

四 国 (0878) 33- 6330  (代 )名 古 屋 ・長 野 ・松 本 ・京 都

大 阪 支 底

支 底 及

i疏言生生待?浦安工業株式会社

前 橋 ・三島 ・四 国 ・広 島出 張 所
工方包言十3支

ノ、イドロ七 J レ・タンクレス品会

水 シ ス テ ム 各 種 ポ ン プ ・送

風機 ー冷 却 俗 公 害 防止問辿

水及び空気を通じ公害 問 題 に 挑戦

。
⑤ 532 I 大 阪 (06) 303- 0261  (代 )大 阪市淀 川 区木 川 東 3- 9- 24本 社

機 総 o s 式 防振 シ ス テ ム ー

ビー トル ・モ ー タ ー 防 雨 カ バ

ー オ ン パ ー( 超音波温泉機)

岐 阜 工 業 株 式 会 社

東 京 (03 ) 502- 6111(大 代)

大 阪 (06) 202- 3071  ( 代)

名古屋 (052)582- 5511 (大代 )

福 岡 (092) 721- 6571  (代 )

札 幌 (01l )261-3161(大代)

広 島 (0822) 48- 125l ( 代)

仙 台 (0222) 27-8121  (大代)

富 山 (0764) 32-8522 (代 )

* 京都千代田区有楽 III Tl - 4- 1(三倍ピ ル)

大阪市東区北浜2-22(三井信託ピ Jレ)

名古屋市中村区笹品開T l - 221-2(段目的レ)

福岡市中央区天神 1- 14-1( 日生福岡 ピル)

札幌市中央区北三粂西4-1( 日生札幌ピル)

広島市紙屋町 1- 2- 26(三井ピル)

仙 台市一番町 1-3- 1( 日生仙台ピ Jレ)

富 山市総曲輪 1- 5-24 ( 日生富山 ピル)

本 庖

大 阪 支 唐

名古屋支J苫

福 岡 支 庖

札 幌 支 底

広 島 支 后

空 調 冷 熱 ・衛 生 水 道

電 気 ・防 災 ・厨 房 等各 設備
三 機 工 業 株 式 会 社

仙 台 支 底

北 陸 支 底

本 社

大 阪 支 庖

名古屋支底

札 幌 支 底

東 京 (03) 667- 3431  (大代)

大 阪 (06) 352- 1131  (大代 )

名古屋 ( 052) 561-4101  ( 代)

札 帆( 011 )  7l - 4269(代 )

仙 台 (0222) 21- 3691 (代 )

金 沢 ( 0762 ) 61  - 8  2  9  1  

稲 岡 (092) 472- 1  2  1  1  

東京都中央区 日本紙蝋殻回Tl - 35- 8

大阪市北区高工悔UIJ65

名古屋市中村区下広井町 1- 66

札帆市北区北 15条丙2- 1

の設計、 施 工 、企画 、研 究

仙台市中央 1- 2-3

金沢市高岡田T2- 40

初 l間市 博 多 区 博 多駅 前 1-1

広島 繍J兵千葉四国・岡山・7中純・新潟・青森

仙 台 支 庖

北 陸 支 庖

九 州 支 底

営 業 所

平日 設 f府

fi稲

{稿

言支

止 設

気 調

害 防

防

生

空

待?

公

消

三建設備工業

株 式 会 社

雪J C

nJl. 施

硝

uf

 器換

湯

交

{
丁

i

 書九

三成鉄工株式会社 ⑤ 547 I 大 阪 (06) 758- 1911 (代 )大 阪 市 平 里子区加美北1丁目 22番 23号搭

槽

F ザー-

- b'  

J由

力圧

R宇

ス テ ン レ ス ノ f ネ ル タ ン ク

279- 5671  

344- 6031  

( 0 3 )  

大 阪 ( 0 6 )

京東東 京 都 中 央区 日 本橋 本石 町 4- 2

(三 井 第 2別 館)

大 阪市 北区 堂島 浜通 ト25 (新 大 ピ ル)

北 海 道 ・名古 屋 - 中 国 - 九 州

ヰ土

大 阪 支 庖

支 底

出 張 所

本

冷 蔵

置

空 気 調 和 設 備

換 気 、

装

冷 暖 房、

凍冷

新日本空調

株 式 会 社

仙 台 ・東 海村 ・横 浜 ・静 岡 ・北 陸 ・神 戸
工施J十3量

岡 山 ・高 松 ・熊本 ・大 分 ・沖 純

東京 (03) 357- 2151  (大代)

大 阪 (06) 245- 1281  (大代 )

名古屋 (052) 261- 1751 (代 )

広 島 (0822) 21 - 1711 (代 )

東 京 都 新宿 区四谷 2- 4

大 阪市 南 区 )1国康問} 4- 17

( 武田ピル) ⑤ 542 

名 古屋 市 栄 町 4- 1- 1(中 目的レ) w 460

広 島 市 橋 本 町 10- 1 (後 藤 ピ ル) ⑤ 730

札 幌・仙 台 ・盛 岡 ・北 関 東・千 葉・甲府・横

浜 ・静岡 ・神 戸 ・岡山 ・高松 ・福 岡 ・沖 純

⑤ 160  本 社

大 阪 支 社

名 古 屋 支 社

中 国 支 社

営 業 所

空 気 調 和 ・給 排 水 衛 生

環 境 衛 生 ・電 気 設 備

その 他 建 築 設 備 工 事 の

設 計 ・施

新菱冷熱工業

株 式 会 社

工

大 阪 (06) 341- 0221  (代)

東京 (03) 264- 2211 (大代 )

大 阪市 北区 堂 島 浜辺 ト25- 1

東 京 都 千代 田区 九 段南 4- 8- 21

名 古 屋 広 島 ・1ヒ九州、1. 大 分

和 歌 山・福山

阪

本 社

営 業 所

事 業 所

出 張 所

事 務 所

大
ロール ーオ ートロン電気m臨 機

ロール ・オ ーマティ y ク

エアーフィ Jレヂー

ドライ ・ノマy クエアーフィ J レター

進和貿易株式会社

大阪支庖 7 ) レチポケッ トエアーフィ J レター

H  E  P  A フ ィ ル タ ー

活 性 炭 エ ア ー フ ィ ル タ ー

所

57  

大 阪 (06) 441- 5171(大代 )

東 京 (03) 434- 7111(大代 )

名古屋 (052)231-7856(大代 )

京 都( 075  )  341- 9161  (代 )

神 戸 ( 078) 392- 1551(代)

広 島 (0822) 63 - 5185( 代)

福 岡 ( 092 ) 651- 4731(代)

盟 国

ロ サ ン ゼ ル ス

大阪市西区土佐堀通 l

東 京 名 古 屋 -京都 ・神戸 広 島 ・福岡

札幌 千 楽 .{ 長浜 ・静岡 ・金沢 ・高松

本庄・大阪支庖

支 底

空 気 調 和 ・衛 生 設 備

公 害 処 理 設 備

工 場 生 産 設 備 配 管

設 計 - 施 工

地 域 冷 暖 房 設 備

須賀工業株式会社

業営



言言

大 阪 (06) 538- 1112  ( 代)⑮ 550 大阪市西区新町通4- 46ヰ土本
大 東 機 工 製 排 煙 ダ ン パ ー

プ レ ス ダ ン パ ー 吊 金 具 類

東 尾 製 捻 込 継 手 類

大 和 製 パ ル プ コ y ク 類

住 友 製 鋼 管 ・ 継 手 類

熔 緩 継 手 フ ラ ン ヂ 類

東大株 式 会 社
東京 (03) 455-7281 (代 ) - 3

⑨ 108 

東 京 都 港 区三 田2- 7- 16

三信 ピ ル3号 館

東 京 庖

広島 (0822) 61- 9451(代)⑮ 730 広 品 市 光 ヶ 丘 14- 11広 島 庖

-

空

調

設

備

工

事

V

電地在所商品名・営業種目称名

東 京 (03) 255- 8211 ( 大代)⑨ 101  東京都千代田区神田駿河台 4- 2

大 阪 市北 区 芝 田 町55

( 北阪急ピル)

ヰ土

大阪支庖

本
空 気 調 和 、 換 気 、 冷 暖 房

温 湿 度 調 整 、 乾 燥

冷 蔵 、 冷 凍 、 熱 交 換

等 の 装 置 設 計 施 工

高 fi!)! 熱学工業株式室率土

大阪 (06) 372- 2511 ( 大代)
⑮ 530 

大 阪 (06) 93ト7802 ( 代)

東 京 (03) 814- 6651 ( 代)

⑮ 536 

⑮ 113  

大 阪市 城 東区中央2- 3- 17

東京都文京区湯島 4- 6- 17

本社・工場

東京出張所機思L送

株 式 会 社

谷 山 鍛 工 所

福 岡 (092) 281- 7396 (代)
⑮ 812 福岡市博多区下呉服町5- 21九州出張所

253-0191 

倉 ( 0 9  3)  521-3486 (代)

京 ( 0 3 ) ω2-0551 (代)

戸 ( 0 7 8 ) 25ト5941(代)

名 古 屋 ( 0 5 2 ) 612-2561(代)

( 06 )  阪大

畢 8021 小

東

神

< e l05 

串 651

< e457 

< e541  

東京郁港区芝琴平町38( 日本瓦j折協会ピル)

神戸市葺合区磯辺通2-2- 15

本社に同じ

名古屋市南区丹後通5- 1-12

大阪市東区本町3-27- 1

(センパセ ントラルピル8階)

北九州支社 北九州市小倉区米町 1-3- 1

(安自生命北九州ピ J レ4階)

その他支社 札幌・函館・新潟岡山・広島・宇部

四国 ・西九州 市九州

本 社

神 戸 本 社

東 京 支 社

名古屋支社

関 西 支 社

病 院 用

酸 紫 ガ ス 配 管 l

笑 気 ガ ス 配 管 ) 設 計施 工

吸 引 配 管 j

各種高圧ガス配管設計施工

各 種 高 圧 ガ ス 製 造 販 売

回

帝国酸素株式会社

大阪市北区富田町30

( 第一工業ピル内)

大 阪

ン」クア
r .:I二

日本エアクリン

株 式 会 社

大阪営業所

(06) 3 6 5 - 0  7  1  7  ( 代)

(06)  3 6 4  - 6  6  6  1  

⑮ 530 

室内外の(有害ガス、粉TfIJ: 除去)

(03)  2  1  4  - 0  6  7  3  ( 代)⑮ 100 

東京都千代田区丸之内 3- 3-1

( 新東京ピル)

本 社

A. V . P 型エ ア フ ィ ル タ

京 都 (075) 691-1 0  4  5  

大 阪 (06) 352- 3501  (代 )

京 都(075)681- 5101 ( 代)

四日市 ( 0593) 53-7431( 代)

津 (0592)26- 3610 ( 代)

大 津 (0775) 22- 9  7  3  8  

⑥ 601  

⑥ 530  

⑨ 601  

⑮ 510 

⑮ 514 

哩 ｾＵＲＰ

大 阪市 南 区 西 九条鐙田 町 20

大 阪市 北 区 天 満 精 筋 1- 38

京 都市南区西九条豊田町20

四日市市西末広町2-12

津 市 栄 町2- 111

大 津市打出 ヶ浜 13- 15

本 社

大 阪 支 庖

京 都 支 庖

四日市支唐

津 営 業 所

滋 賀 営 業 所

換 気、

衛 生、

冷 房 、

温 湿 度 調 整 、

暖 房 、

日本管工業

株 式 会 社

環 境 衛 生 施 設消火、

214-0211(代)

364- 4551  (代)

541-3201(代)

44- 2291  ( 代)

691- 8241( 代)

)

)

片吋

3

6

目

的

W

川

町

仇

-

(

 

(092)  

(03) 

京

阪

措

東

大

名

岡

京

犠

東

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2-6-1

( 古河総合ピ Jレ) <<11>100  

大 阪 市 北 区 神 明 町5番地( 第3西宝ピル) ⑤ 530

名 古 屋 市 中 村 区 笹 島 町 1.-222- 1

( 菱信ピル) <<11>450  

稲 岡 市1尊多駅中央街8- 36号( 博多ピJ レ) <<11>812

東 京 都 葛 飾 区 奥 戸3- 16- 17 <<11>124  

札幌・ 金沢 ・広島 ・仙台・八幡

社

大 阪 支 唐

名 古 屋 営 集 所

福 岡 営 業 所

葛 飾 事 務 所

車 務 所

本気 送 管

オ ー ト テ レ チ ュ ー プ

テ レ シ ュ ー タ

ボ ッ ク ス コ ン ベ ヤ

ケ ー ス コ ン ベ ヤ

ベ ル ト コ ン ペ ヤ

中 央 集 限 装 訟

ユ ニ ケ ー ス

シ 7 コ ム V T  

日本シーメンス

株 式 会 社

(

-

気

送

管

設

備

)

フイオf種各

阪 (06) 659- 1810 ( 代)大⑮ 557 大阪市西成区南津守5- 2- 55類クンタ製鉄所工鉄村藤

缶

*  

-. 回

阻止用業営

東 京 (03) 552- 0331  ( 代)

大 阪 (06) 922- 5581- 2  

札 幌 (011) 731- 037 1 - 2  

福 岡 (092) 531- 3  2  8  5  

新 潟 (0252) 46- 016 6 - 7  

⑮ 104 

⑮ 535 

東 京 都 中 央 区 新)111- 21- 17

大 阪市 旭 区 高 殿2- 7- 19

札 幌 市 北区北 十 九条 西5- 20

福 岡 市 中 央 区 高 砂 1- 17- 25

新潟市米山 1- 5- 5

本 社

大阪営業所

札 幌 営 業 所

福 岡 営 業 所

新 潟 営 業 所

細 山 式 ガ ス ボ イ ラ

細 山 式 ガ ス 湯 沸 器

車 四 山 式 ガ ス フ ァ ー ネ ス

細 山 式 ガ ス 大 型 循 環 釜

そ の 他 特 殊 ガ ス 器 具

細 山 熱 器 株 式 会 社

58  



言活電士也在戸斤商品名・営業種目称、名

-

空

調

設

備

工

事

V

東 京 (03) 644- 3 1 5 1  ( 代 )東京都江東区東砂ちー18--tiキ土本

各 種 送 、 俳 風 機

ロールマ ットエアーフ ィルター

エ ア ー ク リ ン フ ィ ル タ ー

空 気 調 和 機

株 式 会 社

増 島 製 作 所
大 阪 (06) 364 - 1 9 5 1  (代 )大 阪市 北区富田 町 18( 島恨ピル)出 張 所

大和 郡 山 (07435) 6- 2 12 1  奈 良 県 大 和 郡 山 市 筒 井 町800

松 下 電 器 産 業

株 式 会 社

フ石 油 温 水 ポ イ

松 下 空 調 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 城 東 区 今 福 西6- 2--ti 1

石 油 オ ー ト フ ァ ー ネ ス

阪 (06) 9 3 4 - 2 1 3 1  大

器7.1< 
y昆

A 国

買L電

給湯暖房事業部

大 阪 (06) 5  3  8  - 2  3  7  1  ｾＵＵＰ＠

大 阪市 西区立売堀北通 1- 24

( 立売堀ピ ル)

大 阪 営 業 所
青 銅 パ ル ブ

鋳 鉄 パ ル プ

ダ ク タ イ ル ノ〈 ル ブ

電 動 パ ル プ

その他各 種 ノミルフ: コ y ク類

大 和 バ ル ブ 工 業

株 式 会 社

東京 (03) 4 9 2 - 6 2 2 1  哩!>141東京都品川区西品 )11 1- 2- 8キ土本

-

衛

生

設

備

工

事

V

彦 根 (07492) 8  - 0  6  4  3  ⑮ 522-D2  彦 根 市 西 葛 衡問1408場エ

東 京 (03) 541- 47 16  (代 )哩!!>104東京都中央区銀座6- 14- 2キ土本合 成 調 理 機食 器 洗 浄 機 、

東 京 (03) 474- 0962 (代 )ｾ Ｑ ＴＰ＠東京都品川 区 東 大 井1- 15- 10東 京 営 業 所炊 飯 器 お よ び レ ン ジ

秋 元 調 理 器

株 式 会 社

大 阪 (06) 251- 3 177 ( 代 )<!!!>542 大 阪 市南 区 安 堂 寺橋 通4--ti 0大 阪 支 庖冷 蔵 庫 等 厨 房 機 器 全 般

-

消

火

設

備

)

岸 貝 (0724) 39- 3990 (代 )

大 阪 (06) 358- 54  13  ( 代 )

岸 和 田 市 加 守IHJ 3- 11- 19 哩!!>596

大 阪 市北 区 紅梅 町22(栄ピル) 哩!!>530

東 京 ・横 浜 ・新 潟 ・名古屋

広 島 ・福 岡

本 社 ・ 工 場

大 阪 営 業 所

営 業 所

製 造

各 種 消 火 装 程 用 機 器

工 事

ス プ リ ン ク ラ ー 消 火 設 備

ド レ ン チ ャ - ｾ ￭ＡＺ＠ (J尚

泡 消 火 設 備

炭 酸 ガ ス 消 火 設 備

五 十 鈴 工 業

株 式 会 社

常 滑 (05693) 5  - 2  7 0 0  (代)

東 京 (03) 55  1  - 6  3  7  1  (代 )

大 阪 (06) 5 3 2 - 60 81  (代)

名古 屋 (05勾 962- 1 2 7  1  (代)

福 岡 (092)471 - 1 7 1 0 (代)

キL 中見 (011)721 - 8 3 0 1  (代)

広 ぬ (0822)44-- 1  7  0  1  (代)

仙 台 (0222)61- 3 1 5 1 (代)

高 松 (0878)34- 1 3 1 3 (代)

哩T479

⑮ 104 

⑮ 550 

⑮ 461 

⑮ 812 

8 心65

⑮ 730 

⑮ 980 

⑮ 760 

愛知 県 常 滑 市扇 面新国

東京 都 中 央 区 八 丁 堀2-9-8

大 阪 市 凶 区 新 町 南 通 1-62

名 古屋 市 東 区 東 舷1-4-16

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 1- 5-26

札 帆 市 北区北 九 条 西 3 丁 目

広 島 市 田 中 町5- 9 ( 7 ) レチピ ル)

仙 台 市 国 分 阿トト 14( 仙 台 5i' ;2thb立ピル)

お 絵 市天 神 前10-5( 高松セントラルスカイピル)

本 社

東 京 支 底

大 阪 支 庖

名 古 屋 支 庖

福 岡 営 業 所

札 幌 営 業 所

広 島 営業 所

仙 台 営業 所

高 松 営 業 所

生 陶 器

栓 金 具

τ ー ベ リ ィ ナ 洗 面 化 粧 台

浄 化 倒 、 高 置 水 機

待7

7.1< 
U"，CI  

伊 奈 製 陶 株 式 会 社

名古屋 ( 052) 331- 4 1 0 1  

東 京 (03) 6 42 - 9 4 2 1  

大 阪 (06) 3 2 8 - 2 3 9 2  

金 沢 (0762) 67- 2 7 1  1  

名古屋市中区松原町2- 7

東 京 都 江 東 区三好2- 11--ti

大 阪 市 東 淀川 区 下新 庄 町3- 366

金 沢市 松 村田Tリ161

本 社

東 京 支 庖

大 阪 営 業 所

金 沢 営 業 所

給 排 水 用 鋳 鉄 管

ト ラ ッ プ ・ド レ ー ン 類

マ ン ホ ー ル カ バ ー 類

各 種 グ レ ー チ ン グ 類

働 大 獄 鋳 工 所

大 獄 株 式 会 社

@  

大阪( 06) 643- 3  5  6  7  (代 )大 阪市浪速区東関谷田J 2- 12- 7 ⑮ 556ヰ土本

東 陶 機 器 ( 術 特 約 庖

関 西 鋳工 - -一・・・・・総発売 元

排 水 ト ラ ッ プ 、 金 具 一 式

ユニ y トパ ス ル ーム 施 工

合 併 汚 水 処 理 槽 装 置

設 計 施 工

河内枚阿 (0729) 84- 5301- 3  ⑨ 579  東 大 阪 市 善 根 寺田J 4- 12- 24東大阪営業所片 岡 工 業 株 式 会 社

京 都 (075) 661- 3 1  0  6(代 )⑮ 601  京 都 市 南 区 吉 祥 院 石 原 西 町 l京 都 営 業 所

KEI ，κHIII 

"Hi - Fl o" 

大阪 (06) 3 5 8- 2 5 7 1  ( 代)

テレックス 5 2 3 - 6 8 7 6

大阪市北区梅ケ枝町60

( 高橋 ピ ル 東 6 号 館 )

ヰ土本
電 舷 弁

定 流 量 弁

定 水 位 弁

各 種 自 動 弁

目白
広 島 ( 0822) 9  1  - 1  6  6  1  広 島 市 横川 新 町7- 3( 松弁ピル)広 島 営 業 所京浜ハイフロー

販 売 株 式 会 社
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話

株 式 会 社

清 水 工 業 所

電

大 阪 (06) 372- 2851  (代)

東 京 (03) 5 51 部 41 (代)

鳥 取 (0857) 2 3 - 5 0 5 1  

大 泉 ( 0276) 62- 3394( 代)

宇古 ｾｓＱ 主 ＨＰＲＸＶ Ｉ 6 2 - 0 3 3 3  

君 津 ( 04395) 2  - 2  3  7  5  

出 雲 (0853) 2 1  - 1  2 8 5  

士也

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町3-14 ｾＵＳ Ｑ＠

東 京 支 底 点京I i ! S中央区八丁堀4- 1卜7(神谷ピ Jレ) ⑤ 104

山 陰 支 庖 鳥取市桜谷 17-1 者!l>680

群 馬 出 張 所 群喝県邑楽部大泉町t 字吉田 2066 吾!l>370-{)5

宇都宮出張所 栃 木 県 宇 都宮 市 御 幸 本町4736-12 ｾＳＲＰ＠

君 津 出 張 所 千 葉 県 君 津 市 人 見175-23 ⑤ 299- 17  

出 雲 出 張 所 島 根 県 出雲 市今市本 UIJ ｾＶＹＳ＠

在所商品名・営業種目

給 排 水 衛 生 設 備

冷 暖 房 ・空 気 調 和 設 備

工 場 流 体 配 管

設 計 ・ 旋 工

材、名

-

衛

生

設

備

工

事

V

東 京 (03) 5  4  3  - 4  0  0  1  ⑤ 104 東京都中央区豊飽主3- 11- 18ヰ土本

大 阪 (06) 3  1  2  - 9  2  6  2  

3 1 4 - 1 5 5 0  ⑤ 530  

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 56

( 新 太 陽 ピ ル )

大 阪 出 張 所

振 東 式 防 振 装 置

o  s 式 防 振 装 置

|妨 振 ゴ ム

工 業 ゴ ム

ゴ ム 継 手 類

他 ゴ ム 製 品 一 般

金属ズテンレスフレキシプル類

会 社振 東 株 式

神 戸 (078) 8  1  1  - 3  0  0  6  

( 078)  8 4 1 - 8 8 0 0  

w 658 市 * 灘 区 住 吉 冶，i ll ]"5- 5ネljl

給 水 給 湯 の 赤 水 防 止 剤

ク リ ー ン s s  

冷却水の防食 -防スケール剤

ク リーン C S S

液 注 入 ポ ン

セーバー化学

株 式 会 社

プ事長

j ヒ九州1(093) 951- 2  1  1  1  ③ 802  北 九州 市 小 倉 北 区 中 島2- 1- 1

大阪市北区曽恨山崎上2- 31- 6

( 悔 新 第一 生命ビル来館[ )

宇土本
架 水 槽 (p タンク)

生 陶 古寺

栓 金 具

樋 浴 槽

お

術

水

各

東陶機器株式会社

阪 (06) 3 6 4 - 1 1 8 1  大⑤ 530  

大 阪 支 社

名 古 屋 (052) 6 5 2 - 3 2 21  

*  ホー (03) 2 1 2 - 7 09 0  

大 阪 (06) 2 0 3  - 76 2 4  

名 古屋 市 港 区 本 冶，i Il
Tl - 27 ⑤ 455 

東京都千代田区丸ノ内l -4-4 (住友ピル)⑤ 100

大阪市東区北浜5-22(住友ピル2号館 )⑤ 541

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 IjiJ 3- 2- 8

( 住 友 生 命 博 多 ピ ル )

住 友 商 事 株 式 会 社 福 岡 支 庖 内 w 812

本 社

東 京 事 務 所

大 阪事 務所

福 岡 事 務 所

手

パ イ プ 曲 げ 、 接 合 等

調査管銅手e

東洋フイッテング

株 式 会 社 防J (092)  4 4 1- 6 3 8 5  橋

プ レ ハ ブ 加 工 品 各 種

大 |坂 (06) 771- 9 12 3  ( 代 )⑤ 543 大 阪 市天 王 寺 区 烏 ケ 辻 III f61キ土本

東 陶 機 器 ( 掬 特 約 l左

衛 生 陶 器

水 桧 金 具

ポ ') ・ホ ー ロ ー パ ス

高 架 水 憎 ( p タンク)

⑧ 

T 三 守

株式

会 社

大 阪 (06) 757- 1 10 1  ( 代 )遭吾544大阪市生里子区巽西2- 7- 24営 業 所

大 阪 (06) 458- 3 5 31  ( 代 )

止〈都 (075) 6 8  1  - 4 5  3  4  

天埋 (07436) 2  - 1  9 6 1  

広島( 0822)  6  3  - 1  1  2  6  

福 岡 (092) 7 8  1  - 7  4  2  5  

還吾531大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通4- 11

京 都 ・奈 良 ・広 島

ヰ土

営 業 所

本生

{碕

待?

3生

*-、

房

し

ι

・

封
叩
。

Agt 

高合

冷

( 劇西原衛生工業所

大 阪 庖

福 IMI出 張 所工方包
ふ

1

3

員5生

*，;( (03)  452 - 444 1  ( 代 )

大 阪 (06) 854- 3 6 9 1  ( 代 )

名 古 屋 ( 052) 711-4521( 代)

東 京 都 港 区 芝 浦3- 6- 18 ⑤ 108  

大 阪 府 豊 中 市 本 町 2- 2- 5 w 560 

名 古 屋 市 東 区 矢 田 凹Tl I - 14 w4 61  

札 幌 - 仙台 ・新 潟 - 埼 玉 - 千 葉 - 高 松

多摩 ・横 浜 ・甲府 ・金沢 ・三重 ・広 島

山 口 ・福 岡 ・大 分 ・絡 岡

本 社

大 阪 支J苫

名古屋支底

支 底 及 び

営 業 所

ネ オ j争イヒそう A R - N

ネオ; 争イヒそう S R

ネ オ 浄 化 そ う S T

ネ オ j争イt そ う A R - C

小 規 模 汚 水 処 母 施 設

画臨本; ; t 工業椋式2 紅

大 阪 (06) 363- 46 4 1  ( 代 )w5 30  大 阪 市 北 区 老 松 田T3- 5 5 ( *興 ピ ル )

水 道 水 処 理 剤

冷 温 水 処 理 剤

化 学 洗 浄 剤

線 内 処 理 剤

高 分 子 凝 集 剤

各 秘 薬 液 注 入 装 置

オルガノ (株) 代理庖

日本工業株式会社

へ
-

浄

水

設

備

)
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-

衛

生

設

備

工

事

V

(
-

浄

水

設

備

)

-

消

火

設

備

)

名 称 商 品 名 ・ 営 業 種 目 戸斤 在 士也 電 言言

ソ
ノ、く

/  卜 継 手 本 社 Ｊｊ ｾ Ｈ 初 Ｕ 大田区 山 王 ＲＭＵＭ Ｑ Ｓ

日本弁管工業( 株) A R F A  コーテイング

( 大森北 口 ビ ル デイング) @，143 * ; ;(  (03)  777- 1511 ( 大 代 )

プラント事業部
ｾｓＺ 鏑 ｴｬ UJ i'ノ'J<用 プ レフ ァブ

大 阪 営 業 所 大 阪 市北 区 伊 勢IWfl -1

及びユニット鏑 ｈｾＺ )  
( 市 総 ピル南 5 号館 ) ⑤ 530 大11))( (06)  364- 8 7 4 8  ( 代 )

ぬ

< 防 食 剤 ・ 装 置>

本 ヰ士 大 阪 市 北 区 兎 我 野111]"56 ⑤ 530 大 阪 (06)312- 7 5 01  ( 代 )

ケミク リ ン ・ス トレ ー ナ

312- 3 0 8 4  

冷 ま J l 塔 配
f山芝口、

ノーセイ化学工業
ア サ

工 事 名張市蔵持甲662 ⑤ 518- 04  名51霊(05956) 3  - 1  3  0  0  
コ ノ ノ

株 式 会 社

Vc1f i 6 口 湯 用 7]< 

東 京 営 業 所 東京都中央区日本紙茅JJ; ¥IIIT2- 1l @，102 末 以 (03) 669- 4 6 2 4  ( 代)

飲 j羽 7]< 

圏

『包( ライトウォーター .Wo面r吊セU'jIJ )

本 社 工 場 枚 方 市 招 従 田 近3-5 @573 枚 方 (0720) 56- 128 1  ( 代 )

スプ リンクラ- ./、ロン < 1301>

大 阪 営 業所 大 阪 市 西 淀川 区 千 舟1- 5- 47 ⑤ 555 大阪( 06) 473- 4  8  7  l( 代 )

一般化炭紫・粉末 ・ノ'J<II .tH事等各 極

東 京 営 業 所 点 以 都 港 区 芝 大 門2--{)-7 ⑤ 105 Jil u; ( (03)  434- 4 8 4  1- 4  

22 初 回 製 作 所

消 火 設 備 の ， 没 E汁 胞 工

営 業 所 及 び 償 浜 ・福 岡 . ..J ULHI ・名古屋 ・札 似

そ の 他 各 組 消 火 出

出 張 所 広 島 ・仙 台 ・柏 崎 ・ 松 山 ・ 岡 山 ・富

山 ・堺 ・ 枚 方 ・ 静 岡 ・ 浦 和

陶 . l i : 滋日号タイル

術 生 陶 日 告 ・ 金 具
本 社 大 阪 市 西 区 阿 isi J . 坐中通1-5 大 阪 (06) 5  3  2  - 1  2  3  4  

株 式 会 社 ポリホーロパス ・湯 沸 器 支 庖 吹田 ・I"J 其 ・Jr t 伺5・卒中戸 ・広 島 ・岡山・金沢

平田タイル
二L y  ト

ノ、
ス

営 業 所 大 津 ・姫路・ 富 山・ 岩 国

空 司，可 官号
ショールーム 手主i丞

セ ン ト ラ ル ヒ ー テ イン グ

11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川1111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川1111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川1111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川1111川川11川川11川川11川1111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川1111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11 l  

く>快 適 な 都 市生 活 を ささ え

く>豊 か な 人 間 環 境 を 創 るた めに

ンテナ ンスを 考 えた 設 計をく> メ

常 に未 来 に向 って 前 進 す る

大阪ビゾレメンテナンス 協 会
社 団法 人 ・

電 話 ( 06) 372- 9  1  2  0  ( 代)
大 阪 市 大 淀 区 中 津 本 通 1 丁目 4 - 1  0  

〔ビルの綜合管理〕

優 れ た 技 術 と 永 年 の信 用

私 達 会 員 会 社 120 数 社 は 、常 に 待 機 し て お り ま す 。
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水に、スキをみせるな。

0.01 ミリ のス キ間で も、水 は遠慮しません。

く日アス 〉は、防水工事 ひとすじに 50余年。

この小 さなス キ間と の、長いたた かいを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマートによ

地 区 会 社 名 所在地 電 話

北海道 日本防水総業株式会社 ./L帆 rli T  E  L  (231) 7 5  I  I  代

日本防水総業( 株) 旭川出張所 Jt!!川 rli T  E  L  ( 32 )  0  0  8  4  

日本防水総集( 株) 割11路出張所 調I1路，Ii T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

日新建工( 株) 札幌出張所 u 見rli T  E  L  ( 221)  5  0  I  5  

大和工業( 株) 苫小牧出張所 "，'1f小牧 rli T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

東 北 日新建工( 株) 仙台支庖 flliiυli T E L  ( 62 ) 4  1 0 1 代

関 東 伊藤建材株式会社 京 ｊ［ｾ ｭｾ＠ fi 点区 T  E  L  (842)  I  4  3  I  代

いわき建材エ業株式会社 * 京郷' 1" t 区 T  E  L  (385)8153・(389)4制6

春日工業株式会社 * 京都荒川区 T  E  L  (802)  3  8  7  I  代

金問工業繰式会社 東京郎新宿区 T  E  L  (363) 4  3  4  I 代

北原建材工業株式会社 * 京郎渋谷区 T  E  L  (462)  5  3  4  I 代

木下工業株式会社 *W: I郎盛m区 T  E  L  ( 634)  0  8  2  I 代

協立工業株式会社 * 京郎港区 T  E  L  (433)  1961・8485

大東スレ ー ト株式会社 東京都J i : . . i L区 T  E  L  (883)  3  I  3  I 代

東京i!! 膏株式会社 *京r，s荒川区 T E L  (803) 3 4 8 1- 3  

トーフジ工業株式会社 *京r，s千代間区 T  E  L  (252)  5  9  0  3  

日新建エ株式会社 .!RJitns荒川区 T  E  L  (803)  2  4  I  I 代

日本綜合防水株式会社 * J 対日渋谷区 T  E  L  (403)  0  I  7  I 代

野口エ材株式会社 * J正郎渋谷区 T  E  L  (444)  3  5  3  I 代

富島田工業株式会社 J五J ? 、郎千代 III 区 T  E  L  ( 263)  4  8  6  I 代

富士工材株式会社 Ａｊ ｕ［ｾ Ｑｦ￟江Ｊ区 T  E  L  ( 634)  0  I  6  I 代

藤涯膏興業掠式会社 * 京郷小野区 T  E  L  (362)5697・(369)5697

フタパ興業( 稼) 東京営業所 *>l ¥f ，s新宿区 T  E  L  (208)  0  2  5  6 代

北条涯膏工業橡式会社 * 京郎江東区 T  E  L  (643)  3  9  6  3代

7 サル渥膏工業橡式会社 * 京綿子i *区 T  E  L  (842)  6  3  I  I 代

大和工業株式会社 点』正郎荒川区 T  E  L  (802)  4  7  5  I  ft 

;1育建材株式会社 東京郎千代 III 区 T E L  (861) 2 7 0 6 - 8  

有限会社神守建材社 撤須賀市 T E L  ( 22 ) 4 2 8 8  

金港;1青株式会社 備浜市 T  E  L  ( 421)  6  5  2  I  - 2  

不ニ防水工業株式会社 横浜市 T  E  L  (231)  4  4  6  I  

石田建材工業株式会社 ，ＺＧｾＮＺｩ＠ rf; T E L  ( 22 )  3 3 0  1- 3  

石岡建材工業( 株) 大宮支底 与野市 T E L  ( 53 ) 1 2 2 5 - 9  

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所 字書11:出，Ii T  E  L  (35)2816. (34)8124 

i!! 育建材( 株) 宇都宮出張所 "j' (，I 1下，; di  T  E  L  (22 )  9  7  3  7  

株式会社奈良屋高底 水戸rI ; T E L  ( 41 ) 5  1  4  I  代

信 越 同和建喋株式会社 ffr iLJ rI; T  E  L  ( 45 )  2  2  5  1代

同和建業( 株) 長野営業所 La ，d; T E L  ( 27 ) 0 2 9 8  

株式会社仙嶺 松本 d; T E L  ( 58 ) 3  1  8  7  

北 陸 有限会社折橋政次郎商庖 向|判 di T  E  L  ( 22 )  0  9  9  9  

有限会社小島工業所 ｉＺＧｾ ｦ￬［ ｪ＠ di T E L  ( 23 ) 0  3 9 1  

島屋建設株式会社 金沢市 T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

石橋建材株式会社 li .i nrl i  T E L  ( 23 ) 0775 ' 0885 

協和建材工業株式会社 i，'1水rfi T  E  L  ( 45 )  2  2  2  I 代

三井工業株式会社 r'i1>1司，Ii T  E  L  ( 85 )  9  I  5  I  - 2  

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 (特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と 、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国90カ所にも

およぶ 〈日アス 〉ネットワークの、水もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目ください。

地 区 会 社 名
所在地 電 話

東 海 三信建材工業株式会社
12橋市 T  E  L  ( 45 )  8  2  I  I 代

大池建エ株式会社
名古民市 T E  L  ( 211)  I  8  8  5 代

重喜防水工業株式会社
: 1' ，古屋市 T E  L  ( 991)  0  I  I  I 代

辰己防水工業有限会社
:1' ，古hl 市 T E  L  (501)  I  4  0  I 代

中央建材工業株式会社 ず1台記' " T  E  L  ( 761)  6  I  8  I 代

東京建材工業株式会社
ず"片 hl ，li T E L (411) 6 6  2  I  

東海物産株式会社
名古屋市 T E L ( 721) 2 2 11 - 5  

日本建材鋼業株式会社
:I' ，Shl rl ;  T E L  ( 571)  5 5 4 1- 4  

宮崎建材株式会社
:1'，占ilidi T  E  L  (331)  I  5  3  I 代

近 畿 池田;1膏工業株式会社
大阪市 T E L  (699)  5 7 5 7 - 9  

株式会社神原商庖
引 I di T  E  L  (909) 14お 側)1282 

清水興業株式会社
大阪 di T  E  L  (372)  0  2  5  0  - 3  

日新工材株式会社
大阪市 T E L  (54 1) 3 7 8 5 - 6  

日新建工( 株) 大阪出張所
大阪市 T E L  ( 541)  16 0 7 - 8  

日本綜合防水 ( 株) 大阪支庖
大阪市 T  F. L  ( 361)  0 4 7  1- 5  

フタパ興業株式会社
吹田市 T  E  L  (385)  2  7  8  I 代

マサル涯膏工業( 株) 大阪営業所 大阪市 T  E  L  (303) 0  2  4  I  代

7 ) レエス工撲株式会社 大阪，fi T  E  L  (458)  4  84 I  - 3  

有限会社丸藤商庖 大阪市 T  E  L  (351)  2  I  5  0 代

久下商庖
京mldi T E L  (311) 2 0 4 4 - 5  

東洋建材株式会社 )7，剖Idi T  E  L  ( 361)  9  I  7  I  

中村涯育エ業株式会社
神戸市 T E L  (341) 5884 ・1223

棚田建材有限会社
神戸市 T  E  L  (841)  3  5  5  I 代

有限会社ミサキ商会 和歌山市 T E L ( 22 ) 3  9 2 2  

中 国 束中国防水工業株式会社 岡山市 T E L ( 72 ) 1 2 2 1 代

橡式会社三洋技建 大竹市 T E L ( 2 ) 5 1 5 5 代

三和防水工業株式会社 11:);1;11; T  E  L  ( 83 )  3  3  6  6 代

豊永建材株式会社 11:);1;11; T E L  ( 61  ) 6 3 7 1- 3  

大和工業( 橡) 広島出張所 広b¥d; T  E  L  ( 71 )'i 6  8  7  

株式会社巴商会 宇部，Ii T  E  L  ( 21 )  0  7  6  0  

和光工業株式会社
松江市 T E L  ( 38 ) 1 3 2  I  

四 国 大三工業株式会社 J3松市 T  E  L  ( 51 )  6  8  I  I 代

徳島大三工業株式会社 1土J: :idi T E L ( 31 ) 4 1 6 1  代

株式会社マル7 ス河野商庖 今治 di T E L  ( 32 ) 5 0 0 0 代

株式会社山本商会 松山r I ; T  E  L  ( 31)  6  2  6  1代

大三工喋( 株) 高知支庖 高知Idi T  E  L  ( 45)  4  8  0  0 代

九 州 安藤工喋株式会社 福岡市 T  E  L  (561)  7  0  1  2 代

加茂装備株式会社 稲岡市 T  E  L  (561)  6  2  5  0  

日建工材株式会社
稲岡市 T E L  ( 741) 6 6 6 5 代

株式会社工材祉 北九州市 T E L ( 371)  14 6 8 - 9  

安藤工事株式会社 長崎県 T E L ( 2 ) 2 2 0 0  

株式会社大ニ商会 宮崎市 T  E  L  ( 51 )  6  I  5  5 代

日新興業株式会社
延岡市 T  E  L  (  3  )  2 4 5 5 - 9  

株式会社北原建材商会 鹿児島市 T E  L  ( 23 )  9 3 9 5 - 6  

上原建設工業社
iq'縄県 T  E  L  (ω889)( 2  ) 2368 

- 建 設 省 東 開 附 認 可L給 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

、 』 圃 " 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 臼新工喋株式会社 内 宮 ( 882) 2424大代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 業 内 包 ( 882) 2424大代

中部支部 名古屋市千種区千種通り 2- 19( 舷阜正ピル) 日新工業名古屋 出張所内 含 ( 741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日新ヱ撲大阪支J吉内 含 ( 329) 7737 代

製 造 元/ 日 新 工業 株 式会 社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 ー 1 0  日新工業九州出 張所内 包 ( 451) 1095 代
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3 . 構 造 設計 の 方 針

られ る。 現在広く行われてい るこの手法は既知

のよ うに多 くの未確定要素を含み、その結果は

耐震安全度の傾向を示すにとどまり、その数値

の信頼度は外舌Lとモデルの再現皮に依存してい

る。 それゆえ、あまり振動解析の結果にたより

すぎると、かえ って全体としての安全性の判断

をあやまらせることにもなりかねない 。 しかし、

ともあれ精造物を設計するには設計用せん断力

分布を仮定する必要があり 、各種の規準、指針

を参考にして、設計初期値を経験的に定め、そ

の外力に対して設計された架構の予備応答解析

により、耐緩安全性に似合う所要の剛性と強度

を概括的 に求め、それにもとづいて最終構 造 物

は設計されている 。暴風荷重は支配的な荷量と

ならなか ったので省略する 。

耐笈安全性の基準の設定は、構造物の耐震安

全度のみならず経済性にも多大の影響を与える

重姿な指様であり、慎重に定めなければならな

い。 しかるに、その具体的数値はいまだ構造的

見地からも完笠な力学的恨拠により、その詳細

f直を定められるには至 っていない。 このf直はE盟

論解析、実験による裏付けはもちろんであるが、

その他構造耐力外の要因を加味して、比較的幅

ある工学的判断によ って定められており 、表 1

は本設計に採用したその基準値を示した 。

( つづく)

短辺方向断面図

い令今ぐ
30 

梅田阪急、ビル第 9期

工事の構造計画 (その 1)  

この椛造物は大阪市域では十分な 耐力 のある

天満砂時器用 にベノト台位によ り支持されて いる 。

この天満砂磯層はボー リング資料による調査や

絞荷実験などにより、その安全支持力は 250 - 300

t  /  m

2

程度と考えられている 。 この層を支持地

銀とする限り、構造物総童公は限定され、建物

の階数も llil J限を うけ 、使用材料にもよるが、経

済性を考慮すれば30- 45階程度となろう 。 よっ

て、本建物の階数も駐車幼を内包すること、下

層階に鉄骨鉄筋コンクリー卜造 (以下 S R C造

と略す) としたため、 32階とな っている 。

平面形 l主計画上の基本条件、在来建物との調

和、駐車台数、椛造的な安全性と経済性の配慮

の下に 、図 2 に示すように短辺方向 2 スパ ン、

長辺方向 9 スパンの位害11 りとし、 構造上望まし

い対称形とな っている 。 しかし、 6 階から 12階

に至る駐車場階 l主連続動線の磯保のためにスキ

y プフ ァロ7 ーによる段違い泌が、またその直

交架織には 2 段梁が設けられている 。

構造体は 3 階柱以上を十分な靭性をもち 、か

っ飽工性のよい鉄骨造 (以下 S 造と略す) とし、

3 階梁以下は周辺建物群との接続、比較的階高

が高く、かつ変動のあること、また、高軸力車主

の震客 の教訓などを勘案し て、できるだけ変形

の少ない岡11m造とするため、 S R C造としてい

る。

本構造物の耐風、耐震婆紫は 3 階以上の S 造

部分は、 一部 2段梁をも っ純 ラーメン架織とし

ている 。 これは、計画上の制約にもよるが、プ

レースの激笈時の効果に つ いて若干の疑問があ

り、また解析的にその挙動の迫跡に限界がある

ことによる 。 2階以下の S R C造部分は、耐力

墜を有するラーメン架椛と した。耐力壁の効用

は、 とかく議論されているが、小変形時の変形

抑制効果が大きいこと、また激震時のエネルギ

ー吸収能力が豊かなことなどから、積極的に導

入する方向で織造計画した 。

架椛の降伏形態は梁降伏型を原則としている 。

このことを実際設計に際し完全に行うことは困

難であるが、数ある震筈の例に兄られるように、

位が先に降伏し崩壊している事実を考えるとき、

若干変形が噌加しでも梁降伏を先行させ、それ

によ ってエネルギーを吸収させた方が構造物全

体の安定上望ましいという 判断 によ っている 。

耐震設計はいわゆる動的解析により安全性の

検討を行 っている 。 しかし、昨今 この手法がル

ーチン化し、ややもすると形式化する傾向が見

マ| 図 2

ｾ ｉ＠ 基準階梁伏図

敏 tム

'口

1 . はじめに

久 徳

2 . 建 物 概 要

阪急電鉄株式会社

大阪市北区角田町41Is: j也

事務所、 庖書昔、駐車場など

株式会社竹中工務1;5

S.  49. 2  - S.  52. 

17，465. 64m 2  

2，538.  93m 2  

72，143. 7針n

2

F  32， P  1 ， B  3  

120. 78m (車下高)

3. 75m (一般階)、3 50 m (駐車場階)

6  (予定)

建 築 主

所 在 地

用 途

設計施工

工 期

敷地面積

建築面積

延床面綴

階 数

建物高さ

基準階高

本建物は立地的に相当の交通立が予想、され、

これら動線の平面的ならびに立体的な処理を考

慮、し、平面形態とコアの位置が定められた。建

物には多目的機能が収容されている 。 とくに、

中間階にスキ y プフロアーでなる駐車場を 内包

することは、この建物の計画、設備、構造上の

構成に制約とな っているが、 また大きな特色と

もいえる 。

耐震安全性の基準

応、 答 :!i.t 
| 最大加速度 榊 造 形 式

品大l t I 間変{立 靭 性 率
娠幅 ( g )

fq(l O- ' rad)  

1. 0以下

鉄 1'1" 造 6.0以下

Ｈ ｾ単位 Ｉ

1. 0以下

0. 20 

鉄骨鉄筋

4.0以下

(弾性)コンク リ ト且

2.0以下鉄 f凡S  造 9.0以下

0. 30 

限 切 ト 造

6.0以下 2. 0以下

表 1
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K K竹中工務庖大阪本庖設計部部長補佐 ・工博)
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屋内プールの問題点

山 本 安 彦

( 1) プールの水温

プールの水温は、利用者の層によ って わ ず か

で は あ る が 差 が あ り 、 競 技 用 は 低 く 、 遊 泳 用 は

高い 。 スイミングスクールにあ、いては 29' C - 30  

℃のものもあり、幼児の使用時間帯では、 30. 5

℃ に 高 め て い る と こ ろ も あ る 。 プー ル は 、 熱 容

五t が大きいために、急激に温度を変えることは、

ほとんど不可能である 。 た と え ば2 5 mプールの

容 量 は 約400m
3

であり、 1 ' C 加熱するには、

400， 000 Kcal を要する 。 また、 30' C の温水プー

ルに 25' C の水を注水して 、 1 ' C 下げるには、約

100m
3

の水を入れかえねばならず、殺術的にも、

運 営 的 に も 経 費 地 と な り 、 問 題 で は あ る が 、 こ

れに対応したものはないように思われる 。 対 策

としては、幼児用のプールと 一般 用 と を 分 け る

などカずある 。

(2)  プール水の加熱

屋 内 プ ー ル は 、 年 間 営 業 を 目 的 と しており、

プ ー ル 水 の 加 熱 装 置 を 設 け な け れ ば な ら な い。

一般 的 に 、 プ ー ル 水 の 総 入 れ 替 え は 、 加 熱 が 必

要 な 期 間 に は 行 わ れ な い。 したがって、プール

の 加 熱 は 、 温 度 維 持 が 目 的 で あ る と 考 え て 良 い 。

プー J レの熱損失は、水面からの蒸発損失が、大

部 分 を 占 め 、 こ の ほ か に 、 プ ー ル 水 面 の 熱 伝 達

によるものと、プールの壁、底等の熱損失およ

び循環炉過装置からの放熱等がある 。

プール水面の蒸発による熱損失q ， E{ Kcal / h)  

l主、

屯E = γ L ・ー .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  ーーーー (1)

L  =  ( O. 0152v  + 0.  0178)  { P 叩 - P cα ) A ・・(2)

r プール水温 t wの 飽 和 蒸 気 の 蒸 発 潜 熱

(Kca l/ kg)  

L : プ ー ル 水 面 か ら の 蒸 発 量 (kg /  h)  

υ : プール水面上の風速 ( m/ s )  

P W 水 温 tw に 等 し い 温 度 の 飽 和 空 気 の 水

蒸 気 圧 (mmH g)  

P α . プ ー ル 室 内 空 気 の 水 蒸 気 圧 (mmHg)  

ま た プ ー ル 水 面 の 熱 伝 達 に よ る 熱 損 失

q， c  ( Kcal  /  h) は、

q， c  = α {  t w- tα ) A .. ….. .・ H ・.. .. ・(3 )

ここに α: 熱 伝 達 率

t w 水温( ' C )  

t α ・空気温度( ' C )  

こ れ ら か ら 、 夜 間 暖 房 を 止 め 、 室 内 温 度 が 降

下 す る と プ ー ル 水 の 温 度 が 降 下 し 、 営 業 時 間 ま

で に 所 定 の 温 度 に 上 げ る に は 相 当 の 加 熱 量 が 必

要 と な り 、 上 記 の プ ー ル 水 温 維 持 能 力 で は 、 不

足 す る 。 し た が っ て ウ ォ ー ミ ン グ ア y プには、

6 4  建築と社会 / 1976年 間 号
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バ ラ ン シ ン グ タ ン ク 等 へ 蒸 気 を直接吹きこ んで

対 応 していると ころもある 。

プ ー ル 水 面 に 断 熱 材 で 議 を す る 方 法 も 有 効 で

あ る が、大 面 積 の た め、 風呂のよう には いかず、

管 理 面 でむつ か しく 、実施例は、 少 ない ので は

なかろう か。

(3) 結 露

屋 内 プ ー ル の 空 気 温 度 は 水 温 よ り 2 - 3 ' C 高

〈、相対湿度は 50- 60% である 。 したがって冬

期 に お け る 結 露 につ いては十分検討し、対策を

たてなければならな い。

図 1 と図 2 は 、 外 気 温 度 O' C における壁およ

び天井の熱貫流率と室内相対湿度との関係で、

壁 面 温 度 と 露 点 温 度 と が 等 し くなる点を結んだ

曲線である 。 しかし、これが隊害となるには、

材 料 の 種 類 に よ って速いが生じる 。 これらにつ

いては 、 本誌 10月号 の 「結震 防 止 対 策 と 断 熱 材

料」 の持 集号 を 参照 さ れ た い 。
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卜一一
図3 プール換気用且量の決定図表 (水温 27・C).

(井上宇市 「水泳プールの横織股備」より )
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屋 外 プ ー ル と 途 い屋 内 プ ー ル は 、 適 当 な 換 気

をしてやらないと、 (2 )式 の ご と く 、 水 面 か ら の

蒸 発 に よ り 、 屋 内 空 気 の 絶 対 湿 度 は 上 昇 し 、 つ

い には結露を 生 じる 。 こ の た め に 適 当 な 換 気 が

必要となる 。 図 3 は 水 温27' C の ときの屋内空気

の 絶 対 湿 度 ( g / kg ) と プ ー ル 水 の表面積当た

りの風量 GF / A (kg/ hr  . m' ) との関係を示す。

た と え ば 、 室 温29' C 、相対湿 度 60% 、外気 O

℃ 、 相 対 湿 度 60% とすれば、空気線図より X ι =

15.  2  g  /kg 、 X o = 2. 2 g / kg が得られる 。 した

がっ て、 G F  / A  = 17kg / mに h を 求 め る こ と が

できる 。 暖房 中は良 いが、夜間暖房 を停止する

と 、 室 内 温 度 の 低 下 と な り 、 プ ー ル 水 温 を 低 下

さすこととなり、換気と結露は、 うらはらの関

イ系ということができる 。

(4) 換 気

換 気 の 目 的 は 、 前項 で 述 べ た ご と く 結 露 の 防

止をはかることと同時に、 プー J レ表面より室内

に拡散する塩素ガス濃度を下げ、 プールサイド

の 人 体 に 快 感 を 与 え る こ と で あ る 。塩 素 ガ ス 浪

皮 は プ ー ル 水 の 残 留 塩 紫 量 と 換 気 量 と に 関 係 す

るが、適当なデータがない. 0  残 留 塩 繋 が1. 7

ppmの と き塩 紫 ガ ス 濃 度 が0. 02 ppmに上が った

例もあり、塩ｾ 注入 に つ い て も細心 の 管攻が必

婆 で あ るp

(5) プ ル サ イ ド と 配 管 ピ ッ ト

屋 外 プー ルは、外気温 の お い、仁I!! 自の 多 い JI寺

ml に平11mされ る。 した が って 、 プー J レサイドが

水 に ぬ れ で も 簡 単 に 乾 く が 、 屋 内 プ ー ル で は な

かなか乾かない。 したがって利用者が滑りやす

い 状 態 に お か れ る と い う こ と に な り 、 建 築 材 料

の選択に注意を要する 。 なお乾燥と快適さから、

経 済 的 に 許 さ れ れ ば 、 床 面 の 加 熱 を 考 慮 し た い。

プ ー ル 水 の 水 質 基 準 は 厚 生 省 環 境 衛 生 局 長 通

達 に よ り 、 残 留 塩 素 を 、 遊 離 残 留 塩 素 が0. 4 ppm 

以 上 ま た は 総 残 留 塩 繋 が1. 0  ppm以 上 と 定 め ら

れている 。配 管 類 の1腐蝕原因に、残留塩素、 i溶

存 酸 素 が あ げ ら れ る が 、 プ ー ル 水 は 、 こ れ ら を

多〈含んでおり、 l腐蝕環境がよい。 また屋外プ

ー ル は 季 節 的 な 利 用 で あ る が 、 屋 内 プ ー ル は 年

聞 を 通 じ て 利 用 さ れ る た め に 使 用 期 間 が 長 い。

したがって 耐 周 年 数 を 論 ず る こ と は で き な い。

耐 腐 蝕 性 材 料 の 選 択 は も ち ろ ん で あ る が 、 こ れ

ら の 配 管 類 の 取 り 轡 え が 簡 単 に で き る よ う な 配

管 ピ ッ ト を 当 初 か ら 計 画 して お くことで、 長 期

営 業 停止 を 行 わず に す む。

(6) そ の 他

給排 水 については 、屋 外 プールとの速いによ

る 問 題 点 は な く 、 む し ろ 各 市 町 村 の 給 排 水 事 情

あるいは条例による遠いを注意しておくことと、

プー J レの設置位置 と供給管との落差関係に注意

をすればよい。

こ の ほ か に 音 響 関 係 も 問 題 点 と し て と り 上 げ

られるが、専門外 の ため省略させていただく 。

参考図書 1  ) 井上字市 : 水面よりの水の蒸発

空気調和衛生工学会誌 V ol 36巻 l 号

2) 弁上字市 水泳プールの機械設備

Vol 36巻 12号

3 ) 空気調和衛生工学会便覧 田(昭和50年版1

(やまもと やすひこ

KK西原衛生工業所大阪底取締役設計部長)
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生コンクリートの骨材事情

(その 3 、最終回)

木 村 敬 三

本文および褒ー 1、 2、 3 は 10月、11月号を参照下さい。

表 - 4 産地i J lJ 粗骨材の物理的性質

比 重

吸水率

単位容

実積率 粗 粒E巨

地械 E量 1由 積重量 f脂 考

絶 乾 表乾

( %)  

(kg/R)  

( %)  ( F M)  

大 里子 2. 49 2. 55 2. 30 1. 580 62. 0 6. 87 

ｾｴ＠
当 日IJ 2. 59 2. 63 1. 50 1. 690 65. 2  6.90 

海

沙 流 川 2. 67 2.71  1. 50 1. 796 66. 3・7.00 

道

砕 石15混%入 率キL 内 2. 63 2. 66 1. 28 1. 710  58. 0  6.95 

(5)  

中 の 沢 2. 60 2. 63 1. 30 1. 560 60. 0  7. 91  E半 石

蛇 尾 }II 2. 52 2.58 2. 20 1. 640 63. 6  7. 10・

奥 入 瀬 2. 44 2.52 3. 20 1. 630 65. 0 6. 90 

東

鮫 }!I 2. 77 2. 79 0 .60 1. 689 60. 5  7. 05 

北 上 川 2.50 2. 57 2.72 1. 591  61. 9  6. 98 

J工 合 川 2 .48  2.52 2. 90 1. 610  63. 0 6. 96 砕 石30混%入 率

白 石 川 2. 51  2. 55 1.30 1. 650 64. 7 6. 80 砕 石15混事昏入 率

最 上 川 2.51  2. 55 1. 50 1. ωo 62. 7 6. 80 砕 石20混%入 車

ヰヒ

最 上 川 2 .51  2. 58 3. 21  1. 609 63. 3  6. 69 "  

( 実 験 低)

島 守 2.89 2. 92 0. 72 1. 740 59. 5 6. 75 砕 石

(l Q  

是 }!I 2. 84 2.85 0. 20 L 臼O 58. 0 6.80 E半 石

阿 賀 野 川 2. 58 2.61  1.10  1. 650 63. 0 7. 03 

新 田 川 2. 64 2. 68 1. 36 1. 718  64. ' 1  7.00 

大 弁 川 2. 63 2. 65 0. 96 1. 720 65. 4* 6 .95 

鬼 怒 川 2. 64  2. 65 0 .45  1. 700  64. 2 6 .95  

富 士 川 2. 63 2. 65 0. 90 1. 710  65. 0 6. 81  

関

荒 }II 2 .61  2. 64  1. 10  1. 624 61. 5  6.97 

入 Pon川 2 .59 2. 63 1. 53 1. 730 65. 7  6. 87 

，恩 }II 2. 61  2.64  1. 00 1. 698 64.3 6. 84・

秩 父 2. 60 2. 64  1. 40  1. 690 65. 0 0. 96 

黒 Jl I  2. 59 2. 64  1. 86 1. 689 64. 0 6. 97 

砕 石 混 入 率

13.4宇品

相 模 川 2. 61  2.66 1. 00 1. 675 62. 9  6. 92 砕 石30混宇品入 率

大 谷 川 2.56  2. 60  1. 70 1. 695 65. 2  7.00 砕 石35混事昏入 車

I)it 良瀬川 2.58 2. 63 1.80  1. 678 63. 8 6. 94 

砕 石 混 入 車

11. 3 % 

丹 波 川 2.60 2. 64  1.37  1. 650  62. 5  6. 91  砕 石30混%入 率

奥 多 摩 2.61  2. 64  1. 30  1. 700 65. 2 7. 00 砕 石10混%入 車

多 摩 川 2 .61  2.65 1. 40 1. 637 61. 7  6. 92 砕 石10混宇岳入 率

東

砕 石40混%入 車部 研 川 2.58 2.61  1. 20 1. 710 65. 5  6. 98 

小 倉 川 2. 61  2.64  1. 00  1. 710 64. 8  6.90  砕 石20混%入 車

買Z }II 2. 60  2. 65 1. 90 1. 580  60. 8  6. 63 百字 石

八 王 寺 2. 61  2. 64  1.00 1. 570  60. 2  6.55 E半
石 l

甲 j 白H 2.60  2.63 0.97  1. 674 63. 6  6.79  砕 石 |

西 多 暗E 2.63 2.65 。目80 1. 530  58. 1  6 .95  砕 石

背 梅 2. 62  2. 65 1. 00 1. 571 59. 3 6.55 砕 石

位司

大 弁 川 2.63 2. 65 0. 70  1. 690 63. 8  6.80* 

富 士 川 2. 65 2. 67  0.80  1. 760・66. 0  7.02  

関 玄 倉 川 2. 65 2. 68 1. 30 1. 641  61. 7  6. 88 

東 t長 野 J!I 2. 62 2. 64 0. 90 1. 730 66.1 6. 90 

砕 石 混 入 車

20% 3 0 % 

世田 相 模 J!I 2. 64  2. 65 0. 60 1. 660 62. 6 6. 93 砕 石30浪%人 翠

大 井 川 2. 64 2.65  0. 50 1. 750 66. 0 6. 99 砕 石3浪2事岳人 率

木 曽 川 2. 62 2. 64  0. 80 1. 674 63. 0 7. 08 砕 石70浪%人 率

中

砕 石6混4 %入 率総 斐 川 2. 63 2. 65 0. 88 1. 640 62. 0 7. 30 

手 取 川 2. 59 2. 62 1. 20 1. 620 61. 8  6. 97 砕 F5;8混 入5 %車

部

砕 石50混%入 車常願寺川 2. 59 2. 62 1. 12 1. 674 64. 6  6. 96 

九 頭 竜 川 2. 63 2. 66 1. 49 1. 700 64. 2  6. 89 砕 石30混%入 車

(7)  

敦 賀 2. 62 2. 64 0. 74 1. 536 58. 2  7. 23 石半 石

吉 野 川 2. 61  2. 63 0. 60 1. 685 64. 5  6. 88・

吉 野 川 2. 58 2. 62 1. 29 1. 596 62. 9  7. 21・ ( 実験値)

四万十川 2. 58 2. 62 0. 50 1. 640 63. 0 6.93  

城 陽 2. 60 2. 61 0. 80 1. 638 63. 0 6.99 

近

砕 石30混%入 車熊 野 J!I 2. 59 2. 61 0. 80 1. 686 64. 6 6. 92 

和 歌 山 2. 59 2. 60 1. 20 1. 685 62. 8 6.90 砕 石40混%入 率

高 槻 2. 67 2. 70 1. 21  1. 555 57. 6 6.62 Eキ 石

茨 木 2. 62 2. 65 1. 00 1. 519  58. 0 6. 71 有半 石

赤 秘 2. 57 2. 59 0. 80 1. 540 59. 9 6. 75 目半 石• 
男 鹿 島 2. 57 2. 60 1. 00 1. 540 59. 2 6. 66 百半 石

高 主日 2. 63 2. 65 0. 80 1. 610  60. 8 6. 73 Eキ 石

家 島 2. 60 2. 62 0. 83 1. 523 58.  1  6. 71 有半 石

(13) 

砕{ 実験f直)石
家 島 2. 53 2. 54 0. 45 1. 478 58. 1  6. 60 

四 万 十 川 2. 63 2. 65 0. 80 1. 660 63. 1  6.92 

中

四万十J l I・2. 58 2. 61 1. 11 1. 698 64. 9 7. 19・ ( 実験f直)

新 宮 2. 71  2. 74 1. 00 1. 600 58.4 6. 67 砕 石

野 々 1兵 2. 63 2. 65 0. 73  1. 520 57. 7  6.67 百半 石

国

若 弁 2. 68 2. 70 0. 80 1. 580 58. 5 6. 67 F手 石

(6)  若宮 XIJ 2. 68 2. 70 0. 79 1. 555 57. 6 6. 65 E半 石

吉 野 川 2. 60 2. 62 0. 80 1. 710  65. 2 6. 80 砕 石30混 %入 率

仁 淀 川 2. 65 2. 67 0. 80 1. 690 63.  3  6. 95 砕 石30混 %入 車

四

綬 南 2. 65 2. 59 0. 93 1. 570 61. 2  6. 58 E寺 石

坐 ぬ 2. 54 2. 57 1. 00 1. 560 61. 3  6. 74  砕 石

山 之 内 2. 56 2. 60 1. 50 1. 523 59. 5 6. 64 百半 石

松 2. 54 2. 58 1. 60 1. 510  58. 5 6.74・Eキ 石

国

霊 {言 2. 57 2. 60 1. 31  1. 655 63. 7  6. 54・石半 石

(81 

西 条 2. 58 2. 61  1. 00 1. 580 60. 0 6. 70・E半 石

大 野 川 2. 61  2. 64 1. 30 1. 630 61. 7  6. 78・

車量 jll 2. 65 2. 68 1. 07 1. 740 66. 2・6. 94 

耳 Jl I  2. 60 2. 61  0. 80 1. 710  65. 5 6. 82 

F']  司 2. 72 2. 73 0. 55 1. 590 58. 4 6. 70 E半 石

九

砕( 実 験f1iI石)  
ｉＧｾ＠ 司 2. 85 2. 86 0. 49 1. 607 56. 1  6. 54・

高有 生 2. 64  2. 68 1. 71  1. 550 57. 8  7. 87"  E半 石

津 久 見 2. 68 2. 70 0. 70 1. 590 58. 9  6. 74 砕 石 l

倉 2. 71  2. 73 0. 90 1. 575 57. 7 6. 66 ｾＡｦ＠ 石 |

J¥ 幡 2. 72 2. 73 0. 55 1. 585 58. 1  6. 70 砕 石

鹿 ｾＦｬ＠ 2. 76 2. 78 0. 75 1. 650 59.  0  6. 68 百半 石

州

土 戸 次 2. 62 2. 65 1. 75 1. 570 59.  3  6. 60 砕 石

迫 2. 61  2. 65 0. 93 1. 584 60. 0 6. 78 E半 石

犬 飼 2. 63 2目 66 1. 00 1. 570 59.  0  6. 82 百辛 石

高 山 2. 67 2. 70 0. 85 1. 590 59. 4 6. 59 百半 石

島 間i 2. 59 2. 63 1. 40 1. 600 61. 3  7. 12  砕 石

(1日

小 江 原 2. 67 2. 70 1.10  1. 580 58. 5 6. 61  石半 石

建集と社会 / 1976年 間 η 65 
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〈み ち か ら ま ち へ 〉

都 市 生J舌 の 多 く の 部 分 が 道 路 上 で 繰 り 広 げ ら れ

ている。都市における道路は、. ! : j i に交通路であ

るというだけではなく、日! ! 百 ・通 j弘 の 確 保 の た

め の オ ー プ ン ス ペ ー ス で あ り 、 生 活 登 山! と し て

遊 び場 ・休 憩 立 ち 話 な ど の #;) で も あ る 。 道 路

空 間 は 、 道 路 自 身 ・沿 道 利 用 ・そ れ ら に F付属す

る 各 種 の 装 置 ・そ う し た も の を 利 用 す る 人 々 な

ど に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 特 に 衡 の 中 に あ っ

て は 、 道 路 空 間 は 上 記 の 各 機 能 を 合 み 、 ま さ に

都 市 空 間 と し て 存 在 し て い る の で あ る 。 rJ . 祭粍

に 強 く 表 情 豊 か な 舗 装 の 緩 や か に カ ー ブ し た 道

路 、 高 さ が 矧 っ て い る と か フ ァ サ ー ド が 同 じ と

い う こ と で は な い が 調 和 の と れ た 建 築 、 き め こ

ま や か な 看 板 、 小 さ な ス ペ ー ス を 利 用 し た フ ラ

ワ ー ポ y トの 花 身 、 道 路 上 に そ び え る l時計搭、

こ れ ら そ れ ぞ れ が み あ き る こ と の な い ほ ど に デ

ザ イ ン さ れ て い る と 同 時 に 、 全 体 と し て 調 和 し

す ぐ れ た 街 並 み を 構 成 し て い る 。 そ う し た例 を

我 わ れ は 、 古 い 街 に見 る こ とができる。

現在の者fl 市 に お い て 、 こ う し た す ぐ れ た 街 並 み

を 形 成 し て い く こ と は 、 夢 物 語 り の よ う に 思 え

る か も 知 れ な い が 、 本 シ リ ー ズ の No.13で 述 べ た

よ う に 、 そ れ ぞ れ の 分 野 で の 、 街 に 対 す る 思 い

や り を 積 み 重 ね て い く こ と が そ の 出 発 と な ろ う 。

( 笹原和喜男)

神戸都市設計資料研究会

i董 E各

現 代 の 都 市 に お け る 道 路 の 計 画 で は 、 ま ず 交 通

機 能 の 充 足 と い う 耐 か ら は 、 道 路 の ヒ エ ラ J レキー

の仰立と歩行. f i の安 全 ( 歩 '11分 離) が 針 ら れ な

ければならなし、 。 ま た 、 人 が 歩 き ・立 ち 止 ま り -

f釘を品目しむオ ー プ ン ス ペ ー ス と い う l訴からは、

い ろ ん な 活 動 が 可 能 で あ り 、 歩 く こ と が 殺 し く

な る よ う 、 耐 白 地 形 ・ 舗 装 . I!a史 な ど 歩 行 者

: a 川 に 対 す る き め 紛l か な 配 慮 が 必 嬰 で あ る 。

1 . 歩 草 分 離

'11 mと 歩 道 の 最 も 大 き な 迷 い は 、 '11ill は工11が 走

るi立 な の に 対 し 、 歩 道 は 歩 行 持 が 歩 き ・ 休 み ・

泡l う 場 で あ る こ と に あ る 。 歩 道 は さ!-. < た め だ け

の 近 で は な い 。 歩半分間庄は、 l li に 、 そ の エ ネ ル

ギーの迷いによるだけではな〈、司片道が都市生活

の 手 段 ( 機能虫干且) と し て あ る の に 対 し 、 歩 道

は 郎 市 生 活 の n的 (空 間 重 視) と し て あ る こ と

にも よ るのて志ある 。

.Jj 主道 は 広 け れ ば 広 い ほ ど よ い 。

人 が す れ 迷 う 五HJ1i1Jr. I A と し て 、 よく 1. 5  m'隔 の

歩 道 が 設 け ら れ て い る が 、 実 際 に は 、 歩 道 上 に

交 通 綴 織 や ガ ー ド レ ー J レ ・電 柱 な ど が 設 け ら れ

ているため、すれｾう ｩ 時には ど ちらかがヰ Ｑ 道を

歩 く は め に な っ て い る 。 歩 道 幅 ぬ は 単 純 子 が す

れ 巡 う に は 2 m I主 必 要 で あ る し 、 こ れ に 植 栽 や

i't! .Ui ポ y ク ス ・l苫 先 の 商 品 や む 板 の 張 り 出 し ・

パ ス ス ト y プ ・ち ょっ と し た 立 ち お な ど を 考 慮

す る と 、 最 低 4 mは 欲 し い も の で あ る 。

充 分 な 歩 ヰ1分 離 の で き な い 制 街 路 に お い て は 、

狭 い 歩 道 を と る と い っ た や り 方 だ け で は な く 、

交 通 綱 軍 基 備 に よ る 通 過 交 通 の 禁 止 I 巨 額 や 時 間

に よ る 通 行 制 限 ・あ る い は で こ ぼ こ の あ る 舗 装

( ( 列えばピンコロ石 ) や _dIi 丘 を 蛇 行 さ せ て ス ピ

ー ド が 出 せ な い よ うに す る な ど 多 様 な 手 法 を 展

開 し て 専 を 押 さ え 、 '11ill を 歩 道 化 (逆 に 言 え ば

歩行者追にｾ，を通す Ｉ することが考えられてよ

い だ ろ う 。

rお 市計画 』自3号よ り

一 一 一"'h"'- '-" ;.

Ｍ｡ 一一 Ｇ ｲＮ Ｇ ｾＮＭ ｲ＾ ＮＮＮＮＺＺｊＢＧｔ一一 ｲ

1lF水: 落

，， ｾ 万敷石

ｮ ＭＡｴ Ｎ￭ ｉ［ ｾ ｊ＠

:"J..7マ，M .

葺!:_

事の通らない時ペーブメントのテクスチェアにより、歩

行者に解飲されたみちの気分をかもし出す。

車の通行時は短往によって意識的物理的に歩率分離される。

シャンゼリゼ通

2. 舗 装

道 路 に あ 、 い て 、 舗 装 の 来 た す 役 割 も 大 き い も の

で あ る 。 そ れ は ぬ か る み か ら 救 っ て く れ る だ け

で な く 、 歩 く こ と を 訴 さ し い も の に し て く れ る 。

神 戸 ・元町は、 ij彼自I j はキ." 戸 の 中 心 地 と し て 賑 わ

っ た も の の 、 戦 後 は 三 宮 の 蹴 逃 に 押 さ れ が ち で

あ っ た 所 で あ る が 、 数 年 前 か ら i湿 り を レ ン ガ タ

イ ル や カ ラ 一 角m主 主 に 切 り 仔 え 、 そ の 結 果 ま た 客

足 も t甘 え て き て い る と い う 。

調'.j装材料は、 U，lj- れた日の! 照り返し 雨 の 臼 の す

べり ・摩 耗 な ど に 留 意 し て 選 ぶ 必 袈 が あ る 。

ま た 、 地 下 埋 設 物 の 補 修 の 面 か ら 、 容 易 に 対 応

で き る 施 工 方 法 が 望 ま れ る 。 加 え て 、 美 観 上 、

材 料 自 身 が 美 し く 、 そ の 配 列 が 美 し く 、 通 り 全

体 と し て 美 し い 綴 織 をm成 し て い る と い っ た こ

と が 望 ま れ る 。



3 . 線 型

緩 や か に 折 れ l加 が っ て い る 近 路 は 、 次 に 展 l昨j す

る も の へ の 期 待 を も た せ 心 殺 し い も の で あ る 。

また 、ｉｪｬ，Ｇ［ｬ ｊｾ の 一 定していない道路も随所にアル

コ ー プ を つ く り 、 い ろ ん な 活動 を 誘 発 し て く れ

る。 1" 1然 発 生 的 な 道 路 へ の お4し み ・楽 し さ は こ

う し た と こ ろ に 生 ま れ る 。

J十 画 的 に 道 路 を 自IJ る 場 合 に も 、 歩 行 空間 の 似品

は 一 定 し て い る 必 嬰 は な く 、 ポ ケ y 卜ノ マー ク や

残土也" U . 収などによ っ て 、 よ ど み や た ま り な ど 変

化のある空! 日l を 縫 保 し た い も の で あ る 。

4.  士反 i蓋 5 . 既 存 の も の を 生 か す

斜路や階段の、 三 次元 ＨｉＧｾ "，，!liJ J  き も 衡 を 活性 化 さ 道 路 の 新 設 ・ 拡 幅 な ど に 際 し で は 、 歴 史 的 に fiHi

せ て 〈 れ る 。 そ の 登 り l探 り を 泌 し い も の に す る 値 の あ る も の ー市 民 に 税 し ま れ て い る も の な ど

た め に は 、 そ の 勾 配 と と も に 、 変 る H寺 の 期 待 感 は 、 出 来 る だ け 残 し た い も の で あ る 。

. 1峰 り る 時 の 眺望 に も 留 意 す る 必 嬰 が あ る 。 神 戸 ・北 野 で は 、 都 市 計 画 道 路の 拡幅 に ほ 触 し

階 段 の 蹴 上 げ と 路 面 に は 一 定 の 関 係 が あ る 。 L た 明 治Hf lの レ ン ガ 塀 を 、 辺 路 境 界 線 ま で 後 退 さ

ハ ル プ リ ン に よ れ ば 、 屋 外 で は 蹴 上 げ X 2 + 踏 せ 、 保 存 し た 。

面 = 26- 28イ ン チ ( 65- 70cm) で あ る 。 ま た 斜 ま た 、 公 閣 を 道 路 に し た 際 、 樹 木 を 残 し た り 、

路 も 7 % 以 上 は 好 ま し く な い と い う 。( 戸 川 野 久 歩 道 の 拡 幅 に 際 し て 移 植 が 困 難 で あ っ た た め 、

二 氏) そ の ま ま 歩 道 の 中 心 に 残 し た 例 も あ る 。

歩 き や す さ ・路 面 の す べ り を 与 え る と 階 段 が よ

い が 、 乳 母 車 ・ 車 精 子 な ど に は 斜 路 が よ い 。 と

い う こ と か ら 、 ハ ー レ ン ・ジ 一 ド ル ン グ で は 階

段 の 脇 に 斜 路 を 設 け て 解 決 し て い る 。



昭和 51年 度 ・ 第 4 回 若 い 会 員 の 集 い

ウォーターフロント

一世 界 の都 市 と 住 い を水 際 から見る 一

レ ポ ー ト

7 月10日( 土眼目) に関西電力( 株) 大阪南サ

ーピスセンターの集会室で約50名が集いおゲス

トの松村賢治氏を囲みスライドを中心に、 T E

K E 回世号 による約 2 年間の旅と体験談を聴い

'・

~。

古来、人間は水に育まれ、そして戦い、水の

ある所に住宅をかまえ、文明を生み、それらを

発展さしてきた 。 この人間と切 っても切れない

水を通して、人々の生活、住まい、村、町、都

市などをみるのは、ユニークであるとともに、

自然であり非常に大切なことであろう 。 しかし、

彼らのように、大規模なＷｦｾで系統だって実行さ

れたのは初めてのことで、過去にはなかったと

回 A

，じρ ノ。

われわれは、文明の利器である種々のメディ

アを用いて情報に按し、知識を手に入れられる 。

しかし、本物と相対し、じっくりと腰を落ち着

けて考えたり、見たりすることがなかなかでき

ず、欲求不満になりがちである 。彼らの旅への

動機や目的の恨底にもそのような意識があった

ようだ。すなわち、 『世界のすまい、建築、暮ら

しを自分の目でじっくり見たい、そして、そこに

住む人々との出合いが相互理解のもとで友情へ

と発展して行き、内面から環境をさぐることが

できればどんなに索時しいことだと思う 。』 また、

旅への考え方として、 『元来 、人間の「旅」とい

う行為は、歩く速さが基準であった 。たとえ 、

海を波るに船を利用したところで帆かけ船のこ

と、自転車の速さが粕々であろう 。環境を見る

のには本来の旅人になるのが妥当であろう 。

「旅のお方」と呼ばれ、さまざまな人との出合

いがある 。』

このような 2 人のロマンチストが1974年 3 月

7 日神戸港から、超近代的なコンテナ船ユトラ

ンデイア号に乗船し、デンマークへ渡った。 そ

して、コペンハーゲンから約 150 キロ南西にあ

るランゲランドという小さな島のラドコーピン

グという町でヨ y トを手に入れた 。 ヨットは全

長 7. 3 メートル、幅 2. 7 メートル、 3. 5 トン、

l 本マストのクルーザーであり、決して大きく

会場にてスライドを見る

68 挫築 と社会 / 日76年1211 刀

はないが、 2 人との出合いはき っと劇的なもの

であ ったろう 。 この T E K E 回世号と名付けら

れたヨ"; トの主主備に 3 カ月半の月日をついやし

日

~。

いよいよ 40000 キロの旅へ出発だが、旅立は

1974年 7 月12日であ った。

デンマークより出発し、バルト海を波 ってド

イツに入札キール巡河を縫 って 北 海 か ら ア ム

ステルダムに入港した 。 そこから運河と川を

縫 ってヨーロ y パ大陸を縦断し、マルセイユに

到着 (10f' 11 日) した 。 そして地中海沿岸を約

2 カ月の問巡航した後、ジプラルタルにてヨー

ロッパへ月IJ れを告げた (12月 8 B )o 

カナリア諸島のラスバルマスへ着き、そこで

約 1 カ月滞在したが、コロンプスと同じコース

を辿 ってパルパドスを目指すため、荒模様の大

西洋へと乗り出した 。 そして、コロンプスの要

した半分の 20日と 4 11寺間半で大西洋を横断し、

パナマ迩河を経て太平洋に出た ( 4 月末)。つぎ

に、ガラパゴス諸島、タヒチ島、 トンガ諸島、

フィジー諸島、ソロモン諸島をまわり、最後に

訪れたエアウリピック烏を 1975年11月12日に出

発し日本へと向か った。 12月 8 日無事神戸港に

d込凶

者き 1 年 9 カ月におよぶ航海に終止符を打 った。

この旅の |問に撮られたスライドを中心に話を

進める形で説明が行われた 。 スライドは、建物

・風景 ・人間I ( 美女) などと 幅広くバラエティ

に富んでいた 。 また、それは歴史がにじみでて

おり、人々の生活や自により、長い間かか って

洗練された美しさが感じられた 。

彼らは旅の途中でいろんな人々と接触し、親

しく語らい付き合 ったが、その最初の出合いに

は子供やシーマンシップなどがコミュニケーショ

ンのパイプとなり、その輪が広がっていくパタ

ーンが多か った。われわれ、都会のカオスの中

で{主んでいるものにとって非常に奥羽未深かった 。

約 3 [ 時1 M! 、楽しく過ごしたが、 2 人のロマン ・

冒険そして 出合いの旅がいかにも素晴らしく淡

しいかぎりであった。また、 2 人のロマン、エ

スプリ、なり人柄が1思ばれ、会場の雰囲気もな

ごやかであった 。 (田 中 勝 記)

印象にのこったもの

真 銅 裕 子

1年 9 カ月の旅のための準備に 5 年間もかか

つて、 出発したときにはこの旅は終わったと感

じたという 。

ありきたりの旅でなく 、 自分だけの旅をして

みたいと夢みる人は多いけれど、仕事をしなが

らの準備、種々の手続きや、充分に予備知識を

得ることなどを予想するだけでう ん ざりして、

このような旅はなかなかできるものではない。

ましてヨーロ y パからヨ ッ トで地球を半周した

というのだから、その体力と航海技術と生活力

には1'$11美してしま った。

あの大陸のどまん中 lこ150 年昔から水路があ

って今なお とみちとのひとつとして利用されて

いるという 。 そしてその水路沿いにはいくつも

の古い港町や城下町、静かな農村がヨーロ γ パ

の歴史の中で生き続けている 。小さな古い PIJ の

ii みこなされたたたず、まいにはあたたかさカずあ

る。生活感溢れる IIIJ でも温かみがなければすさ

んでしまうものだ。 人々がお、互いに毎日を心楽

しく芥らしているかどうかが、田Tの表情を作る

ものなのかも知れない。我こそは、という気持

ちがないから、和のある空間が引き継がれ、 そ

れぞれが美しい街並を構成する 。歴史のある街

並の良さとはこういうところから生まれるのだ

ろう。運河もフランスにはいると、牧場や森の中

を通ることが多くなる 。 その光景のヨーロ y パ

的なのどかさが印象的であ った。

広い太平洋を横切り、遠い南の品々、イグア

ナのいる島やミ南太平洋ミの舞台や、ゴーギャ

ンの愛した島などを点々とめぐ って、長さ 450

m 、幅 120 m のサンゴ礁の小さな島へ。人口 130

人だから人口密度約25人 / haということ になる

のだろうか。このまるで一隻の船のような 島エ

アウリヒ。γ ク品の生活は、おそらく人 IMl 生活の基

本のようなもので、島民全員が苦労しながら E

いに助け合 って生活している 。 あとで大j認がき

て、村人は無事だ ったけれど村が流されたとい

う話なので、なおさら人 間の生活とはまさに助

け合うことのくり返しなのかも知れないと感じ

させられた 。

運河のある街や村、漁村、孤島、そしてヨッ

トの生活。水とともにある生活という共通性を

持 って彼らの旅は続けられた。 それゆえに彼ら

はいろいろな国の多くの人々の豊かな心に触れ

ることができたのだろう 。 そして、そういう彼

らのひとつの実感、子供たちの騒が生きいきと

しているところほど、その町も美しいという実

感は、このヨ y トの旅の話の 中で最も印象に残

った。美しい岡Tは、豊かなやさしい心から生ま

れるのだから。 ( 大阪府企業局)

日 時 昭和51年 7 月10日(土)

開場13 :  00 開会 13 :  30→閉会16: 30 

会 場 関西電力(株)大阪商サービスセ ン世

. 1階集会室

ゲ ス ト 松 村 賢治氏 (松村 ・佐蔵建築研究所)

参 加 者 51名

プログラム スライド を含め た講演



昭 和 51年 度 ・ 第 6 回 若 い 会 員 の 集 い

ビル用水の再生プラン卜

を見る 「都市と水」その 1

レ ポ ー ト

〈都市と水の企画につい て〉 水不足で団地が挫

でられない、という事態が示すように、 「ノlく」が

!l H予告の プ レーキになる i時代にな った。 したが っ

て、私たちも、日頃ノk にまつわる基礎的技術、

制度、問題点などについて広く知識を得ること

が必要であると思い、この企画を考えた 。

( 水資源について〉 わが国は世界有数の多雨地

帯であるにもかかわらず、ノk 資源については恵

まれた固とは言 えない。 そのわけはこうである 。

わが匡lの単位面積当たりの年平幼降雨量は約

1800 ミリ、 IU界平均の 2.5倍 。 臥米，H' ; 国の約 2

1告もあり、 ー 兄笠宮そうである 。 しか し、水資

源の基礎となる人口一 人当たりの年n日降雨抵で

みれば、わが国は 6，500m 3 で、世界干上旬 (32，000

m

3

) の約 5 分の l しかな く、 アメリカの 6 分の

l 、カナダの 60分の l に過ぎない。

また 、わが国は南北に細長く、南と北では降

雨量に大きな地域差がみられ、最大の北陸の約

2900 ミリと最小の北海道では 2倍以上の附きが

ある 。 それに季節的な変動が大きいことも特徴

である 。 その穏皮を示す月平均の降雨量の最大

の月と最小の月とを比でみると、札幌で 2. 3 、

東京で4. 1、大阪で4. 4、稲岡で 3. 2 となる 。その

上、河川の流況の安定度を示す i可状係数( 最大

流量と最小流盆の比) をみると外国の著名な河

川が 2 桁であるのに対し、わが国の河川| は 3 桁 、

4 桁にもな っている 。

〈水資源の将来につい て〉国土庁の IIs.f [151年か

ら60年までの見通しによ ると、 60年には 40W: m
3

程度の水が不足するという 。 これは税ィ宝の近畿

地方で伐 っている都市I + l 水に匹敵する大きな脱

線である 。地域別でみると関東、 M H、近畿で

深刻となり、これらの1mJ或で‘ は、ノド資源の開発

は限界に述 しているところから、国民をあげて

「節水社会」 をつくる必要があるという 。

(排水の再利用について>r節水型社会」の具体

的な技術的対策としては、節水型の洗たく機や

ノk洗便所の普及のほか、下水処理水の工業用木

への再利用、書IUH再生水のが; 用でない部分への

再利用などがある 。 このような再利川ノJ<を上水

と下; 1 < の中r : 日の怠味で中水と呼び、 |ソ，) < 道に対

して下水道と呼ぶ。

(府庁別館の雑用水 プラン トを見る > 9 月28円、

定刻 2 時に始ま った。参加者は 40名余り 。 その

中に設備会社の方が多いのは、この企画のため

であろうと思う 。

本自の講師の大阪府衛生研究所の大森英昭氏

と大阪府企 ｬ 函 Ｚｾｭ ノ ｫ 資源 ｉｲｾ の係木宏氏の紹介の後、

ｦＩ［ ｜ 木氏の「ピル月ｾＷＩ＼の ｴｊ ｈ ＼ 利 ｪ 村の必要性と制度

化について」の講演があり、引き続いて森本氏

から「ピル排水の再平IJnIシステムの考え方と府庁

別館の雑排水再利用実験について」の講演' が 1

時 nll 余り行われた後、実験プラントを見学した 。

この実験プラントは、洗面、手洗排水及び食堂

からの排水を、 一度、 I!? 水憾にため、循環曝気

浸水ろ床排水処理装置で酸素を送 って生物化学

的処理をする 。次に移動床式ろ過装置でろ過( 物

理化学的処理) し、活性炭で吸着( 物理的処理)

し臭気を取り除き、塩素で滅菌するなど浄化処

理する仕組みにな っている 。府庁別館では夏は

日公 200m
3

、冬は130m3 の上7 ) < を使用しており 、

このうち実験には 20m
3

を使用、処理 71<は月1) 配 管

( 中; ) <道) で水洗便所、洗中川ノlくとして l存不11月i

している 。 このほか実験では、処理施設のコン

パ クト化、障害、品ft 待管理などの技術的な問題、

経済的な問題、衛生的な問題などについても調

査している 。 さらにこれらの資料をもとにして

ピル述設の際に節ポ システムを設務づけること

なども検討してい る。

.h!. 学が終わ って質疑応答のH寺山にな った。解

答者には大森氏、 f);( 木氏のほかに、実験委託先

の久保田鉄工 (株) の大島和夫氏にも lJUわって

いただいた 。 やはり ー 暑に出た質問は再生ノkの

土ji.{illi て、あった。 この実験プラントでは設! 日l の償

却費込みで850円 ( 1  m
3

当 たり )。 この単価は上

水料金の 14倍にもなる 。 しかし別館規模 (地 下

3 断、地上 8 階、延 l面積約 3 77m2、q妓只数約

2000入、外来者 1 11 平均約3600人) では 400 円

程度になるらしい 。実現化は一 見遅くなりそう

だが、 仁水i立の料金のアップで案外早くくるか

もしれない 。 (印 腹 義 博 記)

試作プラントを見学して

増 元 道 弘 ・ 大 野 成 二

f科大する水需要による水資源の不足が叫ばれ

ている H下今、問ノJ<の合理的な利用法の一環とし

て、とみにピル排水の再利用計画がクローズア

ップされている 。 ここにタイミングもよく大阪

府庁舎別館で設けられた循環式 F水再生試作プ

ラントの見学の機会が得られたことを幸甚に思

うとともに、気付いたことを列記してみる 。

まずP責任いたのは、処1ill された; j < が想像してい

たよりも透明で、水道水と比} 絞しでも日で兄た

感じでは、平1) 別できないことであ った。 これは

最終処型装置として活性炭l汲- 1 : r - 熔にて処理され

ていたからであろう 。使用件1途を便器洗j争m等

の雑川ノhに限れば、 i舌性炭n及お処理装置は必要

ないように思える 。

物理化学処現として 、凝m砂ろ過装置が導入

されていたが、 これは古い j戸材は機械的に除去

されるため、逆i洗の必要がなく、全自動運転が

できるため維持管理が容易であると思える 。 次

に処理主ji 仰l であるが、試作プラン卜であるため

に、かなり高くな っているようである 。

以上、今回の試作プラントを見学してとくに

気付いた点であるが、排水の再利用を今、直ち

に導入することは、まだ種々の問題点が残され

ていると思う 。 たとえば、 1. 再生水を得るた

めの原水の盆と1 ' [ の把握、 2. 使用用途による

目標処理水質および所要水虫の把握、 3 下水

を再使用する事による衛生的な配成、心理的な

P R 、 4. 処理単価の低減、 5. 排泥および廃

液の事後処理の問題、そのf也、まだ解決せねば

ならない問題は多々あると思う 。

以上取り留めのない雑論にな ったが、今後用

水の蒋ヰ1) 問に兵書1) に取り組まねばならない時期

にきているので、今回の見学会は非常に有意義

であ った。 また排水の再利用が可能となり得る

ことを体験して、 12を強くするものである 。

今後、こういう見学会等の催しをできるだけ

多〈、! l ，J {lli されることを JIIJ 待としたいと Jι います。

(iIl賀工業 (株) 大阪支/ ; 5)

上水を再認識する

岡田宣久

ピル用水の再生プラントを見学して、はじめ

に感じたことは、上水に対する再認識であ った。

今まで上ノ'1<; 丘は無限なものであり、飲料川、

削除I11等f士川範囲は、広範囲かっ大: ! 1 t なも ので

あった。 それがいまや、郎市化に伴う人口集中

等により絶対北不足がう ったえられるようにな

り、その結果としてピル用水の再生 プ ラントな

るものが考慮されなくてはならない状況にな っ

たと思われる 。 そうした中で府庁別館の再生プ

ラン卜を兄芋してなお 一 層その必ｾ，性を感じた

ものである 。

しかし 、 この再生プラントを実現されるため

には、次のようなことが解決されなければなら

ない。 それは再生プラントの建設 'Ei 、維持管理

資等のけた速いの質問、および行政上の問題点

さらに技術上の問題点である 。 これらの問題解

決がされて、はじめて、再生プラントは普及す

るのであろう 。 そうは言 ったものの実験的では

あるが府庁別館において稼動している事実は 、

われわれ技術者にと って、どんなにすぐれた論

文や技術主よりも生きた教科書と 言 うことを知

った。同H寺に今までの給排水工事に対する考え

方、すなわち雑排水( 汚水も含む) は流れさえ

すれば良いということを考えなおさなければい

けないと感じた一 日であ った。

( ( 附奥村組設計部)
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日本建築協会

月間の動き

昭和51年 10月分

E  
事

. 6.  

士E

20日 4 時 - 5u寺於会館集会室

出席者 塚本会長ほか 14理事、海上監事

薮本、栂野、和歌山正副支部長

議事 (1) 会員忘年懇親会の件

(2) 建築 6 団体新年交礼会の件

(3) 評議民会にかえて替面表決のf牛

(4 ) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

編

. 6.  

=  
集 委員

12月号 「設備担当者より建築への要望」座談会

1 日 3 時 - 5 1侍30分 於 会 館 集 会 室

出席者片倉健雄氏、佐々木幹事ほか 2 名

高橋誠穀、川本勝、 中村菜、荒井

消、 山本安彦、樹下洋三 、志田康

の各氏

テーマ 「設備担当者より建築への要望」

委員会

6 日 4時 - 6"寺 於 会 館 集 会 室

出席者 中村委只長、渡辺理事ほか 7 名

議事 (1) 10月号= 結露防止対策と断熱材料特

集経過報告

(2)  11月号= 第 23回青年技術者特集選衡

結果報告

(3)  12月号= 設備からみた建築の問題点

特集経過報告

(4 )  1 月号= デザインの動向一部分と全

体一特集の件

(5)  2 月号= 兵庫特集の件

(6)  3 月号= ニュータウンの管理( 仮称)

特集と 60周年記念企画の件

(7) 作品作風小委員会、投稿欄小委員会

(8) 正月号よりの表紙デザインについて

(9)  r建築の 11良」新執筆者選定

(10)  その他報告、打合

3 月号 「ニュータウンの管理し (仮称) 特集

編集幹事会

12日 6 時 - 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 荒木幹事、近野特別幹事ほか 7 名

議事 「ニュータウンの管理J ( 仮称) 特集の企画

の具体化および中間報告

広告企画小委員会

13日 4 1時- 6時 於 会 館 集 会 室

70 

出席者 阿部委員ほか 2名

議事 (1)  10月号までの収支報告

(2)  11月号、 12月号の広告

(3)  正月号の広告

(4 )  3 月号60周年記念号の特別広告計画

(5) 普通広告収入増収について

投稿欄小委員会

19日 4 1待- 6時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 芝 山 副 委 員 長 ほ か 3 名

議事 (1)  1月号アンケート企画について

(2)  テーマ投稿の企画

作品作風小委員会

19日 6 時一 81時 於 会 館 集 会 室

出席者 大辻副委員長

議事 (1)  10月号、 11月号の報告

(2)  12月号作品の選定

(3)  その後の世主補作品について

1 月号 「デザインの動向一部分と全体」座

圭火 . 6.

日火 =

教 育 委 員

. 6.  

士E

工高生教育小委員会

18日 4 時 - 7 時40分 於 会 館 集 会 室

出席者 斎藤副委員長、上野 ・植田両幹事 'i

ほか 2 名

議事 (1) 第22回工高生デザインコンクール応

募作品の予備審査

(2) 本年度の参加賞について

第22回工高生デザインコンクール審査会

25日 2 時 - 7時 於 会 館 集 会 室

出席 者 審 査 会 償山審査委員長ほか 9 名

委員会斎藤副委員長、上野 ・植

田両幹事ほか 3 名

応募作品の審査

建 材 委 員

. 6 .  

コ弐了

28日 6 時 - 8 8寺30 於会館集会室 |  委員会

出席者岩本博行、西沢文降、富安秀雄、 I  29日 5 時30分 - 8時 於 会 館 集 会 室

樋口治、水谷頴介、 川崎消、紙野 |  出席者 山田委員長ほか 8 名

桂人、鈴木良介の各氏 | 殺事 ( 1 ) 建築吹付材と 、セラミタイトミについて

テーマ 「デザインの動向一部分と全体J I  (2)  r新建材紹介コーナー J 1 月以降掲載

事 業

，会h

Z コr委 員

アステム打合会

6 日 1時 - 5時 於 芦 屋 浜

出席 者 見学会小委員会水谷幹事、広報小

委員会商副委員長、佐藤幹事ほ

か 2 名

議事 アステム見学会および研修会開催打合せ

広報小委員会 P R 分科会

8 日 6 1時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 原 見 主 査 ほ か 1 名

殺事 「衡を緑に(6l J の展示写真レイアウト

若い会員の集い小委員会 「みどり学習会」

打合会

12日 6 時 - 9時30分

於会館 3 階会議室

出席者 大関主査ほか 2 名

議事 (1) 当日のスケ ジュールについて

(2)  グリーンアドベンチャーについて

(3)  担当委員の役割l

若い会員の集し、小委員会 「建築と音楽」打

. 6. . 6.  

ロ=

25日 6 時30分 - 10時30分

於会館 3 階会議室

出席者 特別委員 中島氏、大久保主査ほか

5 名

議事 (1) スケ ジュールの調整

(2) 情宣活動について

(3) 予算について

住 宅 委 員

. 6.  

z コr

住宅展慰労会

12日 6 時- 8時 於 な に わ 会 館

出席者小西委員長ほか 17名

分について

見 学

. 6.  

τ E  

御堂筋ビルディング新築工事の見学会

2 日 2 時 - 4 時

参加者 40名

設 計 監 理 株 式 会 社 日建設計

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

阪急グランドビル新築工事の見学会

15日 1時30分 - 4 時30分

参加者 76名

設計施工株式会社竹中工務庖

ij'f . 商宗寺の茶室 を見る

23日 2 時 - 4 時

参加者 33名

講 師 帝 塚 山学院大学教授

工学1曹士 ，岡田 孝男氏

大阪駅前第 2 ビルの見学会

(大阪駅前市街地改造事業第 2棟新築工事)

28日 2 時 - 4 時

参加者 53名

設計監理大阪市都市再開発局

側安井建築設計事務所

施 工 脚 ｾｕ 池組、 極秘 奥村組 、倒 銭高組、

側松村組、共同企業体

若 い 会 員 の 集 い

建築家のためのみどり学習会

(京都 ・上賀茂・植物講座)

16日 午前 9 時45分~午後 4 時30分

参加者 45名

講 師 伊 佐 義 朗 氏

(元京都大学農学部講師現京都市嘱託)
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品
習

建築工夢実務講習会 (第32回)

19日 午前 91侍~午後 5 11寺

聴講者 104名

j時 師

施工計画

現場製図

大成建設側大阪支庖

作業所長 i進 藤 泌 氏

側 大林 組工務部

工 務 課 長 金 田

鍋竹中工務庖兄秘的

見積課長 il it辺 隆 氏

むi n  

関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

( 日本建築協会ほか 6 団体共催)

26 日 1 11寺- 4 時30 於朝 日生命ホール

出席者 107名

テーマ 都市防災について

講 師

都市災害とその対策

京都大学工学部教授 源内三郎 氏

都市防災と建築家の責任

東洋総合開発悌専務取締役 苛樹英次氏

建築計画と安全化手法

大阪大学工学部教綬 岡田光正氏

建 築 業 務 基 準 委 員 会

26 日 2 11寺- 4 11寺

於日本建築士会述合会会議室

出席者 山恨正次郎委員ほか

議事 建築家職能法としての建築設計監理業務

法 (祭) .要綱について

建 築 ク フ
寸

ノ

朝食会

12日 8 1侍- 9 時30分

於大阪グラ ン ドホテル

出席者 60名

当日はフ 7 .: ; ションあれこれと題してフ ァ

ッション界の現況などについてのお話を伺

った。

役員会

20 日 3 11寺- 4 1侍 於 会 館 集 会 室

出席者 塚本、八十島氏ほか 3 名

議事 (1) 忘年懇親会開催の件

(2) 昭和 52年 1 月例会 1 週間繰下げのf牛

(3) 昭和 52年 1 月以降講師の件

(  10 月 の 入

〔団体会員 l 社〕

世帯新井 組一級建築士事務所

〔個人会員 13名〕

内 門 政 則 問 問 悦 男

磁 山 幸 紀 北 村 逮 ニ

幸田 捻 定 行 治 憲

鈴木 博文 話回登三雄

西 原 太 住

会 者 (敬称略)

奥 野 良之

黒 田 久 夫

杉原 滋

東 篠 隆 幸

宏氏

甥・南宗寺の茶室を見る 10月23日

10月号訂正 11111111111111111111111111111111111111111111111111川 111111111111111111111111111

・本誌 10月号36頁「断熱材料資料頁J ソフトロン s (積水化学

工業) の規絡寸法表に間違いがありました 。正し くは下記の通

りです。訂正しておわび します。

規格寸法及び材料価格

a 続格寸法 | 巾 X 長さ X 厚さ | 材料価絡 (昭 51. 9 現 在

# 3∞21 1∞anX 200 m X  2. . . 1  120円 1m
2

#  3003 1  100 an X  200 m X  3. . .  1  18ゆ円 1m
2

# 3004 1 100anX l 00mX 4. . . 1  24胴 1m
2

# 3005 1  100 anX 100 m X  5. . .  1  3∞ 円 1m
2

1
90 anX  200 m X  4  mm 1  220円 1 m温

:11 4004 I  .  == - : .  ::: H  - - I  

I  125 an X  200 m X  4  ... I  22泊円 1m
2

建築関係法令の研究・ 5

H宇 年 の 市E築関係法令の研究 ・4 j にひきつ

づいて 、そ の第 5 号が、日本建築学会建築計画

委員会建築規準小委員会の手によ って刊行され

た。 この規準小委員会は、近畿支部所属の委員

によ って構成されて 、昭和 47年より、建築基準

法の 研究、建築関連法令に関するコンメンター

ルを中心に法学的に基礎研究を行な ってきてい

る。本年 4 月より、従来の白石博三主主主に代 っ

て片倉健雄氏が主査にな って毎月の研究 を進め 、

その成果を今回、第 5 号としてまとめられたも

のである 。 その 内容は 、「建築設計における暇続

賞任 j r建築における可罰的違法性理論の適用」

「第 1極住居専用地域の建築物の用途に対する

ili lj限評釈 j r法 48条用途地域 について ・l ー第 1種

住居専問地域 を中心と してー j r法 48条件l途地 域

につ いて ・2 - 工業地 域 と工業専用地械ーj r建

基法の立法・行政に関する問題点の整理j r 法令

の解釈についてI r 集団規定を考える 』 につい

てI 建築関係法令文献目録j r建築基準法にみら

れる 『その他これらに類する 』 などに ついて」

. 等々のテ ーマが収録されている 。 とくに、最

後の「その他これらに類するもの」等の表記を

取りだし、検討を加えている点が、本号に新し

く加わ った成果のひとつであろう 。

希望者には頒価 ￥1300で、頒布 しているので、

日本建築学会近畿支部( 大阪市西区剥 l 大阪科

学技術センター 内 ・電話06- 443 - 0538) また

は学会本部 ( 03- 535 - 6511) へ申込むこと 。

11 月号訂正 H 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川|  

Ｎ 本 よ誌 車 ｬ口 Ｑ Ｑ月 司号 ｈ 貝ｾ r新主越盤材紹介コ一ナ一 J 日立 『トHI BA S E 工

法 . H附l凶S PLl T 工法』で、鉄骨t精膏造の位一はり按合部およひぴ.柱

脚郎t摘揖造を比較 した図が不鮮明てで.し た。お詫び して、再度指敏

いた します。

V 従 来 工 法

"  

a 命 > r "，1: "
、 日

『 国 圃. .  再 ｉｉｬ ｈＢ ｓ ｾ ［＠
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[ あらゆるシヤ汐レの企画に挑む P P A N - .

社 会 が 拡 大 し 複 雑 化 し て く る に つ れ 、企 業 活

動 も 単 に 一 面 的 な と ら え か た だ け で な く、 社

会 心 理 学 ・文 化 人 類 学 ・人 間 工 学 な ど 広 く 学

聞 の 成 果 を 取 り 入 れ た 多 面 的 な ア プ ロ ー チ が

e " ー ケ テ ィ ン グ 部 門

企 業 の 販 売 活 動 が 費;!J 来 的 に l民l泊され

るためには、あらゆる! 1 i ! J rt 'J に 立 脚 し て

い る こ と が 大 切 で す . そ こ で マ ー ケ

ティング膏111"f は、セールス ・プ ロ モ -

Y ヨン、商 ，H.!; 日発などに必裂な、あら

ゆ る 情 報 の 収 集 と 調 在 、 分 析 、 計 阿

を干T ないます.

. ア イ デ ア セ ン タ ー

7 ーヶテイング活動に基づいて、名磁

広告キャンベーン企断、セールスプロ

モ- y ヨン企 Illij の立案から. パンフレ

y ト、 P R誌、ディスプレイ、パッケ ー

ジ 、 ノ ベ ル テ ィ な ど の 企 問 、 裂 作 を

行 な い ま す .

必 要 に な っ て い ま す。 そ う し た 時 代 の 要 請 に

応えて、 トッパ ンの 企 画 制 作 部 門 は 印 刷 を 軸

にあら ゆ る媒体を 一 体 化 し、 新 し い 社 会 ・企

業 ・生 活 環 境 づ く り を 目 指 し て い ま す。

- ト ー タ ル メ デ ィア

人/ 11f t活動 、阪 先 活 動 の す べ て の 空 間

をメディアとしてとらえ、その総合的

な企耐と Jl M発 を お こ な い ま す. 各 界

一 流 のmsl i J を終的、成境開 発、 C J

計画、映像、f I I i し物、流行r:f.J 発 な ど の

企 画 立 案 、 制 作 、 笑 胞 を 位 当 し ま す .

. そ の 他 の グ ル ー プ

以 上 の三 つ の 部門 に は 、 そ れ ぞ れ 協

力 チ ー ム が 組 織 さ れ て い ま す . 専 門

分 野 町 ア イ デ ア と テ ク ニ y 7 を 駆 使

して、 一 体 と な っ た 創 造 活 動 を 展 開

します。

凸 版 印 刷 株 式 会 社
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り、 漏 水

原 因 を 克 服 し た理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・奥山式総合防水層の特長

継 目 が な い / 温 度 変化 による 伸 ぴ が な い / 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 脇 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 11 電話03( 571)  2703 

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1
新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

神戸市生田区北長狭通 4 一 1 (英和 ビル)

fEJ丹 神 戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区絹笠町50{ 盆ビル 5 階 502号室)

屯 治 大 阪 ( 364)  2031  - 4  

神戸市公イト区八嶋辿 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21 )6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通 1) 2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3 - 3 包括的 2(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電話0952(47)2945

( カタログ進呈)

._ニヨ

『ー『

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

阪市東成区大今里2丁 目5番22号

電 話 (981) 061 5- 06 1  8  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の頁

74 

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝目玉業社

本 社東京都港区芝松町 1 -25- 7 ';Il Mi (434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市淀川区加山 1 -58-59  11l話 ( 302) 227 1  ( 代)

支 応 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 ぬ ・福 岡

営 業 所 釧 路 函 館 ・盛 岡 ・横浜， ，¥T悶 ・京 都 ・神 戸

給 排 水 ・1街 並乙

日 差 冷 房 換 気 設 計 地 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 底 町 - ｾｉｌ 話大阪 ＳＷＲ 局 Ｗ ＱＵＱ Ｈ 代 Ｉ

京都市東山区大和大路正而七ル' ; r ; : 話京都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ 一 定 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ， 大 阪電気暖房株式会社

本 宇土 大阪市岡 ｉｾ 区江戸 地 ｜Ｑ Ｍ ＶＰ 干 ＵＵＰ ;u: 話(441)8231代表

支 庖 大 阪 点 京 名 古 屋 ・仙 台 金 沢 ・広品制! 町

営業所 札帆 ・新向 ・岡山 ・高松 ・熊本

出E置所 民主岡 秋阻1 ・横浜 ・静岡 ，i. i 山 . ｾＧｉ ｾ 井 ・ 盟国

京都 神戸 鹿児島 ，j郎新

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風力輸送装置

鎗 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設計製作

各種 プラント設備

空調機器類 ・公害防止装置

⑪ 精読書社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  (672) 1281(大 代)

営業所 東京 ・名古屋 ・京 都 ・広島・福岡 工 場 和泉 ・名古屋

テレ ックス : 本社 No. 562ー 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排水 衛 生 ・冷 暖 房

・ 空気 調和 設備

. その イ也管工 事 一 切 の 設 計 ・施 工

( 111 斎必久4・事務所 )

⑫ 斎 久 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 定

大阪支 l苫 大 阪 市 北 区常安町 11 電話 06- 443 - 5041 附

東京本社 東京都千代田区大手町会6- 2( 日本ピルデング)

電話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

営業所 札幌 ・仙台 ・千葉 ・名古屋 ・金沢 ・高松 ・岡山 福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 節目1 和 設 備

給 排 水 ・衛 生 水道

電 気 設 イjiil

厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 巡 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支 l市長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 帯 地 1t I 話大阪 ( 202) 代表3071

本 1汚 点 京 日 比 谷 ・三 1，'1ピ ル

支 l苫 名占属、相1問、本L脱、 11: 1斗、 仙台、北陸

tU ｾｕ＠ 所 側 ｉ 浜、 ｩ 町松、静岡、ｾ ｾＡｴ I目、↑ 岡山、金沢

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備 誌 計施 工

φ 三建設備工業株ま奮枇

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 侮 町 6 5 番 地 fE話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋紙伎町 2 - 22 屯話 ( 667) 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・fUI 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計施 工

。株式会社 司-

‘-

-回・・ 晃 空 調

東京本応 * 京郎新街区内新宿 新宿住友 ピJ レ ;11:話 03- 344- 1911

大 阪 本 前 大 阪 市 北 区 日 m 町 16 帯 地 TE訴 06- 363ー 1371

支 庖名古屋 ｏＡ ￯ 中 村 区 下 笹 ｊｾ ，ｬ ｪ 町 ｊｬ Ｍ 2  '，!l. ;fi 052- 581- 8571  

広 J: ，lj Ili 紙 出 町 1 丁目 2 捺 22 号' ，( C話0822- 47- 4535

福岡市 中央区大名 2 丁目 4 If'f22 号 泣 訴092- 761- 3795

出 張 所 償 浜 川 J t . . 点目11 神戸 ・松江 ・j中純

一一 冷 ・暖 房 、 衛生 、 機器 配管 、 設計 施 工 一 一

⑧ 
総会社式

ごJ三同主

水 エ 業 所

牛; 社 大阪O! i 大淀医 Iti 浜田T 3  1 日14岳地

干 5 3  1  '.l!: .}i 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代ぷ)

!Uffi、立:/.1; 点点目11'1' 央区八丁均14 丁 il Jl ll 干7 サ

干 1 0  4  ( 神谷 ピル )

'，{1 ，，，r; *  i;'; (551) 8 0 4 1  (代表)

rH 1) ( 所 . r. !j j収，r，下 馬 'ド 郎 氏 ，n ill 

):.'j 似 ・九i l(I;j . 絵 山 市 松

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 出 火 阪 市 北 区 立 山 浜 j凶 1 - 2  5  ( 新大ビル )

"正ぷ (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・点京支山 点点目11中央区日本総本石町4- 2(三井第二別館 )

Ｇ，ｉｬ，［，ｾ＠ (03)  279  - 5  6  7  1  ( 大代)

名 市 民 九 州 ・ 広 山 ・札 帆 点 if' f.村 ・北 陸 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 ト 14 T E し 0 6- 441 - 51 7 1

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 積 書 膏 冷 機 械 葺 劃 主

{>; む 大阪 ，Ii lt. i区瓦屋町T 3祷丁68都 地( オートセ ン7 ービル2附

銅11，必俳句 542 ｾｴｬＮ ｾｲｩ 大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768- 5  0  3  1 番

* 京営業ー所 点 J;'; r.l 1千代 111区九段 l栢2丁目 2番 5 号( 九段ビJレ81滑)

手II ! 記挑むφ 102 '，Il 話 *) ; ¥( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設 備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・広 島 ・天 理 ・福 岡

、， E ト

熱 と 空 気 の エ ンジ ニア

樟 式童 手土

ｾｾ大気茄土
・宮. 極自

空 気 綱 相I1偏 焔 .3水咽，"'1笠i島 之 齢11

fI 公害阻止問温1愛情のm十・製作施 工

志 社 ・車京宣庖 車京都問宿区西町宿2 - 6- 1古 田 -344- 1851 ( 夫代} 大阪支広 君。6-203-3721 ( 大

代} 名古屋支庖 s 052-21 1-1 535(i"l:) 九州支庖 官032-43ト2147 宮 被 所 札 幌 仙 古 惜，兵 ・広

島 神戸 出 張 所 : '，¥，I l 金沢大宮 ・帥同 ・盟 国 軍 部 ・岡山 ー松山・院本・鹿児島 ー沖 縄・ハノコク

商昂は空気です。

制

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

京 都 市 南 区 西 九 条 22 田 町 2 0 番 地 の 1

m話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜! 日l専用 (691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 締 筋 1 - 37(天満橋北詰 )

';ll.;f舌 (352) 3  5  0  1  - 3  

四日市市浜田西末広町ｾ話⑮ ＷＴＳＱ Ｍ 3  

大 津 市 打 出浜 13- 15 ｾ ｉｌ 話 ＰＷＷＵ ⑫ Ｙ 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

大 阪 支 底

四 日 市 支 l吉

滋 賀 営 蝶 所

津 営 換 所

仙 台 支 J苫

名 古 屋 支 庖

3舎町震岸畢13:Ci ，Yi&. 
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾ可 ＺｾＺｈ 唱 ＺＱ

ーa:電'ー...." . . . . 、 東洋キャリ ア工 業 ( 株 ) デストビュータ一 関西 地 区

l∞自宅? 盟主車燃芦社

1蓋支

営 蝶 所

平曲互業株式会社@  

空気調和・衛生設備

ガス設備 ・ガス住宅設備

。

大阪ガス指定工事会社

大阪ガス設備機器特約庖

設計・施工

晃大
衛 生 ・空 気 調和 設 備 ・設計 ・施 工

社

説

銃

部

剛一昨

4

u

A

M
叩

決

勝

局

者

仁

常

備

容

ス

肱

ス

r

n

柿

本

Z

Z
設

窯

T E L ( 441 )附 1994・( 443)附 0331
大阪市西区江 戸堀通 2 の2

空気調和・ 恒1昆恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生 設備 設 計 施 工

|丘 . i令jj} Ｎ 空会 υｬ ｉａ ｟ ＱＱ ｬｊ Ａ｟ｊ 主調 ｦｦｚ 装ｾ ｾＯ，ｾ

設 計 』 也 ユ二

@不ニ熱学工業織ま曾紅
品主4

-← 

萎れ
6!!! 高回

大阪市南区i I I iil変町 2 - 5  0  ｾＡＡＺｩＱｦ ｩ＠ 261 - 2436(的

東京初大 田区河馬込 1 - 2 ー 1 ; !!: 話 773ー 1231間

銀 ｆｉ ｾ ・浜松 ・ 京布 ＱＱ ・神 戸 Ｎ t，i  1拘

本 庖

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 91稽)

屯 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支庖

社本

山 田 工 業 株 式 会 社

空気調和設備 ・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計 ・施工

⑬ 
本社且菅工fぽr. t 部 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 62 電話06(443)8161(大代表)

環境装置事軍部大阪市淀川区 三津屋南 1 - 1  - 35 電話 侃(308)l 491( 代表)

東 京 支 広東京都港区北青山3- 6ー18(共同ビル背山) 屯話 03(4ω)8905' 8913 

名 古 屋 支 庖 名 古 記 市 中 区 栄 2 - 16 - 13(京極ビル) 電話 052(202)ω11(代表)

出 張 所 神 戸 ・ 福 岡 松 山

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換気・除塵設備

c : : m哩胆コ

j星 ・ 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道、 搬 送 機 設 備

設計 11' . ニ地工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 岡 町 3 0  氾 祈 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 旺1[玄 ) L ノ 内 3- 3- 1( 新 東 点ビノレ)

'i lt 話 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

(，1， 台 市 新 f孟 周 囲T 6  0  

屯 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

一 般 空 調 設 備 ・ 恒 温 恒 湿 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

，園、 帯 す る 衛 生 、 電 気 等一 切 の 工事 の 設 計 ・施工

I 巳イヲ者宰U フ。ラシト繍ヨ8 .tt

ａＩｾＭ＼＠ 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀 I理中山本通 l T n 2 帯 地 ホ ー コ ク ピ ル

干 531 電 話 大 阪 ( 06) 372- 5171 ( 代表)

点 京 都 中 央 [ 烹 n 本 締 本 町 3 の 1 共 I，;J ピ ル

干 103 * J f; >1ミ京 ( 03 )242- 5521 ( 代 表 )

品1 問 . :1'， 宵 L;i 広 ';，') 本し ゅ且 flll 

設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

大阪市北区木愉町 3 4 - 2 電話 06 - 313- 1846

大阪市北区木幡町 3 4 - 2 電話 06 - 313- 1846

枚方市甲斐回来町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 - 2128

大阪市北区木崎町 3 4 - 2  屯話 06 - 313ー 1846

枚方市甲斐回点町 9 番 3 号 屯 話0720- 49 - 2128

東 洋 然 工 業 楓 式 会 祉 大 阪 安 倍

T E L (433)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京高11中央区京儒 2 丁目 9

支 l苫 名 占 屋 - 稲 岡
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⑤ 

1 7 8  . : 軍邑 A::::= . L&L ____b.  

l号 事 竜 丸 燃 式

1t ぷ月哨H生 山 本 ↑ 専 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 1; ，¥ 3  - 3  朝 日 ピ ル

T E し 大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 平 水 町 3 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

sj:( rm ，f-j イl' J; - C 区 I回 以 極 4高 野 町 2 1  

T E L 点目11 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 11: )  

市 中 央 区 採 院 1 ー 1 4  - 8  

T  E  L  ｎ 品問ｾ 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社
ふ
一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 ・言十装 工 事 設 計 施工

栗 原 工 業 柿 式 会 紅

ー逮

rlI U九

本

本ヰ土営 換 所

京 都営 難 所

英ー

大 阪 市 北 区 高 垣 四 丁 目 東 阪急 ビ ル T E L0 6- 3 13- I IOI

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 南 ・ 神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

イ言原

ヨ百

芹長二取締役社長

!i，i  1瑚福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高関係五丁目二八番地電話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 眺 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出 張 所 全 国 主 要 都 市20ヶ所

ヰ士

唐

本

支

出 張 所

設計・施工

喝'

株 式

電 気 工 事;

A

Q

一

A

:

三

計

式

云

均

株

机

捌

機

嘉

ゆ

電

叫

暖

{

玉

制

気電

&  社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 点 l五 成 f I 三 r IJ 五百? 卜じ 号

"li ，lli A 似 (931) 代 点 7 3 4 1 - 5

大阪市城* 灰成育 二: r ll I ヒ需一号 電治大阪 (932)2869

奈良県御所di 御同通3ω 電訴御所 (2) 0122 

枚方市山之| 阿町 l の 1 'i liJ I i 枚方 (43)8659・(44)9232

神戸 市政介氏若来，jffi 六 J i J，"'lfi 1i号 電，ili 神戸 (241)5969

ム一

A

信
一
刈本 電

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

中

本

社

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 立 ビ ル 31培)

ｾｴＡＺ話 Ｈ ＳＶＴ Ｉ 1  4  7  1  (代)

東京都港区新稲 2 - 1  6  ( ニュー新締ビル 7 階)

屯 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

iE 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

干上

庖

本

支

庖支

神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 川 淀 川 区 中(1 ｾＱＱ＠ IIfJ  1 丁 目 1 1  0 僻 地

'，G: "f， 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1 ー 7

J..I[ Ji"( 部 品 川 区 同 IL 以 111 6  r  Ll 25番 11 サ( 制 1:.¥ど ル )

'1l . L，; 吊: 吊見[ J;' ( 491)  1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 介 区 鋳 物 日'1; 町T 2  3 得 地

3巳 折 小 fr ( 56)  5  6  6  5 ・5 8  1  8  

，ｉ，Ａｾ ・ 千虫ｾ . 千 日 歌 山 ・ :f， ，1，. 以

電 気 工 事 設 計 施 工

t l: 

ｊｾ Ｇ ｌＭ ｩ＠

血i
，、ｾ

代表取締役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 附)

屯 話 (361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 間 中 央 区 日 本 紙 利 時 間T 3 丁目 2 番 地

I E 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 拘ｼ校 ｊｾＨ ・ ｊｪＧｾ .  I'1，¥ 山

本

支

社

A

Q

E

 

事 株 式

自日四林

エ

取締役社長

藤工太 陽

阪J ! i 福 島 区 上 悩 島 北 1 - 2  

ｔｅｌ Ｈ Ｐ Ｖ Ｉ ＴＵＲ ｾ Ｑ＠ 1  5  1 ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 l菊 之 町 7 3  

T E L (06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

社本

営 業 所

屯カ工事本部
r.F Ｚｈｾｫ 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電気設備設計施工

母
高 千 瀧 亀 械 株 式 会 討

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福| 両

田取締役利上と

社本

w  

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 (06 ) 358 ー I I  7  I 大 代 表

東 京 ・神 戸 ・九 州

雄久崎取 締役 社 長

ネ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 tl 

大 阪 市 北 医 仰 ヶ 校 IIJT 5  

1江 市i 大 阪 大 代 表 ( 312)

東 京 ・ 名 古 tii .  IJq 日 市 ・神 田

松 山

電気・計装・空調工事設計施工
電 気 工 事 ・骨十装 工事 ・ 設 計施 工

Ｍｰｾト薗気工レニ ｊ 二 ｙ リレク雌式 Ｘ 耐A  社

、益二

1旦

大阪市北区西土日川 IIJ Tl 5 TEL 06- 364- 3056( 代 )

東 京 ・事11戸・広砧 ・岡山

名 古 屋 岡 山 ・札 眺 ・ 苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京 初 ・日砂・ 三原・徳山 - 松 山 - 新居浜・福岡・沖縄

刀t本山取締役社長

本 社

支 1，1';

事 業 所

6 番 地

8 8 8  1  

キl，-ji: 

支 I民

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  'I} 淳 窯 * 商 怠

氾宮古 大 阪 06( 532)代 0461 <<!!> 550 

姫 路 営 換 所 姫 路 市 北 条 口 1 2 6 番 地( 住友生命保 険 ピル 7 F )  

建設省 IZ定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同噂 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基材同等

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 "山市 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

⑧ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大阪 ( 922) 代表4421 - 3  

⑬ 

Standard 

ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベン手しーチ・ミ〉たJf"

繰 式 会 社

主 宰 商 曾

大阪市北区与力町一 ノー0

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

@明

調宵

Board &Slate 

フ タ パ 需 板

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商J吉

大 阪 支J吉

大阪市東区 I: '，ij 施稲 2 r" 9 野村ビ ル51滑 '1G: ; 1fi 大阪 (202) 4905

)  I性能はBL認定ガ保証/

その上に画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコウガ

加えましだ。

ヨドてすりBL
ヨｾＺｊニマト

“天11. -11

E  

WI L : :  F  .. 志社 大阪市東区南森町 4 丁目高番地 干541 f t (国 )245- 1111固._.... 車 京 支 社 東京都中尖区八丁堀 4丁 目 港 地1号{ 京幅高市ピル} 干1加 古 (03) 白 1- 1171

ｾｾ回Ｎ 宮鍵所 札幌ｻ剖 Ｉ Ｔ Ｗｮ ・盛 岡 ＨＳＸＩＸＱＱｈ 山古ＨおＩ市 ＹＱ 踊刈ｻ沼 ＩＳＷＸ 純 子 真 Ｈ Ｔ ＳＩ 田 Ｕ
E ・m.u.幽週 東 京Ｈ拙 ＩＱＱＷ Ｑ Ｇ ｾ ￡Ｈ 刷 “制刷仰 ＱリωＩ 河川 Ｙ引 ｬ 包

名古厘Ｈ日 ＩＲＮ 担 ｾＴＲ 剖 ｬ 大阪ｻロ Ｑ Ｇ ＵＩ 川 Ｑ 却 Ｑト Ｎ 広 Ｇ‘‘ ＨＴ 唱 ＸＩＲＮ 目 ＧＴＳ 剖 Ｑ Ｎ 高位 ＨＳＴＩＳ 菟 Ｖ副 ＱＱ Ｎ Ｑ惜Ｍ岡Ｈ闇ｽ曲 Ｓ語 5  

宮 崎 { 臼 )3羽16引l  
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キｾ＠

社

..-0、

ｾ＠
j歴柏 原

r  

電 話 大 阪 (471) 1493- 4・8267

電 話 大 阪 (471) 0  
2  4  

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

マ

ト携

交

吹 付 -ーに 1

ｾｾＧ＠ ｾ＠ ｾ＠ I 主 材

塗 付一- に}

| 石綿

完 全 耐 火 j

fB，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

ｾ＠

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

つ

“強

青 株 式

( 旭化成ミュ- ) レコート・セッ卜品 )

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南城江通 6 丁目 39帯 地 T E L大 阪 (538) 2951- 5. (541)5757- 9  

営 業 所 東京 ・高 槻 ・明石 ・姫 路 ・四国 ・中 国

78 



白進式輔議関欝欝欝韓覇
オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取付，取はず

しが簡単なティオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて，岡u牲のあるアィオ

パネル( イソバンド36) の表面は0. 5%の塩ピ鋼板で儲成され，美しい室内感覚を出しています。

(  P AT. 6i 牛〉

奥村重兵衛株式会社 日

阪 市 北 区 伊 事 寺 町 22 番民主

京 都 港 区 新 婦4 - 2 第 四 森 ビ ル

岡 市i辱 多 区 住 吉 2 丁目16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 T目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 醤 13 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

〒 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

〒 105 電 話( 03) 437- 3S 61( 代〉

〒812 18:話( 092) 291 - 0459( 代〉

〒 733 電 話( 052) 522 - 5436( 代〉

〒 733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代〉

千983 電 話( 0222) 52 - 2631( 代〉

年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

AM.  10. 00- P.M.  5.00 

日曜 ・祝日は休 館

|至|

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)  364 - 2059 

好評発売中.グ

新 版 |建 築 工 事 検 査 の 実 際|

亀 田 泰 弘 監 修

現場に即 した猷験 ・検査の技術 を態切てい ねし、に 解脱し た初の工事検査方

法指噂轡で¥技術的急速な進歩に伴ぃ金書官 にわたって新 しく書き改められ.

一層充策 した内容の ものと なってい る

圃 上 場 8 5判・ 453頁 ￥6.000 ・送料￥ 250 L - ' : - 仙 f 都 内 送 料 ￥350  

・ 下 巻 8 5判 . 534頁 干7. 000 ・送 料 ￥ 250 ｾ Ｎ＠ ... ..  l 地 方 送料 干 500

各 種建 築 構 造 の 計 画 ・ 設 計 に 役 立 つ 実 用 便覧

| 建 築 構 造 計 算 資 料 集

中 川 ;享 編 著 全 8 巻

国鉄筋コ ン クリ ー ト構造 編① 8 5判・ 188頁 ... 2， 500(送料. . . 200)  

図 鉄 筋 コ ン クリ ー ト精 進 編② 8 5判 ・2 12頁 円 ，0∞ ( 送 料 》 初0)

園 鍋 精 進 編① 8 5事IJ .  225頁 円 ， 200(送 料 ￥ 200)

固鍋 布 陣 造 編② 近 刊

増 補 改訂 版 生 活 環 境 造 り に 好 個 の 設 計 資 料

| 住 宅 団 地 の 造 園 施 設 |

;中 中 健 著 B  5 判 ￥ 1，60 0( 送 料 ￥ 200 )

快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る 為 の 技術 資 料

| 住 宅 団 地 の 土 木 設 計 |

小 池 正 次 著 B  5 判 ￥ " 印 O( 送 料 ￥ 2∞ )

コ ン ク リ ー ト 技 術 に 関 す る 好 適 の 実 務 審

| 実 用 コ ン ク リ ー ト 技 術 l

森 茂二 郎 編 上 巻 B 5判 ー360頁 ￥ 3 ，20 0( 送 料 ￥ 200 )

下 巻 B 5判 . 41 4頁 ￥ 3 ，6 0 0( 送 料 ￥ 250 )

設 計・ 施 工 に 必 要 な 接 着 工 法 の 決 定 版

|建 築 の 接 着 工 法 |

西 忠 雄 監 修 B  5 判 ￥ 3 ，∞O( 送 料 ￥ 280 )

t  

建 " 技 7奈 川

建 設 省 建 築研 究所 監修

年間購読料 ￥8，400 ( 送料含む)

特価 ￥900

・ 海 岸 地 に建つ小規模鉄骨建築・ 一一 ・・・・・… ・・・・・ ・・ー. .... . . 出 原 隆夫

. 座談会 " コンクリ ー 卜の 調 合" ・・・・・・ ・・・・・ 田・・・… ・ー ・亀 岡泰弘 ほか

. 建設省総合技術開発プロジェクト "新耐震設計法の開発" … … … 中 野 清 司

. 建 築 空間 の 評価 ・ ・ ・・ ・・ ・・・ ・・・・……・ 青 木 義 次

. 環 境 建 築 の 思 想一 自然像の変換ー ・・・・・ 一・… ・・ー瀬 尾 文 杉

・設 備 ユ ニ ッ 卜の 問 題 点 と 今 後 の 動 向 .. 一 一…・ 例貝 高

. 鉄筋コンクリート工事の配筋および手直し要領( 最終回 } .. 北小 路 宏 ほ か

. 構 造 計 算デ ー タシ ー 卜( 45) … ・・・ … … … … … -構 建 設 計研 究 所

. グアテマラ 大 地 震…一 一・・… ・・・ ・・田・・・ ・・・・・・ ー・・目白 一 .. .・・・ ・三 * 哲夫

月刊

月
ロ

守

〔特集号案内〕

. 軟弱地盤と建築 z r fl言∞

. 中小規模の鉄骨建築・配筋の要点 主主 lf 号80

・躯体生産技術の向上をめざして 言語4f 号80

. 建築と接合 言語 7f|言∞

. 住宅部品システムの普及 言語llf l言。。

. . - - 司干 160 東京都新宿区北新宿 1- 8- 1中島ビル8F

re訓告03 側 4211附 振 替 口 座 東 京 か72417番

巴 ヨ 諾 建 築 技 術

79 



タ 然 え な い

わ れ な い

腐 ら な い

カ タ ロ グ 御請 求 下 さ い 。

本

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラ ース ーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

ｊ 皮 キ反 先足 キｾ S 小 波 S 大 波 V ?皮 ポ ソ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・ 波板・棟包・雨押 類 ・谷樋 ・竪 樋 ・軒樋

通 風器・ 排 気 ダ ク ト ・モ ニ ター

刊 I げ ) 川t製 造 船 祖

キ土 只1・F 県 尼 崎 市 昭 和 I有i Lf i り 3 - 26松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 エ 場 府 玉 県 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 得 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 I苫 及 工 場 稲 岡 県 遠 1:': 1部 水 巻 町f 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支 J苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江町 1の 24第 2中 経 ビ J レ 包 括 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

現場の信頼に 応 える

電 r l " ll.
告 u 口

主党口口

80 

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

17l i - ; . - -1-

7 1- 9 ; "  

' 1守- q L

%%: : 1- 6-

Z i "' : : : :I-1Jι  

一一 セメン 卜混和剤 ・助材綜合メーカー -

ｾ ｟ｾ， ｍ 株式ｾＱｉｨ回ｴＺＺＺＺ 1...._ 霊4

可宮戸l 会 社 . . I D . 咽 目 唱 畠 - - 唱 山L

F l V ' 東京都品川区二葉1- 18- 8 fi 東京 (787) 1131代 表

東 北 支 底 抗 島 市 nr 寺字述原3- 2  f i 0245(91)  1131間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 11fT 14  - 3  f i 0298  (23)  113l(内

盛岡営業所 岩手県盛岡市 川ケ丘3- 39  n 0196(45)  1331制

大 阪 大阪市* 成区束中本2- 17-26 合 06 (974)  1131  

.  

司L



園E E璽画面

サンヨ ー ダンハムスク リュー

ヒー トポンプは、 オ イ ル 冷 却

に リキ ッ ド イ ン ジ ェ リション

方 式 を川 い て い ま す の で 、 保

守 の 1前倒なオイルク ラ が な

く 、 か つ l吸房 能力がJ i "1大し

す 。

空 気 熱 交 換 誌側 に も 数 多くの

特 許 や 、 ノ ウ ハ ウ を 有 し 、 特

に 冷 媒 配 符 が 細 い た め 、か つ

コ ン ブ レ ッ サ と 空 気 熱 交 換 器

との /111の 距 離 が 大 き い 場合に

はメリ ッ トが出て来ます。

園陸堅璽面目

スク リユ ー コ ン ブ レッサー は

今 ま で必佃iてあリ、ターホー冷

凍 機 と は 競 争 で き な い と さ れ

て い ま したが、サンヨ ー グ ン

ハ ム の ハー メチックチラーは、

ター ボ 冷 凍 機 に 近 い 価 格 で あ

リな が ら 50 ，0001埼'r: nの オ パ

ー ホ ー j レlt! l/ :円。

ノドー ノドヒ ー トポ ン プ に 最適 等

とターボ 冷 凍 機 に は無 い 大 き

な 特 長 を 有 じ て い ま す。 また

モ ー タ 月111笠のオー ブ ン タ イ プ

もあ リます 。

E蓋醤翠置置

サ ン ヨ 一二 重 効 用 嶋 収 冷i昆機

は、 都 市 ガ ス 、 灯 油 な ど の 燃

焼 熱 を 利 用 レ て 、夏季に冷水、

冬 季 に 温 水 を 供 給 す る 機 器 で

す 。 効 率 の 良 いよ二重効用形て、

従 来 の 冷 凍機 とホ. イラーを個

別 に 設 置 す る 冷暖房 方式 に 比

べ て 多 く の メ リッ トがありま

す 。 8 02や 、 ば い 煙 を 排 出 じ

な い 「 き れ い な 冷 暖房 シ ス テ

ム 」 と し て、 ビj レ、 ホ テル 、

工 場 な ど の空間 に 適 し た 熱 源

て す 。

d

誇
'

，
H

a誇

' .  '.  

E E面題画圃

サンヨ 二 重 効 用 吸 収 冷 凍機

は、 8 kg/ c m
2

程 度 の 蒸 気 高 温

水を用い従来タイ プに 比較 レ

て熱入 力が ＶＰ Ｅ 、 ｾｪ ド熱量が ＷＵ

% に減少いたし ます 。 この経

済 性 ゆえに 、比 較 的 高価 な ガ

ス灯 油等 の 無 公 害 燃料 の 使 用

が可能となリ ま す。

公 害 規則 が 厳 レ く 、 燃 料 を ガ

ス 、 灯 油 に せ ざ る を 得 な い 都

心 の ビj レや 、 運 転 時 聞 が 長 い

場 合 に は、著レく有利 になリ

ま す。

お 問 い合 わ せ 先

三洋電機空調設備株式会社

〒105 東京都港区芝西久保明舟町20 ( 第 18森 ピ ル ) f t  03( 503)  5901 

大 阪 営 業 所 f t 06( 362)  2071 名 古 屋 営 業 所 合052( 581) 3891 

徳 岡 営 業 所 f t 092( 291) 9141 仙 台 営 業 所 f t 0222( 25) 5211 

広 島 営業 所 H0822( 43) 3413 札 幌 販 売 際 f t 011( 231) 7111
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• • • 
設備をより合理的にスマートに

品質の優れた北沢のパルズ

I <I T Z⑧ 

とくに 、、KI TZ"ノウレフーの特 徴 は、原 料 素 材 の 鋳 造 ・鍛 造か ら

1 ' t 生産システムを保丹l。製 品 機 能 ・品 質

建築 Ｑ 没 備 ｊｩ Ｚ ｊ ノ ｾ￬ レ ブ の メ ー カーとし て、永年の経験を も っ当 社 の

育室l秒 、レブ・鋳鉄ノカレブ ・バ タフライバ ル ブは 現在 、広〈全国 製品化まてー完全な

第

訂

輯

第

ロ

号

社

団

法

人

日

本

建

築

協

会

〒

州

大

阪

市

東

区

北

浜

3

1

幻

の 安 定化 を常に、 徹 底 してお りますユにわた って使 用 され、業 界より 定 評 を いたfごいておりま す。
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KI TZのノ f タフライノぜひレフーはラノ f ーシーノレ型の

完全|泊Jl:: JII、および金属シーノレ型の型の夕、、ン

ノｾ Ｍ ｊＱｊ学科純の製品が標準化されております ｌ

バタフライノカレブji 鉄剣、船舶、各純化学プラ

ン卜、' ぞ調関係などに広〈俊則されて L 、ますが、

構造 ・ 機 ￭￬ｾｉＨ ｬ ｩ で Ｇ ｾｉ 生のパノレブと呉る合ｊｬｉｉ性を

もち、流体i ! J IJ徒" における省 11化に広〈役立って

おりますL とくに従米の仕 切弁、 [J I手弁に比べ

柿造的に大型ノ f ノレフa の製作にも適しており、

今後、多くの分担fて.のifiJl Iが期待されてL 、ますL

/:(に KI TZノずタフライノカレフ"jii 1rEf本のi!J IJllIJ 性、

l耐圧、耐久'r Jーにも俊・れて，，; : 1; す。

ノ〈タフライノ〈ルブ鋳鉄ノ匂レブ

KIT Zの幸寿f)l: ノカレフーはノ]1: ・ヵ、、ス{本・ill lまnを.J"'&う

れ符装置用、パイプライン HJ に従来より広〈

使用されてきました。

とくに当社の製品は優れた生産技術から' [ れ

るもので‘ 品質 ・機fiEともに自信をもってお焚め

できるものです二

ｪｾｦ 造より完成に ｌ 、たるまで専川の自動機械を

数多く J采用し、 - t t止EJ 1i ' i : を行っているために、

比較的低コ ストで製品化が "f 能になっています3

ｾｾ品には ユーザ 二 一 の要望を悲にした ｦ 士総のもの

が多く棋当主化されてし、るので:m途に適しt.: ノウレフー

をｾんで最適のものをご使ｊｬ ｉｌ 、 ｕＮＺＧ けます二

KI TZの青銅司パノレフ1立創業以米のノ) <. ，、経験に

基いて製作され、広〈全国で使用されています。

各製品とも J I S 規格品と経済的で. 使い易い i凡

川主i の2系列の製作範囲をもっており、各相 ，没

備mの11誠司パノレフーt してあらゆる 'Ji l_gi にお応え

することができますユ

符製品はJEi 料素材の鋳造力、勺完成 lこL 、たるま

てー 1't した品質管理が行われており、車内l交はき

わめて安定して おりますL

〔主な用途〕建築設備用、工場 ・機械設備用、一般家

庭用、農水産用、 その他

青銅ノ〈ルブ

JI S 表 示 認可 工場 ・API 表 示認 定 工場 ・高圧 ガ ス 製 造 第 2 種 認定 工 場

一一・四....，.. ... 

式 fi U ;l t現 代IL:7:


